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仙台市の文化財保護行政に対しましては、日頃から多大なるご協力を賜 り、

まことに感謝にたえません。仙台市内には、現在約800ヶ 所の遺跡が確認さ

れております。当教育委員会としましては皆様のご理解とご協力を得て、貴

重な文化財を保存し、後世に伝えるように努めているところであります。

本報告書には、開発に先立ち、平成13年度に発掘調査を実施した国分寺東

遺跡と、平成14年度に発掘調査をした八木山緑町遣跡、庚申前窯跡、下ノ内

遺跡、山田条里遺跡、富沢遺跡、南小泉遺跡、大野田古墳群、高田A遺跡、

養種園遺跡の調査成果を収録しております。国分寺東遺跡は、聖和学園高等

学校の校舎移転計画によって新に発見された遺跡ですが、調査によって、こ

れまで知られていなかった陸奥回分寺跡周辺の実態を知る上で貴重な資料を

得ることが出来ました。

本書に掲載した調査成果が、地域の歴史の解明と文化財保護思想の高揚の

ためお役に立てれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査の実施から報告書干U行 まで多 くの方々のご

指導、ご協力をいただきましたことに対しまして、心より感謝申し上げます。

今後とも文化財保護行政につきましてご理解とご協力を賜りますようお願い

申し上げます。

平成 15年 3月

仙台市教育委員会

教育長 阿部 芳吉
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1 本書は、仙台市教育委員会による国分寺東遺跡、人木山緑町遺跡、庚申前窯跡、下ノ内遺跡、山田条里遺跡第

7次、富沢遺跡第122・ 123・ 124・ 125次、南小泉遺跡第37。 38・ 39次、大野田古墳群、高田A遺跡、養種園遺跡

の発掘調査報告書である。

2 本発掘調査報告書のうち、富沢遺跡第123次 ・南小泉遺跡第39次・大野田古墳群 。高田A遺跡・養種園遺跡の

調査は個人住宅建設に伴う事前調査として実施したものであり、他は民間の開発事業に伴って行なわれた発掘調

査である。

3 民間の開発事業に伴い実施された発掘調査及びその報告書の刊行にあたっては、地権者である学校法人聖和学

園・学校法人仙台こひつ じ学園・庄子末吉氏・棚ヨークベニマル・∩アビテール嶋田・菅井幸子氏・蜘住友不動

産・的ヤマニの各位に絶大なご理解とご協力をいただいた。また、個人住宅建設に伴う調査にあたっても、建築

主の多大なる理解をいただいた。記して感謝の意を表す次第である。

4 本書の作成は、仙台市教育委員会文化財課調査係が行い、次のとお り分担した。

国分寺東遺跡      豊村幸宏   富沢遺跡第122次  工藤哲司   南小泉遺跡第38次  工藤哲司

人木山緑町遺跡 (第 3次)佐藤 淳   富沢遺跡第123次  豊村幸宏   南小泉遺跡第39次  豊村幸宏

庚申前窯跡       工藤哲司   富沢遺跡第124次   加藤徳明   大野田古墳群    工藤哲司

下ノ内遺跡       加藤徳明   富沢遺跡第125次  豊村幸宏   高田A遺跡     豊村幸宏

山田条里遺跡第 7次   大倉秀之   南小泉遺跡第37次  渡部弘美   養種園遺跡     豊村幸宏

5 本調査にかかわる資料の全ては、仙台市教育委員会が保管している。

口



例

1 調査地点は地図中に☆または■の印で示した。

2 本書で使用した土色は、「新版標準土色帖」 1/1ヽ 山 。竹原 :1976)に準拠している。

3 本書に係わる遺構の実測は、平面座標系Xを基準点としたものと、任意の点を基準点としたものがある。任意

の基準点からの測量では、周辺の境界杭等を計測することにより調査区の位置を定めた。

4 平面座標系の座標値の単位はkmである。

5 標高値は、海抜高度を示している。

6 遺構名の略号として、次の略号を使用した。

SA:柱列・塀跡        SB:掘 立柱建物跡    SD:溝 跡    SE:井 戸跡

SI:竪穴住居跡及び竪穴遺構  SK:土坑跡        P:ピ ツト   SX:そ の他の遺構

7 報告書中の全体図および遺構平面図においては、撹乱と新 しい重複遺構は、省略または簡略化している。

8 竪穴住居跡床面の濃いスクリーントーン (網)は焼け面を示している。

9 柱穴内のスクリーントーン (網)は柱痕跡の位置を示 している。

10 遺物の登録には、以下の分類と略号を使用した。

A:縄 文土器      BI弥 生土器      Ci土 師器 (非 ロクロ)   D:土 師器 (ロ クロ)

E

J

P

須恵器       F:丸 瓦

磁器

土製品

G:平瓦

K:石器・石製品    L:木 製品類

I:陶器・土師質土器

N:金属製品

11 土師器実測図内面のスクリーントーン (網)は黒色処理されていることを示している。

12 礫石器実測図の細かなスクリーントーン (網)は磨面を示 している。

13 遺物観察表の ( )内の法量は、残存値を示 している。

14 本文中の「灰白色火山灰」 (庄子・山田 :1980)は、「十和田a(To― a)」 と考えられ、十和田 aの 降下年代

は、現在西暦915年初夏とされている。 (町田 :1981・ 1996)

15 「擬似畦畔 B」 という用語は、水田の畦畔直下の自然堆積層において認められる畦畔状の高まりをさす (斎野

ほか1987:「富沢―富沢遺跡第15次発掘調査報告書一」仙台市文化財調査報告書第98集)が、本書では自然堆積

層の高まりだけでなく、畦畔直下における下層の水田耕作土層に認められる畦畔状の高まりについてもこの用語

を用いた。
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国分寺東遺跡発掘調査報告書
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仙台市若林区木ノ下三丁 目2-15他

(試掘調査)平成13年 9月 10日 ～ 9月 13日

(本調査) 平成13年 12月 3日 ～平成14年 1月 18日
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学校校舎建設

仙台市教育委員会 (文化財課 )

(試掘調査)調査係長 結城慎一  主査 吉岡恭平  教諭 豊村幸宏

Ｔ
上

1 調査要項

遺  跡  名

調 査 地 点

調 査 期 間

調査対象面積

調 査 面 積

調 査 原 因

調 査 主 体

担 当 職 員

文化財教諭 吉田和正

(本調査) 主査 吉岡恭平  教諭 豊村幸宏

鹿島建設株式会社東北支店

文化財教諭 吉田和正・村上秀樹

調 査 協 力

2 遺跡の位置と環境

1)地理的環境

国分寺東遺跡は、」R仙台駅の東南東約 2 km付 近の仙台市若林区木ノ下三丁 目に所在する遺跡である。仙台市の

地形は西半部と東半部とに大きく三分される。西半部は奥羽山脈から派生する七北田丘陵 。青葉山丘陵・高館丘陵

と、名取川の支流広瀬川がその中流域に形成 した段丘地形からなる。この段丘は古期から青葉山段丘・台ノ原段

丘・上町段丘・中町段丘・下町段丘と命名され、伊達政宗の仙台開府以来、現在に至るまでの仙台の中心市街地は

これらの段丘地帯に形成されている。これに姑し東半部には、幅約10kmに 及ぶ「宮城野海岸平野」が、北は宮城郡

七ヶ浜町から南は亘理郡山元町まで40kmに 渡って三日月形に広がっている。この沖積平野は、奥羽山脈に水源を発

する七北田川・名取川・阿武隈川の運搬物によって形成され、流域には扇状地・自然堤防・後背湿地・旧河道など

沖積地特有の地形を形成している。また沿岸部には幅 2 kmに渡って 4列の浜堤が形成されている。本遺跡は、仙台

市街地の東半部、「宮城野海岸平野」の標高15mの 自然堤防上に立地している。遺跡の西方には台地 (段丘)と 低

地 (沖積地)の地形境界がみられ、この境界は「長町一利府線」と呼ばれる断層で、その主断層は沖積層下に伏在

しているといわれている。平野はこのラインの東側に展開する。また、第四紀の地質層序は深沼層・荒浜層・霞ノ

目層・福田町層・岩切層となっており、本遺跡は平野最奥部の最上位を占める霞ノロ層にのっている。この層は氾

濫原の堆積物で、礫混 じり粗粒砂層・ローム層からなっており、遺跡のいわゆる「地山層」である。現在では遺跡

の北側には県道荒浜 。原町線 (通称産業道路)が東西に延び、東側には」R東北本線貨物線が南北に走っている。

周辺地域一帯はかつては閑静な文教地区であったが、現在は開発の進展に伴って住宅・商業地区へと変貌を遂げて

いる。

2)歴 史 的環境

本遺跡の所在する広瀬川左岸には数多くの遺跡が存在する。時代別に概観すると、旧石器時代の遺跡はないが、

続く縄文時代には今泉遺跡から後期前葉の土器が出土している。また南小泉遺跡でも、中期末～後期初頭、晩期の



土器が発見された。高田B遺跡では後・晩期の土器が出土 し、後期の住居跡が 1軒発見されている。弥生時代には

南小泉追跡、今泉遺跡、藤田新田遺跡、中在家南遺跡、高田B遺跡の各遺跡が知られ、南小泉遺跡では昭和14年 か

ら16年 にかけての霞ノロ飛行場拡張工事の際に、15基以上の合口土器構をはじめとして多量の土器・石器が見つか

っている。また、中在家南遺跡では、この時代の墓媛や多数の木製品が発見され注目されている。高田B遺跡から

は、遺物包含層が確認されたほか、河川跡から多量の土器・石器・木製品が出土している。古墳時代に入ると、南

小泉遺跡、藤田新田遺跡、下飯田遺跡の各遺跡で集落跡が見つかっている。中在家南遺跡では、前時代に引き続い

てこの時代の木製品も多数出土している。この他、砂押 I遺跡、砂押Ⅱ遺跡、今泉遺跡も集落跡の可能性がある。

広瀬川左岸には幾つかの古墳が知られているが、このうち最古・最大のものは、国指定史跡の遠見塚古墳である。

二段築成で主軸長110mの規模を持ち、主体部は 2基の粘土郭から成る。前期末頃の年代が考えられてお り、被葬

者は初期大和政権と関係をもったこの地域の有力首長と見なされている。中期には埴輪を有する若林城内古墳、後

期には市内最大の横穴式石室を持つ法領塚古墳が見られ、これ以外にも猫塚古墳、蛇塚古墳、梅塚古墳、曽利松明

神古墳、下飯田薬師堂古墳などが散見される。飛′烏時代になるとこの地も律令政府の直接的支配を受けるようにな

る。広瀬川対岸の郡山低地には多賀城跡以前の陸奥国府と考えられる郡山遺跡が造営される。 7世紀後半頃から末

頃までの I期官行と7世紀末頃から8世紀初頭にかけてのⅡ期官行からなり、Ⅱ期官行には寺院が付属する。南小

泉遺跡や下飯田遺跡では該期の関東系土器が一定量出上していることから当地で関東からの移民による集落が営ま

れていた可能性が示唆されている。奈良時代には本遺跡の西側100mに 奈良時代中葉頃に創建された陸奥国分寺跡

が位置 している。陸奥国分寺跡は、大正11年 (1922)に 国の史跡指定を受け、昭和30年 から34年 にかけて行われた

学術調査で伽藍の概要が明らかとなっている。それによると規模は、東西800尺 (242m)、 南北800尺以上の築地塀

及び掘立柱列で囲まれた大規模な寺院である。伽藍配置は、中軸線上に南大門、中門、金堂、講堂、僧房が並び、

中門と金堂は回廊で結ばれている。金堂と講堂の間には、東に鐘楼、西に経楼があり、金堂の東には回廊の巡る七

重塔を配 し、東辺築地塀には東問が取 り付いている。伽藍を構成する建物は全て礎石建物である。創建期の瓦は、

重弁蓮華文軒九瓦と偏行唐草文軒平瓦で、多賀城跡のⅡ期段階や天平産金遺跡出土の瓦と同じ特徴を有 している。

本遺跡の東方400mに は国指定史跡陸奥国分尼寺跡が位置 している。推定400尺 (121m)四方と思われる区画溝の

巡らされた寺域の中に推定金堂、尼房等の伽藍が配されている。推定金堂跡については、昭和39年 の発掘調査によ

り5間 ×4間 の基壇建物跡であることが確認され、尼房については、平成13年度実施の第10次調査の結果、東西45

mに及ぶ長大な掘立柱建物であることが確認された。さらに本遺跡の東方800mに ある志波遺跡からも古瓦が出土

してお り興味深い。神柵遺跡では円面硯、鉄津、へら書 きのある須恵器が出土しており、郡・郷等の地方末端行政

に関連した施設と考えられる掘立柱建物跡が検出されている。なお本遺跡の東南方には、仙台東郊条里跡が広がっ

ているが、これは律令期に整備された表層の条里地割である。町名変更前には「ニノ坪」 。「三ノ坪」 。「尼坪」

などの地名も残っていた。この時代の集落跡としては、南小泉遺跡、養種園遺跡、保春院前遺跡で調査がなされて

いる。平安時代には、南小泉遺跡で、ほぼ 9世紀代を中心とする集落跡が出現する。周辺には、神柵遺跡、中柵西

遺跡、砂押 I遺跡、砂‡甲Ⅱ遺跡、中在家遺跡、押口遺跡などが散在する。鎌倉時代以後は、南小泉遺跡、今泉遺跡、

沖野城跡、長喜城跡、荒井館跡、谷地館跡、南目城跡、若林城跡など沖積地の城館、段丘上の国分鞭館跡、丘陵上

の茂ケ崎城跡が点在する。これ以外にも本遺跡の南方1 lkmに 1よ 戦国期の遺構群と江戸時代の伊達家別荘跡で知 ら

れる養種園遺跡がある。また、江戸時代初頭に若林城が築城されると、南小泉遺跡の西半部は、同城の城下町とし

ての性格を帯びるようになる。ただし、寛永16年に若林城が廃城となると城下町も廃止されたものと見られている。

これ以後明治に至るまでは、伊達家別荘地や藩の御薬園などが造営されたほか鋳造に関わる鍛冶職二人の居住がな

されていたものと考えられている。
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No 遺 跡  名 種  別 立  地 年 代 No 遺 跡  名 種 別 立  地 年 代

1 国分寺東遺跡 集落跡 自然堤防 古代 。中世 。近世 高田A遺跡 散布地 自然堤防 古墳 古代

2 陸奥国分寺跡 寺院跡 自然堤防 古代 。中世 23 高田 B遺跡 1可川Vl水 日跡刊 後背湿地 縄文～近世

3 陸奥国分尼寺跡 寺院跡 自然堤防 古代 今泉遺跡 集語跡 城館馴 自然堤防 縄文～近世

4 志波遺跡 散布地 自然堤防 古代 藤田新 田遺跡 集落跡水凰跡刊浜堤 弥生・古墳 古代

5 南小泉遺跡 集落跡他 自然堤 防 縄文～近世 下飯 田遺跡 集落跡 屋敦跡 浜堤 古墳～中世

6 遠見塚古墳 前方後円墳 自然堤 防 古墳 郡 山遺跡 官衛跡 寺院ワ 自然堤防 縄文・弥生・古墳 ・古代

7 法領塚古墳 円墳 自然堤防 古墳 北 目城跡 城館跡 自然堤防 縄文～近世

8 養種園追跡 集落跡他 自然堤防 弥生・古墳・中世・近世 西台畑遺跡 集落跡 自然堤防 縄文・弥生・古墳・古代

9 若林城跡 円墳 城館跡 自然堤防 古墳～近世 長町駅東遺跡 集落跡 自然堤防 縄文 `弥生 ,古墳・古代

仙台東郊条里跡 条里跡 後背湿地 古代 茂ヶ崎城跡 城館跡 丘 陵 中世

中在家遺跡 包含地 自然堤防 古代 大年寺山横穴墓辞 横穴墓 丘 陵 古墳 ～古代

中在家南遺跡 lnT川 跡水日跡和 後背湿地 弥生～近世 愛宕山横穴墓群 横穴墓 段丘 丘陵 古墳 ～古代

長喜城館跡 城館跡 自然堤防 中世 宗禅寺横穴墓群 横穴墓 段 丘 古墳～古代

高屋敷遺跡 散布地 自然堤防 古墳・古代 兜塚古墳 前方後円墳 自然堤防 古墳

押口遺跡 河川跡 水田働 後背湿地 弥生～近世 茂ヶ崎横穴墓群 横穴墓 丘 陵 古墳～古代

4H1411遺跡 官街跡 ? 自然堤 防 古代 ニツ沢横穴墓群 横穴墓 段 丘 古墳～古代

砂押 I遺跡 散布地 自然堤 防 古墳・ 古代 富沢遺跡 水田跡地 自然提防後音湿地 日石器～近世

[8 砂押Ⅱ遺跡 散布地 自然堤防 古墳・古代 章利松明神古墳 円墳 自然堤防 古墳

中柵西遺跡 散布地 自然堤防 弥生・古墳・古代 谷地館跡 城館跡 自然堤 防 ■世

沖野城跡 城館跡 自然提防 中世 ∃分鞭館跡 城館跡 段 丘 ■世

上屋敷遺跡 技布地 自然堤防 古墳・古代 南 目城跡 城館跡 自然堤防 中世

第 1図 国分寺東遺跡 と周辺の遺跡



3 調 査 に至 る経 過 と調 査 方 法

平成13年 5月 25日 付けで学校法人聖和学園理事長松田紹典氏より仙台市若林区木ノ下三丁目2地内の陸奥国分寺

跡隣接地に係わる学校校舎建設工事の協議書が提出された。当該地は、陸奥国分寺跡の東辺北半部から東に100m

の地点に位置し、従来遺跡登録はなされていなかった場所である。ただし、陸奥国分寺跡の隣接地域については国

分寺の周辺の様相を確認し得ると共に国分寺に付随する諸施設や関連する遺構の存在が予想される場所でもあるこ

とから事前協議の一環として、平成13年 9月 10日 ～13日 試掘調査を実施した。調査対象地一帯は、かつて」R東 日

本仙台研修センター (旧 国鉄鉄道学園)の敷地内であったため、遺構の遺存状況は良くないものと思われた。そこ

で研修センター建物配置図と建設予定校舎の配置図に基づき、試掘 トレンチを 5箇所設定し、それぞれの調査 トレ

ンチで遺構の分布状況を見極めることとした。第 1、 第 5ト レンチでは撹乱のため遺構面はほぼ全域で削平されて

おり、第 4ト レンチでも、倒木痕と思われる不整形の落ち込みの他、若千のピットや小柱穴、焼け面の検出にとど

まった。しかしながら、第 2、 第 3ト レンチで、竪穴住居跡、竪穴遺構、焼土遺構、溝跡、土坑、柱穴、ピット等

の遺構が多数検出され、土師器、須恵器、赤焼土器、軒丸瓦、鉄製品、石製品等の遺物が比較的まとまって出土し

た。以上の試掘調査結果から陸奥国分寺跡の東側隣接地における新たな遺跡の存在が確認されたため、陸奥国分寺

跡との地理的な位置関係から「国分寺東遺跡」と命名し遺跡登録を行った (宮城県遺跡番号01557)。 併せて、関係

者と再度協議を重ね、計画建物の建設工事によって遺構の損なわれる部分については、記録保存の為に事前調査を

実施することとし、発掘届の提出を受けた (教生文13-191号で回答)。 調査箇所は、南北 2箇所に調査区を設定し

南側を I区、北側をⅡ区とした。調査は、平成13年 12月 3日 より開始した。重機により、研修センター解体造成時

の山砂盛土と旧表土 I層、旧耕作土Ⅱ層を排除し、基盤層であるⅢ層上面で遺構検出作業を行った。 I区では、柱

列 1列、掘立柱建物跡 2棟、溝跡 1条、井戸跡 1基、土坑23基、ピット267基、Ⅱ区では、竪穴住居跡 2軒、溝跡

1条、土坑16基、ピット67基 を検出した。また、Ⅱ区では竪穴住居跡の検出された部分で調査区を一部北側に拡張

した。なお I区では、調査区北壁で一部下層調査を実施した。遺構の測量については、任意の基準杭 A、 Bを 設置

し、基準杭の平面直角座標系Xに おける座標値を計測 し、正確な位置を把握している。 (杭 A:X=-194,376m

Y=6,558m ttB:X=-194,332m Y=6,552m)遺 構の平面図は基準杭を利用して簡易遣 り方を組み1/20あ る

いは1/10で作成した。断面図も1/20あ るいは1/10で作成した。写真は35mmモ ノクロ 。リバーサルフィルムで撮影し

た。野外調査が終了したのは平成14年 1月 18日 である。

4 基本層序

1)I区の基本層序

I区で確認された基本層序は、山砂整地層下の大別 6層である。各層の傾斜は南北方向ではほぼ水平であるが、

東西方向では東から西にむかって緩やかに傾斜している。 I層 は、褐灰色シル ト層で、層厚は10～20cmあ り整地前

の旧表土と考えられる。Ⅱ層は、黒褐色シル ト層で、層厚は10～ 30cmあ リー部の遺構はこの層の上面から掘 り込ま

れている。下面は起伏が著しい。層中に土師器片、須恵器片、瓦片などを含む。Ⅲ層は、黄褐色シル ト層で、層厚

は20～ 40cm、 下面には緩やかな起伏がある。この層の上面で遺構検出作業を行った。Ⅲ層以下は、北壁沿いに下層

調査を実施して確認した。Ⅳ層は、にぶい黄褐色砂で小礫をごく少量含む。層厚は10～ 20cmで ある。V層 は、Ⅲ層

よりも明るい責褐色シル ト層で、層厚は10～15cmで ある。Ⅵ層は、にぶい黄褐色細砂で層厚は10cm程度あり、この

層より下層からは礫層に漸移する。Ⅲ層からⅥ層については、この地域の基盤となる自然堆積層と考えられる。
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第 2図 調査地点位置図

第 3図 調査区位置図 (1/500)



2)Ⅱ 区 の基 本 層 序

Ⅱ区では、山砂整地層下で大別 3層の基本層を検出した。各層の傾斜は、 I区 と同様に南北方向では水平に、東

西方向では東から西にむかって緩やかに傾斜 している。 I層 は、黒褐色シル ト層で全体に木炭粒、焼土粒を少量合

む。層厚は 8～30cmあ り整地前の旧表土と考えられる。下面はほぼ平坦である。Ⅱ層は、黒褐色粘土質シル ト層で

全体に黄褐色粘土ブロック、木炭粒、焼土粒を少量含む。層厚は 5～30cmで ある。一部の遺構はこの層の上面から

掘 り込まれている。下面は北壁側で起伏が著しい。層中に土師器片、須恵器片、瓦片などを含む。Ⅲ層は、にがい

黄褐色粘土質シル ト層で層厚は30cm以 上である。この層の上面が遺構検出面となっている。

I区 Jヒ壁

155m____→

b
155Hュ ___引

Ⅱ区南壁

0                 2m
|

層位 土    色 土 性 備 考 層位 土    色 土 性 備 考

I区 I 10YR71 褐灰色 ル ト 整地前の旧表土 Ⅱ区 I 10YR2/2 黒褐色 ンルト 全体 に木炭粒、焼土粒 を少量含む。

コ 10YR2/2 黒褐色 ンル ト コ 10YR2/3 黒褐色 七土質シルト Ⅲ層小プロック、本炭粒、焼土泣を少量含む。

10YR6/4 黄褐色 ンル ト Ⅲ 10YR5/4 にぶい責褐廻 古土質ンルト

Ⅳ 10YR5/4 にぶい黄褐t 少 小礫 をごく少量含む。 P6  1 10YR3/2 黒褐色 右土賀ンルト 木炭粒、焼土粒 を微量に含む。

V 10YR6/4 にぶい責橙也 ンル ト Ⅲ層 よりも明るい。 10YR3/2 黒褐色 占■ζンルト にがい黄褐色粘土小ブロックを少量含む。

10YRD/4 にぶい責褐荏 佃砂 P14 1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 木炭粒、焼土粒 を微量に含む。

第 4図 基本層序



王 国分寺東遺跡発掘調査報告書

5 1区 の発見遺構 と出土遺物

国分寺東遺跡では、 I区で、柱列 1列、掘立柱建物跡 2棟、溝跡 1条、井戸跡 1基、土坑23基、ピット267基、

Ⅱ区で、竪穴住居跡 2軒、溝跡 1条、土坑16基、ピット67基が検出された。以下、これらの順にそれぞれの遺構の

事実記載を行う。また、これらの遺構から出土した図示対象の遺物については、各遺構のところで全て一括 して図

示および記載を行った。その他、遺構検出作業中に基本層及び検出面から出土した遺物並びに平成13年 9月 に実施

した試掘調査の際に2ト レンチ、 3ト レンチから出土した遺物ついては後に一括 して図示し、記載を行っている。

1)柱列

SAl柱列 【位置】調査区の北西コーナー

部で検出された。〔重複】SK 4、 SK 9、 P174

と重複し、SK 4、 P174よ り古く、SK 9よ り

新しい。【規模・方向】長さ2間以上で総長は

38m以上、柱間寸法は19mの等間である。方

向はN-4.5° 一Wである。掘立柱建物跡の南

西隅部分になる可能性も考えられる。【柱穴・

柱痕跡】柱穴の掘り方は、P43、 P246が円形、

P39が隅丸方形を呈する。規模は径38～48側

で、深さは22～ 31cmで ある。柱痕跡は径10～

12cmの 円形、隅丸方形である。〔出土遺物】掘

り方から土師器片、赤焼土器片、土師質土器

片、平瓦片が出土した。

2)掘立柱建物跡

SBl掘立柱建物跡 〔位置】調査区の中央

部から北半部で検出された。【重複I SK13、

SK21、 P127と 重複し、これらより古い。なお

SB 2、 SK 2、 その他のピット群とも重複関係

にあるが、直接の切 り合いがないため新旧関

係は不明である。【規模・方向】桁行 3間、梁

行 1間 の南北棟の建物跡と考えられる。桁行は、東側柱列では総長4.74m、 柱間寸法は北から1.50m、 163m、 1.61

mである。西側柱列では総長4.68m、 計測できる柱間寸法は1.64mで ある。梁行は、北側柱列で2.46m、 南側柱列で

2.73mである。建物の方向は、東側柱列でN-21.5° 一Eである。【柱穴・柱痕跡】柱穴の掘り方は、径20～ 37cmの

円形、長円形を呈し、深さは9～25cmで ある。柱痕跡は7～ 14cmの 円形である。【出土遺物】P83よ り赤焼土器片、

須恵器片が、P202よ り土師器片が出土した。

SB2掘立柱建物跡 【位置】調査区の中央部やや南よりで検出された。【重複】P33、 P71、 P179、 P243と 重複

し、P33、 P71、 P243よ り古く、P179よ り新しい。なおSB l、 SK l、 SK 3、 その他のピット群とも重複関係にあ

るが、直接の切り合いがないため新旧関係は不明である。【規模・方向】桁行3間、梁行 1間 の東西棟の建物跡と

考えられる。桁行は、北側柱列では総長4.90m、 柱間寸法は東から1.68m、 1.30m、 192mである。南側柱列では総

長5.04m、 柱問寸法は東から168m、 1.45m、 1.92mである。梁行は、東側柱列で2.20m、 西恨I柱列で226mである。

建物の方向は、北側柱列でE-7.5° 一Nである。〔柱穴・柱痕跡】柱穴の掘り方は、いずれも径24～36cmの 円形、

長円形を呈し、深さは17～ 27cmである。柱痕跡は、径9～ 13cmの 円形、隅丸方形である。【出土遺物】P32よ り須

143m

143m― 」駒        卜

Υ
P39

Y‐6557

+X=Ю4m

0                      2m

遺  構 層  位 土    色 土  性 考

SAl P3【 1 10YR2/2 黒褐色 粘土貨ンルト 10YR5/4シ ルト小ブロック、焼土粒、木炭粒を合む。

2 10YR2/1 黒色 シル ト ゆ10～ 30mmの 木炭を含む。 (柱痕跡 )

3 25Y6/3 にぶい黄色 シ,レ ト 底面に酸化鉄の集積層 を含む。

P43 1 10YR2/2 黒掲色 粘土質シル| ЮYR5/4シ ル トブロックを多量に含む。

2 10YR2/1 黒色 シ,レ ト 焼土 ty‐ 、木炭粒 を含む。 (柱 jj4_跡
|

P24( 掘 り方 10YR2/1 黒色 ル ト ЮYR5/4シ ル トブロックを含む。

柱痕跡 10YR2/ユ  黒色 ЮYR5/4シ ル トブロックを微量に含む。

第 5図  I ttSA l柱 列
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Y‐6545
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恵器片が、P80よ り土師器片が出土 した。

3)溝跡

SDl溝跡 【位置】調査区の東側で検出された。〔重複I P33、 P181、 P245と 重複し、これらすべてより古い。

【方向・規模】緩やかに湾曲しながら北東から西に延びている。方向はN-42° 一Eである。確認された長さは1.4m

で、上幅は30cm、 下幅は13cm、 深さは17cmである。【断面形・壁・底面】断面形は半円形で、壁は底面から九みを

おびて外傾して立ち上がる。底面は、凹凸が著しく、西半部では径8～ 12cmの ピット状のくぼみが4箇所みられる。

〔堆積土】2層確認された。いずれも自然堆積層である。【出土遺物】遺物は出土しなかった。

4)井戸跡

SEl井戸跡 【位置】調査区西半部で検出された。【重複】SK19、 P220、 P221、 P228、 P247、 P260、 P263と 重複し、

これらすべてより新しい。【平面形・規模】素掘りの井戸である。平面形は東西にやや長い円形で、規模は長さが東

西3.06m、 南北2.73m、 深さが2.5m以上である。【断面形・壁・底面】上半部は外に向かって大きく開いている。下半

部は方形を呈しており、壁はほぼ垂直に立ち上がる。安全面を考慮して底面の検出は行わなかった。〔堆積土】7層

まで確認された。1・ 2層は礫を含む人為堆積層である。3・ 4・ 6層は壁の崩落土を混入した自然堆積層、5層 は

◎9ぴ ③

鰤

をざ鹿σ

も

ろ
9il塾ヤネ ◎ ω 永 ミハ
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SK15

SK16

Y=6550

X=Юオ37計

P127

X=Ю4376+

第 7図  I ttSB l掘立桂建物跡

0                 2m

P214

0           2m
X一Ю4376+

遣  構 層 位 土 色 上  性 偏 考

SBl P78 屈り方 10YR5/4 にぶい貨褐抱 粘 土 10YR2/1シ ル トブロックを少量含む。

こ痕跡 黒色 ンル ト 10YR5/4シ ル トブロックを少量含む。

P83 掘 り方 10YR2/ 黒色 シルト 10YR5/4結土ブロックを少量含む。

主痕跡 黒 色 シルト

堀り方 10YR2/ 黒 色 シルト ЮYR5/4粘 土プロックを少量含む。

亡反跡 10YR2/ 黒 色 シル ト 10YR5/4シ ,レ トブロックを少量含む。

uリ カ 黒色 ЮYRツ4粘 土プロックを少量含む。

遭  構 層 llr 土 色 土  性 備 考

P132 主痕跡 黒色 ンル ト 10YR5/4シ ルトプロックを少量含む。

P196 掘 り方 10YR2/ 黒色 シルト 10YR5/4粘土プロックを少量含む。

ヒ痕跡 10YR2/ 黒色 シルト

P202 屈り方 10YRツ 黒色 ンル ト 10YR5/4粘土ブロックを少量含む。

柱痕跡 10YR2/ 黒色 10YR5れ シルトプロックを少量含む。

P266 屈り方 10YR2// 黒色 ンルト 10YR5れ粘上ブロックを少量含む。

腟痕跡 ЮYR6/4 黄褐色 シ,レ ト

逮  捕 層イ立 土 色 土  ′
隆 備 考

〕B2 P2: 掘 り方 10YRツ4 にぶい責褐雀 粘土 10YR2/1シ ル トブロックを少量含む。

柱痕跡 10YR〃 1 黒色 ル ト ЮYR5/4シ ル トプロックを微量に含む。

掘 り方 10YR2/1 黒色 ンルト ЮYR5/4粘 土ブロックを少量含む。

柱痕跡 10YR2/1 黒色 ンルト 10YR5/4シ ル トブロックを微量に含む。

PηЭ届り方 10YR2/1 黒色 ンルト 10YR5/4粘 上ブロックを少量含む。

ヒ痕跡 10YR2/1 黒色 ンル ト ЮYR5/4シ ル トブロックを少量含む。

掘 り方 10YR2/1 黒色 ンルト 10YR5/4粘 土ブロックを少量含む。

柱痕跡 10YR2/1 黒色 ンル ト 10YRツ4シ ル トブロックを少量含む。

置 構 層位 土 色 土 性 備 考

掘 り方 10YR2/1 黒色 ,レ ト ЮYR5/4粘 土ブロックを微量に含む。

柱FR跡 10YR2/1 黒色 シル ト

P124 掘 り方 10YR5/ にぶい黄褐C 階土 10YR2/1シ ル トブロックを少量含む。

柱痕跡 10YR2/ユ  黒色 ンル ト 10YR5/4シ ル トブロックを徴量に含む。

P176 掘 り方 10YR2/ 黒色 シル ト 10YR5れ粘土ブロックを微量に含む。

柱痕跡 10YR2/ 黒色 10YR5/4シ ル トプロック、焼土粒 を含む。

P244 臓り方 黒色 ンル ト 10YR5/4粘 土プロックを微量に含む。

第 8図  I ttSB 2掘立桂建物跡



粘土を縞状に含む自然堆積層である。【出土遺物】堆積

土中から土師器片、赤焼土器片、土師質土器片、須恵器片、

重弁蓮華文軒丸瓦、九瓦片、平瓦片、中世陶器奏口縁部片

(I-1、 I-2)悟 鉢片、碗片、石臼(K-2)、 板碑 (K-3)、 鉄

製品が出土した。このうちI-11よ 、回縁が外反して受口

状を示し、日縁帯が九みを持つ。白石窯系と考えられ、13

世紀後半から14世紀前半に位置付けられる。I-21よ 、胎

土に白色砂粒を多く含み口縁帯が平坦で端部が鋭い。常

滑産と考えられ、13世紀中葉のものと思われる。K-21ま

P123

■

P175

X=-194372

∵
55142ば

れ 崖

0                      2m

142m=釣

P221 Y‐6548

+X=Ю4374

層  位 土    色 土  性 備 考

1 10YR3/2 黒褐色 シルト 小礫、焼土粒、本炭粒 を含む。

2 10YR3/2 黒褐色 ンルト φ10～ 20cmの礫を多量に含む。
3 10YR3/2 黒褐色 粘 土 10YR5/4シ ル ト小ブロックを含む。

10YR6/6 明黄褐色 粘 土 10YR3/2粘 土を編】大に含む。

0                  2m

層 位 土    色 土  性 偏 考

ЮYR3れ 暗褐色 粘 土 10YR2/2粘 土を縞状に含む。10YRy4粘土ブロックを含む。

6 10YR5/6 黄褐色 砂質粘土 礫を含む。

7 ЮYR2/3 黒褐色 粘 土 10YR5れ粘土粒 を含む。

第10図  I ttSE l井戸跡

石臼の上臼で底面に放射状の刻み目が入る。K-3は、蓮座部分の板碑片であるが、粘板岩製のごく薄い作 りのもの

である。

5)土坑

SKl土坑 【位置】調査区の中央部やや南側で検出された。【重複I P178、 P180と 重複し、P178よ り新しく、

P180よ り古い。〔平面形・規模】平面形は東西にやや長い円形を呈する。規模は長さが長軸73cm、 短軸66cmで、深

さは15cmである。方向は長軸方向でE-13° 一Nである。【断面形・壁・底面】断面形は皿状で、壁は底面から丸み

をおびて外傾して立ち上がる。底面はほぼ平坦である。【堆積土】1層確認された。人為堆積層と考えられる。【出

土遺物】遺物は出上しなかった。

SK2土坑 【位置】調査区のほぼ中央部で検出された。【重複I P189と 重複し、これより古い。〔平面形。規模】

やや東西に長い円形を呈する。規模は長軸1.Om、 短軸87cmで、深さは36cmである。方向は長軸方向でN-44° 一E

である。【断面形。壁・底面】断面形は悟鉢形を呈し、壁は緩やかに立ち上がる。底面は九みを帯びる。【堆積土】

2層確認された。自然堆積層と考えられる。【出土遺物】土師器片、赤焼土器片、須恵器片が出土した。

SK3土坑 〔位置】調査区の中央部よりやや南側で検出された。〔重複I P195と 重複し、これより古い。【平面

形・規模】東西に長い隅九長方形を呈する。規模は長軸1.08m、 短軸95cmで、深さは30cmである。方向は長軸方向

層  位 上    色 土  性 備 考

1 10YR2/2 黒褐色 シル ト 10YR3/3シ ル ト粒、木炭粒 を含む。

2 10YR/2 黒褐色 シルト 10YR6/4シ ル トブロックを含む。

第 9図  I区SDl清跡
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0                        10cm

登録番号 出土地区 基本層住 収上蒼う 童  量 特 傲 与具 凶倣

1 I-1 中世陶器 裂 I区 1層 (112) 勺外面 ヨコナデ 白石窯系 7-1
2 I-2 中世陶器 斐 I区 3層 勺外面 ヨコナデ 常滑産 7-2
3 K-3 板 碑 I区 2層 (188) (17) 2573 蓮座部分 粘板岩製 7-5

K-2 石製品 石臼 I区 2層 (150) (100) 上 臼 7-4

第司1図  I区 SEl井戸跡出土遺物

でE-16° 一Sである。【断面形・壁・底面】断面形は長方形を呈し、壁は底面より丸みをおびてほぼ垂直に立ち上

がり底面は平坦である。【堆積土】1層確認された。人為堆積層と考えられる。【出土遺物】赤焼土器片、九瓦片が

出土した。

SK4土坑 【位置】調査区東壁沿いで検出された。【重複】SA l、 P192と 重複し、これらより新しい。【平面

形・規模】平面形は隅丸方形もしくは隅九長方形を呈するものと思われる。規模は南北96cm、 東西49cm以上で、深

さは71cmである。方向はN-6° 一Wである。【断面形・壁・底面】断面形は長方形で、壁は底面との境が明瞭で、

やや直立気味に立ち上がっている。底面はほぼ平坦である。【堆積土】2層確認された。人為堆積層と考えられる。

〔出土遺物】堆積土中及び底面直上から白石窯系の中世陶器奏 (I-3)が出土したほか、堆積土中より重弧文軒平

瓦 (G-6)、 土師器片、赤焼土器片、土師質土器片、須恵器片、九瓦片、平瓦片が出土した。

SK5土坑 【位置】調査区東半部で検出された。【重複】他の遺構との重複はない。【平面形・規模】平面形は

長方形を呈する。規模は長軸1.15m、 短軸84cmで、深さは28cmである。方向は長軸方向でN-17° 一Eである。【断

面形。壁・底面】断面形は逆台形を呈し、壁は底面より外傾して立ち上がる。底面は平坦である。【堆積±12層

―

カ



確認された。人為堆積層と考えられる。【出土遺物】土師器片、須恵器片、九瓦片が出土した。

SK6土坑 【位置】調査区南東コーナー部で検出された。【重複】P2、 P3、 P258と 重複し、P258よ りも新し

く、P2、 P3よ り古い。【平面形・規模】遺構の西半部分を一部検出したのみで全体の形状は不明である。規模は

南北2m以上、東西50cm以上、深さ12cmで ある。【断面形・壁・底面】断面形は皿状で、壁は底面よりほぼ垂直に

立ち上がる。底面は平坦であるが南半部で一段低くなっている。【堆積土】1層確認された。人為堆積層と考えら

れる。【出土遺物】遺物は出土しなかった。

SK7土坑  【位置】調査区南壁沿いで検出された。【重複】P216、 P217、 P218、 P250と 重複し、P217、 P218

より新しく、P216、 P250よ り古い。【平面形・規模】南北に長い隅九長方形を呈するものと思われる。規模は、

南北1.52m以上、東西1.05m、 深さ17cmで ある。方向は長軸方向でN-3° 一Eである。【断面形。壁・底面】断面形

は舟底形で、壁は底面より緩やかに外傾して立ち上がる。底面は平坦である。【堆積土】1層確認された。人為堆

積層と考えられる。【出土遺物】土師器片、赤焼土器片、須恵器片が出土した。

SK8土坑 【位置】調査区南壁沿いで検出された。【重複】P251、 P252と 重複し、P251よ り新しく、P252よ り

古い。【平面形・規模】平面形は隅丸長方形を呈する。規模は、長軸ユ.18m、 短軸86cm、 深さ26cmである。方向は長

軸方向でN-7° 一Eである。〔断面形・壁・底面】断面形は逆台形を呈し、壁は、南壁と西壁ではやや直立して、

それ以外は緩やかに立ち上がる。底面はほぼ平坦である。【堆積土】1層確認された。人為堆積層と考えられる。

【出土遺物】土師器片、平瓦片が出土した。

SK9土坑 【位置】調査区の北東コーナー部で検出された。【重複】SA l、 P41、 P42、 P268と 重複しこれらよ

り古い。〔平面形・規模】遺構の北半部と東半部が調査区外に延びているため全体の規模や形状は不明であるが、

平面形は方形もしくは長方形を呈するものと思われる。規模は、南北1.2m以上、東西93cm以上、深さ92cmで ある。

【断面形。壁 。底面】断面形は長方形を呈する。壁は底面から垂直に立ち上がる。底面は平坦である。【堆積土】3

層確認された。いずれも人為堆積層と考えられる。【出土遺物】土師器片、陶器片が出土した。

SK10土坑 【位置】調査区の北東部で検出された。【重複I P44、 P219と 重複し、P219よ り新しく、P44よ り古

い。【平面形・規模】平面形は、南北に長い長方形を呈する。規模は南北2.41m、 東西103m、 深さ24cmで ある。方

向は長軸方向でN-7° 一Eである。【断面形・壁・底面】断面形は皿状で、壁は底面からほぼ垂直に立ち上がる。

底面は平坦である。【堆積土】3層確認された。人為堆積層と考えられる。【出土遺物】土師器片、須恵器片、平瓦

片が出土した。

SKll土坑  【位置】調査区の南西コーナー部で検出された。【重複】P185、 P255と 重複し、これらより古い。

【平面形・規模】平面形は、遺構の南端部が調査区外へ延びているが、南北に長い長方形を呈するものと思われる。

規模は南北2.03m以上、東西97cm、 深さ21clllで ある。方向は長軸方向でN-8° 一Eである。【断面形・壁・底面】断

面形は長方形で、壁は底面からほぼ垂直に立ち上がる。底面は平坦である。〔堆積土】 1層確認された。人為堆積

層と考えられる。【出土遺物】土師器片、須恵器片、陶器片が出土した。

SK12土坑  【位置】調査区の南西コーナー部で検出された。【重複】P233、 P256と 重複し、P233よ り新しく、

P256よ り古い。【平面形・規模】平面形は、遺構の南半部が調査区外へ延びているが、南北に長い長方形を呈する

ものと思われる。規模は南北lm以上、東西84cm、 深さ23cmで ある。方向は長軸方向でN― O° ―Wである。【断面

形。壁・底面】断面形は逆台形を呈し、壁は底面から外傾して立ち上がる。底面は平坦である。【堆積土】 1層確

認された。人為堆積層と考えられる。【出土遺物】土師器片、九瓦片が出土した。

SK13土坑 【位置】調査区の北壁沿いで検出された。【重複】SBlと 重複し、これより新しい。【平面形・規模】

平面形は、遺構の北半部が調査区外へ廷びているが、南北に長い隅丸長方形を呈するものと思われる。規模は長軸

1.34m以上、短軸93cm、 深さ28cmである。方向は長軸方向でN-16° ―Eである。【断面形・壁・底面】断面形は逆
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遺  構 層位 土 色 土 性 備 考 選  構 詈位 土 色 土  性 偏 考

SK l 1 10YR2/2 黒褐色 シル ト 10YR5/6シ ルトプロックを含む。 10YR3/2 黒褐色 ンフレト 10YR2/1シ ル ト泣 を多量に含む。

SK 2 1 10YR2/2 黒掲色 シルト 焼土粒、木炭粒 を多量 に含む。 1 10YR2//2 黒褐色 ンル ト 10YR76シ ルトブロックを含む。

2 10YR2/2 黒褐色 ンルト 10YR5/4粘土プロックを多量に含む。 2 10YR2/2 黒褐色 ンル ト 10YR5/6シ ル トブロックを含む。

SK 3 1 10YR2//2 黒褐色 シル ト 10YR5/4シ ル ト小プロックを多量 に含む。 3 10YR2/2 黒褐色 缶i管シルト φ10～ 50mmの 10YR5為粘土質シルトブロックを含む。

'195 1 10YR2/2 黒褐色 ンル ト 10YR5/4シ ルトオヽプロックを含む。 '268 1 ЮYR2/1 黒色 シ,レ ト ЮYR5/6ン ル ト粒 を含む。

1 10YR2/2 黒褐色 ンル ト 10YR5れ シル ト粒、木炭粒 を含む。 2 ЮYR2/2 黒褐色 七土質シルト 10YR5/6ン ル ト粒 を少量含む。

2 10Y瑯 /2 黒褐色 シル ト 10YRν 6シ ルトブロックを多量に含む。 5K10 1 10YR2/1 黒色 シル ト 10YR5/6シ ル ト粒を含む。

SK 5 1 10YR2/3 黒褐色 ンル ト ЮYR5/4シ ルトブロックを含む。 2 ЮYR2/1 黒色 10YR5/6シ ル トブロックを含む。

2 10YR3/2 黒褐色 ンルト 10YR5/4シ ル トプロックを含む。 3 10YR5/6 黄褐色 シルト 10YR2/1シルトブロックを含む。

SK 7 I 10YR2/1 黒色 シル ト 10YRν 4シ ルトブロック、焼土粒、木炭粒を含む。 SKll 1 ЮYR3/2 黒褐色 シル ト 10YR5/4、 10YR2/1シ ルト小ブロツクを多重に含むて

2 10YR5/4 にぶい貢褐抱 帖土 10YR2/1シ ル トブロ ックを含む。 1 10YR3/2 黒褐色 シル ト 10YRr。 /4、 10YR2/1シ ルト小ブロックを多量に含む(

第12図  I区土坑 (1)



台形を呈し、壁は底面から外傾して立ち上がる。底面は平坦である。【堆積土】3層確認された。人為堆積層と考

えられる。【出土遺物】ロクロ調整され内面に油煙状の付着物のある土師質土器小皿 (I-4)が出土したほか、土

師器片、須恵器片、九瓦片が出土した。

SK14土坑 【位置】調査区の北壁沿いで検出された。【重複】SK15、 SK16、 SK17、 SK20、 P188、 P199と 重複

している。P188よ り古く、これ以外の総ての遺構より新しい。〔平面形・規模】遺構の北半部が調査区外へ延びて

いるため全体の形状は不明であるが、南北に長い楕円形を呈するものと思われる。規模は南北1.94m以 上、東西

1,4m、 深さ49cmで ある。方向は長軸方向でN-9° 一Eである。【断面形・壁 。底面】断面形は逆台形を呈し、壁は

底面から直立気味に外傾して立ち上がる。底面は平坦である。【堆積土】4層確認された。いずれも人為堆積層と

考えられる。【出土遺物】土師器片、須恵器片、九瓦片、石製品が出土した。

SK15土坑 【位置】調査区の北西部で検出された。【重複】SK14、 SK16、 SK17、 P259と 重複している。SK16、

SK17、 P259よ り新しく、SK14よ り古い。【平面形・規模】平面形は、南北に長いやや不整な隅丸長方形を呈する。

規模は南北275m、 東西1.04m、 深さ31cmである。方向は長軸方向でN-4° 一Eである。【断面形・壁・底面】断面

形は逆台形を呈する。壁は底面から外傾して立ち上がる。底面は平坦であるが南半部で一段低くなっている。【堆

積土】4層確認された。人為堆積層と考えられる。〔出土遺物】土師器片が出上した。

SK16土坑 【位置】調査区の北西部で検出された。【重複I SK14、 SK15、 と重複し、これらより古い。【平面

形。規模】SK14、 SK15に切られているため全体の形状は不明であるが、方形を呈するものと思われる。規模は南

北1.8m、 東西55cm以上、深さ41cmで ある。【断面形。壁・底面】断面形は長方形を呈し、壁は底面からほぼ垂直に

立ち上がる。底面はやや起伏がある。【堆積土】7層確認された。人為堆積層と考えられる。【出土遺物】土師器片、

赤焼土器片、須恵器片、九瓦片、平瓦片が出土した。

SK17土坑 【位置】調査区の北西部で検出された。【重複】SK14、 SK15、 P200と 重複し、SK14、 SK15よ り古

く、P200よ り新しい。【平面形・規模】SK14、 SK15に切られているため全体の形状は不明であるが、隅九方形も

しくは不整な円形を呈するものと思われる。規模は南北88cm、 東西60cm以上、深さ24cmである。【断面形・壁・底

面】断面形は椀形を呈し、壁は底面から緩やかに立ち上がる。底面は丸みをおびる。〔堆積土】1層確認された。

人為堆積層と考えられる。【出土遺物】土師器片、赤焼土器片、須恵器片、陶器片、平瓦片、鉄製品が出土した。

SK18土坑 【位置】調査区の西壁沿いで検出された。【重複】P224、 P234、 P235、 P264と 重複しP224、 P234よ

り新しく、P235、 P264よ り古い。【平面形・規模】平面形は、遺構の西半部が調査区外へ延びているため、全体の

形状は不明であるが、方形もしくは東西に長い長方形を呈するものと思われる。規模は南北75cm、 東西75cm以上、

深さ20cmである。【断面形・壁・底面】断面形は逆台形を呈し、壁は底面から外傾して立ち上がる。底面は平坦で

ある。【堆積土】3層確認された。自然堆積層と考えられる。【出土遺物】土師器片、赤焼土器片、須恵器片が出土

した。

SK19土坑 【位置】調査区の西半部で検出された。【重複I SElと 重複しこれより古い。【平面形・規模】SE l

に遺構の南半部を切られているため全体の形状は不明であるが、不整な方形を呈するものと思われる。規模は南北

86cm以上、東西54cm、 深さ48cmで ある。【断面形・壁・底面】断面形は袋状を呈し壁は底面から丸みをおびてほぼ

垂直に立ち上がる。底面は半球状である。【堆積土】4層確認された。人為堆積層と考えられる。〔出土遺物】石製

品が出土した。

SK20土坑 【位置】調査区の北壁沿いで検出された。【重複】SK14、 P198と 重複し、P198よ り新しく、SK14よ

り古い。【平面形・規模】SK14に遺構の東半部を切られているため、全体の形状は不明であるが、隅丸方形を呈す

るものと思われる。規模は、南北94cm、 東西72cm以上、深さ10cmで ある。【断面形・壁・底面】断面形は逆台形を

呈し、壁は底面から外傾して立ち上がる。底面は平坦である。【堆積土】 1層確認された。人為堆積層と考えられ
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遺  構 層 位 土 色 土  性 備 老 遺  構 目他 土 色 土  性 備 考

SK13 ] 10YR2/1 黒色 ン ル 10YR5れ粘土プロックを多 く含む。 SK16 10YR2/1 黒色 シル ト 焼土粒、木炭粒 を少量含む。

2 10YR4/3 にぶい責褐t ン ル 10YR5れ 粘土ブロツクを多 く含む。 SK17 ユ 10YR2/2 黒褐色 シル ト 10YRν 4、 10YR3/3シ ルトブロックを含む。

SK14 ユ 10YR2/2 黒褐色 ЮYR6/6シ ル ト粒、焼土粒、木炭粒 を含む。 SK18 ユ ЮYR2カ 黒褐色 粘土賢シルト 10YR6/4、 10Y郎/4シ ルト粒、焼上粒、木炭粒を含む。

2 10YR2/1 黒色 10YR5/4シ ル トブロックを含む。 2 10YR2/1 黒色 シルト

3 10YR2/1 黒色 粘土質シルト 10YRν3粘土質シルト、10YR5れ シルトブロックを含む( 3 10YRレ生 にぶい黄褐廻 告土質シルト 10YR3洛 、10YR2/2粘 土質シルトブロックを含む。

10YR5/6 黄褐色 10YR3泡 、10YR2/2粘 土質シルトプロックを含む。 SK19 1 10YR〃 2 黒褐色 ンル ト 10YR6/4、 10YR3/3ン ル トブロックを含む。

SK15 10YR2/2 黒褐色 ンフレ 10YR3れ 、ЮYR5/4シ ル トブロックを含む。 2 10YR/2 黒 褐 色 シル ト 10YR5 4、 10YRy3シ ルトブロック、焼土Iv、 木庚粒を含む。

2 10YR3/4 暗褐色 ン ル 10YR5れ 、10YR2/2シル トプロックを含む。 3 10YRク 2 黒褐色 シ,レ ト 10YR6/4、 10YR3/3シ ル トブロックを含む。

3 10YR2/2 黒褐色 ン ル 10YR3れ 、10YR5れ シル ト粒 を含む。 4 10YR3/3 暗褐色 ン,レ ト 10Yttρ シルトブロック、10YR6 4ン ルト粒、木炭花を含む。

4 ユOYR5/4 にぶい黄褐t 10YR2/2シ ルトブロックを含む。 10YR/2 黒褐色 シルト 10YR5/6、  10YR2/1シ ルトブロックをモデむe

SK16 1 10YR2/2 黒褐色 ン ル 10YRυ 4、 10VRレ 9シ ルト粒、焼土粒、木炭粒を含むて SK2] 10YR2/1 黒色 ンル ト 托土粒、木炭粒 を多 く含む。

2 10YR2/2 黒褐色 10YR6/4シ ルトブロック (φ 3～ 5cm)を含むe SK22 1 10YR3/2 黒褐色 シル ト 10YR5/4シ ル トブロック、木炭粒 を含む。

3 10YR6/4 にぶい責橙荏 ンフレ 10YR2/2シ ル ト/1ヽ ブロックを含む。 2 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR5/4シ ル トブロックを多量に含む。

10YR2/2 黒褐色 シ ル 10YR6れ シル ト粒、焼土粒、本灰紅 を含む。 3 10YR5/4 にパい貢禍拒 シ,レ ト 10YR3//2シ ルトプロックを含む。

5 10YR6/4 にぶい貢橙C ン ル 10YR2/2シ ル ト小ブロックを含む。 SK23 1 10YR2/2 黒褐色 シル ト 10YR5ん 、10YR76、 10YR2/1ン ルト粒、木炭粒を含む

6 10YR2/2 黒褐色 10YRγ 4シ ルトブロック (ひ 3～ 5cm)を含む℃ 2 10YR2/2 黒褐色 シ,レ ト 10YR5/6、  10YR76シルトラガロツクをて学む。

第可3図  I区土坑 (2)
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登録番号 種別 器種 出土地区 丞不盾位 lR上番号 十高 長 日径 幅 底径・厚 重  量 特 徴 写真図版

I-3 中世陶器 甕 I匡 SK 4 1 2層 (2■6) 内外面回転台によるナデ 白石窯系 7-3
2 -6 肝平瓦 I区 SK 4 1層 44 瓦当 重孤文 顎面鋸歯文 口面 ■目 凸面縦位縄叩きナデ 7-6
3 E-25 賃恵器 郭 I区 P245 58 勺外面 ロクロナデ 底部回転糸切 り 7-8
4 I-4 と師質土器 小皿 I区 SK13 12 40 再外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 灯明皿

第14図  I区土坑・ ピッ ト出土遺物

る。【出土遺物】遺物は出土しなかった。

SK21土坑 【位置】調査区の北側で検出された。【重複】P95、 P139と 重複し、P95よ り新しく、P139よ り古い。

【平面形・規模】東西に長い円形を呈する。規模は長軸1.14m、 短軸95cm、 深さ49clllで ある。方向は長軸方向でE―

28° ―Nである。【断面形・壁・底面】断面形は九みをおびた逆台形を呈し、壁は、底面から九みをおびて外傾し

ながら立ち上がる。底面には凹凸がある。【堆積土】1層確認された。人為堆積層と考えられる。【出土遺物】土師

器片、赤焼土器片、須恵器片、九瓦片、鉄津が出上した。

SK22土坑 【位置】調査区の東壁沿いで検出された。〔重複】P28、 P214と 重複し、これらより古い。【平面

形・規模】遺構の東半部が調査区外へ廷びているため、全体の形状は不明であるが隅丸方形を呈するものと思われ

る。規模は南北1.54m、 東西82cm以上、深さ76cmである。方向はN-3° ―Eである。【断面形。壁・底面】断面形は

社．．悦
一．

、が

，こ

マ年
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長方形を呈し、壁は底面からほぼ直立して立ち上がる。底面は平坦である。【堆積±13層確認された。人為堆積

層と考えられる。【出土遺物】土師器片、赤焼土器片、平瓦片が出土した。

SK23土坑 【位置】調査区の北西部で検出された。〔重複】他の遺構との重複はない。〔平面形 。規模】平面形

は東西に長い楕円形を呈する。規模は長軸88cm、 短軸74cm、 深さ45cmで ある。方向はE-7° 一Sで ある。〔断面

形・壁・底面】断面形は半円形を呈し、壁は底面から緩やかに立ち上がる。底面は九みをおびている。【堆積土】

2層確認された。人為堆積層と考えられる。〔出土遺物】土師器片、赤焼土器片、須恵器片が出土した。

6)ピ ッ ト

I区では、267基のピットが検出された。このうち柱列、掘立柱建物跡を構成するものを除くと249基 となる。大

半のものは、径20～30cmの 円形を呈する。柱痕跡を持つものもほぼ半数近く存在している。堆積土は黒褐色ないし

にぶい黄褐色シルトである。調査区の南半に集中し、何箇所かに重複する傾向を示していることから、この場所で

建物の建て替えが行われていた可能性が考えられる。間尺の不揃いな比較的小規模の建物になるものと思われ、野

外調査中及び整理作業でも建物跡の想定はできなかった。出土遺物は、P245か ら回転糸切り無調整の須恵器イ

(E-25)が出土している。また、P61、 P225か らは龍泉窯系の青磁碗片が出土したが、いずれも細片であるため図

示し得なかった。その他のピットからは、ロクロ土師器片、赤焼土器片、土師質土器片、須恵器片、古瀬戸片、陶

磁器片、瓦片、鉄津などが出土している。

6 Ⅲ区の発 見遺構 と出土遺物

1)竪穴住居跡

S11竪穴住居跡 【位置】調査区中央部やや東側で検出された。〔遺存状況】南壁部分が一部撹乱により切られ

ている以外遺在状況は比較的良好である。〔重複I SKl、 SK 2、 P64と 重複し、これらより古い。【平面形・方向】

平面形は方形を基調とする。方向は、西辺を基拳としてN-6° 一Wである。【規模】規模は南北49m、 東西493m

である。床面積は24.2ゴ である。【堆積土】4層認められた。いずれもⅢ層ブロックを含むことから人為堆積層と

考えられる。カマド・煙道部の堆積土は9層 に分かれその中の3～ 7・ 9層 には焼土・炭化物が多量に含まれてい

る。〔壁の状況】Ⅲ層を壁としており、周溝底面から直立気味に立ち上がっている。残存壁高は31cmである。【床面

の状況】床面はほぼ平坦でしまっている。住居中央部はⅢ層を、その周辺部は掘方埋土を床面としている。床面上

に土坑を 5基検出した。平面形は円形もしくは不整な円形を呈する。規模は径70～ 110cm、 深さ12～ 17cmで ある。

このうち 4号土坑については、壁面が被熱により赤色硬化 していること、堆積土に多量の焼土塊、木炭粒を含むこ

とから炉の可能性がある。また、 1号土坑と2号土坑には重複があることから、時間差があったものと思われる。

〔カマド】東辺部南よりで検出された。燃焼部は天丼部が失われ、袖部が残存しており、規模は幅が lm、 奥行き

は底面の窪みの状況から64cmと みられる。袖部はⅢ層のシルトブロックを多量に含む暗褐色及び黒褐色シルトを積

み上げて構築されている。煙道部は長さ1,92m、 幅27cmで先端には径42cmの煙出しピットが掘り込まれている。カ

マド左袖先端よリカマド側壁と住居東壁を囲むようにL字状に丸瓦、平瓦が並べられている。その中に木炭粒、焼

土ブロックを多量に含む埋土が見られることから、カマドの灰、消し炭、木炭を廃棄するための区画の可能性が考

えられる。【柱穴】住居の床面から6基のピットが検出された。その中で位置や規模などからP-1、 P-3、 P-4、

P-5が主柱穴と考えられる。これらのピットはいずれも円形を基調とし、規模は径50～ 60cm、 深さ12～ 47cmで あ

る。このうちP-1と P-5には径15～20cmの 柱痕跡が認められる。また東壁で2基のピット (P22、 P63)が検出

された。配置関係や規模から住居南側出入り国の施設に伴う柱穴と考えられる。〔周溝】カマド部分を除く大部分

において、壁際直下で検出された。断面形はほぼU字形もしくは扁平な逆台形を呈し、規模は幅6～ 27cm、 深さ4

～ 7 cmである。【出土遺物】堆積土、床面、カマド、煙道、土坑、ピット、周溝からロクロ土師器郭 (D-1～ 6、 8)、

17
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鴎蟷      上

層  位 土 色 土  性 備 考

1 10YR3/2 黒褐色 ンル ト Ⅲ層土小ブロック、木炭粒、焼土粒 を含む。

2 10YR3/3 暗掲色 シル ト Ⅲ層土小ブロックを多量に含む。木炭泣を含む。

3 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト Ⅲ層土小ブロック、木炭粒 、焼土塊 を含む。

4 10YR3/2 黒褐色 シルト質焙土 Ⅲ橿土小ブロック、木炭粒 を含む。

牌

盟5m名 SK l ダト

卜1マ ト2鼎

3号土坑

層  位 土 色 土  性 備 考

1号土坑 1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色 ンル ト小 ブロックを含む。

2号土坑 1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト

3号土坑 1 10YR5/4 にぶい責褐色 七土質シルト焼土プロック、木炭粒、砂礫 を含む。

2 5YR3/2黒褐色 告土質シルト 暁土粒、木炭粒、砂礫を含む。

第16図  Ⅱ区S11竪穴住居跡 (1)
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第17図  Ⅱ区S11竪穴住居跡 (2)

椀 (D-7)、 奏 (D-10、 11、 14、 15)、 須恵器郭 (E-1、 3～ 6、 8、 11、 12、 17、 18、 26)、 蓋 (E-13)、 重弁蓮

華文軒九瓦 (F-1、 2)、 細弁蓮華文軒九瓦 (F-3)、 九瓦 (F-4～ 8)、 平瓦 (G-1～5)が出土したほか、土師器

片、赤焼土器片、須恵器片、九瓦片、平瓦片が出土した。このうち、土師器郭の内面は、ヘラミガキ、黒色処理さ

れている。底部は回転ヘラ切りによる切り離し後ヘラケズリされるものと切り離し後無調整のものとがある。D―

1に は底面に「講院」ヵの、D-41こ 1よ 「東」ヵの墨書がある。甕はロクロ調整された後、内面をヘラナデ、ヘラミ

ガキされている。須恵器郭は、いずれも底部の切 り離しが回転ヘラ切りである。底面に「西」 (E-1)、 「佛」 (E―

3)、 体部外面に「東」(E-4)の墨書のあるものと内面に朱痕のあるもの (E-26)と が見られる。また、E-51こ

も底面に判読不能の墨書が認められ、内面に墨痕がある。

S12竪穴住居跡 【位置】調査区の中央部から西側にかけて検出された。【遺存状況】遺構の南半部が調査区外

へ廷びているため、北半部のみの検出となっている。【重複】SK 3、 SK16と 重複し、これらより古い。〔平面形・

方向】方形もしくは長方形を呈するものと思われる。方向は、北辺を基準としてE-8° 一Nである。【規模】規模

は東西6.88m、 南北3.93m以上である。確認された床面積は27.04∬ である。【堆積土】 1層確認された。層中にⅢ層

小ブロックを含むことから人為堆積層と考えられる。【壁の状況】Ⅲ層を壁としており、床面からやや開き気味に

立ち上がっている。残存壁高は平均すると20cmで ある。【床面の状況】ほぼ平坦でⅢ層を床面としている。床面上

に土坑 2基、溝状遺構1条を検出した。1号土坑は不整な円形を呈し、規模は長軸1.34m、 短軸104m、 深さ22cm

である。西端をSK16に 切られている。2号土坑は不整形を呈し、規模は、南北1.3m、 東西1.4m、 深さ36cmである。

溝状遺構は住居の北西コーナー部で東西方向に検出された。規模は長さ22m、 幅17～ 27cm、 深さ4～ 7 cmである。

【柱穴】住居の床面から5基のピットが検出された。その中でP-1、 P-2、 P-5は壁沿いに周溝を切って検出され

ていることから壁柱穴と考えられる。【周溝】壁際を全周して確認された。断面形はV字形で、規模は幅7～ 16cm、

深さ6～ 21cmで ある。【出土遺物】堆積土、床面、土坑、ピット、周溝からロクロ土師器郭 (D-20)、 須恵器イ

(E-7、 9、 10、 14、 15、 21、 22、 27)、 甕 (E-23)が出土したほか、土師器片、赤焼土器片、須恵器片、九瓦片、

平瓦片が出土した。土師器郭は、内面をヘラミガキ、黒色処理されてお り、底部は回転ヘラ切 り、無調整である。

須恵器イは、底部の切 り離し技法が回転ヘラ切 りによるもの (E-14、 21、 27)と 回転糸切 りによるもの (E-7、

9、 10、 15)に 分かれる。このうちE-27は、切 り離 し後底面と底部周縁をヘラケズリしている。底面に「乙」ヵ

痛  位 土    色 上  性 lFri 考

4号 土1/i 1 10YR5/4 にボい黄褐迄 告十旨ンル| 院土塊、木炭粒 を含む。

5YR2/3 極暗赤褐色 粘土質シル| 焼土粒、木炭粒 を含む。

P-1 1 10YR5/4 にぶい責褐荏 ル ト ゆ5～ 50mmの小礫、黒褐色シル トブロックを含む。

2 10YR3/2 黒褐色 粘上質シルト にぶい黄褐色 シル ト粒、木炭粒 を含 む。 (柱痕跡

P-2 1 10YR3カ  黒褐色 ンル ト にぶい黄褐色 シル ト粒 を含む。

2 10YR5/4 にぶい貢褐C 粘土資シルト

P-3 〕 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト にがい貢褐色 シル ト粒 を含む。

層  位 上    色 上  性 備 考

3 2 ЮYR3/2 黒褐色 告土質ンルト にぶい黄褐色 シル トブロックを多量に含む。

5YR2/2 黒褐色 φ50mmの 焼土プロック、本炭粒を含む。
2 5YR3/2 極暗赤褐色 占■宵ンルト にぶい貢褐色シル トブロック、焼土粒、木炭粒を含む。

5 1 10YR5/4 にぶい黄褐t ン,レ Ⅲ 黒褐色 ンル トブロックを含む。

2 10YR3/2 黒褐色 お土質ンルトにぶい黄褐色 ンル ト粒、木炭粒 を含む。 (柱痕跡 )

周溝  1 10YR3/2 黒褐色 ll土 質シルト にぶい黄褐色 シル ト粒、本炭粒 を含む。
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層  便 土 色 土  性 備 考 層  位 土 色 土 性 備 考

1 10YR3/2 黒褐色 ンルト 10YR5/4、 シルトブロック、木え粒を含む。 10YR3/2 -黒 褐色 とゝ監シルト木炭塊、10YR5/4シル ト小ブロッタを含tr。

2 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YRS/4、 シルトプロックを多量に含むo 10YR5/4 にぶい黄褐埴 ンルト 7咸R3/2シ ルト小ブロツタ、焼土プロック、本炭蔵を含む。

3 15YR2/1黒色 傷土質ンルト 卜災塊、焼 dldを 多量に含む。 10 ′ 10YR3/3 暗褐色 ンルト 10YR5/4シ ルト粒を含む。 (カ マ ド構築土)

な 府5YR2/2黒 禍色 露土小プロック、木炭粒を多量に含む。 11 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR5/4シ ルト粒を合む。(カ マド構築土)

5 75YR3/2黒褐色 背と質シルト 猪土小ブロック、木炭粒、10YR5/4ン ルト小アロックを含む。 χR4/6 赤鶴色 シル ト 破熱による赤変。 (カ マ ド構築土)

6 た5YR3/2黒 褐色 ンル ト 発生粒、本炭粒、10YR5/4シ ルト栽を含む。 10YR5/4 にぶい黄褐拒 方マ ド構築上 )

7 [OYR3/2 黒褐色 ンルト 驚土粒本ブロック、木炭池、ЮYR5/4シルト紅を含む

第18図 Ⅱ区S11竪穴住居跡 カマ ド
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登録番号 種別 器種 出ill区 丞不層位 4え上沓
=

特 徴 写真図版

ユ D-1 ロクロ土師器 郭 Ⅱ区 SI カマ ド 外面ロクロナデ 回転ヘラケズリ 内面ヘラミガキ鼻色処理 底部と言「詰院」カ 8-1
2 D-4 ロクロ土師器 郭 1区 SI 3層 123 夕十面ロクロナデ 回転ヘラケズリ 内五ヘラミガキ具色処理 底部回転ヘラ切り、爆普「東Jカ 8-5
3 D-2 ロクロ土師器 郵 Ⅱ区 床面直上 160 外面ロクロナデ 内面ヘラミガキ黒色処理 底部回転ヘラ切り、ヘラケズリ 8-2
4 D-3 ロクロ土師器  獅 Ⅱ区 SI 床面直上 146 71 外面ロクロナデ 内面ヘラミガキ黒色処理 底部回転ヘラ切り、ヘラケズリ 8-3

D-5 ロクロ土師器 郭 Ⅱ区 SI カマ ド 外面ロクロナデ 内面ヘラミガキ黒色処理 底部に1転 ヘラ切 り 8-4
6 D-8 ロクロ土師器 郭 Ⅱ区 3'督 外面ロクロナデ、ヘラケズリ 内面ヘラミガキ黒色処理 底分回転ヘラ剪り 8-6
7 D-7 ロクロ土師器 椀 Ⅱ区 SI P-3 (110) 206 外而ロクロナデ、回転ヘラケズリ 内面ヘラミガキ黒色処理

8 D-6 ロクロ土師器 郭 Ⅱ区 SI 周滞 外面ロクロナデ 内面ヘラミガキ黒色処理 底部回転ヘラ切り、ヘラケズリ 8-7
9 D-2J ロクロ土師器 イ Ⅱ区 3層 129 外而ロクロナデ 内而ヘラミガキ黒色処理 底部慰呟ヘラ切り、ヘラケズリ

10 D-10 ロクロ土師器 斐 Ⅱ区 カマド 206 外面ロクロナデ 内面ロクロナデ、ヘラナデ 8-9
1】 D-14 ロクロ上師器  発 Ⅱ 区 SI 3号 土坑 (104) 外面ロクロナデ、ヘラケズリ 内面 ロクロナデ、ヘラミガキ

12 D― J ロクロ土師器 斐 Ⅱ区 カマ ド
'卜

面ロクロナデ 内面ロクロナデ 8-10
13 D-15 ロクロ土師器 型 Ⅱ区 創 床面直上 (114) 琳面ロクロナデ 内面ロクロナデ、回転ヘラナデ 8-8

第19図  Ⅱ区S11竪穴住居跡出土遺物 (1)
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登録番 号 出土地LX 基本層位 肥土遺構・層 取上浄号 器高 長 日径 lL 特 徴 写真図版

1 E-4 須恵器 郭 Ⅱ区 SI 床面直上 3 外面ロクロナデ 内面ロクロナデ 底部回転ヘラLJJり  体郡外血蟄膏 1栞 8-13

2 E-1 須恵器 不 Ⅱ区 I 床面直上 外面ロクロナデ 内面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り、すデ 塁音「西」 8-11

3 E-3 須恵器 郭 Ⅱ区 SI 3層 68 外面ロクロナデ 内面ロクロナデ 底部回転ヘラ切 り 墨書「佛 J 8-12

4 E-5 須恵器 郭 Ⅱ区 SI 70 外面ロクロナデ 内面ロクロナデ 底部回転ヘラ切 り、ナデ 墨帯 8-17

5 6 須恵器 郷 肛区 SI 床面直土 7 外面 ロクロナデ 内面 ロクロナデ 底部回転ヘラ切 り 8-14

6 8 買恵器 JT SI 2層 9 クト面ロクロナデ 内面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り 9-1

7 慣恵器 郭 Ⅱ区 SI カマド 外面ロクロナデ 内面ロクロナデ 底都回転ヘラ切 り 8-16

E-12 頃恵器 不 Ⅱ区 SI 3号 土坑 144 外面 ロクロナデ 内面ロクロナデ 底部回転ヘラ切 り 9-2

9 E-18 須恵器 14N Ⅱ区 】 3層 40 外面ロクロナデ 内面ロクロナデ 底部回転ヘラ切 り、ナデ 8-15

E-17 須恵器 イ Ⅱ区 悦 2'暫 外面ロクロナデ 内面ロクロナデ 底都回転ヘラ切 り

11 E-26 須恵器 不 Ⅱ区 3号 土坑 (18) 外面ロクロナデ 内面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り、ヘラケズリ 内面に朱lR

12 E-13 須恵器 発 Ⅱ区 SI (21) 外面ロクロナデ、回転ヘラケズリ 内面 ロクロナデ 8-18

第20図  Ⅱ区S11竪穴住居跡出土遺物 (2)
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登録呑号 種別 器極 出上述槌 解 服上許オ 器高 ミ 日径 幅 底径 厚 徴 写真図版
1 F-1 阜F丸瓦 I (106) 瓦当  8葉 重弁逝 I「 文 10-1
2 F-3 lT丸 瓦 Ⅱ区 SI 床面直上 瓦Ч 20莱細弁逆華文 10-3
3 F-2 Ff丸 瓦 Ⅱ区 床面直十 200 匠当 8業 竜弁蓮輩文 10-2
4 F-6 九瓦 Ⅱ区 カマ ト (378) 31 Ь面縦位純岬き、ロクロナデ 世面Wi土組皮、布H 側面ヘラケズリ 10-5

F-4 丸瓦 H区 SI カマ ト (358) 20 凸面縦l~祀「Fき 、スリケシ ピ1而粘上糾演、布日、布級しllR 側面ヘラケズリ 10-4
6 F-7 丸瓦 Ⅱ区 カマ ド 382 当血縦位靴町〕き、スリケシ 凹耐粘J:末と戻、布日、布級じ戻 側踊ヘラケズリ 10-6
7 F-8 九瓦 圧区 SI 3;土班 23 山而統位犯「‖き、ロクロナデ 凹面粘七Tlllt、 布日、布緞じ皮 側面ヘラケズリ 10-7

第21図  Ⅱ区S11竪穴住居跡出土遺物 (3)
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」中衛; 登録番号 種別 器種 出土地区 出上避稀 層 取上奉号 日径 鴨 底笹 厚 特 徴 写兵凶檄

G-1 平瓦 Ⅱ区 床面直上 (234, (154) 凸面縦位縄HPき →横位縄「早き 凹面布日、系切り痕 側聞ヘラケスリ 10-8

2 G-2 平瓦 Ⅱ区 床薗E上 (235) (135) 凸面縦位平行 Hlき  凹面布 日、糸切 り痕 側面ヘラケズリ 10-9

3 G-5 平瓦 Ⅱ 区 床面直上 (140) 凸Hl縦 位縄 H「 き、スリケシ 凹面布日、糸切 り痕 側面ヘラケズリ 10-11

4 G-3 子瓦 Ⅱ区 SI 床面直■ (176) 凸面横位組 Hド き 凹面布 日、スリケシ 側面ヘラケズリ 10-10

5 G-4 平 瓦 Ⅱ区 床面蔵上 (190) (179) 凸面統位縄Π「 き 凹面布 日、糸切 り痕 側面ヘラケズリ

第22図  Ⅱ区S11竪穴住居跡出土遺物 (4)
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Ｐ・‐2号土坑

P-4

溝状遺構
  ゴ

層  位 土 色 土  性 備 考

Ы 2  1 10YR3/2 黒褐色 シ,レ ト 10YRν 4シ ルト小ブロック、駿化鉄集積層、木炭Iiを含む。

SK16 1 10YR2泡  黒褐 色 ン,レ ト 10YR5/4シ ル ト粒、マ ンガン粒、木炭粒を含む。

2 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト

3 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質ンルト 10YR5ノ4シ ルト小ブロック、マンガン粒、本炭粒を含む。

1号土坑 1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト ЮYR5//4粘 土小プロックを含む。

2 10YR5//4 にぶい責褐色 粘 土 10YR3/2粘土質シル ト小ブロックを含む。

3 10YR3/2 黒褐色 省土質シルト ЮYR5/4粘土小プロックを含む。

2■上抗1 10YR3/1 黒褐色 省土質シルト 10YRν 4粘 土小プロックを含む。

2 10YR4/1 褐灰色 10YRν 4粘二月ヽプロックを含む。

層  位 土 色 土  性 術 考

静状避構 1 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 10Y郎/4粘土小ブロック、焼土粒、木炭粒を含む。

2 ЮYR5/4 にぶい責褐色 粘土質シルト 10YR3/2粘土質 シル ト小ブロックを含む。

-1 1 10YR3/2 黒褐色 粘 土 tOYR5/4粘 土小ブロックを含む。

2 10YR5れ  にぶい貢褐也 枯土 10YR3/2粘 土小ブロックを含む。

-3 1 ЮYR3/2 黒褐色 粘土質シルト 炭ヽ粒を含む。
2 ЮYR3/2 黒褐色 粘土質シルト 10YR5/4シ ル ト粒 を含む。

とOYR3/2 黒褐色 10Y恥 /4シ ル トプロックを含む。

ЮYR3/2 黒褐色 ルト 10YR5/4シ ル ト粒、木炭粒を含む。

界23図 Ⅱ区S12竪穴住居跡
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)                         10cm

登録番号 種別・器種 出土地区 基本暦t 出土遺構・層 lR上寄
=

底径 厚 特 徴 写真図版

1 D-20 Ⅱ区 S12 2号土坑 80 59 外面ロクロナデ、回転ヘラケズリ 内面ヘラミガキ、黒色処理 底都回転ヘラ切り 9-10

2 E-27 須恵器 lTN Ц区 ,12 床面直上 37 130 外面ロクロナデ、ヘラケズリ 内面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り、ヘラケズリ 曇書「乙」カ 9-5

3 E-14 須恵器 杯 Ⅱ区 S12 1層 144 外面ロクロナデ 内面ロクロナデ 底部回転ヘラ切 り、ナデ 9-8

4 E-10 須恵器 郭 Ⅱ区 X2 床面直上 タト面ロクロナデ 内面ロクロナデ 底部回転糸切り 9-4

5 E-7 須恵器 郭 Ⅱ区 S12 床面直上 外面ロクロナデ 内面ロクロナデ 底部回転糸切 り 9-7

E-15 須恵器 不 圧区 S12 床面LH上 172 外面ロクロナデ 内面 0ク ロナデ 底部回転糸切 り 9-3

7 E-21 須恵器 郷 Ц区 S12 1層 VI・面ロクロナデ 内面ロクロナデ 底部回転ヘラ切 り 9-9

E-9 須恵器 郷 Ⅱ区 S12 床面直上 47 米面ロクロナデ 内面ロクロナデ 底音[回 転糸切 り 9-6

9 E-22 須恵器 郭 Ⅱ区 ■ 2 床面直上 (55)
'卜

面ロクロナデ 内向ロクロナデ 9-11

E-23 須恵器 艶 S12 床面直上 (122) 舛面ロクロナデ、ヘラケズリ 内面ロクロナデ 9-12

第24図  Ⅱ区S12竪穴住居跡出土遺物



の墨書がある。なおE-27は 、色調が淡い橙色を呈し内

外面に黒斑が見られるなど一般的な須恵器とは異なった

特徴を有している。

2)溝跡

SDl清跡  【位置】調査区の西半部で検出された。

【重複I P37、 P39、 P40、 P41と 重複し、これらより古い。

【方向・規模】ほぼ直線的に南北に延びている。方向は

N-3° 一Eである。検出した長さは5.8m、 上幅30～ 66cm、

下幅18～ 33cm、 深さ43clllで ある。【断面形・壁・底面】

断面形はU字形を呈し、壁は底面から丸みをおびて直立

して立ち上がる。底面は凹凸がある。【堆積土】2層確

認された。いずれも自然堆積層と考えられる。【出土遺

物】土師器片、赤焼土器片、丸瓦片、平瓦片、鉄製品が

出土した。

3)土坑

SKl土坑 【位置】調査区の中央部東側で検出された。

【重複】S11と 重複し、これより新しい。〔平面形。規模】

南北にやや長い円形を呈する。規模は南北93cm、 東西

1.07m、 深さ16cmで ある。【断面形・壁・底面】断面形は

逆台形を呈し、壁は底面から直立気味に立ち上がる。底

面はほぼ平坦である。【堆積土】1層確認された。人為

堆積層と考えられる。【出土遺物】土師器片、須恵器片、

平瓦片が出土した。

SK2土坑  【位置〕調査区の東半部で検出された。

〔重複】S11と 重複し、これより新しい。〔平面形・規模】南北に長い隅丸長方形を呈する。規模は南北1.03m、 東

西87cm、 深さ22cmで ある。方向はN-0° 一Eである。

〔断面形・壁・底面】断面形は長方形を呈し、壁は西壁ではほぼ垂直に、東壁では底面から九みをおびて立ち上が

る。底面は平坦である。〔堆積土】3層確認された。自然堆積層と考えられる。【出土遺物】土師器片、須恵器片、

九瓦片、平瓦片が出土した。

SK3土坑 〔位置】調査区の西半部で検出された。〔重複I S12と 重複し、これより新しい。【平面形。規模】

ほぼ正円形を呈する。規模は南北1.07m、 東西1.03m、 深さ45cmである。〔断面形・壁・底面】断面形は逆台形を呈

し、壁は底面から外傾して立ち上がる。底面は平坦である。〔堆積土】2層確認された。人為堆積層と考えられる。

【出土遺物】須恵器長頸壺 (E-16)の ほか、土師器片、赤焼土器片、須恵器片、九瓦片、平瓦片が出土した。

SK4土坑 【位置】調査区の西半部で検出された。【重複I P62と 重複し、これより古い。【平面形・規模】南北

に長い長方形を呈する。規模は長軸1.88m、 短軸69cm、 深さ38cmである。方向はN-10° 一Eである。【断面形・

壁・底面】断面形は長方形を呈し、壁は底面からほぼ垂直に立ち上がる。底面はほぼ平坦である。〔堆積±18層

確認された。黄褐色粘土、黒褐色シルトブロックを多量に含む。人為堆積層と考えられる。【出土遺物】土師器片、

須恵器片、丸瓦片、平瓦片、鉄製品が出土した。

SK5土坑 〔位置】調査区の北東コーナーで検出された。【重複】他の遺構との重複はない。〔平面形。規模】

148w当

0                      2m

層  位 土    色 ± 1■ 備 考

10YR2/2 黒掲色 小礫 を含む。

2 10YR2/2 黒褐色 括土質ンルト 10YR5/4粘 土小ブロックを含む。
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遺構の一部が調査区外に延びているため全体の形状は不明であるが、南北に長い長方形を呈するものと思われる。

規模は長軸1.45m以上、短軸93cm、 深さ24cmで ある。方向はN-11° 一Eである。【断面形・壁・底面】断面形は逆

台形を呈 し、壁は底面か ら外傾 して立ち上がる。底面は平坦であるが、南東コーナー部に径60cm、 深さ10cal程 の窪

みが見られる。〔堆積土】2層確認された。人為堆積層と考えられる。【出土遺物〕土師器片、赤焼土器片、須恵器

片、平瓦片が出土 した。

SK6土坑 【位置】調査区の東半部で検出された。【重複I P8と 重複し、これより新しい。〔平面形 。規模】南

北に長い不整な楕円形を呈する。規模は長径1.15m、 短径63cm、 深さ23cmで ある。方向は長軸方向でN-32° 一W
である。【断面形・壁・底面】断面形は舟底状を呈し、壁は底面から丸みをおびて緩やかに立ち上がる。底面は起

伏がある。【堆積±1 2層確認された。人為堆積層と考えられる。【出土遺物】遺物は出土しなかった。

SK7土坑  【位置】調査区の東半部で検出された。〔重複】他の遺構との重複はない。【平面形・規模】円形を

呈する。規模は、径83cm、 深さ32cmである。【断面形・壁・底面】断面形は半円形を呈し、壁は底面から丸みをお

びて緩やかに立ち上がる。底面は半球状である。【堆積±12層確認された。自然堆積層と考えられる。〔出土遺物】

ロクロ土師器郭 (D-22)の ほか、土師器片、赤焼土器片、須恵器片、平瓦片が出土した。

SK8土坑  【位置】調査区の中央部東側南壁沿いで検出された。【重複】他の遺構との重複はない。【平面形 。

規模】遺構の西半部が撹乱により切られているが、円形を呈するものと考えられる。規模は径82cm、 深さ20cmであ

る。〔断面形・壁・底面】断面形は椀形を呈し、壁は底面から緩やかに立ち上がる。底面は丸みをおびる。【堆積土】

2層確認された。自然堆積層と考えられる。【出土遺物】遺物は出土しなかった。

SK9土坑  【位置】調査区中央部北壁沿いで検出された。【重複】他の遺構との重複はない。【平面形・規模】

遺構の北半部が調査区外へ延びているため全体の形状は不明である。規模は東西1.47m以上、南北78cm以上、深さ

46cmである。【断面形・壁・底面】断面形は逆台形を呈し、壁は底面から外傾して立ち上がる。底面はやや起伏が

ある。【堆積土】2層確認された。人為堆積層と考えられる。【出土遺物】土師器片、赤焼土器片、平瓦片が出土し

た。

SK10土坑  〔位置】調査区中央部北壁沿いで検出された。【重複】他の遺構との重複はない。【平面形・規模】

遺構の北半部が調査区外へ延びているため全体の形状は不明であるが、不整な方形を呈するものと思われる。規模

は東西73cm、 南北55cm以上、深さ27cmである。〔断面形・壁・底面】断面形は逆台形を呈し、壁は底面から外傾し

て立ち上がる。底面は起伏がある。【堆積土】 1層確認された。人為堆積層と考えられる。〔出土遺物】遺物は出土

しなかった。

SKll土坑 【位置】調査区中央部北壁沿いで検出された。【重複】他の遺構との重複はない。【平面形・規模】

遺構の北半部が調査区外へ延びているため全体の形状は不明であるが、方形もしくは南北に長い長方形を呈するも

のと思われる。規模は東西53cm、 南北26cm以上、深さ31cmである。【断面形。壁。底面】断面形は椀形を呈し、壁

は緩やかに立ち上がる。底面は九みをおびる。〔堆積土】1層確認された。人為堆積層と考えられる。【出土遺物】

遺物は出上しなかった。

SK12土坑 【位置】調査区の西半部で検出された。〔重複】他の遺構との重複はない。【平面形・規模】円形を

呈し、規模は径55cm、 深さ8 cmで ある。〔断面形・壁・底面】断面形は扁平な逆台形を呈し、壁は底面から外傾し

て立ち上がる。底面は平坦である。【堆積土】1層確認された。人為堆積層と考えられる。【出土遺物】赤焼土器片、

須恵器片、平瓦片が出土した。

SK13土坑 【位置】調査区西半部で検出された。【重複】P65と 重複し、これより古い。【平面形・規模】遺構の

東端をピットに切られているが、東西に長い楕円形を呈するものと思われる。規模は長径67cm以上、短径46cm、 深

さ9 cmである。【断面形・壁・底面】断面形は舟底状を呈し、壁は緩やかに立ち上がる。底面は九みをおびる。
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遺  構 雷位 土 色 土 性 備 考

SK l 1 10YR2/2 黒褐色 シルト 焼上粒、木炭粒、10YR5/4シ ル ト粒 を含む (

SK 2 1 10YR4/3 にぶい貢褐t と土質シルト10YR2/2シルトプロックを含む。

2 10YR4/2 灰黄褐色 占土質ンルト

3 10YR4/4 褐色 シルト

1 10YR2/2 黒褐色 シ,レ ト 10YR4/4ン ルトブロック、焼土粒、木炭粒を含む。

2 10YR3/2 黒褐色 シ,レ ト 10YR4/4シ ル トプロックを多量に含む。

ユ 10YR3/2 黒褐色 お土貿シルト10YR5/4粘土小ブロックを多量 に含む。

2 10YR5/4 にぶい貢褐t 佑上 10YR3/2粘土質シル トブロックを含む。

3 10YR5/4 にぶい貢褐C ンルト貿お土 10YR3/2粘 土質シル トプロック、小礫を含む。

4 10YR3/1 黒褐色 シルト 木炭粒 を含む。

5 10YRプ2 黒褐色 粘土買 φ4mmの 10YR5/4粘 上ブロック、木炭粒を含む。

6 10YR5/4 にぶい黄褐t 粘 土 10YR3/2シ ル トブロックを多量に含む。

7 10YR4/2 灰黄褐色 シルト ЮYR5/4粘 土小ブロックを含む。

8 10YR5/4 にぶい責褐t シ,レ ト ЮYR3//2粘 土質シル トプロック、小礫を含む。

SK 5 1 10YR3/2 黒褐色 シ,レ ト 10YR5/4粘 土小ブロツク、焼土粒、木炭池を含む。

遺  穂 層位 土 色 土  性 備 考

,K5 2 10YR3/2 黒褐色 ンル ト 10YR5/4粘 土小ブロック、木灰粒 を含む。

SK 6 ユ ЮYR3/2 黒褐色 OYR5れ 粘土プロック、10YR4/4シ ルトプロックを含む。

2 10YR5/4 にぶい責褐抱 粘 土 10YR4/4ン ル トプロックを含む。

1 ЮYR3/2 黒褐色 シル ト 10YR5/4シ ル トプロック、木炭粒を含む。

2 ЮYR2//2 黒褐色 シル ト 10YR5/4シ ル ト小ブロック、木炭粒 を含む。

1 10YR3洛 暗褐色 ンルト 10YR5/4シ ル ト粒、焼土粒、灰 を含む。

2 ЮYR3洛 暗褐色 ЮYR5/4ン ル トプロックを多量に含む。

SK 9 1 10YR2/2 黒褐色 粘■質ンルト 10YR5れ 粘土小ブロツク、焼土粒、木炭粒を含む。

2 10YR3/2 黒褐色 粘 土 ЮYR5/4粘 土プロック、焼土粒、本炭粒を含む。

SK10 1 10YR3/2 黒褐色 古土質シルト 10YR5れ 粘土小ブロックを含む。

SKll 1 10YR2/2 黒褐色 も土留ンルト10YR5/4粘土ブロック、焼土粒、本炭粒を含む。

SK12 1 10YR3/2 黒褐色 古土質シルト 10YR5/4粘 土プロック、木炭粒 を含む。

SK13 1 10YR3/2 黒褐色 古土質シルト 10YR5/4粘 土小ブロックを含む。

2 10YR4/2 灰黄褐色 占土質シルト 10YR5/4粘 土プロック、木炭粒 を含む。

10YR,■  にぶい黄掲窪 艦土 10YR4/2粘土質ンル ト小プロックを含む。

第26図  Ⅱ区土坑 (1)
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【堆積土】2層確認された。自然堆積層と考えられる。

【出土遺物】磨石 (K-1)が出土した。

SK14土坑 【位置】調査区西半部南壁沿いで検出さ

れた。【重複】他の遺構との重複はない。【平面形・規模】

調査区の南半部が調査区タトヘ延びているため全体の形状

は不明である。規模は東西68cm、 南北50cm以上、深さ38

cmである。【断面形・壁・底面】断面形は長方形で、壁

は底面から直立して立ち上がる。底面は東側に傾斜して

いる。【堆積土】2層確認された。人為堆積層と考えら

れる。〔出土遺物】土師器片、須恵器片が出土した。

SK15土坑 〔位置】調査区中央部北壁沿いで検出さ

れた。〔重複】他の遺構との重複はない。【平面形・規模】

遺構の西半部が調査区外へ延びているため全体の形状は

導
X=-194335
Y‐ 6553

患

不明である。規模は東西184m、 南北50cmで ある。

【断面形。壁・底面】断面形はV字形を呈し、壁は底面からタト傾して立ち上がる。底面は壁との境が明瞭ではない。

【堆積±12層確認された。自然堆積層と考えられる。【出土遺物】遺物は出土しなかった。

SK16土坑 【位置】調査区西半部南壁沿いで検出された。【重複】S12と 重複し、これより新しい。〔平面形・

規模】不整方形を呈する。規模は東西223m、 南北1,73m、 深さ30cmで ある。【断面形・壁・底面】断面形は椀形を

呈し、壁は底面から緩やかに立ち上がる。底面は起伏がある。【堆積土】3層確認された。自然堆積層と考えられ

る。【出土遺物】須恵器郭 (E-19、 20、 28)が出土したほか、土師器片、赤焼土器片、須恵器片、陶器片、丸瓦

片、平瓦片が出土 した。E-19、 201よ 回転糸切 り無調整で、E-281ま 回転ヘラ切 り後に底面を手持ちヘラケズリさ

れている。

4)ピ ッ ト

Ⅱ区で検出されたピットは67基である。P22と P63は S11の壁柱穴 となるものである。 I区 と比較するとピット

の分布はやや疎 らとなってお り、西半に集中するが調査区内で建物 として組めるものは見つからなかった。大半の

ピットは直径20cm前後の円形を呈 し柱痕跡 を持つ ものは僅かである。調査区東壁際で検出されたP5は 、径60cm、

深さ52cmの 円形の掘 り方に径20cmの柱痕跡を伴 う柱穴であるが、同規模のピットは調査区内には存在 しないことか

ら、調査区外へ延びる建物の隅柱 となる可能性 も考えられる。出土遺物は、P59か ら底面に「講院」の墨書のある

須恵器郭底部片が出上 している。その他のピットからは、ロクロ土師器片、赤焼土器片、須恵器片、瓦片などが出

土 した。

5)そ の他 の出土遺物

I区、Ⅱ区の遺構検出作業と試掘調査の 2ト レンチ、 3ト レンチから、ロクロ土師器、赤焼土器、土師質土器、

須恵器、陶磁器、瓦、石製品などが出土している。土師器のうち調整技法が分かるものの大部分は内面をヘラミガ

キ黒色処理されたものである。図示した遺物は、ロクロ土師器不 (D-19、 24)、 赤焼土器必 (D-16、 17、 18)、

高台付郭 (D-12)、 小皿 (D-13、 25、 26)、 須恵器郭 (E-24)で ある。D-19は、回転ヘラ切り後底面を入念に

ヘラケズリされている。底面に判読不能の墨書がある。赤焼土器については、多賀城跡出土土器群中のE、 F群 に

該当し、年代として凡そ10世紀代に収まるものと考えられる。

147m当
     卜

十X=D4329

Й5m為   卜

y
SK15

0                        2m

遺  構 膏位 土   色 土  性 考

SK14 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 10YR5れ粘土小ブロックを含む。

2 10YR2/2 黒褐色 粘土質ンルト 10YR5/4粘 土小ブロック、ゅ30mmの礫を含む。

10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト

2 10YR5/4 におい黄褐荏 シルト粘土 10YR3/2粘土質シル ト小ブロックを含む。

第27図  Ⅱ区土坑 (2)
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当中査; 登録番号 種男U 器極 出土地区 基本層位 出土遺構・層 取上番号 静高 長 日径 幅 底径 厚 重 量 特 徴 写真図版

ユ D-22 ロクロ土師器 郭 Ⅱ区 SK 7 (55) 牛面ロクロナデ、平行祐線 内面ヘラミガキ、単色処理 底部回転ヘラ切り 9-13

2 E-2 須恵器 郭 Ⅱ区 P59 87 Ⅲ面ロクロナデ 内面ロクロナデ 底部回転糸tJlり 、ヘラケズリ 醤言「議院 9-18

3 E-16 須恵器 長顕藁 I区 SK 3 20 外面ロクロナデ 内面ロクロナデ 9-17

E-19 賃恵器 郭 Ⅱ 区 SK 16 44
'卜

面ロクロナデ 内面ロクロナデ 底部回転糸切 り 9-16

5 E-20 賢恵器 郭 ■区 SK 16 ll面 ロクロナデ 内面ロクロナデ 底部回転糸切 り 9-14

6 E-28 須恵器 不 Ⅱ区 SK 16 57 キ面ロクロナデ、平行屹線 内面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り、ヘラケズリ 9-15

K-1 礫石器 磨石 Ⅱ 区 SK 13 4603 9-19

第28図  Ⅱ区土坑・ ピッ ト出土遺物
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フ まとめ と考察

1)S11・ 2竪穴住居跡出土土器群について

今回の調査により図示し得た登録遺物のうち、半数以上がⅡ区のS11・ 2竪穴住居跡 (以下、S11・ 2と 略す。)

出土のものである。ここでは遺構の全容が明らかとなっているS11出 土土器群の年代の検討を中心に若千の考察を

加えていきたい。S11出土土器群は、ロクロ土師器郭 (D-1～ 6、 8、 9)、 椀 (D-7)、 甕 (D-10、 11、 14、

15)、 須恵器郭 (E-1、 3～ 6、 8、 11～ 13、 17、 18、 26)、 蓋 (E-13)よ り構成されている。土師器の郭は、

切 り離し技法の明らかなものは総て回転ヘラ切 りされ、D-5以外は、底部周縁を手持ちヘラケズリされるか回転

ヘラケズリによる再調整を受けている。内面のヘラミガキは横方向から斜め方向で放射状のものは含まれない。器

形は内弯 して立ち上が り口縁が外反するものと直線的に立ち上がるものとがある。口径は12,3～ 16 0cm、 底口比

(口径に汁する底径の比率)は046～ 0.57で平均すると0.52と なる。椀は底部を欠損している。日径20.6cmで 体部下

半を回転ヘラケズリされ、内面はヘラミガキ、黒色処理されている。須恵器必は、回転ヘラ切 りによる切 り離し後

無調整のものと軽 くナデるものがある。器形は直線的に外傾して立ち上が り、ロクロロが顕著なものとそうでない

登 録沓号 出土地FX 基本用位 出土遺穂 思 Ik上奉弓 Ff言  長 日径 

“

S 氏得 厚 特 徴 写真図版

1 D-19 ロクロ土
'市

器 IIN 試猟,1査 2ト レンチ 十面ロクロナデ、ヘラケズリ 内面ヘラミガキ、里也処理 監訂1回転ヘラ切〕、ヘラケズリ 塁書 7-14
2 D-2珀 ロクロ土師器 イ 試楓調査 2ト レンチ 126 74 Ⅲ面ロクロナデ 内而ヘラミガキ、早色処理 底君b回 H喧系切り、ヘラケズリ 7-15
3 D-12 赤焼土器 高台付イ I区 Ⅱ層 156 72 勺夕1宦 ロクロナデ 底部回転糸切 り 付高台 7-12

D-17 赤焼上器 14N I区 Ⅱ層 134 勺外面ロクロナデ 戊部回転糸切 り 7-10
5 D-18 赤焼土器 j4N I区 Ⅱ層 130 勺外面ロクロナデ 底郡回転糸切 り

6 D-16 赤/Jt土器 イ I区 Ⅱ層 120 勺外面ロクロナデ 底部EI転 糸切 り

D-13 赤焼土器 小皿 Ⅱ 区 89 勺外面ロクロナデ 底部回転糸切 り 7-11
8 D-25 赤焼土器 小皿 試掘調査 3ト レンチ 88 勺外面ロクロナデ 底 ll回 転糸切り 7-16
9 D-26 赤焼土器 小皿 試掘調査 3ト レンテ 対夕I・ 印ロクロナデ 底部恒1転 糸切 り 7-17

E-24 須恵器 斥 I区 I層 44 144 付タトrlロ クロナデ 底部珂I IN糸切 り 7-13

第29図  その他の出土遺物



ものが含まれる。日径は12.0～ 14.lcm、 底口比は0.48～ 0.59で平均すると0.52と なる。蓋はつまみ部を欠損 している。

頂部をヘラケズリされてお り口径12.6cmで カエリはない。内面が平滑で摩減 していることから転用硯 と思われる。SI

lか ら出土 した土師器は、東北地方南部の土師器編年型式の表杉ノ入式に該当するものである。表杉ノ入式の土師

器必については、須恵器、赤焼土器 との共伴関係、底口比、切 り離 し技法 と再調整の有無によりその変遷が論 じら

れている。その成果を総合 したのが下の第 1表である。これによって杯全体の中に占める須恵器、赤焼土器の比率

の増減、底口比の減少化、再調整の簡略化などが指摘できる。S11か ら出上した郭類の特徴を挙げると次のように

なる。第 1に赤焼土器を含まず、土師器、須恵器から構成されていること。第 2に須恵器の比率が57%を 占めるこ

と。第 3に底口比が046～0.59の 範囲に分布し0.52前後に集中すること。第 4に 回転ヘラ切 り後、底部周縁を手持ち

ヘラケズリ、回転ヘラケズリにより再調整しているものが含まれることである。以上の特徴を第 1表の変遷に当て

はめると、底日比と須恵器含有率から台ノ山遺跡S18の傾向に近いことが窺える。このことからS11出土土器群の

年代については 9世紀前半を中心とした年代が与えられる。更にS11か らは多賀城跡Ⅲ期の重弁蓮華文軒丸瓦と同

様の特徴を持った重弁蓮華文軒丸瓦 (F-2)が出土している。この瓦については上限が780年、下限が869年 と捉

えられており上述の年代観とは矛盾しない。S12出土土器群については、遺構の一部分を調査 したに留まり組成の

点から有効な資料とは言い難い。出土したものにはロクロ土師器郭 (D-20)、 須恵器杯 (E-7、 9、 10、 14、 15、

21、 22、 27)甕 (E-23)がある。土師器イは切 り離しが回転ヘラ切 り、外面体部下半が回転ヘラケズリ、内面で

は横方向にヘラミガキ、黒色処理されている。この郭は底口比が074と 底径が大きく一般的な郭とは異なった器形

を呈している。須恵器郭は切 り離し技法に回転ヘラ切 りと回転糸切 りの両方を含む。底日比は0.44～0.54の範囲に

分布し、平均すると0.48でS11の ものに比べ底口比が小さくなる傾向を示す。須恵器イの中には内弯気味に立ち上

がり回径17 2cmの やや大型のもの (E-15)が見られる。S12出 土土器群の年代については概ね 9世紀代と捉えて

おきたい。なお、S11出 土土器群中、郭類に比較的多 くの墨書が見つかっている (19点 中 6点 )。 これらは一般の

集落跡で見つかっている墨書と異なり、「講院」ヵ、「佛」、「東」、「西」など本来は西側に隣接する国分寺内のある

部所で使われていたことを窺わせる文字が記されており、この住居の住人が、国分寺と何らかの係わりを持ってい

たか、墨書土器を手にすることが出来る立場にいた可能性を想定し得る。

名

名構

跡

遺土

遺

出
宮 前

S120VA群

木

Ｉ

上日
Ｓ

台ノ山

S18
東 山

土器溜

家老内

S12
宮 前

S154Ⅳ B群
安久東

S12
活 水

SD 9内 SK l

島

ＳＫ

鹿

１

植田前
SD l  SD 2

赤焼 き土器出土率 0% 0% 0% 0% 0% 0% 459/p 42% 63ワみ 989ι

須 恵 器 出 土 率 28ワリ 18% 53ワち 31% 0% 0% H% 69/8 0% 0%

底   日   比 052 052 046 038

外 面 調 整
ロクロナデ

回転ケズリ

デ
リ

ズ

ナ
ズ

ケ

ロ
ケ

ち

ク
転

持

口
回

手
回転ケズリ
手持ちケズリ

ロクロナデ

回転ケズリ
手持ちケズリ

ロクロナデ

手持ちケズリ

ロクロナデ

手持ちケズリ
ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ

切 り離 し技 法 ヘラ切 り
ヘラ切 り

糸切 り

ヘラ切 り

糸切 り
糸切 り 糸切 り 糸切 り 糸切 り 糸切 り 糸切 り 糸切 り

年 代 8C末～ 9C初 9C中 葉 10C前 半 10C中 葉

第 1表 表杉ノ入式期における土師器lTkの 変遷

2)遺 構 の年 代 につ い て

今回の調査で検出された遺構は、古代から近世までのものと考えられるが、個々の遺構の年代について若千の補

足をしておきたい。Ⅱ区で検出されたS11に ついては、出土土器群の検討から9世紀の前半に、S12に ついても同

様に 9世紀代に位置付けられる。前後関係については明らかにし得なかったが、両者の位置関係から時期差があっ

たものと考えられる。Ⅱ区のP5についても古代の柱穴の可能性がある。 I区のSE l井戸跡は、伴出した常滑産、

白石窯系の甕や板碑などから中世段階に所属するものと思われ、上限は13世紀の後半とされる。 I区のSK 4土坑

も白石窯系の甕を伴っていることから13世紀後半～14世紀前半頃のものと思われる。 I区のピット群の中で堆積土

に13世紀代の龍泉窯系の青磁片や古瀬戸片を含むものがあることから、この時期の掘立柱建物跡が存在していた可
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能性も認められる。SA l柱列やSB l、 2掘立柱建物跡については遺物から正確な年代を言及しがたい。他の遺構

との重複関係から、SA lは中世、SB l、 2は中世から近世までのものと捉えておきたい。 I区のSK13土坑からは近

世の土師質土器小皿が出土している。内面に煤が付着していることから灯明皿と考えられるものである。同様の遺

構は、昭和55年 の陸奥国分寺東門跡調査の際にも検出されており、近世の墓損と報告されている。 I区 のSK 7、 10、

11、 12土坑やⅡ区のSK 4、 5土坑のように類似 した長方形の土坑が南北に長軸方向を合わせて見つかっていること

から、これらについては近世段階の墓墳の可能性がある。藩政時代の仙台城下絵図 (正保 2、 3年、寛文 8、 9年、元

禄 4、 5年、延宝 6年、安政 3～ 6年製作)に よると、この場所に寺屋敷、学頭隠居屋敷といった記載がなされており、

古代から近世に至るまで周辺一帯が人々の宗教的な活動の拠点として意識され続けていたものと推察される。

3)ま とめ

① 国分寺東遺跡は仙台市若林区木ノ下三丁目、陸奥国分寺跡の東側に隣接して所在し、広瀬川によって形成され

た標高約15mの 自然堤防上に立地している。遺跡は、平成13年の試掘調査によって発見され新規に登録されたも

のである。

② 発見された遺構は平安時代の竪穴住居跡、中世の井戸跡、土坑、中世から近世にかけての柱列、掘立柱建物跡、

近世の土坑のほか、溝跡、柱穴、ピットである。

③ 出土した遺物には、ロクロ土師器郭、椀、奏、須恵器郭、蓋、長頸壺、甕、赤焼土器高台付杯、郭、小皿、土

師質土器小皿、中世陶器奏、重弁蓮華文軒丸瓦、細弁蓮華文軒九瓦、重弧文軒平瓦、九瓦、平瓦、石臼、磨石、

板碑のほか陶磁器片、鉄製品、鉄滓、石製品がある。

④ 土師器郭、須恵器必の中には「講院」ヵ、「佛」、「東」、「西」などの墨書がなされているものが含まれている。

これらについては、本来隣接する国分寺で使用されていたものが運ばれてきたものと考えられる。

⑤ 今回の発掘調査により陸奥国分寺跡の東側において、同寺院の機能していた時期及びそれ以降の時期の遺構・遺

物が検出されたことから国分寺跡周辺に於ける集落の存在といった諸様相を知る手掛かりを得ることができた。
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Ⅲ 人木山緑町遺跡 (第 3次)発掘調査報告書

1 調査要頂

遺 跡 名  入木山緑町遺跡 (宮城県遺跡番号01317)

調 査 地  仙台市太白区八木山緑町21-3

調 査 理 由  老人福祉施設建設

原 因 者  学校法人仙台こひつじ学園 向山幼稚園

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育委員会 (文化財課)

担 当 職 員  主事 佐藤 淳  文化財教諭 宮内 周

調 査 面 積  350∬ (調査対象面積 :2,300∬ )

調 査 期 間  平成14年 4月 10日 ～ 5月 13日

2 遺跡の位置と環境

理事長 木村 徹

遺  跡 種  別 立  地 年 代 遺  跡  箔 種  別 立  地 年 代

1 人木山緑 HJ遺跡 1集落跡 h陵 ユユ 原遺跡 案落跡・古墳 丘 陵

2 茂 ケ崎 城研 城跡 丘陵 中世 12 へ幡遺跡 果落跡 丘 陵

3 大年寺山横穴墓辞 横穴墓 臣陵 古墳 13 松 ヶ丘遺跡 散布 地 丘 陵 健文

4 麦宕山横欠盛群A地点 横穴墓 丘 陵 古墳 言沢 遺跡 水田跡 自然枕ll後 背罷翼 日石器 縄文 .弥 生す古墳・古代 中世 近世

5 兜塚吉墳 前方後円墳 自然堤 肋 占頃 15 髭町駅戻 遺 跡 自然堤防 縄文・弥生 古墳・古代

6 土手 内遺 跡 果落跡 丘 陵 西台畑遺跡 包含地 集落跡 自然堤防 縄文・弥生・古墳 ・古代

7 土キ内積穴曇祥B地点 三穴墓 丘 陵 占墳 17 郡山遺跡 官衝跡 水日跡地 自ll提肪後背涅地

8 旨ノロ遺跡 果落所 丘 1愛 養種 園遺跡 居館・集落跡 沖積地 祢生・ 盲墳 ・ 中世  近 世

9 集落跡 丘陵 縄文・古代 南 小泉 遺跡 集落跡他 lT積地 健文・弥生 す古墳・古代 。中世 近世

富沢窯跡 窯跡 丘陵 占墳 ・古代 着林 城 豚 目身ヽ堤 1笏 占墳 ・古代・ 中世・近世

第30図 周辺の遺跡 (1/35,000)



第31図 遺跡の位置 (1/10,000)

人木山緑町遺跡はJR仙台駅の南西3.2kmの 仙台市大白区人木山緑町に所在する。遺跡は広瀬川と名取川に挟まれ

た市南部にある人木山丘陵の東部、南側はニツ沢へと下る細尾根上に位置する。遺跡周辺の標高は85mである。

周辺の著名な遺跡としては、同丘陵上の西部に位置する紀文時代の集落跡である山田上ノ台遺跡、三神峯遺跡が

あり、南部の沖積地では大野田遺跡をはじめとする縄文時代の遺跡群が数多く所在するほか、弥生時代以降、現代

までの水田遺構が発見された富沢遺跡が立地している。また古墳時代には丘陵裾部から低地部にかけて多 くの群集

墳や横穴墓群が造られ、さらに古代では東部低地部にかつての陸奥国府と考えられる郡山遺跡が営まれている。

近隣の遺跡では同尾根上に縄文時代の遺跡である三ッ沢遺跡や萩ケ丘B遺跡が所在するほか、南東部丘陵裾部に

はニツ沢・茂ケ崎の両横穴墓群、南西側別尾根上に青山二丁目・二丁目Bの縄文遺跡が所在しているが、このうち

茂ケ崎横穴墓群以外については調査例に乏しく、したがって本地区の歴史を組解 くにあたっては本遺跡の調査が重

要となっている。

3 調査に至る経緯と調査方法

本遺跡はかつて平成 7年 と平成11年に 2度の調査を実施している。平成 7年の第 1次調査は宅地造成のための事

前調査として約700ど にわたり調査を実施したところ、縄文前期末葉から中期初頭の竪穴住居跡 5軒、弥生後期の

竪穴住居跡 2軒のほか、土坑120基や多 くのピットが発見され、市内でも数少ない時期の縄文住居跡や弥生住居跡

が複数発見されるという大きな成果を上げた。第 2次調査は第 1次調査時に計画された開発地の変更関連部分約

150∬ を対象に調査し、第 1次調査地を挟む 2地区から弥生時代の土坑墓とみられるものを数基確認している。

今回の調査 (第 3次調査)は先の第 1・ 2次調査で提示された宅地及び共同住宅建設計画の全面撤回の末、新た
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に計画された老人福祉施設建設計画内容を受けた事前調査である。計画では建物の大部分が遺跡北東側の肖U平部分

にあたり、遺跡範囲内においてはその約半分程度の面積が先の調査区と重複することから、調査は建物範囲内での

未調査部分に限定して実施することとなった。

調査では北辺と西辺を建物ラインに合わせ、南辺を第 2次調査西区との境界、東辺を削平地の落ち際と定めた。

次に現況で畑地や荒地である表土を重機により除去した後、遺構の検出 。掘 り込み作業を行った。また遺構調査終

了後には調査区中央に旧石器時代遺物の発見を目的とした下層調査区を設定し、掘 り込みを行った。

測量の基準は調査区西辺外の 2か所にAと Bの任意の座標杭を設け、北側の杭Aを X=0、 Y=0の 原点とし、

それぞれ南及び東に向かい数値が増す平面座標を設定した。平面測図、遺物取上げはこの座標を基に設定した5m

方眼ごとに行った。またAと Bに は仙台市設置の 3級基準点から求めた平面直角座標第X系による座標数値を与え

ると同時に、調査地内に水準測量により新規の水準点を設置した。各々の数値は下記の通りである。

新規基準点座標数値 A(X=0、 Y=0):X=-195.643.028 Y=3.144.003

B(X=30、 Y=0):X=-195.622.035 Y=3167208

新規水準点水準値  H=85。400m

が

が

疹

ゝ 疹 兆 公
第32図 調査区の位置 1/800

4 基本層序

調査地での基本層位は遺構検出層上層のⅣ層までに大別 5層、細別 6層 を確認し、下層調査においてはV層から

X層 まで大別 6層、細別 7層 を確認した。自然堆積層とみられるV層以下層については全層とも北東側の沢部に向

かい緩やかに傾斜している。

I層 :Ia層 は現在の畑耕作上で、 Ib層は以前の畑耕作土である。

Ⅱ層 :I層 の畑を造成するための近年の盛土層とみられる。

Ⅲ層 :黒褐色シル ト質土で、下面の乱れが者しく、層厚は 5～ 25cmで ある。極一部のみの確認である。

Ⅳ層 :にぶい黄褐色シル ト質上で、径 l cm内の小礫を含み、Ⅲ層同様に下面の乱れが著しい。層厚は厚いところ



で30cmあ る。漸移的にV層へ と変化 し、層理面は不明瞭である。

V層 :褐色粘土質シル ト土で、粘性が強 く、径 l cm内の小礫を含んでいる。遺構検出面である。層厚は20～ 30cm

で、Ⅵ層との層理面近 くのくぼみ部分に川崎スコリア層が断続的にブロックで混入 している。

Ⅵ～ X層 :(第33図表参照 )

852mさ                                                    ≦

西壁断面

下層調査区
北壁断面

B

840m_

830m一

842mβ
東壁断面

層位 上    色 土 性 備 考

10YR3/3 暗褐色 ,レ ト (現畑耕作土 )

Ib 10YR3/3 暗褐色 シルト (旧 畑耕作上 )

Ⅱ 10YR3/2 黒褐色 ル ト (盛上層 )

ll 10YR2/2 黒禍色

`[分

4,な残仔 径 lcm以内の礫を少尾含み、下面の乱れ著し|

W 10YR4/3 にぶい黄褐色 シル ト 匿 lcn内 の礫 を少量含み、下面の乱れ者 しヤ

V 75YR4/4褐 色 粘上貿 下面近 くに部分的に火山灰ブロックを含む

0                        2m

層

眉位 土    色 土  性 怖 考

Ⅵ 10YR76 褐色 ト 径 lcm内の礫を微是含む

Ⅶ 10YR4/4 褐色 古上質ンルト 砂質が強 く、層下半中心に径 lcm内 の礫を少畳含む

Ⅷ 10YR5/6 黄褐色 ル ト 径 2cm内 の礫 を多呈含み、層下半がやや砂質強い

Ⅸ a 10YR4/6 褐色 睡 2cm内 の傑 を多せ含む

Ⅸ b 10YR4/6 褐色 歩旨シルト 径2cm内の礫を多豊含む 部分的に精色シルト質際を多量混大する

X 10YR5/6 黄掲色 古土質シルト層 工面に厚 さ 2cm程 度のマ ンガンの集積層あ り

第33図 基本層序

5 発見遺構と出土遺物

第 1・ 2次の 2度の調査では尾根頂部に近いこともあってか、複数の住居跡を含め、遺構密度の高さが際立った

が、今回の調査地は現況が沢部へと緩やかに下る畑地で、加えて後世の削平により遺構の残存状況が悪いことが予

想された。今回発見した遺構としては竪穴住居跡 1軒の他、土坑 7基、ピット数も72と 散在する状況であり、隣接

する先の調査の状況とは著しく異なる結果となった。また出土遺物のほとんどは、現耕作土及び遺構検出層より上

層からのものが多 く、遺構自体の残存や遺構数も少ない為か、遺構内出土遺物は僅かであった。

1)竪穴住居跡

S11 竪穴住居跡

【位置 。重複】中央部の西壁に半分かかる形で検出した。北壁側をSK lに切られている。

【形態 。規模】東半部のみの検出で、残存が極めて悪い状況であるが、形態は円形で、径は5m程度とみられる。

【堆積土】中央の東西ベルト及び西壁断面により3層確認した。 1層 は住居内全体にみられる暗褐色シルト土で、

炭化物粒、焼土粒を少量含んでいる。2層 は主に周辺部にみられる褐色粘土質シルト土である。また3層 は住居中

央のみに確認した暗褐色シルト土で、焼土ブロックやV層 をブロック状に少量含んでいる。 1・ 2層 については自

然流入土と考えられる。

【床 面】床面は基本層V層で、Ⅱ層や木根の影響もあってか、概ね平坦であるが小起伏が著しい。

【壁 面】北部を除き壁面を確認したが、 2～ 3 cm程の極僅かな立ち上がりで、詳細は不明である。

不明プラン ?



Ⅱ 人木山緑町遺跡 (第 3次)発掘調査報告書

○
P4

0
P5

の
Ｐ

Ｐ・７ο
⑩
Ｐ２２

⑩
P18

働
P19

冥ぽ
Pll◎

の
Ｐ２．

A上

◎
Ｐ２０◎

Ｐ‐６

ぴ
⑤

③

（

ω

》

Ｐ３２

◎
ＳＫ２

|

Y=5

第34図 遺構の配置

０
閉（∪【〕Ｐ４４

⑥

Ｐ４‐

0                               5m

|

B―拝寺E翠

|

Y=10
|

7=15

下層調査 区

◎ P29

(Ⅷ層まで調査 )

(X層 まで調査 )



〔炉 跡】住居跡中央やや南寄 りのV層床面がやや赤褐色気味に変色 し、少量ではあるが炭化物粒や焼土粒を確認

したことから、この西側調査区外に炉跡が存在するものと考えられる。

【床面施設】床面及び壁面中に大小25基のピットを確認した。これらの中にはPlの ようにやや大きく住居外に張

り出すものや、住居跡との重複関係が不明瞭なものもあり、全てが住居跡に伴うものとはいえない。P15。 20は不

整形で、P20に ついては深さも15cmと 浅いが、両者はその位置的なことから住居跡東側の主柱穴の可能性が強い。

また南東側壁面際を中心に径が15～ 20cm、 深さ 5～ 20cmの 小ピットが幾つか確認されたが、これらは第 1次調査の

円形住居跡でもみられた壁柱穴の可能性 もある。床面上にはピット以外に土坑や周溝などの施設は確認できなかっ

た。

【出土遺物】床面、ピット、堆積土から縄文土器、剥片石器、礫石器、石製品が出土した。剥片石器では石鏃 1点、

不定形石器 2点、石核 1点、二次加工のある剥片 1点、微細剥離痕のある剥片 3点、剥片17点があり、礫石器では

磨凹石 2点、磨石 1点、石製品は石剣か石刀から転用の可能性があるもの 1点がある。

Al(36図 1)は 回縁部で口縁直下に太い沈線がみられる。Kall(36図 4)は無茎の石鏃で、基部側から先端

部にかけて急に細 くなっている。Ka16(36図 5)は不定形石器で、右側上半が背面からの鋸歯状の刃部、下半が

急角度の刃部となっている。Kc2・ 1(36図 6・ 8)は磨凹石でいずれも両面に磨面と片面に 1箇所のくぼみが

ある。Kc3(36図 7)は磨石である。Kdl(36図 9)は両面の一部と側面を面取 りした粘板岩製の板状の石製品

で、石剣或いは石刀の切先部を何かしらに転用 したものと考えられる。

848m卜_

848mと

潮Ｙ〓４‐Ｔ

Pll

846mi   l名

寸

P19
F    r

846m卜    引

了

P13

846m F   雪

P20

846m二     名

カクライ

0

P15

846m社   2   亀
~＼＼くと)/ノ/一

,詈  1立 土    色 術 考

ЮYR3海 暗掲色 炭化物粒 焼 土粒、 V屑 ブロックを少量含む

2 ЮYR4/4 褐色 粘上質ンルト 悟褐色 シル ト土ブロックを少量含む

3 75YR3泡 暗褐色 シルト 炭化物粒 V層 ブロックを微量、焼■ブロックを含む

1 75YR3/3H音 褐色 シル ト え化物粒を微量、径 lcm内の焼上ブロックを少量含む

2 10YR3/4 暗褐色 古土質シルト 尭土粒 を微登含む

3 10YR3/3 H旨掲色 下半に V層 ブロックを多量含む

4 ЮYR3/3 暗褐色 シルト 上半に黒棚色シルト、下半にV層 ブロックを多量含む

5 10YR3/3 暗褐色 ,レ ト 炭化物粒 を少量含む

10YR3/3 暗IBJ色 ル ト

P7 10YR3/4 暗褐色 ル ト V層 ブロック、炭化物粒 を微豊含む

10YR3/3 昭褐色 ンル ト 下半に V層 ブロックを少豊含む

75YR3/4 暗褐色 lhと 資シルト炭化物粒 を微量含む

10YR3/3 暗褐色 シル ト 下半にV層 ブロックを少呈含む

Pll  l 10YR3μ  暗褐色 シルト 炭化物粒 を微比含む

2 10YR4/4 褐色 ,レ ト 径 2cm内 の V層 ブロックを含む

10YR3/4 暗褐色 ル ト 焼上粒 を微景含む

層  位 土    色 Jと  ‖生 ll 考

P13 10YR4/4 褐色 ンル ト 炭化物lT 焼上粒  V層 ブロックを微丘含む

14 10YR3/4 暗褐色 シルト 炭化物粒  V層 ブロックを少量含む

15   1 10YR3/3 1旨 ltJ色 シル ト 炭化物粒 焼土llを 微■含む

2 10YR4/4 褐色 ンル ト え化物粒 V層 ブロックを微呈含む

10YR3/4 暗褐色 焼土プロックを少せ含む

75YR3/3暗褐色

10YR4/6 褐色 シル ト

10YR3/3 1き褐色 ル ト 炭化物粒 径 i cl■ 内の焼上ブロックを少呈含む
)20   1 10YR3/4 暗褐色 シル ト 炭化物粒 を微 il含 む

2 10YR4/6 褐色 古■質シルト

ЮYR3/3 暗IPJ色 ンル ト

10YR3/4 暗褐色 ンル ト 径 lcm内 の焼土ブロックを少す含 tr

10YR3/2 黒掲色 炭化物粒 を少量含む

P24 10YR2/3 黒褐色 ,レ ト 炭化物 焼土粒 を微笠含む

10YR3/4 暗褐色 h土資シルト

第35図  1号竪穴住居跡
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図1阪番ち /Qktt al考 ‖土地|と 出土婚I立 種  別 器  種 部  位 内面調整 備 考 写真図版琴
=

36-1 Aユ S11 縄文上器 深鉢 日縁部 沈線 14-8

36-2 A2 縄文上器 深鉢 ミガキ 15-6

A3 SI I P4 縄文土器 体部 多条沈線 ナ デ 15-3

Ц版番号 金録呑号 出土地区 出上用位 種  別 器 4t 霊さ×幅 X暑 さ ( 竜量 (g) 石 材 備 考 y員凶版杏七

SI 禾面 素〕片石器 石 鏃 255×  125×  38 珪質員岩 と都に比べ先端部が細い 15-13

36-5 Ka 16 SI 床 面 果」片石器 不定形石器 505×  280X  89 珪質貢岩 右側上半は鋸歯状の刃都 16-4

36-6 Kc 2 床面 礫石器 磨凹石 109  ×  86  × 47 585 安 I山 岩 磨 :両面 右側面  Ш :表面 (1) 2

36-7 Kc 3 Ч P20 jI土 牒石器 磨 石 112 380 安山岩 磨 :両面 上左側面 7

36-8 Kc l 礫石器 磨凹石 130  ×  79  × 39 安山岩 磨 :両面 両側面 凹 :裏面 (1) 1

36-9 1 石製品 不明 150)×  25 ×  9 (202) 粘板岩 石剣か石刀か らの転用品の可能性あ り

第36図  1号竪穴住居跡出土遺物



2)土 坑

土坑は 7基確認した。中にはピットと比較し小型のものも含まれるが、ピットとの違いは規模、形状のみならず、

堆積土の相違を考慮し認定した。

SKl 土坑

南部の西壁にかかる形で検出した。 1号住居跡を切 り、またP40に切られる。東半部のみの確認であることから、

形状は不明で、西壁部での長さは155cm、 深さは25cmである。壁面はやや緩やかに立ち上が り、底面は一部にくぼ

みがみられるもののほぼ平坦である。堆積土は 2層 で、いずれも自然堆積の暗褐色シル ト土である。出土遺物は縄

文土器、磨石 1点がある。

SK2 土坑

中央部で検出し、重複は無い。形態は東西の長軸190cm、 南北の短軸140cm程 度で、深さは最も深い箇所で22cmで

ある。壁面は特に東側でかなり緩やかに立ち上がり、底面は中央部がやや平坦である。堆積土は 2層で、いずれも

自然堆積とみられ、 1層下面の起伏が著しい。他の土坑と比較すると形状の整った土坑といえる。出土遺物は縄文

土器がある。

SK3 土坑

南端部の南壁にかかる形で検出した。重複は無い。北半部のみの検出であることから形状は不明であるが、幅は

70～85cmの楕円形状の土坑とみられる。深さは12～ 18cmで ある。壁面はわりと緩やかに立ち上がり、底面はさほど

平坦ではない。堆積土は 2層で自然堆積とみられる。出土遺物は剥片 1点がある。

SK4 土坑

南部中央で確認した。重複は無い。形態は西側にやや張 り出す円形で、長軸65cm、 短軸42cmと 小型で、深さは25

cmで ある。壁面は東側で直立気味である反面、西側はやや緩やかとなる。堆積土は 2層で、いずれもV層 ブロック

を少量含むが自然堆積層とみられる。出土遺物は縄文土器、二次加工のある剥片 1点、剥片 4点がある。
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遺  構 層位 土   色 土  性 備 考

SK] 1 10YR3/3 暗褐色 ン,レ ト 径lcm内 の焼土ブロック、炭化物粒を微量含む

2 10YR3/4 暗褐色 シルト V層土をブロック状に含む

1 10YR3/3 暗褐色 シ,レ ト 尭土粒 を微呈含む。下面に乱れあ り

10YR3/4 暗褐色 省主貨シルト

10YR3/4 暗褐色 死土粒 を微量含む

2 10YR4/4 褐色 ルト V層上を小ブロック状に含む

1 10YR3/2 黒褐色 ンル ト 鷺イと物粒 焼土地を微三、下半にヽ 層上を小プロック状に少量含t

遺  穂 屠位 土    色 土  性 備 考

2 [OYR4/6 褐色 シ,レ ト V層土を小ブロック状に含む

ユ 10YR3れ 暗褐色 シルト 炭化物・焼土粒 を微量含む

2 ЮYR4れ 褐色 粘土資シルト V層土を小プロック状に含む

1 10YR3/4 暗褐色 炭化物粒 を少量含む

2 10YR4/4 褐色 V層上をJヽプロック状に含む

ЮYR3/3 暗褐色 炭化物 焼土粒 を少量含む

2 10YR3/3 暗褐色 シルト 径 3cm内 のV層土をブロック状に多量含む
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SK5 土坑

南部の住居跡南側で確認した。重複は無い。形態は楕円形で、南北の長軸70cm、 東西の短軸53cmで 、深さは22cm

である。壁面は全周して直立気味に立ち上が り、底面は狭いが平坦である。堆積土は 2層で、いずれも自然堆積土

とみられる。出土遺物は縄文土器がある。

SK6 土坑

南部のやや東寄 りで確認した。SK 7を 切っている。形態は楕円形とみられ、東西の長軸65cm、 南北の短軸60cm、

深さは17cmで ある。壁面は東側が直立気味なのに対し、西側は緩やかとなる。底面には若千の段差があり平坦では

ない。堆積土は自然堆積とみられる 2層で、大部分を占めるのは暗褐色シルトの 1層である。出土追物は無い。

SK7 土坑

南部のやや東寄 りで確認した。SK 6に 切 られている。形態は円形に近い楕円形で、南北の長軸85cm、 東西の短

軸80cm、 深さは北側で30cm程度であるものが南側では部分的に40cm以上と深 くなっている。壁面は全体に直立し、

一部オーバーハングする箇所もある。堆積土は 2層で、 2層 は径 3 cmも のV層 をブロック状に多量含むもので、人

為的に埋められた可能性もある。出土遺物は二次加工のある剥片 2点がある。

3)ピ ッ ト

調査区全域にわたり計72基 のピットを確認した。ピットは北 。中部では散在するのに汁し、南部ではわりと密度

が高い分布状況といえる。調査では明らかに後世の撹乱や木根によるものと判断したもの以外で、形状が整い、一

定の深さを有するものをピットして取 り上げ、何かしら人為的な遺構に関係する可能性のあるものとしたが、これ

層位 土 色 土 性 備 考 層 位 上 色 土 性 備 考

10YR3/3 R音 褐色 ンル ト 1 10YR3/3 暗褐色 帖上質ンルト炭化物粒  V層 プロツクを少量含む

2 5YR4/4褐 色 ンル ト 陽色土 層 をは さむ 10YR4泡  褐色 ン,レ ト 径 lcm内 の V層ブロックを微量含む

2 1 10YR3/4 H旨・F9色 シル ト v層 ブロックを含む 1 10YR3/4 暗褐色 ン,レ ト 径 2～ 3cm内 の V層 ブロックを含む

3 1 10YR3/3 暗褐色 シル ト 径 2cm勺 の W将ブロックを含む 1 75YR3/4 暗欄色 ンル ト 下半に V層 ブロックを微量含む

4 1 10YR3/4 暗褐色 ンル ト 1 10YR3/4 1音褐色 ンルト 下半にV層ブロックを含む

5 1 10YR3/3 暗褐色 ル ト 下半にV層ブロックを含む 1 10YR3/3 暗褐色 ンルト 径 lcm程 の V層ブロツクを含む

6 10YR3/3 Hき褐色 ンル ト 上半に10YR2/3黒褐色上を含む 6 1 5́YR3/3 黒褐色 シル ト 焼土を微量含む

7 10YR3/4 暗褐色 シル ト 径 2cm内 の褐色土ブロックを少量含む 75YR4/4褐 色 ンル ト え化物を微量含む

2 75YR4/4褐 色 径 2cm内 の褐色土ブロックを少量含む 10YR3/3 暗褐色 シル ト V層 ブロックを含む

3 75YR3/4暗 褐色 t7 1 10YR3/4 暗簡色 尭土 炭化物 を微見含む

8 1 10YR3/4 暗褐色 1 75YR3/4 暗褐色 下半に炭化物ブロックがみ られる

9 1 10YR3/4 暗褐色 シル ト 1 10YR3/4 暗褐色 シルト V層 ブロックを含む

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 1 ЮYR3/4 暗 FgH色 シルト 成化物を微量含む

ЮYR3/4 暗褐色 ,レ ト V層 ブロツクを含む ,1 1 75YR3/2黒 褐色 シ,レ ト 売上 炭化物 を微量含む

10YR3/4 暗褐色 ル ト 下半にVFブ ロックを含む ЮYR3/3 H語褐色 ,レ ト V層 プロックを含む 底面に小礫がみ られる

1 ЮYR3/3 1音 褐色 ル ト 下半に径 2cm内 の V層 プロックを含む 10YR3/4 暗褐色 下半にV層 ブロツクを微量含む

1 10YR3/4 H曽 褐色 シル ト ] 10YR3/4 Π旨褐色 シル ト 中位に径 2cm程 の V層 ブロックを微量含む

1 10YR3/4 暗褐色 シ,レ ト 下半にV層 ブロックを含む 1 75YR3/2 黒IP4色 シル ト 径 2cm程 の V層ブロックを含む

1 75YR4/4掲 色 シルト I 10YR3れ  暗褐色 シル ト 中位に炭化物 を微量含む

17 10YR3/4 暗褐色 シルト 下半にV周 ブロックを微五含む 1 10YR3/4 Π音褐色 シルト 下半にV層ブロックを微豊含む

18 10YR3/4 暗褐色 シル ト 下半に径 2cm内 の V層 ブロックを含む 5YR3/4 暗褐色 シルト 炭化物を多逮、焼土粒を微量含む 底面に礫力Sみ られる

19 1 10YR3/4 暗褐色 ,レ ト 1 10YR3/4 暗褐色 ンル ト 底面近くにV層 ブロックを微量含む

1 10YR3/4 暗褐色 ル ト Ю 1 75YR3/4暗 褐色 ル ト 焼土粒 炭化物粒 を少量含む

I 1 10YR3/4 暗褐色 ンル ト 2 75YR4/4褐 色 ンル ト

2 1 10YR3/3 暗褐色 ,レ ト 部分的にV層小ブロックを微量含む 1 1 10YR3/4 H音褐色 ンル ト 径 2～ 3cmの褐色土ブロックを含む

B 1 10YR3/4 暗褐色 ル ト 2 75YR4/4褐色 ンルト

10YR3/4 暗褐色 ンル ト 珍 1 75YR4/4褐色 ンルト 炭化物を微量含む

】5 10YR3/4 暗褐色 シルト V層 ブロックを微量含む 2 75YR3/4暗 褐色 シル ト 径 2cm程 の V層ブロック、焼土を微量含む

1 10YR3μ  ttltJ色 希分的にV層プロックを含む ,3 1 75YR3/4 1旨褐色 径 5mm内の焼土粒を少量、炭化物を微量含む

27 ユ 10YR3/3 暗褐色 V庸プロックを含む。 1 10YR3/4 Rttltrt也 シル ト 下半に10YR2/3黒褐色土ブロックを含む

1 10YR3/3 1音褐色 径2cm内のV層 ブロック、炭化物 焼ilyを 微量含む ,5 ユ (注記なし)

1 10YR3/3 暗褐色 シ,レ ト 1 75YR3れ 暗褐色 シル ト 旋化物粒 を多 く含む

10YR3/4 陪褐色 シルト 良面に焼上を微妃含む 2 75YR4/4褐 色 シルト 売上粒 炭化物粒 を微量含む

10YR3れ 暗褐色 ,レ ト 下部に炭化物を微豆含む ЮYR3/4 Hg褐色 ル ト

1 ЮYR3/4 暗褐色 ル ト 下部に炭化物 挑上を微モ含む 2 75YR3/4暗 褐色

1 10YR3/3 暗褐色 シル ト 下半に径 2cm内 の V層 ブロックを少量含む 1 10YR3/3 暗褐色 シル ト 炭化物粒 焼土粒を多 く含む

34 1 10YR3/3 H音 褐色 ,レ ト 下半に径2cm内 のV層 ブロックを含む 下面に乱れあり 1 ЮYR3/3 暗褐色 ンル ト 炭化物粒 を微量含む

15 1 10YR3/4 1旨 褐色 シ,レ ト 焼土粒を微量含む 2 10YR3/4 暗褐色 シ,レ ト 上層をブロック状に含む

る 1 10YR3/3 暗褐色 シルト 均 質 1 10YR3/3 暗褐色 シルト 炭化物 F9L上 粒を少量含む

10YR3/4 1音 tCj色 ル ト 10YR3/3 暗褐色 シルト 怪2cm内 のV層 ブロックを多量含む

2 10YR4/4 褐色 ンル ト 75YR3/4暗 褐色 ンル ト 10YR3/4暗褐色土ブロックを微量含む

18 1 10YR2/2 黒褐色 シル ト 焼土粒を少量含む 2 10YR3/4 暗褐色 ンルト

ビッ ト土層注記表



らの中でもなお自然のものか否かを判別するのは難しい。今回の調査においてはピットの組み合わせ等により建物

などを復元するには至らなかった。各ピットの堆積土の注記は表の通 りである。

出土遺物は堆積土中より縄文土器が少量、石鏃 1点、不定形石器 1点、二次加工のある剥片

ある剥片 1点、剥片 1点、磨凹石 1点、磨石 1点、敲石の可能性のあるもの 1点がある。

Ka42(38図 1)は無茎の石鏃で、基部の狭 りがU字形で、先端部がかなり細 くなっている。

右側全体に両面からの交互剥離による鋸歯状の刃部となる不定形石器である。Kc8(38図 3)

る磨万である。

4)基本層ほかの出土遺物

遺構外での出土遺物は、基本層ならびに倒木痕、撹乱等からのもので、縄文土器、弥生土器、剥片石器、礫石器、

石製品、土製品がある。出土数としては土器のほとんどが縄文土器である他、弥生土器が僅かに 1点、石匙 5点、

尖頭器 2点、不定形石器23点、石核 2点、二次加工のある剥片27点、微細剥離痕のある剥片14点、剥片47点 、磨凹

石 6点、磨石 7点、凹石 1点、石皿 1点、板状皿 1点、磨製石斧 1点、円盤状土製品 1点である。

第39図 1～ 24は縄文土器である。ほとんどが小破片で、全体を復元することは出来ないが、その多 くは深鉢とみ

られる。口縁部形状は突起の取 り付 くものや、一部がやや高まる波状口縁のほか平口縁がある。また突起直下には

縦位の幅のある隆帯のあるもの、円形の貼付のあるもの、穿孔のあるもの、指頭圧痕のあるものなどがある。

―ヽ‖〆
◇

2点、微細剥離痕の

Ka38(38図 2)は

は両面に磨面のあ

性_す____げ__―早
m

0                                  10crn

�版番号 登録番弓 出土地 lX 出土層仕 樋 冴」 器  使 iさ Xtt X暑 さ (am 蔓量 (宮 ) 石  材 備 考 真凹
'阪

lh上

,8-1 Ka 42 P72 埋 土 果1片石器 石 鏃 204× 48 暑玉 15-14
,8-2 Ka 38 P58 埋 上 最」片石器 不定形石器 740X 流紋岩 缶側全体が大きな交互剰 Jrに よる刃部 16-9
〕8-3 Kc 8 P7] 里土 IIX石器 磨 石 102  ×  62  × 51 安山岩 警 :両面 17-8

第38図  ピット出土遺物
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剛板審号 登録番ぢ 出土 地 lX 出t層 位 種 房」 器 極 』∫ 位 クト向刊‖整 文棒 内 向湖整 術 考 写員削決沓号

39-] A23 到木痕 ユ 礎文 上 器 朱鉢 ]縁部～体部 沈線 結節RL縄文 ミガキ 14- 1

39-2 A9 [ I 縄文土器 深鉢 」縁都～体部 隆線 平行 山形沈線 ナ デ 口縁部小突起 14-2

〕9-3 A21 ⅢかⅣ 縄文土器 深鎌 ヨ縁部 日縁折返し状隆帯 隆帯上に指頭圧痕 ミガキ ,■縁部盛 り上が り 14- 3

39-4 A18 I 縄文上器 深鉢 日縁部 隆帯上に刻み 短沈線 口縁部小突起 14-4

39-5 A6 I 縄文土器 深鉢 日縁 都 沈線 14-6

39-6 A ll I 隠文上器 宋鉢 日縁部 口縁部亥Jみ 小突起下に隆帝 LP縄 文 ミガキ 14- 5

39-7 A4 I 健文 土 器 朱鉢 口縁 者ト 14- 7

39-8 A17 I 絶文土器 架鉢 口縁部 沈線 短沈線 ナ デ

〕9-9 A5 I 健文土器 日縁 部 沈 線 日縁部小突起 14-10

39-10 A15 I 縄文上器 日縁部 平行沈線 14-11

39-11 A12 I 腱文土器 衆鉢 日縁 部 突起部に指頭圧痕 ナ デ 日縁部小突起 14-12

30-12 A19 I 縄文土器 朱鉢 口縁部 平行沈線、平行波形沈線 ナ デ 14-13

39-13 A8 I 隠文土器 条鉢 日縁郡 突遅部に穿 fL 旧縁都小突起 14

39-14 A14 I 隠文土器 宋鉢 日縁都 小突起下に半月形貼付 日縁都小突起 14-15

39-15 A28 到木痕 2 健文土器 口縁部 多条細沈線 14-16

〕9-16 A13 I 縄文土器 楽鉢 日縁部 小突起 下にボタン】犬員占付 口縁都小突起 17

39-17 A26 倒木痕 2 俺文土器 日縁部 ナ デ 14-18

39-18 A7 I 電文土器 朱鎌 顕 郁 同心円状沈線 刺突 しR縄文 ナ デ 15-1

39-19 A10 I モ文土器 朱鉢 体都 泥線 ナ デ 15-2
39-20 I 朱鉢 イ木者[ 平行沈線、平行波形沈線 15-4

39-21 A27 到木痕 2 電文土器 合付浅鉢 底 部 15-7
〕9-22 A20 ⅢかⅣ 電文土器 案鉢 広 部 底部網代疾 15-8
39-23 A22 ⅢかⅣ 電文土器 宋鉢 ,吏部 ナ デ 底都網代痕 15-9

39-24 A25 側木痕 1 篭文土器 朱鉢 頸部～体部 平行隆線 ナ デ 15-5

第39図 基本層ほかの出土遺物 (1)
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10-2 B2 倒木痕 ] 称上 士器 発 天サキ部～lIN部 焼 1)は じけ [5-10
図版番 号 登録稲 出土地区 出 上膳位 T_ 別 器  種 とさ Xtt X署 さ (mm 茎量 (a 備 考 写真IЩ 版番号

10-3 Pl ElかⅣ 土製品 ]絡状土製品 16× 45X85 ŔIIL文 15 12

第40図 基本層ほかの出土遺物 (2)

A23(1)は最も大きい破片資料で、平口縁の深鉢である。頸部は「く」の字形に屈曲し、体部は上方に最大径

をもち球胴状に膨らむ。下半都は残存 しないが、円筒状 1こ なるものとみられる。日縁部は肥厚 している。日縁直下

に横位の沈線と、頸部との間には縦位の 2本の平行沈線や横向きのの山形沈線が連続している。体部は球胴全体に

縦位の結節紀文が施される。A9(2)は 先の尖った突起下に縦位の隆線のほか、突起部以外に 2本一対の細い隆

線があ り、頸部には平行沈線や山形の沈線がみられる。A21(3)は わずかに高い波状口縁の頂部下に指頭圧痕を

連続 した縦位の隆帯があり、日縁部全体が外側に折 り返すような形状で厚 くなっている。A18(4)は 幅のある縦

位の隆帝上に横位の刻目があり、頸部の横位隆帯 と接続 している。All(6)は 突起下に長めで幅のある隆帯を配

し、日縁部から頸部にかけて縄文が施され口縁部外狽Iに連続する刻目がある。また内面の口縁下には段がみられる。

A13(16)は突起直下に厚みのあるボタン状の只占付があり、その周囲に撚 り糸圧痕がみられる。A14(14)は 突起

部にガヽ さな半円形の貼付がみられ、器厚はかなり薄いものである。A12(11)は 肥厚 した波状口縁部に指頭圧痕状

のくばみがみられる。A8(13)は 突起部に小さな穿孔が見られる。A5(9)は 日縁部の小突起が 3個一対 とな

る可能性があるもので、日縁直下に横位の大い沈線がみられる。

また上記以外には平口縁 とみられる破片が幾つかある。A6(5)は 口縁端部が平坦で、頸部に太い沈線がみら

れる。A4(7)は 太 く浅い横位の平行沈線と斜位の短沈線が連続 している。A17(8)は 小破片であるが薄手の

回縁部直下に横位の沈線のほか、爪形状の縦位の短沈線が並んでいる。A15(10)は 直立気味の薄手の頸部に細い

平行沈線がみられる。A19(12)は 回縁部直下の平行沈線と頸部上の横位の沈線間にやはり横位の 2本の平行波形

沈線がみられる。A28・ 26(15。 17)は いずれも口縁部が肥厚するもので、A28(15)は 外面に横位の細い多条沈

線がみられる。

体部破片としては、A7(18)は 口縁部から頸部にかけて同心円状の沈線がみられるほか、頸部には棒状の円形

刺突具による連続刺突文が施される。またA10(19)は平行沈線間に山形沈線、A16(20)は 半裁竹管による横位

の沈線、波形沈線がみられる。A25(24)は 薄手の小型深鉢とみられ、頸部を挟み横位 2本の隆線がみられるが、

形状、文様とも他の土器とは異なった感を受けるものである。

A27・ 20'22(39図 21・ 22・ 23)は底部資料である。A20・ 22の底部には網代痕がみられる。A27は台付浅鉢と

みられ、薄く高めの台が取 り付 き、底部は球状でかなり薄いものである。

Bl・ 2(11図 1。 2)は弥生土器で、Blは器種は不明であるが 3条の平行沈線と内外面にミガキが施された

薄手の破片である。B2は 回縁部が欠損した小型の蓋で、上面につまみはもたず裾部が急に広がっている。また全

体が著 しく被熟し焼けはじけている。

第12・ 13図 は剥片石器である。Ka128(41図 1)は先端部、基部側が欠損した尖頭器で、全面に平坦剥離、階段

状剥離が施され、また全体に被熱 している。Ka66(41図 2)は三日月形の縦型石匙で、背面に全周 して急角度の

刃部がみられる。Kalll(41図 3)は下部が欠損 した縦型の石匙で、全体に薄手で平坦剥離や小剥離による刃部が

みられる。Ka67(41図 4)はつまみ部が斜めに取 り付 く縦横中間型で、刃部は背面加工のみで一部で急角度とな
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目版番号 登録番号 H土地区 七日土 肝 イ立 44 別 r1 4F 是さ×申需×暑さ (mm 重二t(g) 石  羽 lm 考 与異凶版袴

1- 1 Ka ⅡかⅣ 十」片石器 尖頭 Pif
16601×  290×  125 (19o) J:化凝灰岩 先端 基部欠損 全面に平坦 な求!離

1- 2 Ka 66 I 招1片 石器 石

'と

510 × 310× 71 生質頁岩
=H月

型 主に背面の全周加 工 刃部は全体に急角度 16

1-3 Ka lH I キJ片 石器 石匙 13601×  275×  55 (55) 監質貝岩 下部欠損 背面左側に一部平 lL!な景J離あ り

Ka 67 I 予J片 石器 石匙 415 X 310× 62 珪質貞岩 縦型と横lJの 中Fl型 刃部は主に背面加工によリー部で急角度 17

1-5 Ka 57 I 無J片 石器 石匙 600×  925×  105 l■ 質貢号 樅型  L剤
`ん

側欠損 刃刊qま令周 下側刃部は交 l・ 剰・
・lに よる 1

1-6 Ka 83 I +1片 石器 不定形石器 630×  420×  135 219 す質頁岩 !つ の突出常【周IJに 二次加工あ り 6

I-7 Ka 88 I il片 石器 不定形石器 510X 345×  95 流紋岩 下部欠IFR 左収1背面は急角度の刃部

第41図  基本層ほかの出土遺物 (3)
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∃版春 号 登録番号 出Ji地 区 出土屑位 租  別 器  種 ミさX‖ H× 号さ (mna 蔓 す 石  材 怖 考 写真図版希主

42-1 Ka 106 I +1片 石器 不定形石器 605×  375×  145 329 流紋岩 上  下 右側 に両前か らの交互衆!謝:に よる刃部あ り 16-2
42-2 Ka 95 I 予1片 石 1/1 不定形石器 640×  450×  85 珪質頁指 右側欠損 部分的に小ま1対[に よる二次加 工あ り 16-5
42-3 Ka 49 I 予J片 石朴 不定形石器 450 × 250X  97 珪質更岩 主に右■1背 面 と下部両面に二次加工あ り に部久損 16-8
42-4 Ka 48 I kJ片石器 歓招‖子雌沢のある判h 540 × 210X  64 吐質頁岩 両側 に部分的な微甜R景1可 :痕 あ り 16-13

42-5 皿かⅣ 上」片石洛 不定形石器 870X 300×  70 194 I圭質頂岩 両側  両面に刻ヽ子1樹

`に

よる刃帝卜が辿続 している 16-7
42-6 Ka 98 I 票」片石器 不定形石器 650×  700×  150 402 珪化凝灰

=
主に ド部に両面か らの 二次加工あ り 16-11

2-7 Ka 93 I 工!片 石器 不定形石器 (230)×  195X ユ10 (47, l■質頁岩 上部欠損 腹 Lfに やや平TH制 離あ り 16-10

42-8 Ka 101 〔 刻片布器 不定形石器 910×  540X 183 と化凝灰岩
「

部腹而中央に急角度の刀刊
`あ

り 16-12

第42図  基本層ほかの出土遺物 (4)
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0                               10cm

C鍬沓号 は1土地区 出上層 位 種  別 器  枢 霊さ X幅 ×暑 さ (mm 重量 石  材 備 考 学貞凶版沓】

13-1 Kc 13 I 礫石器 磨凹石 105  X  78  × 29 365 安 山岩 磨 :全側面 凹 :両面 (3+3) 17-4

13-2 Kc 12 I 礫石器 磨凹石 93  X  74  × 37 375 安 山岩 藩 :両面 両側面 凹 :両面 (2+2) 17-3
13-3 Kc 15 ⅢかW 傑石器 磨Ll石 91  X  69  × 27 252 安 山岩 磨 :両面 1」 :両面 (2+3) 17-5

Kc 16 ⅢかⅣ 蝶石器 磨 石 (83)X  66  X 43 (362) 安 山岩 磨 :両側面 欠損 17-10

13-5 Kc il I 際石器 磨 石 75  ×  66  × 63 430 安 山岩 窮 L面 全体被熱で一部剰落 17-9

3-6 Kc 22 倒 本 lk 4 礫石 P‐| 磨凹石 安 山岩 磨 :両面 凹 :両面 (2+1) 17-6
Kc 24 撹 乱 傑石器 磨 石 86  ×  69  × 31 300 安山岩 ltt:両面 左側面 17-11

t3-8 Kc 25 撹 乱 礫石器 凹 石 (1051 X 78 × 29 (309) 女日岩 凹 :両 面 (2+2) 一部被熱 欠損 17-13

Kc 9 I 礫石器 磨 石 395 安口培 磨 i右側面 17

t3-]0 Kd 2 I 石製品 曙fFt石 斧 91  ×  45  × 23 166 緑泥石片岩 基部に蔽打痕残布

第43図  基本層ほかの出土遺物 (5)
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]版番号 登録番号 出土 地 区 H土層位 f■ 別 器  種 ミさXI幅 X薯さ(mm 重 量 石  籾 備 考 写貫図版な手

44-1 I 礫石器 仮】夫皿 290× 263X65 安山岩 磨 :表面 側面の一部に高免打痕あ り 17-14

第44図  基本層ほかの出土遺物 (6)

る。Ka57(41図 5)は大型の横型石匙で、ほぼ全周 して刃部が形成されるが、下部については全体が両面交互剥

離による大 きめな刃部加工がみ られる。Ka83(41図 6)は右側が欠損 している不定形石器で、 2つの突出部縁辺

に小剥離による刃部がつ くられている。Ka88(41図 7)は一部久損 している不定形石器で、全周 して刃部を施 し

ていたものとみられる。Ka106(42図 1)は楕円形状の不定形石器で、主に右側に両面か らの大 きな交互剥離によ

るジグザグな刃部がつ くられている。Ka95(42図 2)は部分的に背面小剥離による刃部がみ られる不定形石器で

ある。Ka49(42図 3)は上部が欠損 した縦長剥片素材の不定形石器で、右側背面 と下部両面に二次加工が施 され

ている。Ka48(42図 4)は縦長の剥片で、二次加工痕はみ られないが両側に微細な剥離痕のみが部分的にみ られ

る。Kal15(42図 5)は縦長の剥片を用いた不定形石器で、両側両面にかなり小 さな剥離による刃部が施されてい

る。Ka98(42図 6)は主に下部に両面か らの小 さな交互剥離を施 したジグザグな刃部をもつ不定形石器である。

Ka93(42図 7)は上部欠損 している不定形石器で、腹面の一部に平坦剥離による刃部がみ られる。Ka101(42図 8)

は下部腹面に急角度な刃部をもつ不定形石器である。

第43図 は礫石器である。Kc13・ 12・ 15(2・ 1・ 3)は磨凹石で、 くばみが両面に複数み られるものである。

Kcll(5)は 上面のみに磨面のある磨石で、全体 に被熱 している。Kc25(8)は 凹石で、一部被熟 している。

Kc26(44図 1)は素材が安山岩質の板状の石皿で、片面のみに平滑な磨面があ り、側面の一部に整形のためとみ

られる敲打痕がみられる。

Kd2(43図 10)は全面研磨の磨製石斧で、柄装着部には敲打痕が残存する。稜線は不明瞭で、破損後の研 ぎ直

しによるとみ られる片べ りの刃部である。

Pl(40図 3)は縄文土器片を利用 した円盤状土製品で、方向の異なる縄文がみられる。側面に研磨痕はみられ

ない。

5)下 層 調 査

遺構関係の調査終了後、旧石器時代の痕跡の有無を確認するため、V層以下の層を掘 り下げる下層調査区を設定

し、調査を行った。調査はほぼ中央部で遺構や倒木痕を避けた地点に東西 7m、 南北 4mの調査区を設定し、人力

により掘 り下げていった。調査は深さ約 lmのⅧ層中まで下げた後、範囲を4× 2mに縮小 し、最終的にはさらに

lm程度下のX層上面まで掘 り下げた。しかしながら先の調査同様、V層以下での遺物の出土は無かった。



Ⅱ 人木山緑町遺跡 (第 3次)発掘調査報告書

6 まとめ

遺 構

① 今回の 3次調査では先の 2度の調査隣接地を調査した結果、竪穴住居弥 1軒、土坑 7基のほか、多くのピット

を発見した。調査地が尾根頂部から沢部への移行する傾斜地に位置することもあり、遺構密度は少ないものであ

った。遺構は西側の尾根頂部付近に集中するものと考えられる。

② 竪穴住居跡は残存状況が極めて悪く、また出土遺物も縄文土器や礫石器が少量出土したにすぎなかった。その

時期については出土遺物からみて縄文時代の可能性も否定できないが、 1次調査においては縄文時代の住居形状

は方形基調、弥生時代は円形基調であった点を考慮すると、この住居跡の時期は弥生時代の可能性がある。

③ 土坑やピットについては小規模のものが多く、出土遺物もほとんど無いことから、時期及び陛格については不

明な点が多い。

遺 物

① 出土遺物のほとんどは縄文土器、剥片石器、礫石器など縄文時代のものである。遺物は竪穴住居跡、 4基の土

坑、14の ピットの堆積土中ほか、基本層中からのものであり、その中でもI層中出上のものが多い。

② 出土遺物の多くを占める縄文土器については、球胴形と円筒形の体部形状の深鉢や、日縁部を分割する突起や

隆線、貼付文とそれらによる区画内の沈線文がみられる点、また体部に縦方向の結節縄文が施されるなどの点に

おいて、本遺跡 2次調査や北前遺跡土坑群、長根貝塚出土資料や山田上ノ台遺跡第Ⅶ群土器に類似することから、

その時期は大木 6式および大木7a式期の前期末葉から中期初頭のものと考えられ、これ以外の時期のものは含

まれないものとみられる。

③ 石器は剥片類を含み161点 の出土があった。内訳は石鏃 2点、石匙 5点、尖頭器 2点、不定形石器26点、石核

3点、二次加工のある剥片35点、微細剥離痕のある剥片18点、剥片70点で、不定形石器と石器の可能性のある二

次加工のある剥片の占める割合が高い。これらはいずれも土器同様の時期のものとみられ、種別ごとの出土割合

がこの時期の出土傾向を示しているかは出土数が少ないことから判断しかねる。

礫石器は23点出土しており、内訳は磨凹石 9点、磨石10点、凹石 1点、敲石 1点、石皿2点である。

④ 弥生土器の出土は2点のみで、時期については中期或いは後期と考えられる。
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7 下層調査区全景 (東 より)
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A郷 倒木痕 1

(第39図 1)
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A9 1層
(9雷 39屁]2)

A■  I層
(第39図 6)

(第39図 4)
A21 ⅢかⅣ層

(第39図 3)

A6 1層
(第39図 5)

A17 1層
(第39図 8)Al S1 1

(第36図 1)

A4 1層
(第39図 7)

A5 1層
(第 39図 9)

A12 1層
(第39図 11)

A19 1層
(第39図 12)A15 1層

(第39図 10)

A8 1層
(第39図 13)

1～ 18:縄文土器

A14 1層
(第39図 14)

A28 倒木痕 2

(第39図 15)

図版14 縄文土器

A26 倒木痕 2

(第39図 17)

A13 1層
(第39図16)

S=約 1/2



A7 1層
(第39図 18)

A10 1層
(第39図 19) A16 1層

(第39図 20)

A25 倒木痕 1

(第39図24)

A2 S11
(第36図 2)

A27 倒木痕 2

(第39図21)

A22 ⅢかⅣ層

(第39図 23)A20 ⅢかⅣ層
(第39図 22)

鸞ュ
Bl I層
(第40図 1) Pl ⅢかⅣ層

(第40図 3)

Ka66 1層
(第41図 2)

Kall S11
(第36図 4)

Ka42 P72
(第38図 1)

Ka67 1層
(第41図 4)

Kall I層
(第41図 3)

Ka128 ⅢかⅣ層

(第41図 1)

1～ 9:縄文土器  10。 ■ :弥生土器  12:円 盤状土製品  13'14:石鏃  15～18:石匙

S=約 1/2(上器・土製品)、

約2/3(石 器)

B2 倒木痕 1

(第40図 2)

図版刊5 縄文土器・弥生土器・土製品 。剥片石器



Ⅱ 人木山緑町遺跡 (第 3次)発掘調査報告書

Ka57 1層
(第 41図 5)

Ka106 1層
(第42図 1)

Ka88 1層
(第41図 7)

Ka83 1層
(第 41図 6)

Ka16 S11
(第36図 5)

Ka95 1層
(第42図 2)

Ka93 1層
(第 42図 7)

けЮ

幹卿

Ka115 ⅢかⅣ層

(第 42図 5)

r!″津4)

Ka101 1層
(第42図 8)Ka98 1層

(第 42図 6)

2～ 12:不 定形石器 13:微紙剥離痕のある剥片1:石匙

図版16 剥片石器 S=約 2/3



Kc■  I層
(第43図 5)

(第44図 1)

1～ 6:磨凹石  7～ 12:磨石

Kc12 1層
(第43図 2)

Kc 3 S1 1

(第36図 7)

Kc9 1層
(第 43図 9)

Kd2  1層
(第 43図 10)

15:磨製石斧  16:石製品

礫石器・ 石製品      S=約 フ3

黎91/2

Kc13 1層
(第43図 1)

Kc8 P71
(第 38図 3)

Kc25 撹舌し

(第 43図 8)

(礫石器)、 約1/4(石皿)、

(石製品)

Kcl S1 1
(第36図 8)

Kc15 ⅢかⅣ層

(第 43図 3)

Kc22 倒木痕 4

(第43図 6)

Kc2 S1 1
(第36図 6)

14:石皿

図版 17

Kc16 ШかⅣ層

(第43図 4)

1干唸翼撃1母

拳

∵
″
″

13:凹石



Ⅲ 庚申前窯跡発掘調査報告書

1 調査要項

遺  跡  名  庚申前窯跡 (宮城県遺跡番号01131)

調 査 地 点  仙台市宮城野区二の森131他

調 査 期 間  平成14年 5月 8日 ～ 5月 9日

調査対象面積  2,712∬

調 査 面 積  87∬

調 査 原 因  宅地造成工事

調 査 主 鉢  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育委員会 (文化財課)

担 当 職 員  主任 渡部 紀  文化財教諭 加藤徳明 臨時職員 福寿規人

2 遺跡の位置と環境

庚申前窯跡は、仙台市北東部の標高100～ 50mの 「台原・小田原丘陵」に所在する。台原・小田原丘陵は東北地

方の南北に背梁をなす奥羽山脈から、太平洋側に派生した七北田丘陵の東端部に位置している。台原 。小田原丘陵

一帯では、現在運減したものを含め約30カ 所の窯跡群が発見され、これらの窯跡群は総称として「台原・小田原窯

跡群」と呼ばれている。台原 。小田原窯跡群は 5世紀段階に大蓮寺窯跡で須恵器生産が行われ、その後 6'7世紀

代の生産は不明であるが、 7世紀末頃からは、郡山遺跡・多賀城跡・陸奥国分二寺・燕沢遺跡等の官衛 。寺院遺跡

と関連した須恵器・瓦生産遺跡として操業と廃絶が繰 り返されている。

同窯跡は、台原・小田原窯跡群の中央の丘陵南側斜面に位置する。標高は40m前後である。付近には与兵衛沼窯

跡 。二の森窯跡・枡江遺跡・神明社窯跡などがあり、宅地化された地域にも多 くの窯跡が存在した可能性がある。

鈍 x

庚申前窯跡

里

引

／

第45図 庚申前窯跡と周辺の遺跡



庚申前窯跡の調査は、昭和44年 に宅地造成工事の掘削斜面で窯跡が発見された際に、東北学院大学等によって行

われている。 5基の窯跡が検出され、 5基のうち4基は地下式無階無段の登窯である。主に須恵器が生産されてお

り、必における製作技法の特徴などから8世紀前半から中葉頃の窯跡群と位置付けられている。

3 調査に至る経過と調査方法

今回の調査は、平成14年 1月 31日 付けで、渡辺幸子氏より宅地造成計画の協議書が提出されたことにより実施し

た。開発区域は、遺跡登録範囲の北東部とその隣接地にあたる。記録保存の舟象となる掘削は、現道から宅地分譲

地への私道敷設工事と、分譲地の区画のための擁壁工事が実施されるため、道路部分に 2本の トレンチ (1・ 2ト

レンチ)と 、擁壁工事部分に 2カ 所の トレンチ (3・ 4ト レンチ)を設定して調査を実施した。

測量は、任意の基準点で行った後、この基準点から周辺地区の地形を測量して調査区の位置を求めた。

Ｎ

ィ

川

川

川

川

川

十

‐

寸

‐

‐

　

　

　

ＳＸ ３

N

1ト レンチ           2

0                 5m

第47図 遺構配置図

第46図  開発区域と調査区配置

4 基本層序

調査地点は、現況は比較的平坦な畑地となっている。基本層序は、 I層 (表土)が黒褐色シル トの畑耕作土層、

Ⅱ層がにぶい責褐色のシル ト層で、直径 l cm以下の礫が多量に含まれている。旧表土層と観察される。Ⅲ層は明黄

褐色の粘土質シル ト層で直径 5 mm程度の礫を多量に含む。地山を形成し、Ⅲ層上面で遺構が検出されている。

5 検出遺構 と出土遺物

1)1ト レンチ

溝跡が 1条検出されている。

SD-1清跡 東西方向にのびる溝で、上面幅は1.1～ 1.8mである。断面形は浅い逆台形を基調とするが不整形で、

底面には細かな起伏がある。堆積土は褐灰色のシル ト1層である。出土遺物はない。

―
―

努

2ト レンチ



Ⅲ 庚申前窯跡発掘調査報告書

SX-4
SX-5

¬         F
‐仮B

SX-6

角=仮BM+10cm 5F

TB SX~1

Gく
＼土器1

SD-2(西 壁面)

SX-1

‐

T

SX-2

‐
響孔      

至′

胡  亀剛   P
SX-3

SX-4

上層No 土 色 土  質 怖 考

I 10YR5/3 灰黄褐色 シル ト 現在の畑耕作上。

SD-1 1 10YR4/1 褐灰色 ンル ト 径 5cm以下の礫及び基本層皿層のブロックを含む。

10YR7/6 明黄掲色 粘i質シルト径 5mm程度の礫 を含む。

o                       2m

SX-3

α

SD-1(1ト レンチ西壁面 )

土層 No 土 色 土  質 備 考

1 灰 白色 シルト 灰白色火山灰」

2 ЮYR5/2 灰黄褐色 シル ト 基本層 Ⅲ層のブロックを少量含む。

3 10YR5/4 にぶい責褐廻 シル ト 基本層 Ⅱ層のブロックを少量含む。

Ⅲ層のブロックを主体 とする。10YR4/2 灰黄褐色

基本層Ⅱ層のブロック (ゅ 5cm以 下)を 多 く含むe径 lcm以下の礫 を含む。 10YR4/2 灰黄褐色

基本層Ⅲ層のブロックを含むc径 l cm以下の礫を多く合む。基本層Ⅲ層の小プロックを含10YR5/3 にぶい黄

炭化物片を含む。

10YR4/2 灰黄褐色

10YR6/4 にぶい黄

灰白色の粘土を含む。径 5cm前後の黒褐色シル トのブロックを含

「灰白色火山灰J基本層Ⅲ層のプロックを含む。

よりやや暗い。

にぶい黄橙色 シル トのブロ ックを少是含む。

基本層皿層のブロックを合む、 シマ リあ り。

ンマリあり。SX-2
土層No 土 色 土  質 備 考

1 ЮYR3/1 黒褐色 ンルト 基本層 Ⅲ層のブロックを少量含む。

2 10YR5/3 にぶい黄褐定 シル ト 灰自色火山灰Jのプロックを含む。

3 10YR5/3 にぶい責褐定 ンル ト ンマリあり

10YR6/4 にぶい責褐g シルト 土器No 2出 土

第48図 遺構実測図
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番号
登録番号

出 土 地 占
ト 分 頌 法 量 特 徴  備 考

写真図版出土区 基本層 置4H名 遺構層 取 _とNo 種 別 器 種 器高・長 口径・幅 底径 厚 (調整・重量 素材・樹種 木取 産地 時期 )

D-7 2ト レンチ Ⅱ層上 里土 Wo 2 ロタロ土師器 斐 178 内外向ロクロ調整 外面体部下端ヘ ラケズリ 20- 1
2 D-1 2ト レンチ SX l 哩 土 ロクロ土師器 発 (99) 64 内面 ロクロ 外面体部下半ナデ
3 D-2 2ト レンチ SX 2 ロクロ土師怨 鍵 140 内面 ロクロ ナデ 外面 ロクロ ヘラケズ リ
4 D-3 2ト レンチ SX 2 底 面 No 3 ロタロ土師器 費 (■5) 内面ロクロ 外面ヘラケズリ
5 D-5 2ト レンチ No 5 霊 87 内面ナデ 外面ヘ ラケズリ
6 D-4 2ト レ No 4 霙 (181) 洵面ナデ タト両ヘ ラケズリ 20-2
7 -6 2ト レンテ SX 4 No 5 ロクロ上師許 甕 241 ¬向ロクロ 外面上半 ロクロ下半ヘラケズリ 20-3

74

第49図  出土遺物実測図



Ⅲ 庚申前窯跡発掘調査報告書

2)2ト レンチ

溝跡 1条 と土坑状の遺構 6基が検出されている。 トレンチ北側には、暗渠排水のための溝状の掘 り込みがある。

SD-2溝跡 東西方向にのびる溝跡で、上面幅は50～ 80硼である。断面形は不整形で北側がわずかに低 くなっ

ている。堆積土はにぶい黄褐色のシル ト1層である。溝の南側壁面からは、Ⅲ層に入 り込む状態で土師器の甕が出

土している。(D-7:第 49図 1)SD-2溝跡に伴う遺物か他遺構の遺物か判然としない。

SX-1遺構 直径150cm前 後の円形の落ち込みである。検出面からの深さは36cmで、断面形は舟底状を呈する。

堆積土は 7層 に分けられ、このうち 2層 には「灰白色火山灰」が塊状に堆積している。堆積土中から体部上半を欠

損するロクロを使用したと観察される土師器の甕が出土している。(D-1:第 49図 2)

SX-2遺構 長軸224cm・ 短軸167cmの 略精円形を呈する。深さは17cmで 断面形は浅い舟底状を呈する。堆積土

は 4層 に分けられるが、いずれも自然堆積 と観察される。ロクロ使用の土師器の甕が 2点 出土している。 (D一

2・ 3:第49図 3'4)

SX-3遺構 平面形は楕円形を呈すると推定される遺構で、西側は調査区外にのびる。検出部の東西長軸116

cm。 南北短軸160cmを 測る。深さは14cmで 断面形は浅い舟底状を呈する。堆積土は 3層 に分けられ、 1層 中には多

量の「灰白色火山灰」が含まれる。出土遺物はない。いずれも自然堆積と観察される。

SX-4遺構 平面形は隅丸の逆三角形を呈し、東西軸長273cm。 南北軸長210cmを 測る。SX-1遺構に切られる。

深さは56cmで 、断面形は舟底状を呈する。堆積土は 7層 に分けられ、このうち 1～ 4層 については、人為的に埋め

られた可能性がある。堆積土中から体部上半を欠損するロクロ土師器の奏 2点 (D-4・ 5:第49図 5'6)が 出

土したほか、底面中央付近からはほぼ完形のロクロ土師器の斐が 1点潰れた状態で出土している。(D-6:第 49

図 7)

SX-5遺構 平面形は楕円形を呈する。SD-2溝跡と重複関係にあり、溝跡調査後に検出されたが、新旧は明

らかでない。南北長軸104cm。 東西短軸60cmを 測る。深さは約25cmで断面形は浅い舟底状を呈する。遺物は土師器

片が 2点 出土している。

SX-6遺構 平面形は隅丸の三角形を呈する。東西軸長144cm。 南北軸長131cmを 測る。深さは35cmで断面形は

浅いU字形を呈する。堆積土は 5層 に分けられ、 1層 中には「灰白色火山灰」が堆積する。遺物は土師器片が 2点

出土している。

3)3・ 4ト レンチ

遺構 。遺物は発見されなかった。

6 ま とめ

① 今回の調査地点では、窯跡は発見されなかった。窯跡は調査地点より南側の丘陵斜面に分布すると推定される。

② 道路部分の調査で、滞跡2条と土坑状の遺構6基が発見された。

③ 溝跡についてはいずれも時期は不明である。

④ 土師器の出土したSX-1・ 2・ 4遺構については、ロクロを使用した土師器であることから、平安時代の遺

構の可能性が考えられる。

③ 堆積層に灰白色火山灰が検出されたSX-2・ 3・ 6遺構については、10世紀前半以降に埋ったと考えられる。

参考文献

渡辺泰伸他 (1973):「 窯跡調査報告書 2庚申前窯跡概報J『陸奥国官窯跡群』古窯跡研究会

渡辺泰伸他 (1976):「 第二章仙台台の原・小田原窯跡群の研究」『陸奥国官窯跡群ⅡJ古窯跡研究会



1 調査前景 (西 から)

2ト レンチ遺構検出状況 (南 から)

1ト レンチ遺構検出状況

1ト レンチ完掘状況 (南 より)

2ト レンチ完掘状況 (南 から)

壺

Ｎ

口

膿

1lf持ゞ

1逮撼
(東 より)

図版18 2ト レンチの状況と溝跡

(西 より)
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I SD2溝跡壁面出土土器No 2 2 SXl遣構 (東 より)

3 SX 2遣構 (東 より)

5 SX4遺構断面 (東 より)

7 SX 4遺構出土土器No 5 8 SX 5遺橋 (東 より)

図版19 2ト レンチの遺構



l SX6遺構断面 (北 より)

3ト レンチ全景 (北西より)

土師器

土師器

2 SX6遺構全景 (東 より)

甕

霊

4ト レンチ全景 (北西より)

D-7(SD-2第 49図 1) 3 土師器 奏 D-6(SX-4第 49図 7)
D-4(SX-4第 49図 6)

5 出土遺物

図版20 2・ 3・ 4ト レンチ と出土遺物



下ノ内遺跡発掘調査報告書

1 調査要頂

遺  跡  名  下ノ内遺跡 (宮城県遺跡呑号01425)

調 査 地 点  仙台市太白区富沢四丁目12-2、 12-5、 18-2、 19-1、 21-1の各一部 他

調 査 期 間  平成14年 8月 19日 ～平成14年 10月 4日

調査対象面積  812∬

調 査 面 積  300∬

調 査 原 因  店舗 。駐車場付共同住宅建設

調 査 主 体  仙台市教育委員会 (文化財課)

担 当 職 員  文化簿教諭 加藤徳明   臨時職員 福寿規人

2 遺跡の位置と環境

下ノ内遺跡は仙台市の南部・仙台市太白区富沢 4丁 目に所在 し、高速鉄道南北線の富沢駅付近に位置している。

名取川及び魚川によって形成された自然堤防上に立地し、魚川の南岸にあたる。標高は約12mである。下ノ内遺跡

を含めた富沢周辺の地域は、かつて畑地や水田が広がる平坦な田園地帯であったが、近年の急速な宅地化に伴い、

著しい変貌をとげている。また、この地域は仙台市でも遺跡の分布する密度が高い地域で、旧石器時代から中世・

近世までの各時代の遺構が層位的に検出される重層構造の遺跡群として知られている。
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第50図 調査地点の位置と周辺の遺跡



下ノ内遺跡の発掘調査は昭和56年 から富沢長町土地区画整理事業と高速鉄道建設に伴って開始され、これまでに

縄文時代から近世までの遺構・遺物が数多 く発見されている。今回の調査地点は、昭和56年 と平成12年に実施され

た調査区の南側、東側に隣接している。

3 調査に至る経過と調査方法

本件に関る下ノ内遺跡の発掘届が平成14年 8月 1日 付で、仙台市大白区富沢四丁目7-1庄子末吉氏より提出さ

れた。
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第5司 図 調査区配置図



Ⅳ 下ノ内遺跡発掘調査報告書

今回の調査対象面積は812∬ である。そのうち300ピ (東西15m。 南北20m)を調査した。これまでの調査の成果

から、 3・ 5a。 5b・ 6・ 12層 で遺構の広が りが想定された。今回は重機により現地表下70cmま で掘 り下げ、 5

a層 より人力により遺構検出作業を行った。また、 5a・ 5b・ 6層の調査後、調査区北部で縄文時代の遺構の広

が りを確認するため、東西10m。 南北 8mの範囲 (80∬)を重機で掘 り下げ、下層調査を行った。

遺構の測量は、平面座標系Xを基準とした。

K‐ -198410

0                     5m

第52図  5a層検出遺構

4 基本層位

基本層位は大別12層 、細別14層 に分けられる。

1 層 :灰黄褐色の砂質シルトで、旧耕作土である。層厚は10～50cmで ある。調査区北西部ではグライ化してい

な篤Ъ
O怨

る 。
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<南壁 >

一 一 一
―
一 ― ―  ~ 7 _

0                                  3m

上厨No L   色 土 質 考

1 10YR4/2 灰 I・I褐 色 砂質シルト 径 imm社のマ ンガン粒 と白色粒をごくわずかに含む。

2 10YR4/4 暗褐色 少質ンルト 径 J～ 3mm程のマ ンガンを粒状に含む。

3 10YR5/6 貢褐 色 鉄分をまばらに含む。

4 10YR3/4 暗褐色 径 lmm程 のマ ンガ ンllを ご くわす か に含 む (ト レンチ 束 耐
`に

分布 )

5 tn 10YR3/3 暗褐色 径 inm程のマ ンガン粒 をごくわずかに含む。 4情 に比べて若千翠色化する。

5b 10YR2/3 黒女色 5b層 全体に 6日の上がブロック状に入っている。

6 10YR4/4 褐色 砂雪ンルト 径 1～ 5mm程のマ ンガンれをごくわずかに含む。

10YR3/4 暗 ltJ色 ルト賃It l トレンチ全体に均―にlltrliし てぃる屈。

第53図 調査区土層断面図

暗褐色の砂質シル トである。層厚は12～25cmで 、東部では薄くなっている。調査区北西部ではグライ化

している。

黄褐色の砂質シル トで、鉄分をまばらに含む。層厚は 5～ 20cmで 、分布していないところもある。調査

区北西部ではグライ化している。これまでの調査では、上面で中世と考えられる掘立柱建物跡、溝跡、

土坑が確認されている。
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Ⅳ 下ノ内遺跡発掘調査報告書

暗褐色のシル トである。層厚10cm程度で調査区東部に部分的に堆積 している。 5a層が下がっていた部

分に堆積 していたと考えられる。

暗褐色のシル ト、 4層 に比べて若千黒色化する。層厚は10～ 20cmである。調査区西部ではグライ化 して

いる。これまでの調査では平安時代の小溝状遺構や土坑が確認され、古墳時代から平安時代の遺物が出

土している。

黒褐色のシル ト質粘土である。層厚10～ 20c皿。これまでの調査では古墳～平安時代の竪穴住居跡、掘立

柱建物跡等の遺構が確認されている。

褐色の砂質シル トである。層厚約30cmで、東部では約50cmと 厚 くなっている。これまでの調査では弥生

時代 (天王山式期)の土坑等が確認され、層中より縄文時代晩期の土器が出土している。

暗褐色のシル ト質粘土である。層厚は約40cm程である。

にぶい黄褐色の砂質シル トで、直径 1～ 5 mmの灰色土をブロック状に含む。層厚20～ 35cmである。

褐色のシル トである。層厚は35～ 45cmである。

暗褐色のシル トで、層厚約10cm程 で、西狽Iの一部にのみ堆積 している。これまでの調査で、上面で縄文

時代中期末葉～後期前葉の住居跡が確認され、縄文土器や石器が出土している。

2層 に細分される。1l a層 は黒褐色のシルト質粘土、層厚20～30cmである。1l b層 はにぶい黄褐色のシ

ル ト、層厚15～ 25cmである。これまでの調査で、縄文時代中期末葉～後期前葉の多量の縄文土器や石器

が出土している。

にぶい責掲色のシル トである。根や茎の腐植土と考えられる土が混入している。検出した層厚は20～ 45

cmで ある。これまでの調査で、上面で縄文時代中期末葉の大木10式期の竪穴住居跡 3棟を確認 し、その

うちの 2棟は、敷石住居であった。
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出 土 地 声 分 類 法 量 特 徴  備 考
写真図版

出上区 基本層 遺構名 置構眉 取上No 極Л」 器   種 器高 長 口径  lH 底径 厚 (調整 重量 素材・樹種・木取 産地 時期 )

E-6 5a 須恵器 疑 253 内外面 ロクロ 30-13

2 A-1 5b 深 鉢 lHl文 (RL) 口唇刺突 30-1
3 A-2 縄文上器 深 鉢 刺突 網 目状撚紋 30-3
4 A-3 健文土器 浅 鉢 30-4
5 A-4 12 健文土器 深 鉢 樋支 (LR)沈線 30-2

第54図 基本層出土遺物



5 5a層 発見遺構 と出土遺物

5a層上面では、掘立柱建物跡1棟、溝跡 4条、ピット76個が検出された。

1)掘立柱建物跡

SB-1掘立柱建物跡  【位置・重複】調査区北東端で検出した。調査区の東偵1へ伸びると考えられ、全体の規

模が明らかではない。SD-1溝跡、SD-2a。 2b溝跡を切っている。 3層掘 りこみのSD-1を切っていること

から、検出は 5a層 であったが 3層上面より上層から掘 りこまれたの建物である。

【規模・配置・方向〕検出部の建物の規模は、東西が北辺で3間 57m、 南辺で2間 38m、 南北が西辺で 3間9.8mを

測るが、東側に伸びている可能性がある。柱間寸法は、北辺東西列が西から2.Om・ 1.9m・ 1.8mで、南辺東西列が

西から2.lm。 1.7mで ある。南北は西辺が北から47m・ 3.3m。 1.7mである。西側と南側に柱間寸法約 2m。 と約1.3

mの庇・縁を持つ。南北列の方向は西辺でN-2° ―Wである。

〔柱穴・柱痕跡】検出された14個 の柱穴のうち10個から柱痕跡が確認された。柱穴の掘り方の直径は32～70cmの 円

形ないし、楕円形である。柱痕跡は直径13～ 27cmの 円形である。P6と P8の底面からは直径約20cm程の根石が出

土した。

【出土遺物】遺物は、P39から土師器片が1点出土している。

2)清跡

SD-1清跡 【位置・重複】中央部で調査区を南北に縦断して検出された。検出は5a層 であるが、 3層 より

掘りこまれている。SB-1掘立柱建物跡に切られる。

【方向・幅】検出された溝跡の全長は19.5mで 、方向はN-15° 一Eである。幅は上面で90cm・ 底面で55cmである。

【深さ。断面形】深さは42cmで、断面形はU宇形を呈する。

〔堆積土・出土遺物〕堆積土は4層 に分けられる。 1層はにぶい黄褐色の砂質シルト、 2層 は灰黄褐色のシルト、

3層 は褐色の粘土質シルト、4層 は褐色のシルト質粘土である。遺物は、土師器片、郭E-5(第 57図 8)を含む

須恵器片、石鏃 (K-1:図版30-15)が出土した。

SD-2a清 跡  【位置 。重複】中央部を南壁か ら北に15.5m程 伸び、北部でほぼ直角に西へ折れて西壁の外に仲

びている。南北部分では、SD-2b溝 跡の上部を切ってお り、SD-2b層 が埋まった後にSD-2bを 踏襲 して掘

られている。SB-1掘立柱建物跡 。SD-3溝 跡に切 られる。

【方向・幅】検出された溝跡の全長は、南北15.5m、 東西8.5mである。方向は南北がN-16° 一Eである。

南】ヒ部分の幅は上面140～ 180cm・ 底面約90cmで、東西部分の幅は上面80～ 120cm・ 底面30～40cmである。

【深 さ・断面形】深さは東西部分が25～ 40cm、 南北部分が約45cmである。断面形は舟底型か ら西部ではU字形に変

化する。

【堆積土・出土遺物】堆積土は3層 に分けられ、西部では1層 になる。遺物は弥生土器片 (B-1・ 2・ 3。 4:

第57図 1・ 2・ 3・ 4)、 内黒の非ロクロ土師器の必 (C-1:第 57図 5)を含む土師器片、須恵器片 (E-1・

2・ 3・ 4:第 57図 12・ 9・ 7・ 10)、 石鏃 (K-2:図版30-16)が 出土した。

SD-2b溝跡 【位置 。重複】調査区中央を南北に縦断する。SB-1掘立柱建物跡に切られる。

【方向 。幅】検出された溝跡の全長は19mである。方向はN-16° ―Eである。幅は上面150～ 170cm、 底面35～70

cmである

【深さ・断面形】深さは75～ 80cmである。断面形は逆台形を呈する。

【堆積土 。出土遺物】堆積土は2層 に分けられる。遺物は、土師器片、須恵器片のほか、鎌の一部と考えられる鉄

製品 (N-1:第 57図 13)、 羽口片 (P-1:第 57図 14)が出土した。
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0          1画

P3

117m当    ド
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H7詞 H8詞

ド

P70

土層No 土    色 土  質 備 考

1 10YR3れ  暗褐色 シル ト
褐色の砂質 シル ト上をわずかに含む。

径 1～ 3mmのマ ンガンをわずかに含む。

2 10YR2/3 黒褐色 ル ト
著褐色土 シル トと径 1～ 3mmの 酸化鉄 と径 1～

3mmのマ ンガンをまばらに含む。

3 10YR4/3 にパい黄楊佳 粘土質シル| 暗褐色土を少量含む。

P5

土層No 土    色 土  質 備 考

1 10YR3/4 暗褐色 Ъ上質シルト
上層に径2～ 3cmのにぶい黄褐色の砂質シルトの層。径1～

3mmのマンガンと径1～ 2mmの酸化鉄をわずかに含む。

2 10YR4/6 褐色 少質シルト
径5mm～ lcmの 黄褐色の砂質シルトがブロック状に

わずかに含む。径1～ 2mmの酸化鉄をわずかに含む。

3 10YR3/3 暗褐色 Ъ土質レルト

土膳No 土    色 土  質 考

1 10YR4/2 灰黄褐色 ンルト 鉄分をまば らに含む。

2 10YR3/3 暗掲色 ンル ト え色の上をブロック状に含む。

3 10YR4/2 灰黄掲色 シル ト 堡 1～ 2mm程 の鉄分を含む。

土層No 土    色 上  質 備 考

1 10YR3/3 暗褐色 粘土質ンルト

酸化鉄 マンガンをまばらに含む。上層に径 2cm壮の暑

褐色の粘土層あり。下ににがい黄褐色の粘土質シルト満

り。下3層 に褐色の砂質シルトあり。酸化鉄多量に含む。

2 10YR4/3 にぶい賞褐荏 ンル ト 径1～ 3mmの マンガンをまばらに合む・ 酸化鉄をわずかに含む(

3 ЮYR4/4 褐色 ル ト 径 3～ 5mmの酸化鉄を少量含む。

10YR4/3 にパい蚕

1～ 5mmの鉄分をまばらに含む。

にぶい黄褐色砂質シル トが径 1～ 3cmの ブロック状

で少量含む。酸化鉄粒径 1～ 5mmを まばらに含む。

化鉄粒径 1～ 2mmを まばらに含む。径 1～ 3

=ぶ
い黄掲色の砂質 シル トを少量含む。

褐色 シル トが径 3～ 5mmの プロック状で

む。径 1～ 3mmの 酸化鉄粒 をまば らに含む。

ЮYR3/4 暗褐色
`1～

3emに ぷい賞褐色上のプロック状をまばらに含む。径1-5

mm駿イヒ鉄をまばらに含む。径1～ 2mmの マンガンをわすかに含む。

径 1～ 3mmの 酸化鉄とマンガンをわすかに含む。

砂質ンル トが径 5mm～ lcmの ブロック状

多量合む。径 1～ 5mmの 酸化鉄をまばらに含む。
ЮYR3れ  暗褐色

土層No 土    色 上  質 備 考

ЮYR3/4 暗褐色 ル ト 径 3～ 5mm炭化物粒 をわずかに含む。

2 10YR4/3 にぶい費褐g 砂資シルト

3 ЮYR2/3 黒褐色 枯土質シルト 下層にHB2褐 色の上をわすかに含む。

第55図  5a層 検出SB-1掘立柱建物跡



SD-3溝跡 【位置。重複】北部で検出された。西壁から南東に8,3mほ ど検出されており、北側は調査区外に

続いている。SD-2a溝跡を切っている。

【方向・幅】検出された溝跡の全長は8.3mで、方向はN-5° 一Wである。幅は上面25cm・ 底面15cmで ある。

【深さ。断面形】深さは4cmで、断面形は舟底形を呈する。

〔堆積土・出土遺物】堆積土はグライ化しており、オリーブ褐色のシルト1層である。遺物は土師器片が1点出土

している。

SD-1

H7m tt      FA

2a・ 2b ④
117m駒

SD-2a ①

l17m E甘       卜P′

SD-2a ②

叫   ド

駒 D-2a・ 々
b ◎ SD-3

H7m¬  ド
′

¬こミく1

ド

0                        2m

第56図  5a層 検出溝跡断面図

3)ピ ッ ト

ピットを76個検出した。そのうち14個で柱痕跡を確認できた。P-6
P-55か らは須恵器の蓋E-7(第 57図 6)が出土 した。

8の底面か らは根石が出土 している。

5b層発見遺構 と出土遺物

5b層では、掘立柱建物跡 2棟、溝跡4条、土坑 6基、小溝状遺構70条、ピット123イ固を検出した。

1)掘立柱建物跡

SB-2掘立柱建物跡 【位置 。重複】北東部で検出された。他の遺構との重複関係は認められない。

〔規模・配置。方向】検出部の建物の規模は南北が2間で3.6mを 測る。建物は調査区の東側へ伸びていると推定さ

れる。方向はN-16° 一Eである。

10YR4/3 にがい蓑 径 1～ 3mm酸 化鉄 とマ ンガンをまばらに含む。
ЮYR4/3 にぶい責

径1～ 3cmの にぶい費橙砂質ンルトをブロック状に多く含

径1～ 3mmの酸イし鉄と径1～ 3mmの マンガンをまばらに含む。10YR4/2 灰黄掲色
径 1～ 5mmの 酸化鉄 と径 1～ 3mmの マ ンガン

を少量 を含む。 径 1～ 3mmのマンガンと径 1～ 3mmの酸化鉄をま

らに含む。両脇上層部に 5b層 が流れ込んでいる。西側の上面 に暗褐色 シル ト土が多い。径 1～ 3

mmの マ ンガ ンと酸化鉄 を少遣含む。 1～ 3cmに パい貨褐色砂資シルトをプロック1尺にわす力Чこ含む。

径1～ 3mmの駿化鉄と径1～ 3mmのマンガンをわすかに含む,

1～ 3mmの マ ンガンと酸化鉄 を少量含む

径 1～ 3cmの 6層 をブロック状に少そ含

径 1～ 3mmの炭化物をわずかに

10YRク2 にパい黄 にぶい黄栓色土 をブロック状 に含む。

10YR4/3 にぶい蓑 径 1～ 2mm程 のマ ンガン 鉄分をまばらに含む。

10YR3/4 HtttBJ色 土をブロック状に

Θ

土層 No 土    色 土  質 考

ユ 10YR4/3 にぶい責t「J色 シル ト 黄色土 をブロック状に多量に含む。

10YR3/4 暗褐色 ンル ト 灰を上をまばらに合む、径lmm程の鉄分をわずかに含む。

3 10YR3/4 1旨褐色 ンル ト 疋色土をブロック状に含む、径1～ 3 mmriの 鉄分を考干含も

I 10YR3/4 暗褐色 ンル ト 黄色上をブロック状に含む。

B ЮYR3/3 暗褐色 占■質シルト 疋ζ土をプロック状にわすかに含む、径1～ Bmm程の鉄分をまばらに合も
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【柱穴・柱痕跡】検出された3個の柱穴すべてから柱痕跡が確認された。柱穴の掘り方の直径は40～60cmの円形な

いし、楕円形である。柱痕跡は直径約15cmの 円形である。

〔出土遺物】遺物は出土しなかった。
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出土区 基本層 造柑名 遺樽層 取上No lJ別 器 種 器高 長 口径 幅 底径 厚 (調 tk 重せ 素材 樹種 木取 と地 時期)

1 B― ] SD-2a 2層 殊生上器 疑 外面 3条平行沈線  内HH l条 沈線 30-6

2 B-2 SD-2a 2層 殊生土器 理 外面 3条平行沈線 内面 1条沈線 30-5

3 B-3 SD-2a 2居 な生土器 鎌 外面沈線文 30-7

B-4 SD-2a 2層 ホ生■器 壺 外面平行沈線山形文 30-8

5 1 SD-2a 3層 土師器 イ 155 ウト面 ヨコナデ ヘラケズリ 内面ヘ ラミガキ 30-9

6 E-7 P55 埋土 須恵器 蓋 (20) 内外面ロクロ 30-12

E-3 SD-2a 3層 須忠器 杯 外面下端手持ちヘラケズリ 底部回転ヘラケズリ 30-10

8 E-5 SD-1 埋 土 須恵器 イ 40 内外面ロクロ 底部回転糸切 り 30-11

9 E-2 SD-2a 3層 須恵器 郭 (33) 内外面ロクロ 底部回転糸切 り

10 E-4 SD-2 4層 須志器 イ 内外面ロクロ

11 E-8 小滸A-8 埋 土 須志器 イ 内外面ロクロ

E-1 SD-2っ 3層 須恵器 発 ロクロ

N-1 SD-2b 2層 鉄製品 31 30-14

P― I SD-2b 2厨 土製品 羽 日 30-17

第57図 遺構出土遺物
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第58図  5b層検出遺構

SB-3掘立柱建物跡 【位置・重複】南東部で検出された。小溝状遺構A群を切っている。

【規模 。配置。方向】検出部の建物の規模は東西が 1間で2.Om、 南北が 1間 で西辺3.5m。 東辺3.8mを 測る。南北列

の方向は西辺でN-11° ―Eである。

【柱穴・柱痕跡】検出された4個の柱穴のうち2個から柱痕跡が確認された。柱穴の掘り方の直径は25～ 40cmの 円

形ないし、楕円形である。柱痕跡は直径約15cmの 円形である。

【出土遺物】遺物は、P-162か ら土師器片1点が出土している。

2)清跡

SD-5溝跡 【位置・重複】西部中央でSD-2a・ 2b溝跡の西側だけで検出され、東側には延びない。

【方向・幅】検出された溝跡の全長は6.9mで、方向はN-67° 一Wである。幅は上面130cm・ 底面70cmである。

【深さ。断面形】深さは57cmで、断面形は逆台形を呈する。

楊資珍



Ⅳ 下ノ内遺跡発掘調査報告書

117m静

l17m名     ド

V

P121

H7m当

―

H7出   ド
2

V

ド

0                  1m

― ―

     (断 面図 )

P96

蜘
|

P162

■7m鞘

財

~~           (平 面図)

Pl12

土 層No 土    色 土  質 術 考

1 10YR3/4 暗褐色 ,レ ト 灰色上をわずかに合む。径1～ 2mmの マンガンをわすかに含む。

10YR3/4 陪褐色 シルト 協色土と灰ヒ上をわす力Чこ含む,I11～ 3 nlmの 炭化物をごくわす力1こ 含む

P162
土層No 上    色 土  質 備 考

10YR4/3 にぶい黄褐仁 粘土質シルト マンガンをわずかに含む。

2 10YRク 4 褐色 ル ト 灰色土 と暗褐色上 をブロック状に含む。

第59図  5b層 検出SB-2・ 3掘立柱建物跡

〔堆積土・出土遺物】堆積土は 3層 に分かれる。 1層 は暗褐色の砂質シル ト、 2層 は黒褐色のシル ト、 3層 は暗褐

色のシル トである①遺物は出土 しなかった。

SD-6溝跡 【位置・重複】東部で東壁に沿って検出された小溝状遺構を切っている。

〔方向・幅】検出された溝跡の全長は10.5mで 、方向はN-15° 一Wである。幅は上面45cm・ 底面20cmである。

【深さ。断面形】深さは25cmで、断面形はU字形を呈する。

【堆積土・出土遺物】堆積土は暗褐色のシルト1層である。遺物は土師器片が8点出土した。

SD-7清跡 【位置。重複】中央北部でSD-2a。 2b溝跡の東側だけで検出され、北壁にかかる。SD-2

a・ 2b溝跡より西側には延びない。SD-1・ 2溝跡に切られる。

【方向・幅】検出された溝跡の全長は47mで、方向はN-41° ―Eである。幅は上面60cm。 底面24cmである。

(深 さ・断面形〕深さは22cmで、断面形は舟底形を呈する。

〔堆積土・出土遺物】堆積土は暗褐色のシルト1層である。遺物は土師器片が3点出土した。

SD-8溝跡 【位置。重複】北東角で検出され、壁にかかる。他の遺構との重複関係は認められない。

〔方向・幅】検出された溝跡の全長は33mで、方向はN-15° 一Eである。幅は上面60cm・ 底面32cmである。

【深さ。断面形〕深さは54cmで、断面形は不整形を呈する。

【堆積土・出土遺物】堆積土は暗褐色のシルトで2層 に分けられる。遺物は縄文土器片が3点出土した。

土層No 土    色 上  質 考

1 10YR3/4 暗褐色 古土質シルト
灰色上をまばらに含む。マンガンと貰掲色土をわずカ

に含む。径 3～ 5mm炭 化物をごくわずかに含む。

2 10YR3/4 暗褐色

`上

貨シルト
マンガンと大lLJ色 上をわずかに含む。

径 3～ 5mmの炭化物をごくわずかに含む。

鉄分をまだら状に含む。

灰色上をプロック

灰色土と黄褐色上をプロック状に含む。酸化鉄をわずかに含む。

土をブロック状に合む酸化鉄をわずかに

日き褐色しをまばらに含む。



SD-5 SD-6

H7部

H7静

SD-7 SD-8

115静 上層No 土    色 土  質 備 考

1 10YR3/3   暗褐色 シルト 6層 の黄色上 (砂)がブロック状に混入している。

2 10YR3/4   暗褐色 シ,レ ト 灰色土をブロック状 に含む。

第60図  5b層検出溝跡断面図

3)上坑

SK-1土坑 〔位置・重複】中央部で検出された。SD-1溝跡、小溝状遺構B群に切られる。

〔平面形。大きさ〕平面形は南北軸60cm、 東西軸45cmの楕円形を呈する。

〔深さ。断面形】深さは9 cmで、断面形は舟底形を呈する。

【堆積土。出土遺物】堆積土は暗褐色のシルト1層である。遺物は出土しなかった。

SK-2土坑 【位置。重複】東部中央で検出された。SK-5土坑、P-166を切る。

【平面形。大きさ】平面形は南北軸108cm、 東西軸82cmの不整形を呈する。

〔深さ。断面形】深さは25cmで 、舟底形を呈する。

【堆積土・出土遺物】堆積土は2層 に分けられる。 1層 は掲色の砂質シルト、 2層は暗褐色のシルト質粘土である。

遺物は、非ロクロの上師器片4点、須恵器片1点が出土した。

SK-4土坑 〔位置・重複】北東部で検出された。側溝によリー部削平されている。

〔平面形。大きさ】残存部の平面形は楕円形を呈し、東西検出長50cmで 、南北短軸41cmを 測る。

【深さ。断面形】深さは13cmで、断面形は舟底形を呈する。

【堆積土。出土遺物】堆積土は暗褐色のシルト1層である。遺物は出土しなかった。

SK-5土坑 〔位置・重複】東部中央で検出された。SK-2土坑に切られる。

【平面形。大きさ】平面形は南北軸64cm、 東西軸52cmの楕円形を呈する。

【深さ。断面形】深さは15cmで、断面形は舟底形を呈する。

〔堆積土・出土遺物】堆積土は褐色のシルト1層である。遺物は出土しなかった。

SK-6土坑 〔位置・重複】西部中央で検出された。小溝状遺構B群を切る。

【平面形。大きさ】平面形は南北軸50cm、 東西軸55cmの円形を呈する。

【深さ。断面形】深さは4 cmで、断面形は舟底形を呈する。

〔堆積土・出土遺物】堆積土は暗褐色のシルト1層である。遺物は出土しなかった。

SK-7土坑 〔位置・重複】中央部で検出された。他の遺構との重複関係は認められない。

〔平面形。大きさ】平面形は南北軸52cm、 東西軸40cmの楕円形を呈する。

【深さ・断面形】深さは23cmで 、断面形は不整な逆台形を呈する。

〔堆積土・出土遺物】堆積土は2層 に分けられる。 1層は褐色のシルト、 2層 は暗褐色のシルトである。遺物は出

土しなかった。

ド

―0                    1m

土層No 土    色 上  質 備 考

] 10YR3/3   暗褐色 砂質ンルト
径 1～ 2mm程 の自色のマ ンガン粒 を少量含む。

基本層 5a層 に黄色上の上がブロック状 に含む。

2 10YR3/2   単 FC・色 ンルト /t・
体に鉄分をまばらに含む。

3 10YR3/3   暗褐七 シルト 全体に 6層 の上をブロック状に含む (人為的 ?)

土思No 北    色 土  賀 備 考

1 ЮYR3/4   暗褐色 黒色土と灰色上の上をブロック状に含む。鉄分をまばらに含む。

上層 No 土   色 土  質 備 考

1 10YR3/4   H帝 褐色 ル ト 黄色上をブロック状 に含む。
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第61図  5b層検出土坑実測図

4)小 溝 状 遺 構 群

小溝状遺構はこれまでの調査でも5b層上面で検出されており、畑地の耕作痕跡と考えられているものである。

今回の調査では70条検出された。小溝状遺構群は、方向と重複関係によってA～ Dの 4群に分けられる。古いほう

からC群・D群→B群→A群の順に変化するが、C群 とD群の新旧関係は不明である。この他にどの群にも属さな

いものが 4条ある。

小溝状遺構A群  【方向・位置。重複】北西から南東方向に伸びる溝で、方向はN-43～ 62° 一Wである。調査

区北西部から南東部に分布している。小溝状遺構B群を切っており、B群 に射してほぼ直交している。SD-1・ 2

a・ 2b・ 5。 6・ 7溝跡に切られる。

〔幅・深さ】19条検出された。最も長いものは6.2mである。幅は上面10～42cm・ 底面5～ 22cmである。深さは4～

25cmで、断面形は舟底形である。

【堆積土・出土遺物】堆積土は暗褐色のシルト1層である。遺物は、小溝状遺構A群 -8か ら非ロクロ土師器片 1

点、須恵器のイE-8(第 57図 11)が出土 した。

小溝状遺構B群  【方向・位置。重複】北東から南西方向に伸びる溝で、方向はN-40～ 60° 一Eである。調査

区全体に分布している。小溝状遺構A群に切られ、ほぼ直交している。SD-1・ 2a・ 2b・ 5。 6溝跡に切ら

れる。

【幅。深さ130条検出された。最も長いものは75mである。幅は上面15～ 34cm、 底面4～ 20cmで ある。深さは5～

16cmで、断面形は舟底形である。

0                      2m

土層No 土    色 土  娑 捕 考

10YR3/4   暗褐色 ,レ ト
径 lcmの ブロックの黄褐色 シル トをわずかに含

む。径 1～ 2mmの酸化鉄をわずかに含む。

土層No ■    色 土  質 備 考

ЮYR3/4   暗 I・J色 ル ト 黒褐色土 とにぶい黄褐色土をわすかに含む。

小A-6

E           E晰m―
Lべことπ」

~

/1ヽB-6

H7mれ   ド
す

と灰色土をブロック状に含む。をま|よ らに含む・
`3～

5mmの 炭化物をまばらになむt

色土をブロック状に含む。マンガンをまばらに含む。 灰色土 と黒褐色土の上をブロック状に含む。

上面に災化物を多丘に含む。

灰色上をブロック状に含む。

と灰色上の上をブロック状に合む。マンガンをわずかに含む。をわずかに含む̀
褐
色土と灰ヒtを アロック状に含むt

0          1m
第62図  5b層検出小溝状遺構断面図



【堆積土・出土遺物】堆積土は暗褐色のシルト1層である。遺物は非ロクロ土師器片が 3点 出土した。

小溝状遺構C群  【方向・位置・重複】5b層を約15cm掘 り下げ、 6層直上で検出した。南北方向の溝で、方向

はほぼ真南北であり、調査区北壁の外に伸びる。小溝状遺構A・ B群、SD-2a・ 2b。 7溝跡に切られる。

【幅・深さ】8条検出された。最も長いものは2.2mである。幅は上面15～ 30cm、 底面 5～ 12cm、 深さは5～ 16cmで

ある。溝の間隔は約120cmで ほぼ等間隔で検出された。

【堆積土・出土遺物】堆積土は小溝状遺構A群 より若干黒色化する。遺物は出土しなかった。

小溝状遺構D群  【方向・位置・重複】5b層 を約15側掘り下げ6層直上で検出した。東西方向の構で、方向は

N-65～ 95° 一Wであり、調査区西壁の外に伸びる。SD-5溝跡、SK-6土坑、小溝状遺構A群に切られる。

【幅・深さ】10条検出された。最も長いものは3.9mである。幅は上面15～ 34cm、 底面 5～ 17cm、 深さは5～ 16cm。

溝の間隔は約120cmで ほぼ等間隔で検出された。

〔堆積土・出土遺物】堆積土は小溝状遺構A群より若千黒色化する。遺物は出土しなかった。

不明小溝状遺構Xl 【方向。位置 。重複】調査区北西角で検出した。方向はN-4° 一Eである。SD-2a溝

跡、小溝状遺構C群を切っている。

〔幅・深さ】検出した長さは1.6mで ある。幅は上面22～ 28clll・ 底面約10cmで ある。深さは約12cm。

m Y=i3ψ
0

Y‐ +3520

|

D2   _仝 6 B

第63図 小溝状遺構群方向別分布図
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〔堆積土。出土遺物】堆積土は暗褐色シルト。遺物は出土しなかった。

不明小溝状遺構X2 【方向・位置・重複】西壁中央で検出した。方向はN-68° 一Wである。小溝状遺構B群

を切り、SK-6土坑に切られる。調査区の西壁付近ではこの溝のみの検出であり、小溝状遺構A群の1つかどう

かは不明である。

【幅・深さ】検出した長さは1lmで ある。幅は上面10～20cm・ 底面約 5 cmで ある。深さは6 cm。

〔堆積土・出土遺物】堆積土は暗褐色シルト。遺物は出土しなかった。

不明小溝状遺構X3 【方向・位置・重複15b層を約15cm掘 り下げたところ、調査区西部中央で検出した。方

向はN-71° 一Wで、小溝状遺構B群に切られる。

〔幅・深さ】総長1,7mで、小溝状遺構A群 と類似性はあるが小溝状遺構B群 より古い。幅は上面約20cm・ 底面約10

cmである。深さは約 5 cm。

〔堆積土・出土遺物】堆積土は小溝状遺構A群 より若千黒色化する。遺物は出土しなかった。

不明小溝状遺構X4 【方向・位置・重複】中央部で検出した。方向はN-50° 一Wである。小溝状遺構B群を

切っているため、小溝状遺構A群 と類似性があるが、小溝状遺構A群に切られる。

〔幅。深さ〕検出した長さは1.3mである。幅は上面約35cm・ 底面約10cmで、深さは約10側である。

【堆積土・出土遺物】堆積土は暗褐色シルト。遺物は出上しなかった。

5)ピ ッ ト

ピットは123個検出した。そのうち柱痕跡は11個で検出された。遺物は土師器片10点、須恵器片1点が出土して

いるが、遺構との関係は不明である。

フ 深掘区

これまでの下ノ内遺跡の調査で、縄文時代の遺構が検出されていることから、本調査区においても縄文時代の遺

構を確認するために下層調査を行った。調査区北部に東西10m。 南北 8mの調査区を設定し、 6層以下約1.8m、

標高約10.Omの 12層 直上まで重機により掘 り下げ、遺構検出作業を行ったが、遺構は発見されなかった。

8 基本層中の出土遺物

出土した遺物は、 5a層 では、土師器片、甕E-6(第 54図 1)を含む須恵器片、鉄津が少量出土した。土師器

のほとんどはロクロ使用以前のものであるが、ロクロを使用したものも混在 している。 5b層では、縄文時代晩期

末頃の斐の日縁部 (A-1:第 54図 2)、 弥生土器片、非ロクロ土師器片、須恵器片が出土した。 6層 では、土師

器片 1点、縄文土器片 3点が出土した。 7・ 9。 1l a層 では縄文土器がそれぞれ 5点 。3点 。1点 出土した。1l b

層では縄文時代後期初頭頃の深鉢 (A-2:第54図 3)の土器片と縄文時代中期末頃の鉢 (A-3:第54図 4)の

上器片、12層では縄文時代中期末頃の深鉢 (A-4:第 54図 5)の上器片が出土した他、この 2層からは縄文土器

片が少量出土 した。

9 まとめ

① 今回の調査によって、 3層 またはそれより新しい層から掘りこまれた掘立柱建物跡1棟、 3層から掘りこまれ

た溝跡 1条、 5a層 からは溝跡 3条、ピット76イ固、 5b層 では掘立柱建物跡 2棟、溝跡 4条、土坑 6基、小溝状

遺構70条、ピット123個 を検出した。

② 今回の調査では、 5a・ 5b層で遺構を検出した。検出した遺構の年代については、出土資料から明らかにで



0                     3m

第64図 深掘区平面図

0                                    3れ

第65図 深掘区西壁土層断面図

これまでの調査成果に|よ り、 5a層は平安時代以降、きるものはないが、

が考えられる。

土層No 上   色 土  質 備 考

8 10YR4/3 にパい貢禍恒 移買シルト 睡1～ 5mm程の灰色上をプロック状に含む。

9 10YR4/2 鶴色 え色の上をまだらに含む 6

10YR3/4 嗜褐色 シルト 固色のとをプロツク状に含む。

1ld 10YR3/2 黒褐色 シルト質粘と 遺物包含層、灰色上をまだらに含む。

10YR4/3 にぶい責褐ね ンルト 1la層 と12層の漸移層。

10YR4/3 にぶい黄僑但 ンルト 隈や葉の腐食土と考えられるとが混入している。

94

5b層は古墳時代～平安時代の時間幅



Ⅳ 下ノ内遺跡発掘調査報告書

③ SD-1溝跡は、検出層と方向から昭和56年調査のSD-6溝跡につながると考えられる。SD-6溝跡は中世に

位置付けられていることから、本調査のSD-1溝跡は中世の溝と考えられる。

④  3棟発見 した掘立柱建物跡 (SB-1・ 2・ 3)の所属時期は、SB-1が中世の溝を切ることから中世以降、

SB-2・ 3は 5b層上面で検出されていることから平安時代以降と考えられる。

⑤ 小溝状遺構群は、大別 4時期に分けられた。A群 。B群は、 5b層上面で検出され、 5a層の耕作痕跡と考え

られることから平安時代以降に位置付けられるもので、C群・D群はそれより古いと考えられる。

③ 縄文時代の遺構は、昭和56年 と平成12年の調査において住居跡や土坑が見つかっており、今回の調査で遺構が

検出されると想定されが、12層 では発見されなかった。縄文時代の集落は今回の調査区あたりまで広がらず、集

落の中心は本調査区の北西方向であると考えられる。遺物の出土も1l b層 。12層 からは少ない。

(注記)

平成12年度調査については、仙台市文化財報告書第254集「年報22」 (2001)1こ よるものである。
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5a層上面遺構検出状況 (南 より)

2 5a層 上面完掘状況 (南 より)

図版21 5a層 全景



Ⅳ 下ノ内遺跡発掘調査報告書

2 SB-1の 柱穴P5(南より)

4 SB-1の 柱穴P6(東より)

6 SD-1溝 跡断面 (南 より)

l SB-1掘 立柱建物跡 (北東より)

3 SB-1の 柱穴P10(東 より)

5 SD-1・ 2溝跡 (南 より)

ア SD-2a溝 跡北著[(西 より) 8 SD-2a・ b溝跡断面⑦ (南 より)

図版22 5a層 検出遺構



l SD-3溝 跡 (北 より) 3 SB-2掘 立桂建物跡 (南東より)

4 SD-5溝 跡 (東 より) 5 SD-5溝 跡断面

6 SD-6溝跡 (南 より)

図版23 5 attSD-3と 5b層検出遺構

7 SD-6溝 跡断面



Ⅳ 下ノ内遺跡発掘調査報告書

l SD-3溝 跡 (北 より) 2 SD-3溝 跡断面 (南 より)

3 SK-1土 坑 (南より) 4 SK-2土 坑 (西 より)

5 SK-4土 坑 (北 より) 6 SK-6土 坑 (南 より)

(北 より)

図版24 5b層検出遺構と土坑



1 小溝状遺橋群検出状況 (南 より)

3 小溝 (B6)断面 (北西より)小溝 (A6)断面 (西 より)

4 小清底面掘削具痕跡検出状況 (北 より) 5 小溝底面掘削具跡 (北 より)

図版25 /よ 溝ヽ状遺構群の検出と調査状況



Ⅳ ドノ内選跡発)1訓 査報告i!F

5b層上面完掘状況 (南 より)

2 小溝状遣構群北西部 1(西より) 3 小溝状遺構群北西部 2(西 より)

4 小溝状遺構群南西部 (南 より) 5 小溝状遺構群南東部 (南 東より)

図版26 /!＼ 溝状遺構群の状況



1 西壁土層断面 (南部 )

2 西壁土層断面 (中央吉[)

一強
沖

Ｉ
犠
一

持|レ

図版27 調査区の上層断面 1

3 西壁土層断面 (北部 )
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1 南壁土層断面 (東部 )

南壁土層断面 (中央部)干燕

魏

3 南壁土層断面 (西部 )

図版28 調査区の上層断面 2

103



1 深堀 り区全景 (南東より)

2 深堀 り区土層断面 (西壁 )

図版29 深掘り調査区の状況

3 深堀 り区土層断面 (北壁 )



口 ″

10 須恵器 雰
11 須恵器 郭
12 須恵器 蓋
13 須恵器 養
14 鉄製品 鎌 ?

15 石器  鏃
16 石器  鏃
17 土製品 羽口

図版30 出土遺物

Ⅳ 下ノ内遺跡発掘調査報告書

E-3(SD-2a 第57図 7)

E-5(SD-1  第57図 8)

E-7(ピ ット55  第57図 1)

E-6(5a層    第54図 1)

N-1(SD-2a 第57図 13)

K-1(SD-1)
K-2(SD-2a)
P-1(SD-2b 第57図 14)

・６ａ

・５ｂ‐５ａ

・６

1 縄文土器
2 縄文土器
3 縄文土器
4 縄文土器
5 弥生土器
6 弥生土器
7 弥生土器
8 殊生土器
9 土師器

A-1(5b層
A-4(12層
A-2(1l b層
A-3(1l b層
B-2(SD-2a
B-1(SD-2a
B-3(SD-2a
B-4(SD-2a
C-1(SD-2a

第54図 2)

第54図 5)

第54図 3)

第54図 4)

第57図 2)

第57図 1)

第57図 3)

第57図 4)
第57図 5)
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山田条里遺跡 (第 7次)発掘調査報告書

1口 調査要項

遺  跡  名  山田条里遺跡 (宮城県遺跡番号01367)

調 査 地 点  仙台市太白区山田字田中前181～ 187。 190～ 196地内

調 査 原 因  店舗建設工事

調査対象面積  7700∬

調 査 面 積  155∬

調 査 期 間  平成14年 5月 13日 ～ 6月 4日

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育委員会 (文化財課)

担 当 職 員  主査 工藤哲司  文化財教諭 大倉秀之  臨時職貝 福壽規人

2 遺跡の位置と環境

山田条里遺跡は仙台市の南西部、JR長町駅の西方約 4 kmの 地点、太白区山田・鈎取地区に所在する。遺跡の北

allに は青棄山丘陵が東西に延び、南側には名取川を挟んで高館丘陵が位置している。本遺跡はこれらの丘陵間を流

れる名取川により形成された河岸段丘の東端部に位置し、青葉山丘陵より名取川に流入する小河川の影響を受けた

扇状地形となっている。遺跡の範囲は東西 。南北共に約900mに 及び、遺跡内の標高差は約 8mである。現在、遺

跡の現況はそのほとんどが平成元年から行われた農業基盤総合整備事業により新しく区画された水田となっている

が、今回の計画のように大型店舗の進出など商業用地となってきている。

周辺の遺跡には、北西側の丘陵上に縄文時代中期の大規模な集落跡である山田上ノ台遺跡や早期の竪穴住居跡が

発見された北前遺跡などがある。また、東側の小高い段丘上には縄文時代中期の土器が多量に出土した上野遺跡、

南側には弥生時代中期の上器が出上し、近世の建物跡や水路跡なども発見されている船渡前遺跡などがある。その

他、古墳、奈良平安の各時代から中・近世にかけての遺跡が数多 く存在しており、仙台市内でも遺跡の密度が高い

地域である。

本遺跡の調査は平成元年より行われている。 1次調査終了後の農業基盤総合整備事業により、「条里型」の土地

割は失われ景観的に見ることは出来なくなってしまったが、これまでの調査により近世～近代と平安時代の二時期

の水田跡が数地点で検出されている。これらは本遺跡の「条里型」の土地割がいつの時代まで遡 り、形態などを検

討する上での貴重な発見となっている。この他、近世から近代にかけての屋敷跡や縄文時代の落とし穴などが発見

されている。

3 調査に至る経過と調査方法

平成14年 4月 26日 付けで、株式会社ヨークベニマル代表取締役 大高善興氏より仙台市大白区山田字田中前に店

舗建設工事に伴う発掘届が提出された。仙台市教育委員会では、申請者と協議の上、 2棟の店舗建設部分に調査区

を設定し、東側の建設部分を 1区、西側の建設部分を2区 として調査を行った。

調査地には 1区、 2区 とも盛土が厚さ21nも あることから、まず 1区 については13m× 21m、  2区については13

m× 26mの範囲で重機により盛上部分を除去した後に 1区については4× 15m、 2区については4.5m× 20mの調

査区を設定し、これ以後は人力による掘 り下げ、遺構検出作業を行った。なお、 1区は調査区北端で 2m× 2mの
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範囲で下層調査を行った。 2区は水田跡の一区画状況確認のため調査区南側に lm× 5mの範囲で拡張区を設定し

て追加の調査を行った。

遺 跡 名 種 年 代 No 遠  跡  Ъ 範 年 代

山田条里遺跡 散布地、水日跡、屋敦勘 隠文、古代、近世 三4申 41古墳群 円墳 古墳

2 山田上ノ台遺跡 包含地、集落跡 旧石器、組文、古代、近 世 寓沢窯跡 窯跡 古墳、古代

3 北前遺跡 包含地、集落跡 日石器、縄文、古代、近世 釜山窯跡 窯跡 古墳

4 羽黒堂前 B遺跡 散布地 縄文、古墳、古代 製町東遺跡 散布地 古 代

5 J田上ノ台塚 塚 原束遺跡 散布地 古較、古 代

6 御堂平遺跡 集落跡 縄文、古代、中 世 県遼 跡 談布地 弥生、古 Jrl、 古代

7 紙漉山遺跡 故布地 縄 文 西台窯跡 窯跡 占代

8 上野山遺跡 散布地 健文 富沢上ノ台遺跡 赦布地 縄文、古 代

9 Hl遺跡 散布地 隠文 、 古墳、 古代 掘 ノ内遺跡 散布地 占墳 、 百代

汚IBtt A遺 跡 散布地 隠文、古代 鍛冶屋敷 A遺跡 集落跡 縄文、古代

う田通B遺跡 救布地 古代 鍛冶屋敦 B遺跡 散布地 縄文、古代

被布地 古代 六本松遺跡 集落跡 古代

青太原西遺跡 牧布地 縄文、占代 股冶屋敷前遺跡 集落跡 縄文、古代

清太原東遼跡 散布地 電文、古代 富沢館跡 城館跡 中1壁

胎渡前遺跡 集落跡 電文、弥生、古 代 土手内窯跡

土手内枝穴墓群 B地点

窯跡

横穴嘉

古墳 古代

古墳後田遺跡 散布地 古代

17 へ幡遼跡 散布地 古墳、占代 土手内遺跡 集落跡 縄文、弥生、占墳、古代

上野遺跡 案落跡 電文、古代 41 砂押屋数遺跡 教布地 古代

谷地前遺跡 散布地 古代 42 少押古墳 円墳 占墳

富田南西遺跡 散布地 古代 富沢遺跡 包含地、水田跡 旧石器、紐文、弥生、古墳、古代、中世、近世

南ノ束遺跡 散布地 小生、古代 泉崎浦遺跡 築落跡、水岡跡、墓動 縄文、弥生、古墳、古代、近 世

芦ノロ遺跡 集落跡 篭文 、 弥生、古 代 宮沢 i肯 水造跡 散布地 古代

土手内横穴墓群A地点 横穴薬 古墳 山
「

」遺跡 集落跡、水田跡 健文、弥生、古墳、古代、中ヒ

三神峯遺跡 案落跡 縄文、古 代 47 下ノ内遺跡 集落跡 q文 、弥生、占墳、古代、中世

48 伊古岡遺跡 集落跡

第66図 山田条里遺跡の位置と周辺の遺跡
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4 基本層位

調査区が 2ケ 所に離れているため、土性、土色等に違いは見られるが、 1区では大別12層 、細別14層 、 2区では

大別12層 、細別16層 を確認した。本文中の記述における層名は各区ごとのものであり、共通の層名ではない。
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第67図 調査区位置図



2b層 :7.5Y3/2オ リーブ黒

色粘土 質 シル ト。

調査 区の南端部に

のみ分布 し、厚 さ

は 4～ 12cmで ある。

水 田耕作土 と考 え

られる。

3  月肇

4a層

5  サ冒

6  月雪

7   帰葺

2) 2

1 層 :

2層 :

5Y4/2灰 オリーブ色

砂質 シル ト。調査  蒸孔98300

区の北側、南側は

1層 、 2層 の攪拌

を受けていると見

られ遺存 していな 一

い。遺存部の厚 さ

は 2c皿 ~́1 2cm壻ωガ(

田耕作土 と考え ら

れる。

5GY4/1暗オリープ

色砂質 シル ト。耕

作 によ り、 よく攪

0                                              100m

X=-19&300

|

Y‐ 0 61Xl
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4b層

上で礫を全体に含む。厚さは40cm程である。

8層以下の土層の特徴は断面図の土層注記表のとおりである。

拌されている。調査区の北側においては 1層の機拌を受けており遺存 していないが、遺存部で厚さは 4

～14cmで ある。層下部に灰白色火山灰を霜降状に含む。

5GY4/1暗 オリーブ色砂質シル ト。起耕の際に掘 り起こされた層で調査区のほぼ全域に遺存 してお り、

プロック状の灰白色火山灰を含む。厚さは 4～ 18cmで ある。灰白色火山灰のブロックは上層の攪拌の影

響が強い北側にいくほど細かくなっている。

5Y3/2オ リーブ黒色シル ト質粘土。調査区のほぼ全域に遺存する。自然堆積層と考えられ、厚さは 6～

20cmで ある。

7.5Y4/2灰オリーブ色シル ト質粘土。調査区のほぼ全域に遺存する。自然堆積層と考えられ、厚さは 2

～14clllで ある。

10YR4/2灰 黄褐色シル ト質砂。調査区のほぼ全域に遺存する。自然堆積層と考えられ、南半部は赤褐色

層

層

３

　

４

区 の基 本 層 序

10YR4/4褐 色砂質シル ト。現代の水田耕作上で厚さは 8～ 16cmで ある。

5YR4/6赤褐色砂質シル ト。調査区のほぼ全域に遺存するが、 1層 の攪拌を受けており、厚さは 2～ 10

cm程である。

10YR4/2灰 黄褐色砂質シル ト。調査区の全域に遺存する。厚さは4～ 14cmで水田耕作土と考えられる。

10YR3/3暗 褐色シル ト。調査区の全域に遺存する。厚さは 4～ 12clllで水田耕作土と考えられる。

ii((ヽミタ手
ξ曇量囲



4久 嗣 全
性   格

2 区

I 現代の水田耕作土

lmか水田の耕作土

lBか水円の耕作土

Ⅲ
平安時代後半以降の

水田耕作土

灰 白色 火 山灰 10世紀前半

Ⅳ a 平安時代前半の本 田耕作土

Ⅷ !田耕作土

Ⅸ

�

� 縄文 時代

�

V 山田条里遺跡 (第 7次)発掘調査報告書

5 層 :10YR3/3暗 褐色砂質シル ト。自然堆積層と考えられ、 4層の攪拌を受けており調査区西側では遺存 して

いない。厚さは 2～ 8 cmで ある。

6a層 :10YR4/2灰 黄褐色砂質シル ト。調査区のほぼ全域に遺存 し、厚さは 4～ 14cmで ある。 6層水田耕作土の

上部。

6b層 :10YR3/1黒 褐色シル ト質粘土。調査区の西側のみに遺存し、直下の 7a-2層 を巻き込んでいる。厚さ

は 4～ 12clllである。 6層水田耕作土の下部。

7a-1層 :2.5Y4/2暗 灰黄色シル ト。水田耕作土で耕作によって、よく攪拌されている。調査区の東側のみに

遺存し、厚さは4～ 12cmで ある。

7a-2層 :2.5Y5/2暗灰黄色シル ト。よく攪拌されている。調査区のほぼ全域に遺存し厚さは 6～ 18cmで ある。

7b層 :2.5Y8/1灰白色シル ト。水田耕作土で、 7a層水田の起耕の際に耕作土の下部に形成されたプロック状

の層である。調査区のほぼ全域に遺存する。厚さは 2～ 12cmで ある。

8層以下の土層の特徴は断面図の土層注記表のとおりである。いずれも自然堆積層と考えられる。

なお、第 2表は 4次調査 2区 と7次調査 1区、 2区を併せた基本層序射応表である。

第 2表  4次調査 2区・ 7次調査 1区 。2区 基本層序対応表

7次 調 査
性 格

1 区 2 区

1 1 水田耕作土

2

3 水田耕作土

4 水 田耕作土

5 自然堆積層

3 田耕作土

水田耕作土

7a-1
平安期の水田耕作土7a-2

7b

え白色火 山灰 は 区 4層 、 2区 7層 り削平される

5a
8

自然雄積層

6

7

8 9

9
10b

※ 7次 1区 5層、 2区 8層 と4次Ⅳa層 以下の土層との対応関係は不明。

5 1区 の発見遺構 と出土遺物

1)3層の調査

1、 2層 を重機により除去し、3層上面を検出したが遺構は検出されなかった。3層 も水田耕作土と考えられる。

3層 を除去 し4層上面を検出したが、 3層水田に伴う畦畔の痕跡は検出されなかった。

2)4層 水田跡

4a層上面では畦畔を検出できなかったが、4b層 中で4層水田跡に伴う擬似畦畔Bを確認した。

〔耕作土〕

耕作土は耕作により、よく攪拌された4a層 と起耕の際に掘り起こされた4b層である。4a層は暗オリーブ色



の砂質シル ト土である。また、灰白色火山灰層・ 5層 をも巻き上げて耕作している。 4a層 はほとんどが調査区の

ほぼ中央を東西に走る擬似畦畔Bの南側にのみ遺存 している。これは上層の 1層、 3層 (と もに水田耕作土と推定)

によって畦畔の北側については攪拌 。削平された結果と考えられる。遺存部の 4a層 の厚さは 4 cm～ 14硼程で、下

面に凹凸が見られる。 4b層 は調査区全域に遺存 し、厚さは 4 cm～ 18cm程 である。

〔畦畔〕     
‐

4b層除去中に、下層の 5層が南北方向とそれに直交する東西方向に帝状に延びる 2条が確認された。方向はほ

ぼ真北方向とそれに直交している。 5層 は自然堆積層であることからこれは 4層 の耕作に伴う擬似畦畔Bと 判断し

た。それぞれの擬似畦畔跡は検出部で南北方向の畦 2が長さ3.5m、 幅75cm、 高さ3.5cm～ 7 cm、 東西方向の畦 1が

長さ4m、 幅75cm、 高さは 7 cmで ある。

〔水田区画〕

水田区画は3区画確認された。区画①は検出部で東西長3.7mを計る。区画②は畦 1、 畦2が直交するので方形

区画と推定される。検出部で東西長は3.5m、 南北長は3mを計る。区画③は畦 1と 畦②が直交し調査区北側断面

0                  1m

土層No 上    色 土  質 備 考 土層 No 土    色 土  質 備 考
1 ″5GY3/ユ   暗緑灰色 古上質シルト 現代の水田耕作 J‐ 。 5Y4/2灰 オリーブ色 シルト質粘土

ЮY3/1 オリーブ黒色 帖土質シルト 層上部に酸化鉄 を含む。水田耕作上 7 10YR4/2 灰黄褐色 南半分は赤褐色。礫を含む。
2b 75GY3/2オ リーブ黒色 粘t質ンルト マンガン粒をまばらに含む。酸化鉄を含む。水日耕作上。 8 10YR2/3 黒tgJ色 粘■質シルト マ ンガン粒、酸化鉄班 を少量含む。
3 5Y4/2 灰オリーブ色 少質シルト 水田耕作土。 9 10YR3/1 オリーブ色 マンガン粒を全体に含む。酸化鉄斑わずかに含む。

,GY4/1暗 オリーブ色 砂質レルト 噌下部に灰自色火山灰を霜降状に含む。水田耕作上て 10 10Y2/1 黒 色 粘土質シルト 域化鉄斑 をわずかに含む。
,GY4/1暗 オリーブ色 砂賢シルト 灰自色火山灰 をブロック状に含む。水田耕作土。 11 10Y4/1 灰 色 粘土質ンルト 萱径 2cmほ どの黒色ブロックをまば らに含む。

5 ,Y3/2 オリーブ黒色 酸化鉄を全体に含む。 12 ЮG3/1  暗緑灰色 シル ト 農い緑色のブロックを縦筋状に含む。

112

第69図  1区東壁土層断面図



に痕跡が確認されるので方形区画と考えられる。

検出部で南北長3.7mを 計る。いずれの区画も部

分的な検出で全体の形状の判るものはない。

〔水田面の標高と傾斜〕

4a層が調査区の南側にしか遺存しないため水

田面の傾斜は部分的にしか判らないが、上層の様

子から水田面は北西から南東方向に傾斜している

と見られる。標高は区画②が34.76m、 区画③は

34,71mである。勾配は 5 cm/10mである。区画

内の比高差は検出部ではあるが区画②、③ともほ

ぼ平坦である。

〔出土遺物〕

耕作土中からはロクロ土師器片 3点が出土した

のみである。図化できたのは土師器片 1点 (第77

図1)である。

3)土坑

3号土坑―SK3

4a層上面で土坑 1基 (SK 3)を 検出した。調査

区南端部に位置する。大 きさは直径150cmの 円形で深

さは約57cmで ある。堆積土は全体に灰白色火山灰をブ

ロック状に含み、一度に埋め戻されていると考えられ

る。遺物は出土せず、年代や性格も不明である。

6 2区 の発見遺構 と出土遺物

1)3～ 5層の調査

1～ 2層 を重機で除去 し、 3層上面から調査を行っ

た。 3層、 4層 とも水田耕作土と観察されたが、 3層

上面及び 4層上面では遺構は検出されなかった。また、

5層上面でも畦畔及び畦畔痕跡は検出されなかった。

2)6・ 7層水田跡

①6層水田跡

自然堆積層である5層中において6層水田跡の畦畔

を 1条確認 した。

V 山田条里遺跡 (第 7次)発掘調査報告書

X=-198290

0                 5m

第70図  1区 4層水田跡

SK-3

〔耕作土〕

耕作土は6a層 とブロック状の6b層である。 6a層は灰黄褐色の砂質シルト土で、西側は水田耕作土と考えら

れる4層 による攪拌を受けているが、調査区のほぼ全域に遺存する。厚さは 6 cm～ 14cmで 下面に凹凸が見られる。

土層No 土    色 土  質 備 考

1 10YR3/2 オリーブ黒色 粘土質シルト
全体にゆ2cn程 の灰自色火山灰のブロックを含む。酸イ1

鉄のブロックを全体に含む。下半にマンガンが点在する。

第71図  1区SK-3土坑実測図



また、 6b層は調査区の西側のみに遺存し、直下の7a-2層 を巻き込んでいる。

〔畦畔〕

畦畔は調査区のほぼ中央で5層 を削り込んでいく過程で1条 を確認した。方向はほほ真北方向である。検出部の

34m

鵬

34m

締

束

土層No 土 色 土  質 考

10YR4れ  褐色 砂質シルト 青灰色のブロックを含む。現代の水田耕作土。

2 5YR4/6  赤褐色 i71資 シルト 駿化鉄 を含む。

3 ЮYR4/2 灰黄IFJ色 抄質シルト 夫分をまばらに含む, F面 に緩やかな起代が見られる。水日耕作土。

4 10YR3/3 暗褐色 ンル ト 〕層に比べ鉄分が少ないせ下面に緩やかな起ltが見られる。水日ll作土そ

5 10YR3/3 暗褐色 砂質シルト オリーブ灰色の砂が混入。中央部から真岳卜に力Чナては均 に

砂を含むが、中央部から西部にかけてはプロック状に合も。

10YR4/2 灰黄褐色 ひ雪シルトφI～ 2mm程の鉄分を北状に含むt下面に凹凸が見られる。水日雑作土
10YR3/ユ  黒褐色 卜質粘土 φl～ 2mm程のマンガンを含むφlmm程の鉄分を若ヨ

含む。 下部に黄色上をプロック状に含む。水田耕作土。

7a  I 25Y4/2 暗灰貢色 ンル ト φl～ 2mmlの 箕分を含む。φ inim程のマンガンを台む,水田排作i。

0                  1m

土層No 土 色 土  質 考

7a-2 25Y5/2 暗灰黄色 シル ト ゅ卜!mm程 の鉄分を獣に含む o lmmliの大山灰他子をご(わず,ヽ こ合,水田招|〕

7b 25Y8/1 灰 自色 シルト 7a層の中に文山灰をアロック状に合む。下面に凹凸が見られる
`水

日耕作土

8 10YRワ 2 灰黄褐色 ル艘粘土 駿イヒ鉄をまばらに含む。φlmm程のマンガンをわすかに含む。

下面に紙やかな起伏が見られる。部分ntに 火山灰をわずかに含む。

9 25Y3/2 黒褐色 啜化鉄をまばらに含む。わlmm程のマンガンをわず力Hこ 台む,

10YR3/3 暗掲色 シ,レ ト ゆ2～ 3mm桜の炭化物を含む。鉄分をまばらに含む。
25Y3/2 黒 tgJ色 ルト質粘七 残化鉄をまばらに含む。ゎlmm程のマンガンを合b`砂れが混入する!

11 10YR2/3 黒褐色 卜質地上 峨化鉄をまばらに含む。ψl～ 2mm程のマンガンを含む(

12 10YR3/3 暗褐色 砂質ンルト 峨化鉄をまばらに含む。φl～ 2mm程の砂粒を多く含むc

第72図  2区北壁土層断面図



規模は長さ3.5m、 幅150cm、 高さ 2 cmである。畦畔の位置は

下層の 7a-2層 水田跡の畦 4と lmほ どずれる程度で 7

a-2層水田跡を踏襲している可能性も考えられる。

〔水田区画〕

水田区画は2区画確認された。検出部で区画①は東西長

3mを 計り、区画②は東西長4mを計る。全体の形状が判

V 山田条里遺跡 (第 7次)発掘調査報告書

卜 堕引 昨 _君 m

第73図  6層水田跡畦畔断面図
らないので詳細は不明である。

〔水田面の標高と傾斜〕

水田面の標高は区画①が34.30m、 区画②が34.16mで 北東から南西方向に傾斜している。勾配は5 cm/10mであ

る。区画内の比高差は検出部ではあるが区画①で 5 cm、 区画②で7 cmである。

〔出土遺物〕

6層 中からは土師器片が 1点出土している。

② 7層水田跡

7層 は耕作によって、よく攪拌された耕作土上部の 7a層 と起耕の際に耕作土の下部に形成されたブロック状の

土壌である 7b層 に分けられる。 7a層はさらに上下 2面の水田耕作土層に分けられた。 7a-1層 は調査区のほ

ぼ中央より東側に分布する。この 7a-1層 上面で擬似畦畔Bを確認した。

Y=0580

|

Y‐0580

|

第74図  2区 6層・ 7層水田跡



7a-1層水田跡

〔耕作土〕

耕作土は7a-1層で暗灰黄色のシルト質土である。厚さは4 cm～ 12cmで ある。

〔畦畔〕

畦畔は東西方向で検出部の規模は長さ3m、 幅50cm、 高さ2 cmで ある。

〔水田区画〕

6層水田の攪乱を受けている部分が多く7a-1層の水田跡としての区画は不明である。

〔水田面の標高と傾斜〕

7a-1層の遺存部の標高は擬似畦畔の両側とも34.21mでほぼ平坦である。

〔出土遺物〕

7a-1層 中から出土した遺物は、図化 したロクロ土師器片 1点 (第77図 2)のみである。

7a-2層 水田跡

7a-2層 上面では 7a-1層 水田及び 6層水田による耕作の影響を受けているため、畦畔は確認できなかった

が 7b層中において擬似畦畔跡を 3条確認した。また、この水田跡の畦畔の廷びを確認するため、調査区の東側に

拡張区を設定し追加の調査を行った。

〔耕作土〕

耕作土は調査区全体に分布する。暗灰黄色のシルト質土で厚さは6 cm～ 18cmで ある。灰白色火山灰を巻き上げ8

層上面まで耕作が及んでいる。

〔畦畔〕

7b層中で調査区の東側、中央、西側に下層の 8層が帯状に延びるのが確認された。8層 は自然堆積層であるこ

とからこれらは7a-2層 の耕作に伴う擬似畦畔Bと 判断した。畦 1は東西方向で検出部の規模は長さ3m、 幅

■Om、 高さは4～ 7 cmで ある。畦 4は南北方向で検出部の規模は長さ4m、 幅100cm、 高さは 3～ 5 cmで ある。畦

5は東西方向で検出部の規模は長さ3.5m、 幅1,3m、 高さは 2～ 3 cmである。

拡張区においては7b層上面で畦1に続くものと考えられる畦畔が確認された。東西方向とそれに直交する畦畔

卜
駒 2層水田跡 畦 1引

卜
7a-1層 水田跡 畦 1引

0                         1m
卜 7a-2層 7kH跡 畦4-――――引

第75図  7層水田跡畦畔断面図



V 山田条里遺跡 (第 7次)発掘調査報告書

跡を確認した。それぞれの規模は畦2が東西方向で長さ1.5m、 幅50clll、 畦3が南北方向で長さ1.Om、 幅30～50cm

である。

〔水田区画〕

区画①は調査区内の検出部では東西長3.5mを計るが、拡張区の区画②まで続くとすると東西長は6mを越える

ものと推定される。また、調査区と拡張区の間で南北方向の畦が存在する可能性も考えられる。区画③は畦の直交

部分の検出のみなので区画の詳細は不明である。区画④は拡張区において検出された畦畔跡が直交することにより、

方形区画と推定できる。また、規模は畦 1と 畦4が西側で直交し、畦 4と 畦5が東側で直交しさらに延びるとすれ

ば南北長約12m、 東西長約10mを 計る区画と推定できる。区画⑤においても畦4と 畦5が直交すると考えると方形

区画と推定される。区画③については東西長1.8mを計るが、詳細は不明である。

〔水田面の標高と傾斜〕

標高は34.08m～ 33.9mで、北東から南西方向、あるいは北から南方向に傾斜している。区画④と区画⑤の勾配は

5 cll1/9mである。区画内の比高差は検出部ではあるが区画④で 3 cm前後、区画⑤で5～ 6 clllである。

〔出土遺物〕

7a-2層、 7b層中からは土師器片3点、須恵器片1点が出土したのみで、図化できたものは無い。

SK-1

Y=0578

+幽

均347m
幣 46m

0                   1m

土層No 土    色 土  貿 備 考

1 25Y4/2  暗灰責 t シルト質砂 酸化鉄 をプロック状に含む。

2 25Y4/2  暗灰黄t ンルト質砂 1層 に比べて酸化鉄を多く含む。黄色の上をアロック扶に合む。

第76図 SK-1・ 2土坑実測図



3)土坑

1号土坑一SKl

2層上面で検出した。調査区の東壁にかか り、全体の形状は判らないが楕円形もしくは円形と推定され、規模は

検出部分で長径200cm、 短径100cm、 深さ55cmで ある。堆積土は暗灰黄色のシル ト質砂で、一度に埋め戻されている

と考えられる。出土遺物は無 く、年代や性格は不明である。

2号土坑―SK2

2層上面で検出した。調査区の中央から東よりに位置する。側溝にかかる部分は、崩落のため無 くなってしまっ

た。全体の形状は判らないが、楕円形と推定される。規模は検出部分で長径170cm、 短径100cm、 深さ30cmである。

堆積土はSK-1同様暗灰黄色のシル ト質砂で、一度に埋め戻されていると考えられる。出土遺物は無 く、年代や

性格は不明である。

＼

2

0                                1ocm

番 号 登録番 号 出上区 基本婿 Ч上 遠構 遺構 膳 根上番 号 種 別 器 種 器高 回径 底 径 (外  面)特    徴  (内  面 ) 写真図版
D-1 赤焼 土器 啄 (31) ロクロ 38-3-2

2 D-2 2 7a-1 上師器 高台付lT ロクロ底部回転糸切 り ヘラ ミガキ 非黒色処理 38-3-1

第77図  出土遺物実測図

フ まとめ

① 今回の調査区は遺跡中央からやや西よりで、 1区は2次調査A区、 4次調査2区の北側、 2区は4次調査2区

の西側の地点にあたる。標高は1区で36.8m前後、 2区で36.5m前後である。

② 水田跡は1区では2層、 3層、 4層、 2区では3層 。4層・ 6層 ・7層が水田土壌と判断された。

③ 確認できた畦畔は1区では4層水田跡に伴う擬似畦畔Bが 1条、 2区では6層水田に伴う畦畔が 1条、 7a―
1層水田跡に伴う擬似畦畔Bが 1条、 7a-2層 水田跡に伴う擬似畦畔Bが 5条である。各畦畔はほぼ真北方向

を基準としている。

④ 水田区画は1区画が完全に検出できたものは無かったが、 2区 7a-2層水田跡では、調査区内から続くと見

られる畦畔跡が拡張区でも検出され、 1区画の規模を南北長12m、 東西長10mの方形区画と推定できた。

⑤ 水田の時期は1区 4層水田跡と2区 7層水田跡については灰白色火山灰を巻き上げて耕作していることから、

915年以降と考えられる。 4a層、 7a-1層 からそれぞれ土師器、須恵器が出土し、それ以降の遺物が出土し

ていないことから平安時代の中に位置付けられるものと考えられる。また、平安時代後半以降と位置付けられて

いる4次調査 2区のⅢ層水田跡と対応すると考えられるが、今回の調査では出土遺物が少なく詳細な時期までは

特定できなかった。それ以外の水田層については出土遺物が無く時期は不明である。

①  l区 4層水田と対応する2区 7層水田についてみてみると、水田面の標高差は約50cm～70cmで今回の2つ の調

査地点において平安期における地形は北東から南東方向に傾斜していたと考えられる。

⑫ 4次調査区1区、 2区で検出された灰白色火山灰直下層の水田跡は検出されなかった。

① 2次調査A区、4次調査 2区 よりも北西地域でも平安期の水田域が広がることが確認できた。
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3 中央部検出状況 (東 より)

図版31 1区 4層水田跡
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1 4層下部の状況 (南 より)

5層上面検出状況 (南 より)

耕作の痕が点々と残る

3 調査終了時 6層上面 (南 より)

図版32 1区調査状況



■
厳

慕
打一鰻

げ
´

．
・

ヽ 一一一鸞

l SK3断 面 (南より)

2 東壁土層断面

3 4層水田跡疑似畦畔 B断面

図版33 1区土坑断面・土層断面
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1 表土除去状況 (西 より)

2 SKl断面 (西 より)

3 SK2断面 (南 より)

図版34 2区の状況 と土坑断面



1 6層水田跡畦畔検出状況

(】とより)

7a-1層 ・ 7a-2層
検出状況 (東より)

3 7a-2層 検出状況 (東 より)

図版35 2区 6層 。7a層調査状況
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1 7b層 上面検出状況 (西 より)

7b層下部検出状況 (東 より)

黒い帯状が 7a-2層 水田跡

疑似畦畔B

3 7b層 下部検出状況 近景
(南西より)

図版36 2区 7b層調査状況
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1 拡張区 7b層検出状況 (東 より)

畦畔は 7a-2層 水田跡疑似畦畔B

2 3層上面検出状況 (東 より)

126

3 調査終了時 9層下部 (東 より)

図版37 2区 7b層～ 9層調査状況
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1 北壁土層断面

2 北壁土層断面

出土遺物
1 上RT器杯 (2区 7a-1層第77図 2)

2 赤焼土器杯 (1区 4b層 第77図 1)

図版38 2区  土層断面、出土遺物





Ⅵ 富沢遺跡 (第 122次)発掘調査報告書

1 調査要項

遺  跡  名  富沢遺跡 (宮城県遺跡番号01369)第 122次調査

調 査 地 点  仙台市太白区長町南三丁目10-1

調 査 期 間  平成14年 4月 15日 ～ 4月 25日

調査対象面積  203∬

調 査 面 積  45∬

調 査 原 因  共同住宅建築

調 査 主 体  仙台市教育委員会 (文化財課)

担 当 職 員  主査 工藤哲司  文化財教諭 加藤徳明

2 遺跡の位置と環境

富沢遺跡は、仙台市の東南部の沖積地に位置している。このあたりは、北西部から西部にかけては奥羽山脈から

派生した青葉山丘陵に、北東部から東部にかけては広瀬川の形成した自然堤防に、南狽Iは名取川の形成した自然堤

防に囲まれ、「郡山低地」と呼ばれている。富沢遺跡は郡山低地の西半部に広がっており、登録面積は約90haに及

んでいる。遺跡の標高は16～ 9mで、北西から南東方向に緩やかに下がっている。これまでに100次 を超す発掘調

査が行われ、弥生時代から近世・近代に至る水田跡が重層して発見されており、当地方の水田の変遷を知ることが

できる。また、水田跡の下層からは縄文時代や旧石器時代の遺構・遺物も発見されている。周辺の丘陵部や自然堤

防上には、縄文時代から中・近世に至るまでの集落跡や古墳などの多 くの遺跡が存在しており、仙台市内でも特に

遺跡が濃密に分布する地区にあたる。

調査に至る経過と調査方法

本調査は、平成13年 12月 27日 付けで、嶋田忠悦氏より発掘届が提出されたことにより実施した。建築予定地は、

アスファル ト舗装され駐車場となっていたため、建築範囲についてアスファルトをカットしたのち、重機により盛

土層と近年の水田耕作土層 (1・ 2層 )を排除した。盛土及び表土層は地権者の協力により場外に搬出した。地表

面の掘削範囲は南北13m。 東西 8mであるが、盛土層が1.2～ 1.3mと 厚いため、盛土層と 1・ 2層 除去範囲は南北

9m。 東西 5mである。実際の調査は南北 7m・ 東西 3mの範囲で実施した。調査は 1・ 2層 の残 りと3層 の除去

から開始し、東狽1に隣接する第33次調査における調査成果をもとに水田跡の検出を層毎に実施した。第33次調査に

おいて水田跡が検出された層と対応する地層より下層についても一部を深堀 して土層の観察を行った。

測量は、任意の基準点で行った後、この基準点から調査区の近くに設置した国家座標 X系の基準杭 2点を計測し

て座標位置を求めた。

4 基本層序

今回の調査地点は、掘削深度の範囲 (現地表から4m。 旧表土から28m)で 21層 に分層した。 1層 は土地区画

整理が実施される前の水田耕作土層で、 2層 は 1層水田耕作土層の下に形成された酸化鉄集積層である。 3層 も良

くこなれた土層で、水田耕作土層と観察される。 4層 から13層 にかけては、水田耕作土と考えられるブロック状の
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第78図 宮沢遺跡の調査地点 と周辺の遺跡

富沢遺跡周辺遺跡地名表
Y=+4 170km

|

Y=+4 190km

|

X=-197600
にm

|     I X一
Ю7解

0     5     10     15m

oヾ 追 跡 名 種 代

宮沢遺跡 後背湿地 ロイ〒器 lt文  弥4i 古襲 古代～近 世

2 土手内Il穴 堪帯

上手内窯積群

丘陵卒1面 古墳  余良

3 砂押古墳 丘陵麓 |■噴 (PlJA)

4 砂押犀敷遺跡 丘陵徒 余良 平安

金洗沢古蹟 丘陵麓 古墳 (H墳 )

6 金岡八VY古墳 自然堤防 古
jlt(円

墳 )

7 泉崎浦遺跡 自然堤防 寸社文 弥生 占墳 古代 近 世

8 教塚古墳 自然堤防 古
jrR(円 lA)

山口遺跡 自然堤防 電文 Иヽ生 占墳  占代 中 ll

10 下ノ内lll遺 跡 自然堤防 電文 弥生 占墳 古代 中世I

11 下ノ内追跡 自然堤防 電文 弥生 古ザi 占代 中 ll

12 宮沢Fq丁 日占碑群 自然堤防

13 六反日遣跡 自然堤防 電文 弥」i ttjA 古代 近 世

14 袋束遺跡 自然堤防 占墳 平安

15 袋前追跡 自然堤防 Jこ 文 余良 平 安

大野EI古峨 lllr 自然堤防 古瑣 (前 方方1可駿 ‖1墳 )

17 元袋道跡 自然堤防 駒ヽ■ 余良 平安 中世 近 ■

18 大野田遺跡 自然堤防 篭文 弥生 奈良 平安

Iノ 壇遣跡 自然堤防 電文 防ヽ■ 古墳 古代 中世

長町六丁目遺跡 自然堤防 奈良 平安

長町商遺跡 自然堤防 奈良 平安

22 新■1道 跡 自然堤防 奈良 平安

第122次調査区

第79図 第122次調査区配置図
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土壌を含む地層と自然堆積層と観察される互層上の土層が交互に存在する。13層以下は、未分解の植物遺体が自然

堆積した層を主体とする地層が連続する。 (第81図 )

5 発見遺構 と出土遺物

今回の調査地点の基本層序と、第33次調査の基本層序は下表のように射応するものと判断した。

第 3表 第122次 と第33次調査の土層対応表 (ア ミかけの地層は第33次調査の水田跡または水田土壌検出層)

第122次 第33次 第122次 第33次 第122次 第33次

1層 2層 ? 6層 10層 (平安 ) l層 18層

2層 7層 12b'13・ 14層 12層 19層 (弥生 :枡形囲式)

3層 3 8層 15a・ 15b(弥生 :十三塚式) 13層 20層上部

4層 5b層 (平安 ) 9層 16層 14層 20層下部

5屑 8層 (平安 ) 10層 17曙 (弥 生 :十二塚式 ) 5層 21層

4層 は「灰白色火山灰」 (注 1)や黒色粘上のブロックを含む事から水田耕作土層と判断され、後記のようにプ

ラント・オパール分析の結果でも水田耕土の可能性が指摘されているが、畦畔等の遺構及びその擬似畦畔B等の痕

跡についても検出されなかった。なお、 4層 は「灰白色火山灰」降下後に耕作土が形成されていることから10世紀

前葉以降の年代が考えられる。

5層 についても、層中に「灰白色火山灰」をわずか

に含んでいるが、独立した耕作土層であるのか、 4層

水田耕作土の下部を構成する酸化鉄集積層であるのか、

明確な判断はできなかったが、観察結果では後者の可

能性が高い。
X=-197 600km

6層 も黒色粘土 。オリーブ黒色粘土等を含み攪拌さ  ~

れた状況を呈する土壌であり、プラント・オパール分

析でも水田耕土壌の可能性があるが、水田遺構は検出

されなかった。

8層・10層 。12層 についても第33次調査の成果から

水田関係の遺構が検出される可能性があったので、そ

の前後の地層を含めて慎重に調査を行ったが、第33次

調査で検出されたような畦畔や溝殊など水田跡の存在
X=-197 610kD

を示す遺構は検出できなかった。このことは、プラン  ー

ト・オパール分析において。 8層 ではイネのプラン

ト・オパールが検出されず、10層 。12層 ではプラン  ,
卜・オパールが検出されているもののその量が少なく

稲作が行われた可能性が低いとされた結果と一致 して

いる。ただし、 8層 。10層 。12層 については、その前

後の互層状の土層とは異なり、攪拌を受けてこなれた

状態の土壌で、層の底面に凹凸も観察され、水田土壌

の可能性があることや、宮沢遺跡ではなんらかの事情

Y=+4 170km

|

「

建築予定範囲

X=-197 600km

X=-197 610km

0                5m

|

Y=+4 170km

第80図 第122次調査区実測図



第81図 第122次調査区東壁断面図

により、プラント・オパール分析の結果で水田土壌と認定する基準値 (今回の升紙 を行った古環境研究所の基準で

は3,000個/g)以下や、プラント・オパールが未検出でも畦畔が検出される場合があったので、直ちにこれらの 3

層が水田跡であったか否かは判断できない。水田跡であった場合、畦畔等これに伴う遺構が検出できなかった理由

は明らかでないが、近隣地区でのこれまでの調査と今後の調査の成果によって、当該土層の評価をする必要がある。

出土遺物は、 3層中から摩滅したロクロ土師器郭の破片が 1点あるだけである。

6 まとめ

① 本調査地点は旧水田から約2.8mの 深さまでの地層を21層 に分けることができた。

② 東側に隣接第33次調査地点と地層の関係が明らかになり、 4層 。6層が平安時代の水田層に、 8層が弥生時代



層  位 上 色 土  貿 備 考

1 ,Y3/1  オリーブ黒t シル ト質粘土 酸化鉄を網 目状にわずかに含む。

2 25Y3/1 黒褐色 シル ト質粘上 酸化鉄を含むが、グライ化 している。

3 ,Y2/1  黒色 粘 土 酸化鉄を少量含む。

4
10YR4/1 褐灰色 臨土 酸化鉄を下部に霜降状 に含む「灰 白色火山灰Jを まば らに含む、黒t

粘上のプロックをまばらに含む。

5 5Y3/2  オリーブ黒[ 佑土 酸化鉄を多量に含む、「灰白色火山灰Jわずかに含む。

6 25Y3/1 黒褐色 粘 土 黒色粘土 オリーブ黒色 シル ト質粘土及び酸化鉄をわずかに含む。

10Y5/2 オリーブ灰色

10YR1 71黒色

10Y6/2 オリーブ灰色

5Y3/1  オリーブ黒色

土

土

土

土

粘

粘

粘

粘

05～ 2cmの厚 さで互層状に堆積 (自 然堆積 )

8 5Y5/2  灰オリーブ色 佑土 黒色粘土 とオリーブ灰色粘土をブロック状にわずかに含む。

9 ЮYR2/3 黒褐色

10YR4/3 にぶい黄掲色

10YR2/1 黒色

粘 土

粘 土

1～ 2cmの 厚さで互層状に堆積、未分解の植物遺体を多く含む (自 然

堆積)

5Y2/2  オリーブ黒色 粘 土 未分解の植物遺体 を含む。

5Y4/3  暗オリーブ色

10YR17/1黒色

10YR3/3 暗褐色

25Y4/2 暗灰黄色

土

土

上

土

粘

粘

粘

粘

05～ lcmの 厚 さで互層状 に堆積、未分解の植物遺体 を含む (自 然堆

積 )

25Y3/2 黒禍 色 粘 土 雫褐色粘土及び未分解の植物遺体を含む。

25Y3/1 黒褐色

25Y4/3 黒褐色

10YR17/1黒色

5Y2/2  オリープ黒色

粘土

粘土

粘土

粘土

)5～ 2cmの 厚 さで互層状 に堆積、未分解の値物遺体 を含 む (自 然堆

貰)

25Y3/3 賠オリーブ褐色 粘 土 未分解の植物遺体 を含む (自 然堆積 )

10YR1 71黒色 粘 上 木分解の植物遺体 を多 く含む (自 然堆積 )

10YR3/1 黒IB色

10YR1 71黒色

10YR2/3 黒褐色

粘 土

粘 上

粘土

2～ 5cmの厚さで互層状に堆積、未分解の植物遺体を含む (自 然堆積)

17 ЮYR17/1黒 色

10YR4/3 にぶい黄褐色

10YR3れ  1旨 褐色

粘土

粘土

粘土

1～ 5cmの厚さで互層状に堆積、未分解の植物遺体を多く含む (自 雰

堆積)

10YR〃 1 黒色 脂土 未分解の植物遺体 を少量含む (自 然堆積 )

,Y2/1  黒色 粘土 未分解の植物赳体 を少量含む (自 然堆積 )

20 25Y2/1 黒色 粘土 未分解の植物遺体 を少量含む (自 然堆積 )

,Y4/2  灰オリーブ色

ど5Y2/1 黒色

粘土

粘土

2～ 5cmの厚 さで互層状に堆積 (自 然堆積 )

Ⅵ 富沢遺跡 (第 122次)発掘調査報告書

第122次調査区土層注記

中期後半の十三塚式期に、10層 が弥生時代中期十三塚式から桝形囲式期に、12層 が中期中葉桝形囲式期に対応さ

せることができた。

③ 4層 。6層 については、水田に関係する遺構は検出されなかったが、土壌の観察とプラント・オパール分析の

結果、当該地にも水田が存在したことが明らかになった。

④ 8層・10層 。12層 は、土壌の観察では水田耕作土層の可能性が考えられたが、畦畔等は検出されず、またプラ

ント・オパール升紙 の結果でもイネのプラント・オパールが検出されないまたは検出数値が低かった。これらの

土層については、水田が形成されていたが、なんらかの事1晴でのイネのプラント・オパールが検出されなかった

のか、非耕作域のような地区であったのかは今後の検討課題である。

(注 1)「灰白色火山灰」 (庄子・山田 :1980)は 、現在、十和田a火山灰 (To一 a)と 同定されており、降下年代は西暦

915年初夏とされている (町田 :1981・ 1996)。

参考文献

主浜光朗 (1988):「 富沢遺跡第33次発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第117集



1 調査区全景 (南西より)

2 4層上面検出状況 (北 より)
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3 6層上面検出状況 (南より)

図版39 調査区全景と4～ 6層調査状況



1 6層下部から7層上面検出状況

(南 より)

2 8層上面検出状況 (南 より)

3 8層下部から9層上面検出状況
(南より)
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1 10層上面検出状況 (南より)

2 11層上面検出状況 (南 より)
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7 宮沢遺第 122次調査におけるプラン ト・ オパール分析

株式会社 古環境研究所

1)は じめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (Si0 2)が蓄積したものであり、植物が枯れたあと

も微化石 (プ ラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。プラント・オパール分析は、この微化

石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定および古植

生 。古環境の推定などに応用されている (杉 山、2000)。 また、イネの消長を検討することで埋蔵水田跡の検証や

探査も可能である (藤原・杉山、1984)。

富沢遺跡第122次調査は、第33次調査の南西側に位置する。第33次調査では、平安時代から弥生時代にかけての

水田跡が検出されたことから、当該調査区においても同時期の水田跡の包蔵が推定された。そこで、プラント・オ

パール分析を行い稲作 (水田)跡の可能性について検討することになった。

2)試料

分析試料は、東壁の4層 (褐灰色粘土)、 6層 (黒褐色粘土)、 8層 (灰 オリーブ色粘土)、 10層 (オ リーブ黒色

粘土、12層 (黒褐色泥炭質粘土)の 5点である。分析結果の模式柱状図に試料採取箇所を示す。

3)分析法

プラント・オパールの抽出と定量は、プラント・オパール定量分析法 (藤原、1976)を もとに次の手順で行った。

① 試料を105℃ で24時 間乾燥 (絶乾)

② 試料約 lgに直径約40μ mの ガラスビーズを約0.02g添加 (電子分析天秤により0.lmgの精度で秤量)

③ 電気炉灰化法 (550℃ ・6時間)に よる脱有機物処理

④ 超音波水中照射 (300W。 42KHz。 10分間)に よる分散

⑤ 沈底法による20μ m以下の微粒子除去

⑥ 封入剤 (オ イキット)中 に分散してプレパラート作成

⑦ 検鏡 。計数

検鏡は、おもにイネ科植物の機動細胞 (葉身にのみ形成される)に 由来するプラント・オパールを同定の対象と

し、400倍 の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラ

ー ト1枚分の精査に相当する。

検鏡結果は、計数値を試料 lg中のプラント・オパール個数 (試料 lgあ たりのガラスビーズ個数に、計数され

たプラント・オパールとガラスビーズの個数の比率を乗じて求める)に換算して示した。また、おもな分類群につ

いては、この値に試料の仮比重 (10と 仮定)と 各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個 あたりの植物体乾重、単

位 :105g)を 乗 じて、単位面積で層厚 l cmあ たりの植物体生産量を算出した。イネ (赤米)の換算係数は2.94

(種実重は1.03)、 ヨシ属 (ヨ シ)は 6.31、 ススキ属 (ス スキ)は 1.24、 ネザサ節は0.48、 クマザサ属 (チ シマザサ

節 。チマキザサ節)は075お よびミヤコザサ節は0.30で ある。

4)結 果

分析試料から検出されたプラント・オパールは、イネ、ヨシ属、ススキ属型、タケ亜科 (ネ ザサ節型、クマザサ

属型、その他)お よび未分類である。これらの分類群について定量を行い、その結果を表 1お よび図1に示した。



表-1 第司22次調査のプラン ト・オパール分析結果
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唖
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―

    
―

                             
―検出密度    検出密度                           推定生産量

匝困泥炭質粘上

図-1 第122次調査のプラン トオパール分析結果

検出密度 (単位 :X100個 /g)

地点名

分 類 群 (和 名。学 名 )＼ 土 層

東壁

6 8    10    124

イネ科     Gttmilleae(Grasses)

イ ネ     助 zα sFttυα(dOmesdc �ce)

ヨシ属    烈叛螂 滋s(reed)

ススキ属型  Mttca%肋然 type

密   イ」         び

7   ∂        び

′イ    ♂

び

σ

タケ亜科    Bambusoideae(Bamboo)

ネザサ節型  河激羽2stts sectハ杉zpsα type

クマザサ属型 肋M(exCeptttα力οzαSα)type

その他    Ohers

F∂   ′」   ,2    び

69   ∂∂   」′    ♂    び

7                  ′Z

未分類等   UnknOwn ′24  ′∂′   ′28   イ∂   イθ

プラント・オパール総数 」イJ  294  2′ ′    Z7   孵

おもな分類群の推定生産量 (単位 :kg/だ 。cm)

イ ネ   鈎 zα M力υα(dOmesic ttce) β.%′ .」J   θ.′∂ θ.イ

ヨシ属   p加 響ηたくreed)    θ.密 θ.望′  θ.認

ススキ属型  除 翻%励熔 type      lθ .′ 7θ.″      θ.露

ネザサ節型  PJ叛羽称嫁 sectハ珍zFsα tyype l θ.%θ .θ7θ.万 θ.鋸

クマザサ属型 膨M(exCeptttα力οzttα )type l θ.ν θ.%θ .郎 θ.防 θ."

“　　・　　　　　　　一　　　　　・　　　い

国 粘土

―:100g/ぽ・∽未満
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主要な分類群については顕微鏡写真を示す。以下に各分類群の検出状況を記す。

イネは 4層、 6層、10層および12層 で検出されている。 4層 と6層 では高い密度である。ヨシ属は 4層、 6層、

10層 で検出されているがいずれも低い密度である。ススキ属型は4層、 6層、12層 で検出されているが、これも低

い密度である。ネザサ節型は 4層、 6層、8層 および10層 で、クマザサ属型はすべての試料から検出されているが、

両分類群は各層とも低い密度である。

5)富 沢 遺 跡 第 122次調 査 にお ける稲 作 跡

仙台平野において稲作跡の検証や探査を行うにあたっては、これまでの調査からイネのプラント・オパールが試

料 lgあ たりおよそ3,000個 以上の密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断して

いる。当該調査では、 4層 と6層 でそれぞれイネのプラント・オパールが7,600個 /g、 4,500個 /gと 高い密度で検

出されている。このことから、両層については稲作跡である可能性が高いと考えられる。なお、10層 と12層 でもイ

ネのプラント・オパールが検出されているものの、いずれもプラント・オパール密度は600個/gと低い値である。

したがって、これらについては稲作跡である可能性を否定することはできないものの、上層あるいは他所からイネ

のプラント・オパールが混入した危険性が高い。仮にこれらで稲作が行われていたならば、プラント・オパール密

度が低いことの原因としては、 1)稲作の行われていた期間が短かった、 2)稲真の多 くが耕作地の外に持ち出さ

れていた、 3)イ ネの生産性が低かった、 4)土層の堆積速度が非常に速かった、などが考えられる。

イネ以外の分類群の検出状況では、日立った特徴は認められないが、 4層、 6層および10層 でヨシ属がわずかな

がら検出されている。よって、これらの層の堆積時には調査地の周辺にヨシの生育するような湿地が存在したと推

定される。

文献

杉山真二 (1987):「 タケ亜科植物の機動細胞珪酸体」『富士竹類植物園報告第31号』p70-83

杉山真二 (2000):「 植物遊酸体 (プラント・オパール)」 『考古学と植物学.同成社,p.189-213

藤原宏志 (1976):「プラント・オパール分析法の基礎的研究 (1)一 数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分析法―」

『考古学と自然科学 9』 p.15-29

藤原宏志・杉山真二 (1984):「プラント・オパール分析法の基礎的研究 (5)― プラント・オパール分析による水田址の

探査―」『考古学と自然科学17』 p.73-85
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1 調査要項

遺 跡 名  富沢追跡 (宮城県遺跡番号01369)

調査地点  太白区長町南一丁 目

108-4、 108-6の 一部

調査期間  平成14年 9月 24日 ～ 9月 25日

調査対象面積   102∬

調査面積

調査原因

調査主体

担当職員

28r百

個人住宅建設

仙台市教育委員会 (文化財課 )

教諭 豊村幸宏

2 遺跡の位置と環境

遺跡の環境については、第122次発掘調査報告書を参照されたい。今回の調査地点は、平成 3年から平成 4年 に

実施された77次調査区の南側に隣接し、遺跡東部の住宅地に当たり、標高は約1lmで ある。

3 調査に至る経過と調査方法

平成14年 8月 30日 付けで佐藤幸人氏より仙台市太白区長町南一丁目108-4、 108-6の 一部に於ける柱状地盤改

良工事を伴う木造 2階建個人住宅建築工事に係わる発掘届が提出された (教生文第 4-133号 で回答)。 これを受け

て平成14年 9月 24日 に、建物予定地内に東西 7m、 南北 4mの調査区を設定して調査を実施した。調査地内は1lm

の盛土に覆われていたことから、盛土下で東西 4m、 南北 2mに調査区を縮小した。北側では13層 まで断面調査を

実施し、南側では 5層上面まで遺構検出作業を行った。安全面に配慮して現地表下から2.2m掘 り下げたところで

調査を終了した。

隣

接

地

境

界

線

第82図 調査区配置図 (1/200)
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上層No 土    色 土  性 備 考

1 ,Y3/1  オリーブ黒t ルト質お土 兜化鉄登誉氷、マンガン斑、木炭北、砂粒を含む。日水日耕作J

75Y3/1  オリーブ黒色 帖土 院化鉄鼻管状、マンガン斑、木炭粒、砂れを含む。水日土壌。

2b F5Y4/1 灰色 lt土 茂化鉄野曾状、マンガンlkl、 木掟粒、砂粒を含む。水日上壌。

3 ,Y3/1   オリーブ黒色 シルト質粘上 炭化歎r‐ 、マンガンli、 灰自色火山灰ブロック少Ξ含む。来日土壊。

10YR4/2 灰黄l.3色 ルト質粘士 マンガン泣、木炭花、灰自色火山灰ブロツクを含む,水 日土壌。

10YR3/2 黒褐色 粘 土 5層 アロック、駿イと鉄粒、木炭池、反白色火1灰ブロックを含む,/VN田 土壊

5 10YR5/3 にがい責褐雀 粘 土 酸化鉄粒、マ ンガン粒 を含む。

10YR4/2 灰黄IFJ色 粘土 酸化鉄粒、マ ンガン粒 を含む。

0                      2m

土層No 土    色 土  性 備 考

10YR4/2 灰賛r3色 階土 酸化鉄粒、マンガン粒、 7層 ブロックを含む。水日土壌。

10YR6/3 にぶい責橙絶 佑土 酸化鉄粒、マ ンガン粒、木炭粒 を含む。

8 10YR4/2 灰黄褐色 粘 土 鞍化鉄粒、マ ンガン粒、本炭粒を含む。水田土壌。

25Y6/3 にぶい貰色 粘 土 酸化鉄班 粒、マ ンガン粒、木炭粒 を含む。

25Y5/3 黄褐色 粘 土 酸化鉄斑、マ ンガン粒 を含む。

l] 35Y4/1 黄灰色 粘 土 25Y5/2費灰色粘土、10YR″ 1黒色泥炭質粘上を縞状に含むぐ

12 75Y5/1 灰色 粘土 酸化鉄班、木炭粒を含む。

,Y3/1  オリーブ黒建 粘上 木炭粒 を含む。

第83図 調査区北壁断面図

4 基本層序

区画整理の際の盛土が1.lmあ り、その下に旧表土の水田耕作土 (1層)がある。調査区で確認した基本層は、盛

土下から標高8.8mま で大別13層 、細別16層 である。

1 層 :オ リーブ黒色シル ト質粘土。層厚は 7～ 17硼である。下面は緩やかに起伏している。

2a層 :オ リーブ黒色粘土。層厚は 3～ 10cmで ある。下面は緩やかに起伏している。

2b層 :灰色粘土。層厚は 2～ 6 cmである。調査地点の東側で 3層 に食い込むようにして検出された。

3 層 :オ リーブ黒シル ト質粘土。灰白色火山灰小ブロックを含む。層厚は 2～ 10cmで ある。下面は緩やかに起

伏している。

4a層 :灰黄褐色シル ト質粘土。灰白色火山灰小ブロックを含む。層厚は 2～ 8 cmで ある。下面は平坦である。

層上面に厚さ 1～ 2 cmの酸化鉄集積層がある。

4b層 :黒褐色粘土。灰白色火山灰小ブロックを含む。層厚は 6～ 12cmで ある。下面は凹凸が著 しく、 5層

土を巻き上げている。

5 層 :に ぶい黄褐色粘土。層厚は 3～ 10cmで ある。上面は4b層の攪拌によって凹凸が著しい。下面は平坦で

ある。

6a層 :灰黄褐色粘土。層厚は 4～ 10cmで ある。下面は平坦である。

6b層 :灰黄褐色粘土。層厚は 3～ 12cmで ある。下面は凹凸が著しく、 7層土を巻き上げている。

7 層 :に ぶい黄橙色粘土。層厚は 7～20cmである。上面は6b層の攪拌によって凹凸が著しい。下面は一部に

凹凸がある。

8 層 :灰黄褐色粘土。層厚は4～ 12cmで ある。下面は緩やかに起伏している。

9 層 :に ぶい黄色粘土。層厚は16～28cmで ある。下面は起伏がないが西側で落ち込んでいる。

10 層 :黄褐色粘土。層厚は 5～ 10cmで ある。下面は緩やかに起伏しており、西側で落ち込んでいる。

11 層 :黄灰色粘土。暗灰黄色粘土と黒色泥炭質粘土を縞状に含む。層厚は12cmで ある。下面は平坦である。
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12 層 :灰色粘土。層厚は 8～ 12cmで ある。下面は平坦である。

13 層 :オ リーブ黒色粘土。層厚は10cm以上である。

5 まとめ

1)水田耕作土

調査の結果、畦畔状の高まりなどの水田にかかわる遺構は確認されなかった。なお、北側に隣接する第77次調査

区では、中世の竪穴遺構、掘立柱建物跡、溝跡などの遺構が多数検出され木簡や鳥帽子などの遺物が出土している

が、今回の調査では当該期の遺構は発見されなかった。断面観察から、下面の凹凸と直下層を起源とするブロック

の混在により、現代の水田耕作土の 1層 を除いた 2a層、 2b層、 3層、 4a層、 4b層、 6b層、 8層が水田層

と考えられる。年代的には10世紀前半に降下したと言われている灰白色火山灰をブロック状に層中に含む4b層が、

降灰直後の水田層と考えられることから、 2a～ 4a層は10世紀前半以降近 。現代以前の時間幅に収まるものと捉

えられる。このうち、 2a・ 2b層については、層中に灰白色火山灰を含まず、火山灰降下直後に復旧された水田

耕作土ではないこと、第77次調査の 2b層・ 3a層 との対応が考えられることから近世～現代に、 3層・4a層 に

ついてはいずれも火山灰小ブロックを含み、火山灰降下以降連続して耕作が続けられていたことが想定されること

から平安時代中葉～中世頃の年代が考えられる。 6b層 と8層 については、それぞれ第77次調査の8b層 と10層 に

姑応するものと考えられ、概ね、古墳時代から奈良時代までの年代に位置付けられる。

2)ま とめ

① 今回の調査は、富沢遺跡の東部、第77次調査区の南側に隣接する地点で実施した。

② 調査を実施した深さ約2mの地層は大別13層、細別16層 に分けられた。

③ 現代の水田耕作土層である1層 を除き、 2a、 2b、  3、 4a、 4b、 6b、 8層が水田耕作土層と考えられ

る。

④ 水田の年代は、 2a。 2b層が近世～現代、 3・ 4a層が平安時代中葉～中世、 4b層が10世紀前半頃、 6

b・ 8層が古墳時代～奈良時代に所属するものと考えられる。

引用 。参考文献

阿子島功 (1991):「 東北地方 10C頃の降下火山灰について」『中川久夫教授退官記念地質学論文集』

五十嵐康洋 (1991):「 富沢遺跡第77次調査報告書」『富沢・泉崎浦・山口遺跡 (4)』 仙台市文化財調査報告書第163集

太田昭夫 (1991):「 富沢遺跡第30次調査報告書第 I分冊 (縄文～近世)」 仙台市文化財調査報告書第149集

斎野裕彦 (1987)i「 富沢 ―富沢遺跡第15次発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第98集

庄子貞雄・山田一郎 (1980):「 宮城県に分布する灰白色火山灰について」『宮城県多賀城跡調査研究所年報1979』

東 日本の水田跡を考える会 (1990):「水田跡の基本的理解 一水田跡の検出と認定」『第 3回東日本の水田跡を考える会 ―

資料集』

平間亮輔 (1989):「 富沢遺跡35次発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第150集



1 調査前風景 (南東より)

4b層上面検出状況 (南西より)
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5 北壁断面 (南 より)
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5層上面検出状況 (西 より)
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2 4a層 上面検出状況 (南 より)

6 北壁断面 (南東より)

8 北壁断面東半部 (南 より)7 北壁断面西半部 (南 より)

図版42 調査状況・土層断面
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1 調査要項

遺 跡 名  富沢遺跡 (宮城県遺跡番号01369)

調 査 地  仙台市大白区鹿野三丁目223-13

調査期間  平成14年 10月 22日 ～10月 24日

調査対象面積   156だ

調査面積  42だ

2 遺跡の位置と環境

遺跡の環境については、本報告書所収の富沢遺跡第122次調査報告及び既刊の富沢遺跡報告書を参照されたい。

今回の調査地点は平成 2年にそれぞれ調査を実施した第60次調査区の西側、第61次調査区の北側に隣接し、標高は

約12mである。

3 調査に至る経過と調査方法

平成14年 9月 3日 付で菅井幸子氏より仙台市太白区鹿野三丁目223-13に おける共同住宅建築工事に係わる発掘

届が提出された。これを受けて平成14年 10月 22日 に、建物予定地内に東西 6m、 南北 7mの調査区を設定した。 7

層まで平面的に調査 し、それ以下は断面観察にとどめた。安全面に配慮して現地表下から約 2m掘 り下げたところ

で調査を終了した。

4 基本層序

区画整理の際の盛土が約 lmあ り、その下に旧表土の水

田耕作土 (1層 )がある。調査区で確認した基本層は盛土

下から標高約10mま で11層である。

調査原因

調査主体

担当職員

1層

2層

3層

共同住宅建築

仙台市教育委員会 (文化財課)

主 任   渡部 紀

文化財教諭 加藤徳明

褐灰色の粘土質シル ト。層厚は 5～ 13cmである。

旧水田耕作土。

褐灰色の粘土。層厚は 4～ 16cm。 下面はやや起伏

がある。水田耕作土。

褐灰色の粘土。灰白色火山灰ブロックを少量含む。

層厚は 4～ 25cm。 下面は著しい起伏がある。水田

耕作上。

褐灰色の粘土。灰白色火山灰ブロックを少量含む。

層厚は 2～ 19cm。 下面は著しい起伏がある。水田

耕作土。

暗灰黄色の泥炭質粘土。下面はやや起伏がある。

層厚は 6～ 17cm。 水田耕作土の可能性がある。

にぶい黄褐色の泥炭質粘土。層厚は 2～ 16cmや や

起伏がある。自然堆積層の可能性がある。

4層

5層

第84図  調査区配置図
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土層No 土 色 土  質 備 考

10YR7/1 褐灰色 粘土質シルト 砂粒少量 下面に酸化鉄集積 旧水田耕作土

2 10YR6/ユ  褐灰色 粘 土 細砂少量 下面にやや起伏 水日耕作上

3 10Y砂 褐灰色 粘土 灰 白色火山灰 ブロック少量 下面に著 しい起伏 水田耕作土

4 10YR″ 1 褐灰色 粘 土 灰 白色火山灰ブロック少量 下面に著 しい起伏 水田耕作土

5 25Y5/2 暗灰黄色 泥炭質粘土 下面にやや起伏 水日耕作土 ?

6 10YR4/3 にぶい黄褐色 泥炭質粘土 やや起伏  自然堆積層 ?

7 10YR6/4 にがい黄橙色 泥 炭 植物遺体  8層 のブロックわずか 自然堆稽層

8 10YR2/ユ  黒色 泥 炭 植物遺体 自然堆積層

9 10YR4/1 褐灰色 泥炭質粘土 水田耕作土 ?

10 ЮYR3/1 黒褐色 泥炭質粘上 自然堆積層 ?

l] 10YRク 2 灰黄褐色 泥 炭 植物遺体 粘上分少量 自然堆橋冦

第35図  調査区南壁 。西壁断面図
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7層 :に ぶい黄橙色の泥戊。植物遺体、 8層 のブロックをわずかに含む。層厚は 2～ 6 clll。 部分的に堆積 してい

る。自然堆積層。

8層 :黒色の泥炭。植物遺体を含む。層厚は 5～ 15cm。 自然堆積層。

9層 :褐灰色の泥炭質粘土。層厚は 3～ 8 cm。 水田耕作上の可能性がある。

10層 :黒褐色の泥炭質粘土。層厚は 4～ 13cm。 自然堆積層の可能性がある。

H層 :灰黄褐色の泥炭。植物遺体を含み、粘土分は少量である。層厚は32cm以 上である。自然堆積層。

5 まとめ

1.断面観察の結果、現代の水田耕作土である 1層 を除き、 2、 3、 4、 5、 9層が水田耕作土と考えられる。

これまでの富沢遺跡の調査で検出されている、平安時代の条里型水田の大畦畔が今回の調査区で検出されると推

定し、 2から6層 まで平面的に精査したが、畦畔状の高まり等は確認されなかった。 6層 を掘 り下げていく過程

で南西隅部で 5層が帯状に下がる状況がみられた。また、 9層では断面観察のみであるが、高さ 6 cm程の段差が

みられた。

2.今回の調査区での土層と第60次 。第61次調査の成果と姑応させたのが以下の表である。

第 4表 宮沢遺跡第124次 。60次・61次調査区層位対応表

参考文献

太田昭夫他 (1991):「 富沢遺跡第30次調査報告書」仙台市文化財調査報告書第149集

佐藤甲二 (1991):「 富沢遺跡第61次発掘調査報告書」『富沢・泉崎浦・山口遺跡 (3)』 仙台市文化財調査報告書第152集

平間亮輔 (1991):「 富沢遺跡第35次発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第150集

平間亮輔 (1991):「 富沢遺跡第60次発掘調査報告書」『富沢・泉崎浦・山口遺跡 (3)』 仙台市文化財調査報告書第152集

第124次 第60次 第61次
所属年代

層 位 検出遺構 層 位 検出遺構 層  位 検出遺構

2 水田耕作土 3 水田耕作土 3 水田耕作土 近世

3 水 田耕作土 4 畦 畔 4 水田耕作土 中世

4 水 田耕作土 5 水田耕作土 5 畦畔 平安時代 (灰 白色火山灰降下以後)

5 水田耕作土 6 畦畔 6 畦畔 平安時代 (灰 白色火山灰降下以前)

9 水田耕作土 水田耕作土 水田耕作土



1 調査区 7層上面検出状況 (西 より)

調査区南壁断面東部

(北 より)

調査区南壁断面西部
(北より)

調査区西壁断面
(東より)

図版43 調査区 7層調査状況と南壁・西壁断面
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1 調査要頂

遺 跡 名  富沢遺跡 (宮城県追跡番号01369)

調査地点  太白区泉崎一丁目

2香 2、 2呑 9、 2香 11

調査期間  平成14年 12月 10日 ～12月 17日

調査対象面積   350だ

調査面積

調査原因

調査主体

担当職員

22■苫

共同住宅・地下式駐車場建設

仙台市教育委員会 (文化財課 )

主 任   渡部 紀

2 遺跡の位置と環境

富沢遺跡の環境については、第122次発掘調査報告書を参照されたい。今回の調査地点は、昭和60年 に実施した

第19次調査区の北側に隣接している。富沢遺跡保存館からは西側150mの 地点にあたり、遺跡のほぼ中央部に位置

する。標高は約12.5mで ある。

3 調査に至る経過と調査方法

平成14年 11月 26日 付けで住友不動産株式会社 より仙台市大白区泉崎一丁目2番 2他に推ける発掘届が提出され

た。申請地内では昭和60年 に第19次調査を実施してお り、人足跡、牛足跡を伴った水田跡や弥生土器、石鏃等の遺

物が発見されている。このため申請者と協議し、既存の建物を除いた地下式駐車場の建設箇所で事前調査を実施す

ることとした。建設予定地内に東西15m、 南北 5mの調査区を設定して調査を実施 した。調査地点は、厚さ1.1～

1.2mの盛土がされていたため、盛土を除去 した後、調査区を東西 8m、 南北25mに縮小 し、遺構検出作業と断面

調査を行った。安全面に配慮して現地表下から2.2～ 2.3m掘 り下げた10層 中で調査を終了した。

第86図 調査区配置図 (1/200)
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土層No 土    色 上 質 備 考

1 10Y3/2  オリーブ単色 ルト 砂粒を含む。ゅ2cmの礫、黒色土細粒住かに含む。層下面を
rjF。

2 75Y6/3  オリーブ貰と /rmFy」/ ゆlcmの礫を含む。部分的に分布。
3 10Y5/1 灰色 例 lを 多く含む。木炭粒を僅かに含む。層 下面平坦。下面に酸化鉄の集積層あ り
4 75Y4/1 灰色 粘■質シルト 少社を多く含む。ゅ2cmの際をllIかに含む。層ド両P」 凸あり。5屠 を巻き上げている。
5 75Y2/1 黒色 粘 土 少れをに力Чこ含む。比敦的層ド位にゅlcmの 灰白火山灰ブロックをli力Чこ含む。ほ下mittLRIあ り

6 75Y4/1 灰色 粘上
比較的層 L位 にゅ lcmの灰白色火山灰ブロックを僅かに合む。層下面凹凸あり。
7層 を巻き上げている。

7 N2/   黒色 PL炭 資lli上 屑下 n~に位かなlul凸 がある。

8
,Y″2  灰 白色

,Y2/ユ   黒色

泥 炭 質

粘 上
互層状 に地積。部分的に灰 白色砂粒 を含む。

灰 色 PL炭 質粘上 野下面にややlJ凸 あり

9b
色

色

黒

灰

泥 炭 質

粘土
層 下面にやや「fIIliあ り。

色

色

灰

望
一

５Ｙ

Ｎ２
泥炭資ltr土 互層状に堆 Ti。

第87図 調査区北壁・西壁断面図

4 基本層序

区画整理の際の盛土が1.1～ 1.2mあ り、その下に旧表土の水田耕作土 (1層 )がある。調査区で確認した基本層

は、盛土下

1  )膏

2  帰雪

3  帰肇

4 層

5 層

6 層

7 層

8 層

9a層

9b層

から標高10.2mま で大別10層、細別11層である。

オリーブ黒色粘土質シル ト。層厚は13～21cmである。下面は平坦である。盛土以前の水田耕作土である。

(19次 la～ lb層 )

オリーブ黄色細砂。層厚は2～ 10cmである。部分的に分布 している。 (19次 2a～ 2c層 )

灰色粘土質シル ト。層厚は8～ 15cmである。層下面に厚さ 3 cm程の酸化鉄集積層を含む。 (19次 3a層 )

灰色粘土質シル ト。層厚は4～ 15cmで ある。層下面に起伏があり5層 を巻き上げている。 (19次 3b層 )

黒色粘土。灰白色火山灰小ブロックを含む。層厚は20～30cmである。下面に起伏がある。 (19次 4～ 5

a層 )

灰色粘土。灰白色火山灰小ブロックを含む。層厚は 6～26cmである。下面は凹凸が著しく、 7層 を巻き

上げている。 (19次 5b層 )

黒色泥炭質粘土①層厚は 3～ 12cmである。下面に僅かな起伏がある。 (19次 6層 )

灰色泥炭質粘土と黒色泥炭質粘土の互層。層厚は 2～ 3 cmで ある。 (19次 7a層 )

灰色泥炭質粘土。層厚は 3～ 8 cmで ある。下面にやや凹凸がある。 (19次 7b層 )

上部黒色泥炭質粘土、下部灰色泥炭質粘土。層厚は 2～ 7 cmで ある。 9a層 の母材層と思われる。 (19

次 8a、 9a層 )

10 層 :灰色泥炭質粘土と黒色泥炭質粘上の互層。層厚は24cm以上である。 (19次 9d～ 9e層 )

5 発見遺構 と出土遺物

水田跡

6層水田跡

5層 を掘 り込んだ段階で 6層の盛 り上が りを調査区の西端で帯状に検出し、6層 に伴う畦畔と認定した。標高は、

108～ 10.9m前後で調査区の東側にいくほど低い。畦畔の方向はN-29° 一Eで、上端幅16～ 34cm、 下端幅54～ 70
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o            2m

第88図  6層水田跡

cmを測る。畦畔は 6層 を盛 り上げて作 られており、断面形は台形状を呈する。作土との比高差は10～ 15cmで ある。

畦畔の上面には灰白色火山灰ブロックが見られる。作土は 6層 を母材 とする灰色粘土からなり、層厚は 6～26cmで

上面に灰白色火山灰プロックを含む。層下面は耕作により攪拌されてお り7層 を巻き上げている。

9a層水田跡

9a層 を掘 り込む過程で、調査区の北西コーナー部に

10層 が確認された。このことから本来この部分に9a層

に伴う畦畔が存在 し、その直下で擬似畦畔Bを検出した

ものと想定された。畦畔は、 E-15° 一Nのほぼ東西方

向に延びるものと考えられる。作土は自然堆積層の 9b、

10層 を母材 とする灰色泥炭質粘土で下面にはやや起伏が

ある。 9a層上面から同一石材からなる二次加工のある

剥片 1点 (K-1)と 剥片 2点 (K-2、 K-3)が出土

した。材質は准質凝灰岩である。

o                      2m

第39図  9a層擬似畦畔

6 まとめ

1)水田耕作土

調査の結果、 6層 において畦畔 1条を、 9a層で擬似畦畔Bを検出した。これ以外の層で水田土壌の可能性のあ

る層としては、断面観察、下面の凹凸並びに直下層を起源とするブロックの混在、酸化鉄の集積等から、現代の水

田耕作土の 1層 を除いた 3層、 4層、 5層が該当するものと考えられる。年代的には10世紀前半に降下したと言わ

れている灰白色火山灰をブロック状に含む 6層が、降灰直後の水田層と捉えられることから、 3～ 5層 は10世紀後

半から近世の時間幅に収まるものと思われる。このうち 3、 4層については層中に灰白色火山灰を含まず、火山灰

降灰直後に復旧された水田耕作上ではないこと、第19次調査の 3a、 3b層 との対応が考えられることから中世～

近世に、 5、 6層 についてはいずれも層中に灰白色火山灰ブロックを含み、火山灰降灰以降連続して耕作が続いて

いた可能性が高いことから平安時代中葉～中世頃の年代が考えられる。 9a層 については第19次調査の 7b層 との

対応関係を想定し得る。7b層からは桝形囲式期の弥生土器が出土しており弥生時代中期の年代が与えられている。
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0                     5 crn

登録番号 基本層位 出土遺構 層 収上奪; 器属 長 日経 .幅 底径 .厚 重  量 特 徴 写真図版
1 K-2 石器 」l片 9a層 2 77 45-5-1
2 K-1 石器  景J片 9a層 1 242 2次加工あ り 45-5-2
3 K-3 石器   棄I片 9a層 18 22 45-5-3

第90図  9a層 出土遺物

よって 9a層 も当該時期の水田層と推定される。

2)ま とめ

① 今回の調査は、宮沢遺跡の中央部、第19及調査区の北側に隣接する地点で実施した。

② 調査を実施した深さ約 2mの地層は大別10層、細別11層 に分けられた。

③ 現代の水田耕作土層である1層 を除き、 3、 4、 5、 6、 9a層が水田耕作土層と考えられる。

④ 水田の年代は、 3、 4層が中世～近世、 5、 6層が平安時代中葉～中世、 9a層が弥生時代中期頃に所属する

ものと考えられる。



引用・ 参考文献

阿小島功 (1991)

太田昭夫 (1989)

太田昭夫 (-1991)

斎野裕彦 (19871

鈴木恵治 (1982)

Ⅸ 富沢遺跡 (第 125次)発掘調査報告書

「東北地方 10C頃の降下火山灰について」『中川久夫教授退官記念地質学論文集』

「富沢遺跡第48次調査」『富沢・泉崎浦・山口遺跡』仙台市文化財調査報告書第128集

「富沢遺跡第30次調査報告書第 I分冊 (縄文～近世)」 仙台市文化財調査報告書第149集

「富沢―富沢遺跡第15次発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第984

「文献資料からみた古代奥羽での天災JF考古風上記』第7号

庄子貞雄・山田一郎 (1980):「宮城県に分布する灰白色火山灰について」『宮城県多賀城跡調査研究所年報1979』

東日本の水田跡を考える会 (1990):「水田跡の基本的理解一本田跡の検出と認定」「第3回東日本の水日跡を考える会一

資料集』

平聞亮輔 (1989):「 富沢遺跡35次発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第150集

吉田恭平 (1989):「 富沢―遺跡・泉崎浦遺跡一仙台市高速鉄道関係遺跡調査報告書 I」 仙台市文化財調査報告書第126集



1 調査区全景 2 4層上面検出状況

3 6層畦畔検出状況

5 9a層 上面検出状況 6 9a層 擬似畦畔

7 9a層 上面剥片 (K-2)出土状況

図版44 調査状況・土層断面

8 調査区西壁土層断面
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2 調査区北壁土層断面 (中央部 )1 調査区北壁土層断面 (西半部 )

3 調査区北壁土層断面 (東半部 ) 4 調査区北壁 6層畦畔

2a                  2b

K-2(9a層 第90図 1)

K-3(9a層 第90図 3)

Ⅷ 隠

剥片

剥片

2 2次加工剥片

5 9a層 出土石器

図版45 土層断面・ 出土遺物

K-1(9a層 第90図 2)





X 南小泉遺跡 (第37次)発掘調査報告書

1 調査要項

遺 跡 名  南小泉遺跡 (宮城県遺跡番号012021)

調 査 地 点  仙台市若林区一本杉町26-1、 26-2

調 査 原 因  貸店舗及び共同住宅建設

調査対象面積  約410∬

調 査 面 積  約180∬

調 査 期 間  確認調査 :平成14年 3月 14。 15日

本 調 査 :平成14年 4月 15日 ～ 5月 2日

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育委員会 (文化財課)

担 当 職 員  確認調査 :主査 吉岡恭平

本 調 査 :主査 渡部弘美

文化財教諭 三l~4博之

申 請 者  渡邊龍彦

2 遺跡の位置と環境

南小泉遺跡は市域東部の若林区南小泉・遠見塚地区に位

置し、東流する広瀬川北岸の自然堤防上に立地する。昭和

10年代には遺跡の存在が周知されていたが、本格的な調査

が開始されたのは昭和50年代に入ってからのことで今回で

37回 目を数える。各次調査で縄文時代から近世にわたる遺

構・遺物が確認されているが、発見された主たる遺構をみ

ると大きく各地域で時代的な違いがみられる。これは中心

となる地域が時間的な経練とともに変遷していることに起

因しているものと考えられる。

今回の調査区は遺跡北西側に位置し、第28次調査区東端

の北側 となる。第28次調査では奈良時代の住居跡群・土

坑・溝跡 。旧七郷堀が検出されている。

七 郷 掘

0                                         40m

＼

第91図 調査地点 と調査区配置

3 調査方法

当調査地点の南側では都市計画街路建設に係わる南小泉遺跡第28次調査が行われており、古代を中心とする集落

跡が発見されていた。隣接地でもあり遺構群の広がりも想定されたことから、確認調査を実施することとし、建物

範囲内に 2× 20mの トレンチを東西方向に 2本設定している。結果、住居跡や溝跡が確認されされたため申請者と

協議を行い記録保存としての本調査を実施することとなった。調査は遺構分布や排土を考慮し、建物範囲西側を中

心とした14× 14mの調査区を設定した。実質12日 間の調査であった。



朗み

SD 4

SD 7

%

SAl ①

十

SD 5

SAl ②

mと OI=H

南壁部 層位 土 色 土  性 備 考 南壁 部 臀 15 土 色 土  性 備 考

基本層

I 10YR3/2 黒褐色 桝作土。 10YR4/6 褐色 粘土質シルト 司瀧部。

Ⅱ 10YR3/4 暗褐色 耕作土 ? 5 10YR4/4 褐色 若土資シルト 堀り方埋上、上部に炭化物 焼土を含む。

10YR4れ  褐色 粘土質ンルト 今回調査地山面。 A tOYR3/3 暗褐色 もと質シルト焼土を少量含む。

D 10YR4/3 にぶい黄掲埴 粘上質シルト焼土 炭化物を多 く含む。 ЮYR3/1 黒褐色 粘土質シルト炭化物 焼土を含む。

SK 5
10YR4/4 褐色 お上質シルト黄褐色上をスジ状に含む。 10YR3/1 黒掲色 炭化物 焼上を含む、底面に炭化物を含む。

2 10YR3/4 暗褐色 告土質シルト 10YR3/4 暗褐色 ,レ ト 死上の小プロックを含む。

SA l ⊂ 1 10YR3/4 褐色 も土賃シルト ЮYR3/1 黒褐色 粘土質ンルト炭化物 焼土を含む。

Ы 2

1 10YR3/3 R音・IB色 粘土質ンルト F 10YR3/1 黒褐色 ト 焼上 炭化物 をブロック状に含む。

2 ЮYR3/4 暗掲色 粘土質ンルト炭化物 焼上を含む。 10YR3/1 黒褐色 粘土貿シルト焼上ブロックを含む。

3 ЮYR4/3 にパい責褐t 粘上質 ,レ ト ЮYR4/6 褐色 ル ト

第92図 検出遺構全体図
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4 発見遺構 と出土遺物

検出遺構として土坑 5基、溝跡 4条、円形周溝遺構 3基、竪穴住居跡 2軒、柱穴 2基、ピット4基がある。出土

遺物は整理箱 5箱程で、多 くの遺物は住居跡出土のものである。基本層は 3層確認している。 I層 は畑の耕作土で

40～ 50cmの厚さをもつ。 Ⅱ層は南壁東側のみでの確認で暗褐色土のシル トである。層下部が凹凸となってお り耕作

土の可能性もある。SD l'SK 5の確認面となりうる。Ⅲ層は暗褐色および褐色のシル ト・粘土質シル トで今回調

査の地山面となる。すべての遺構はⅢ層面での確認である。

1)上坑

SKl土坑 平面形はやや不整な長円形である。大きさは長軸 190cm、 短軸120cm、 深さ最深で38側を測る。断面

形はきつ く立ち上がる箇所もみられるが大きくみて皿形である。底面は全体的に凹凸面で平坦面はみられない。堆

積土は 3層確認している。褐色系の粘土質シル トである。レンズ状の堆積状況がみられ自然堆積と判断される。遺

物として土師器片が十数点出土している。

SK2土坑 平面形は円形である。大きさは径150～ 157cmを 測る。深さは153cmま で確認した。壁はほぼ垂直に立

ち上がっており、下部はオーバーハング状となっていた。堆積土は上部の 1層のみの確認に止めており、褐色及び

黒色の混成層で粘土質土壌である。形状等から丼戸跡と判断される。SK 4を 切っている。遺物は 1層上部で志野

の皿及び土師器片が出土している。

SK3土坑 Pl及 びSD 3に切 られており平面形は不整な円形状である。大きさは長軸96cm、 短軸78cm、 深さ最

深で25cmを 測る。断面形はやや日の開いたV字形である。堆積土は 3層確認している。褐色系のシル トである。自

然堆積 と考えられる。遺物は土師器片が数点出土したのみである。

SK4土坑 SK 2に切 られ平面形は不明であるが、残存部からみて長円形を呈すると判断される。大きさは南北

軸で156cm、 深さ最深で17cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ち上がる。堆積土は 1層確認し暗褐色の粘土質シル トであ

る。遺物はない。

肛‐107m _引

H‐ 107m
引

H‐ 107m
引

遠  構 曙 lII 性  質 考

SK l

1 10YR4/4 褐色 黄 Ff」色土を少量スジ状に含む。

2 10YR5/8 黄褐色 粘土質シルト

3 10YR4/3 にがい責褐色 粘J:旨 ンルトやや砂質。

SK 2
10YR4/4 褐色

10YR2/1 坪色

粘上賢シルト

粘土

混成層。

SK 3

1 10YR4/3 にぶい貰褐窪 ンル ト

2 10YR4/4 褐色 ンル ト 月黄褐色上を柾状に含む。

3 10YR4/4 褐色 やや粘土質、炭化物粒 黄褐色土粒 を含む。

SK 4 1 10YR3/4 RB4褐色 七上aFrシ ルト

第93図 土坑
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SK5土坑 調査区南壁面での確認であ

る。詳細は不明であるが土坑と判断した。

SD lに 切 られS12を 切っている。壁面観

察ではあるが断面形はゆるい逆台形を呈

する。深 さは最深で55cmを 測る。堆積土

は 3層確認 している。褐色系の粘土質シル

H‐ 107m

引  1牌
―

―

SD 4

還  格 土   色 上  質 備 考

SD 4 1 10YR5/6 黄褐色 シ,レ ト

SD 5(D 10YR4/6 褐色 シルト

SD 5(D ] 10YR4/3 にぶい黄褐色 ,レ ト やや粘土質

2)溝跡

4条確認しているが、各溝跡とも南北方向にゆるい湾山をもちほぼ並行して延びている。上端幅など規模が同じ

であることからも一群のものと判断される。

SD4清 跡 上端幅20～ 38cm、 下端幅10～ 23cm、 深さ4～ 8 cmを測る。確認長は78mで ある。断面形は皿形な

いし緩い逆台形である。堆積土は 1層で黄褐色のシル トである。SK 2・ SK 4に 切られSD 3を切っている。西側に

位置するSD 7と は芯々で2.53m程の間隔をもつ。遺物は土師器片が 2点出土したのみである。

SD5溝 跡 上端幅29～ 38cm、 下端幅16～ 23cm、 深さ4～ 10cmを測る。S11付近で一端途切れるが一連のものと

判断 した。確認長は11.4mで ある。断面形は緩い逆台形である。堆積土は 1層で褐色系のシル トである。S11・ SI

2を切っている。東側に位置するSD 6と は芯々で2.6～ 3.15m程の間隔をもつ。南側に向かい間隔が広がっている。

遺物は土師器片が二十数点出土している。

SD6清 跡 上端幅25～ 35cm、 下端幅17～ 23cm、 深さ 3～ 7 cmを測る。確認長は9.8mである。断面形は逆台形

である。堆積土は 1層で褐色のシル トである。SD 3・ S12を 切 り、SD l・ SD 2に 切られている。東側に位置する

SD 7と は芯々で2.25～ 2.65m程の間隔をもつ。遺物は土師器片が十数点出土している。

SD7清 跡 両端部が途切れているが、周辺状況等から判断して本来SD 3及 びS12を切 り南北方向に延びる溝

跡と思われる。上端幅20～ 35cm、 下端幅14～ 22cm、 深さ4～ 7 cmを 測る。確認長は37mで ある。断面形は緩い逆

台形である。堆積土はにぶい責褐色の粘土質シル トである。SD l・ SD 2に切 られている。遺物は土師器片が 4点

出土 したのみである。

第94図 SK2土坑出土遺物

卜である。自然堆積と考えられる。遺物はない。

卓

SD5 0咋
 名  D5② 卜   皐

SD6 ①
卜  れ   声

Ю 7m

]″    ~預     ふ 1   -1
0                        2m SD 6(⊃

H‐ 10 6m         f

]々 ＼く
SD 7

遠  樽 著位 上    色 土  質 備 考

SD 6(D 1 10YR4/4 褐色 ンル ト

SD 6(D 10YR4/3 にぶい責褐建 ンル ト やや粘土質、炭化物 焼土粒を含む。

SD 7 〕 10YR4/3 にぶい責褐荏 ど土ζシルト

第95図 溝跡断面

3)円形周清遺構

SDl円 形周溝遺構 大きさは東西軸5.18mを測 り、南北軸は4mま で確認した。周溝部は北から南へ向かい幅広

気味である。上端幅は63～ 128cm、 下端幅25～ 55cm、 深さ19～34cmを 測る。断面形は基本的に逆台形である。堆積

土は大別で 2層確認している。責褐色系の粘土質シル トである。自然堆積 と判断される。SK 5。 SD 2・ SD 6・

SD 7・ S12・ P2を切る。遺物は土師器片が数多 く出土しているが、本来S12に 帰属するものが大半を占めると思

われ分離は不能であった。

SD2円 形周清遺構 大きさは東西軸4.35m、 南北軸4.6mを測る。周溝は西南部で25cm程 途切れるが削平と深度

の関係 と判断される。ほぼ円形である。上端幅30～53cm、 下端幅20～ 25cm、 深さ 5～ 1lcmを 測る。断面形は逆台

形である。堆積土は大きく1層確認 した。褐色系の砂質シル トである。周溝内側に関連遺構は確認されない。SK

No 目 位 種  別 器 範 特 徴 日 径 高台径 器  高 残  布 登 鎌

1 1 陶器 皿 志 llF・ トチ ン lヶ 所確認、EI縁 部タト傾気味 6 1/5 I-1
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3・ SD 6・ SD 7を切 り、Plに切られる。遺物は土師器片が数十点、鉄製品が 1点出土している。

SD3円 形周溝遺構 大きさは東西軸5.95m、 南北軸5,7mを測る。周溝は全周 してお りほぼ円形である。上端幅

60～87cm、 下端幅45～ 63cm、 深さ15～24cmを 測る。断面形は基本的に逆台形であるが部分的に皿形もみられる。堆

積土は 2層確認した。褐色系のシル トである。周溝内側に関連遺構は確認されない。SD 2。 SD 4・ SD 6。 SD 7

に切 られる。遺物は土師器片のみが二十数点出土している。

o                      2m

第96図  溝跡 。円形周溝遺構平面図



H‐107m¬
SD l(東西)

SD l(南北)

H‐ 107m

SD 2(東西) SD 2(東西)

H■07ml_垂
多型―

H‐107m tt    la
一

SD 3(東西)

脚 h          
一

SD 3(南北 )

H■07m名

0                        2m

「

― ― ― ―
- 3

遺  構 層位 土    色 土  性 備 考

la 10Yttν 3 にぶい責褐t ンルト 炭化物粒 明黄褐色土を斑に含む。

16 10YR74 褐色 佑上質シルト え化物粒 焼土粒を少量含む。
10YR4/3 にぶい責褐C 佑土質シルト 託土粒 炭化物粒 をやや多 く含む。

10YR4/6 褐色 簡土賀シルト え化物粒 焼土粒を含む。
10YR5/6 黄褐色 粘土質シルト 明黄褐色土を含む。

A 10YR4/4 褐色 粘土質シルト SD 2の 堆積土、黄褐色土を班に含む。

10YR4/6 褐色 粘土質ンルト

ЮYR5/8 黄褐色 砂質シルト 上部に褐灰色がみ られる。

lc 10YR5/6 黄褐色 シル ト 掲灰色土を斑 に含む。

1 10YR4/4 褐 色 ンル ト やや粘土質。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 発土粒 を少量含む。

第97図  円形周清遺構断面図

4)竪 穴 住 居 跡

S11住屋跡 SD 5'柱 穴 1と 重複し切 られている。平面形は隅丸方形で、大きさは東西軸4.56m、 南北軸4.26m

を測る。東辺は真北に対 し39度程東に偏る。堆積土は床面上で 6層・カマ ド部で 4層確認している。自然堆積 と判

断される。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面からの高さ最大で28cmを 測る。周溝は全周してお り、上端幅は25～ 30

cm程で深さ15cm程を測る。床面は大部分が掘 り方埋土上面となるが部分的に貼床が確認される地点もある。床面で

8基のピットを検出したが位置・規模からPl～ 4を柱穴と判断した。柱痕跡は 4基 とも確認し得なかったが、柱

穴は径50～60cmの 円形ないし不整方形で、深さ45～55cmを測る。断面形は逆台形状である。P5は径90clll程 の円形

で、深さ15cm程の断面が皿状の浅いものである。床中央に位置し堆積土に焼土粒が含まれていたが、火熱による硬

化面もみられないため廃棄穴と判断した。北壁部にも戊化物・焼土が詰まった状態で検出されたP7・ 8がある。

P5同様に廃棄穴と判断される。カマ ドは北壁ほぼ中央部に付設され、燃焼部と煙道部を確認 している。燃焼部は

残存高20cm程 の両袖のみの確認である。底面幅45cm・ 奥行き50cm程 を測る。底面はほぼ平坦で奥壁で段 となり煙道

へ続 く。焼土は確認されるが硬化面は認められなかった。煙道は幅15clll程 で長さ45clllま で確認 した。底面はほぼ平

坦である。なお、掘 り方埋土下部のⅢ層 (地 山)面で 7基のピットを検出している。P9～ 12は柱穴としたPl～

4と ほぼ同位置にあり配置等から旧段階の柱穴と判断した。遺物には土師器 (高郭 。郭・甕)、 須恵器 (蓋・甕)、
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石製品 (砥石・不明石製品 。剥片)があり、土師器はすべてロクロ不使用である。

H‐ 107m引

H=105m型当
2   ~

ヤ
P5

0                      2m

H‐ 108m名

H‐ 108m_引

H=lα 7m=当

Ｔ
Ｉ

日
∞
Ξ

ＩＩ
Ｈ

S11 暗位 土 色 土  性 備 考

1 ЮYR4/3 にパい黄掲t シル ト 粘土質 焼土粒をまばらに含む。

2 ЮYR4れ 褐色 省土質シル ト 売上・炭イヒ物粒をまばらに含む、褐灰色土をスジ状に含む。

3 10YR74 褐色 省土質シル ト 炭化物を含む。

ЮYR3/3 暗褐色 七土質シル ト 月責褐色土を斑に含む。

5
10YR78 明責褐色

10YR76 褐色

七土質シル ト

告土質シル ト

好の層。

6 10YR3/4 暗褐色 佑土質シル ト 周溝、炭化物粒・焼土粒 を少量含む。

10YRν6 黄褐色 階土質シル ト P8 焼土 炭化物 を含む。

8 10YR4れ 褐色 粘土質シル ト 掘り方埋土、暗褐色上をスジ状に含む。

カマ ド

] 10YR4れ 褐色 ンルト やや粘土質、炭化物少量含む。

2 10YR4/3 にぶい黄褐t 階土質シル ト え化物・続土粒をまばらに含む。

3 10YR3/4 暗褐色 脂土

4 10YR4/3 にがい貢褐E 粘土質シル ト 焼土を少量含む。

5 ,YR4/6 赤掲色 粘土質シル ト 焼土層 焼土及び焼土プロック

6 ЮYR5//6 黄褐色 粘土質シル ト 炭化物・焼土粒のプロック。

5
1 10YR4ん  にぶい輩褐雀 粘土質シル ト 暁土粒 を含む。

2 10YR6//4 にパい黄褐但 佑土質シル ト

第98図 S11住居跡



西壁部 色 」PI 性  質 備 考

基本尉
I 10YR3/3 暗 褐 色 粘土質シル ト 14作上。

10YR4/4 褐色 粘土質シル ト 部分的に砂質 となる。

悦 1

1 10YR4/3 にぶい貰褐連 ンルト やや粘土質、焼土粒少量含む。

2 10YRγ2 灰黄褐色 シル ト やや粘土質。

3 10YR4/3 にぶい黄褐抱 粘土質シル ト 壁崩壊上 ?

10YR4/4 褐色 粘上質シル ト 周滞郡。

5 10YR4/4 褐色 佑土質 シル ト 貼床上。

6 10YR4/6 褐 色 脂土質 シル ト P7 焼上・炭化物粒 を班 に含む。

10YR5/6 黄褐色 粘土質シル ト P8 焼土ブロックを含む。

8 ЮYR4/4 褐色 粘土質 シル ト 掘 り方J■土。明黄褐色土を小ブロックで含む。

9 10YR5/6 黄褐色 粘土質シル ト 掘 り方埋土。

10YR3/1 黒褐色 粘土質ンル ト 延道都 焼土 炭化物を含む。

調査区西壁

¨
1

^＼

0                             10cm

地尽 層位 種
"」

器 檀 外 向 調 整 内 向 調 整 特 徴 日経 底径 器高 残 石 登 録

1 禾面 土師器 必 コ縁部:ヨ コナア、体部～底郡:ヘラケズリ に1縁部～底面 :ヘラミガキ 黒色処理 ? 十瓜風丸氏、日稼剤
`下

に快、民部に線刻あり 1/2 C-8
2 2層 土師器 rrN ヨ縁絣 ヨコナデ、体部～氏部Iヘラケズリ 日縁部～底面 :ヘラ 丸底、日縁部下で浅い沈線上の凹み (162) 1/5 C-10
3 2 Ftl 土師器 邦 日縁部 :ヨ コナデ、底黙 :ヘ ラケズリ 日縁部～底面 :ヘラ 丸底、回唇部でゆる く外反 50 C-6

里土 と師器 不 日縁部 :ヨ コナデ、底部 :ヘ ラケズリ 日縁部～反面 :ヘラ ガキ 早色処理 丸底 ?、 再酸化、日縁部ゆる くタト反 (151) 1/7 C-9
5 理 土 と師器 不 ヨ縁部 :ヨ コナデ、民部 :ヘ ラケスリ ヨ縁部～底面 :ヘ ガキ 丸底、日緑部下にゆるい段、日辱部にタール?什落 126 (32) 1/3 C-1

6 土師器 高郭
日縁部 :ヨ ヨナデ、体部～脚部 :ヘ

ラケズリ、裾部 :ヨ コナデ

日縁部～底面 :ヘラミガキ 黒色処理

脚部 :ヘ ラケズリ、裾部 :ヨ ヨナデ

コ縁部下に段、脚部に三角形状の透かし三ヶあり

却部はやや大めの作りで直立状に立つ
(163)

125
(102) C-26

7 埋 土 土師器 高 琳 ヨ縁都:ヨ コナデ、林部～脚部Iヘラケズリ 日縁部～底面 :ヘラミガキ 黒色処理 日縁都下に段、脚部に三ヶの透かしあり (168) C-25
1層 須恵器 蓋 ロクロ調整 ロクロ調整 祈面三角形のカエ リあ り E-1

9 カマ ド 土師器 驚 コ縁部 :ヨ コナデ、底郡 :ヘ ラミガキ 日縁部 !ヨ コナデ、体部 :ヘ ラナデ 最大幅は体都 (213) C-18

第99図 S11住居跡出土遺物 1
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＼逗墓堅丞遭三
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とシ/3

0                    10Cm

韻
7

国

∩
日
巴

Ｒ
Ｎ
Ｍ

呼
No 地点 層 1立 種 別 器種 外 面 調 整 内 向 調 整 特 徴 口径 底 従 器 高 残 Tr 登 録

1 埋 上 土師器 発 日縁郡 :ヨ コナデ、体部 !ハ ケメ 口縁部 :ヨ コナデ、体部 iヘ ラナデ 長胴形、最大幅は日縁部、一部再酸化 (193) C-17

2 掘 り方 土師器 疑 日縁部 :ヨ コナデ、体郡 :ハ ケメ 日縁部 :ヨ コナデ、体部 :ヘ ラナデ 長胴形、最大幅は日縁部 1/4 C-16

3 上師器 斐 体都下端 :ヘ ラケズリ 底面 :ミ ガキ状のナデ 底部に×の線刻あ り、再酸化 C-23

カマ ト 土 師器 甕 イく明 不 明 底部に木葉痕あ り、再酸化 C-22

5 土師器 墾 不 明 体部下部 :ヘ ラナデ及びナデ 最大幅は体都中央、再酸化 C-20

6 2屑 石製品 砥 石 特徴 :上下部欠損、断面は四角形、側面 4面が IIR面 、残存長 124mm、 最大幅56mm、 最大厚36mm、 砂岩 K-2

石製品 祇 石 特徴 !下部欠損、断面形は不整な台形、上部に径 5mm程 の通し穴 1ケ あり、面すべて砥面、競大幅44mm、 最大厚31mm、 残存長42mm、 凝灰岩 K-1

単位cm推定
第100図  S11住居跡出土遺物 2



S12住居跡 南壁部に位置し大半が調査区外である。SK 5、 SD l・ 5・ 6。 7、 P2に切 られ、全体的に遺存

状況が不良である。壁面は北辺と西辺のみの確認で、北辺5.4m・ 西辺2.4mま で確認 した。西辺は真北に対 し16度

程東に偏る。堆積土は床面上で 3層・カマ ド部で 5層確認している。 1層部は厚さ30cm程 を測 り分層が考えられた

が不明であった。自然堆積と判断される。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面からの高さ最大で32cmを 測る。周溝は

西側のみで確認している。上端幅30～ 35c皿程で深さ25cm程を測る。床面は後世の遺構等で明確に検出できなかった

が、 4層 の掘 り方埋土上面が床面となる。床面精査時に 2基 (Pl・ P2)の ピットを検出し、位置 。規模から柱

穴と判断した。柱痕跡は確認できなかったが、柱穴は大きさ60～ 85cm程の不整円形で、深さ50～55cmを 測る。断面

形は逆台形状である。これらの柱穴と壁 との位置関係から判断して本来5.5m四 方の規模をもつ住居跡と考えられ

る。カマ ドは北壁中央部に付設されている。カマ ド本体東側 (60cm程東)に も煙道のみが一本確認されており、新

旧 2時期の存在が伺われた。新のカマ ドは燃焼部と煙道部を確認している。燃焼部は残存高20cm程の両袖のみの確

認である。底面幅50cm・ 奥行き50cm程 を測 り、やや三角形状を呈している。底面は床面から一段低 くなり、そこか

らゆるやかに立ち上が り奥壁で段 となり煙道へ続 く。焼面・焼土は確認されるがしっかりとした硬化面はみられな

い。煙道は幅30cm程で長さは160cmを 測る。底面は北側へ向かい低 くなっている。旧カマ ド煙道は幅35cm程で長さ

130側 を測る。底面はほぼ平坦であるがやや北側へ向かい低 くなっている。なお、床面 (4層 )及びⅢ層上面で焼

カマ ド

H‐107m」壁H

旧カマ ド煙道

唸 2

0                       2m

H‐ 107m主拍

巨位 土    色 上  性 備 考

1 10YR3/4 暗褐色 シルト やや粘土質。炭化物粒 焼土粒をまばらに合む。

2 10YR4/4 褐色 粘i質シルト焼土 炭化物をうすく含む。
10YR4/4 褐色 古土資シルト 周滞部

10YR4/3 にぶい黄橙雀 古土質シルト 屈 り万埋上。焼土粒 を少量 まば らに含む。

5 10YR4れ  掲色 古十宵ンルI 床下の小 ピット。炭化物を少豊斑 に含む。

カマ ド

1 10YR4/6 褐色 ル ト 焼土粒少量含む。

2 10YR4/3 にがい黄褐t ル ト 煙道部。やや粘上質、焼土ブロックを多量に含む。

3 ЮYR3/4 R音 褐色 古上質シルト 燃焼部。焼土 炭化物 を細か く多 く含む。

4 10YR4/4 褐色 臨土質シルト 黙焼郡。焼上を含む。

5 5YR3/4 暗赤褐色 粘上質シルト燃焼部。焼土 炭化物の層。

旧カマ ド

煙道

1

色褐

色

黄

里
〔

粘土資シルI

シル ト

互層状。焼土ブロック含む。

2 10Y馳/3 にぶい費褐[ ルト 黒色土をうすく層状に含む。

第 10司 図 S12住居跡



土・炭化物を含む不整形な落ち込みを多数検出しているが、

旧の時期のものと判断される。遺物には土師器 (郭・甕)、

使用である。

X 南小泉遺跡 (第 37次 )発掘調査報告書

これらは廃棄穴と考えられる。Ⅲ層で検出したものは

須恵器 (奏 )、 石製品がある。土師器はすべてロクロ不

0                               10Cm

ト ー 「 ―

鵬 幻
地点 層位 種 別 器種 外 面 調 整 内 而 調 整 特 pl 凹径 底 径 器 高 残 /1 登 録

末面 土師器 不 日縁部:ヨ コナデ、体部～氏郡|ヘ ラケズリ 日縁部～底面 ヘ ラ ガキ 黒色処4 丸底、回唇部ゆるく外反 (151) 1/4 C-2

2 来面 土師 器 不 日総部:コ ヨナデ、体部～底部:ヘラケズリ 日縁苫h～底面 |ヘ ラミガキ 黒色処選 平底風の九底、日縁部外反、やや粗雑な作り (146) C-11

3 床 面 土師器 不 日縁ill iヨ コナデ、体部～底部|ヘラケズリ 口縁部～底面 :ヘ ラミガキ 黒色処理 丸底 188 C-12

4 土師器 14N 日縁部 :ヨ コナデ、体部 :ヘ ラケスリ 日縁部～底面 :ヘ ラ ミガキ 再酸化 ? (132) 1/5 C-5

5 埋 土 土師器 豚 日縁部 :ヨ コナデ、体部 :ヘ ラケスリ 日縁部～体部 :ヘ ラミガキ 黒色処理 (128) C-4

埋 子 土師器 琢 ナデ、体部～底訃!ヘラケズリ 日縁部～底II:ヘ ラミガキ 黒色処理 丸底、国昏部瑞外反 175 (42) C-7

7 埋 土 土RT器 鉢 口縁都 :ヨ コナデ、体郡 :磨減で不明 日縁部 :ヨ コナデ、体部 :ナ デ ? 口唇部端短 く外側へ突出 (172) C-15

8 埋 土 土師器 鉢 日縁部 :ヨ コナデ、体部 :ヘ ラケズリ 日縁部 :ヨ コナデ、体部 :ナ デ ? 口縁部ゆる く外反 (169) C-13

9 ,竪土 上師器 菱 口縁郡 :ヨ コナデ、体部 :ハ ケメ 口縁部 :ヨ コナデ、体部 :ナ デ ? 最大幅は体部中央 (192) C-19

10 里 土 上師器 箋 不 明 下明 再酸化 C-21

11 埋 土 須恵器 延 体 部 :格子叩 き 体部 !同心円文のオサエ E-2

第102図 S12住居跡出土遺物



5)柱穴・ ピッ ト

柱穴を 2基、 ピットを 4基検出している。柱穴 1は平

面形が隅丸の長方形で南北軸85cm。 東西軸60cm。 深 さ40

側を測る。柱痕跡が確認され径15cm程 の円形である。SI

lを 切 っている。なお、 2m程 離れた南壁 に東西軸55

cm・ 深 さ30cmを 測る柱穴 2がある。 2基のみの確認では

あるが柱列ない し掘立柱建物跡の一部と思われる。遺物

は柱穴 1か ら土師器片が十数点出土 している。

6)出土遺物について

TH

H‐ 107m

0                       2m

層位 土   色 上  賀 備 考

1 10YR6/1 褐灰色 粘 土 lTTR跡  グライ化

2 10YR4た  褐色 粘 t 柱痕跡 焼土粒 を少量含む。

3 10YR6れ  にぶい責橙色 粘 土 柱痕跡 最下部に酸化鉄集積

4 10YR4/4 褐色 粘上質シル ト 用り方埋土 黄褐色土粒 を斑に含む。

第103図 SAl ①掘立桂

図示可能な資料は殆どが住居跡出上のものであり、ここでは住居跡出土の土器類について特徴を記す。

土師器 器種 として杯・高必・甕・鉢がある。郭は口径15cm前 後のものと10cm程 の 2種があり、底の形態も丸底

と平底風丸底の 2種がある。口縁部と体部の境は明確な段 と判断されるものは少なく、屈曲ないし稜 となっている。

日縁部は直立気味のもの、内弯気味に外傾するもの、外反するものがある。調整は外面がヨヨナデとヘラケズリ、

内面がヘラミガキ・黒色処理である。その内、ヘラミガキは施されるが黒色処理は行われていないと観察されるも

のがあり、胎土にも違いがみられる。このように郭は全体的にみて内弯気味に立ち上がるものが多 く、日径に較ベ

て器高の割合が小さく、外面の段も不明瞭となり、段・稜の位置も低 くなる特徴がみられる。高郭は日径16cm程 で

高さ10cm程のものである。口縁部と体部の境に明瞭な段が巡る。脚部は太く円筒状で三角形状の透かしがみられる。

調整は杯部が上述の杯と同様で、脚部は縦横のヘラケズリ、裾部はヨコナデである。甕は長胴のものと体部がやや

九みをもつ 2種がある。口縁部と体部の境には突起状の稜が巡るものがみられるが本来の段 とは異なる。最大幅は

前者が口縁部にあり後者は体部に位置している。前者の調整は外面がヨコナデとハケメ、後者はヨヨナデとヘラミ

ガキである。内面は両者ともヨコナデとヘラナデである。鉢は口縁部が直立するものと外反する 2種がある。調整

は両者とも日縁部内外面がヨヨナデ、体部は後者がヘラケズリとナデ ?である。

須恵器 器種には蓋・奏がある。破片資料で全体が知られるものはない。蓋は内面にカエリをもつもので、断面

三角形状でやや短めである。甕は体部外面に格子叩き日、内面に同心円文のオサエがみられる。

このような特徴をもつ土師器類は土器編年の国分寺下層式に位置づけられるものである。上記の特徴や組み合わ

せ等から判断して 8世紀前半を中心とする年代が考えられる。

5 まとめ

①住居跡は2軒 とも奈良時代、 8世紀前半頃を中心とする年代が考えられた。大きさは一辺4.5m・ 55mの方形で

周辺調査でも同時期・同規模の住居跡群が多数検出されてお り、一群のものと判断される。集落構成等今後の報

告に期するところが大きい。

②溝跡群は 4条の溝が弧状に並行して廷び、上幅等規模 もほぼ同じものである。これらから畑跡に関係する遺構群

と判断した。SK 2と の重複からみて溝跡群は近世初頭以前の年代がおさえられる。

③円形周溝遺構は径4.5～ 6mの規模をもつ真円に近い形状をもつ。溝跡及び遺構 どおしの重複がみられ時間幅が

認められる。農耕に関わる遺構ではと思われるが時期も含め明らかではない。

④土坑の多 くは年代・性格が不明であるが、SK 2は井戸弥と判断される。埋め戻 し上ではあるが美濃の志野皿が

出土してお り17世紀前半頃の年代が想定される。当時期この地域は若林城下町の範囲であり、城下町期の遺構 と

判断したい。



2 検出遺構全景 (南東より)

4 SKl土坑土層断面 (東 より)

6 SK2土坑土層断面 (南 より)
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8 SDl円形周溝遣構全景 (北 東より)

検出遺構 1

3 SKl土坑全景 (東 より)

5 SK2。 SK4。 SD 4重複状況 (南 より)

7 溝跡 。円形周溝遺構全景 (南 より)
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8 S12住居跡カマ ド全景 (南 より)

図版47 検出遺構 2

3 SD3円形周溝遺構全景 (南 より)

6 S11住居跡カマ ド全景 (南 東より)
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1 調査要項

遺  跡  名  南小泉遺跡 (官城県遺跡番号01021)

調 査 地 点  仙台市若林区南小泉四丁目71-1、 73-4

調 査 期 間  平成14年 9月 30日 ～10月 11日

調査対象面積  390ピ

調 査 面 積  127∬

調 査 原 因  共同住宅建築工事

調 査 主 体  仙台市教育委員会 (文化財課)

担 当 職 員  主任 渡部 紀 (文化財教諭 大倉 秀之 :確認調査)

2 遺跡の位置と環境

仙台市の地形は、市の西部と東部で大 きく分かれている。西部は奥羽山脈から派生する七北田丘陵・青葉山丘

陵・高館丘陵と、名取川及びその支流の広瀬川が中流域に形成した段丘地形からなる。これに対して東半部は、幅

10kmに わたり「宮城野海岸平野」と呼ばれる沖積平野が広がっている。この平野は、七北田川 。名取一広瀬川 。阿

武隈川からの堆積物等によって形成され、流域には扇状地・自然堤防 。後背湿地 。旧河道など沖積地特有の微地形

を作 り出している。また、仙台湾と呼ばれる海岸部には、 3列の浜堤や潟湖性低地が認められる。

南小泉遺跡は、宮城野海岸平野の中央付近に位置し、広瀬川の北東側に形成された発達した自然堤防を中心に広

南小泉遺跡 (第38次)発掘調査報告書

Ⅲ砲雪登
|~ヽ■

第22次調査区

・ｇ
ヨ

Om

第104図 第38次調査区の位置

ぐミ
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第105図 第38次調査区の配置と周辺の調査区

0                                     100m

第刊06図 遺構配置図

がっている。これまでの調査では、弥生時代前期には遺跡が形成されていたことが確認され、その後弥生時代中・

後期、古墳時代全期、奈良・平安時代、中世、近世にわたる多数の遺構が検出されている。遺跡内には全長110m

の前方後円墳である遠見塚古墳があり、北東 l kmに は陸奥国分二寺が造営され、西隣には伊達政宗の隠居城である

若林城が築かれていることから、この地域は、弥生・古墳時代以来、古代から近世にかけて、陸奥国の中心 として

栄えていたことが伺われるところである。

3 調査に至る経過と調査方法

本件は、平成14年 8月 20日 付けで有限会社ヤマニ代表取締役菅原修一より発掘届けが提出されたので、 9月 12日

(確認調査 3

174



� 南小泉遺跡 (第 38次 )発掘調査報告書

に 3カ 所にトレンチを設定して確認調査を実施し、住居跡・溝跡等が発見されたので、上記期間に本調査を実施し

た。本調査では、確認調査の際に、遺構が検出された部分を中心として発掘区を設定して調査を実施した。測量は、

任意の基準点で行った後、この基準点から敷地境界杭を測量 して調査区の位置を求めた。

SD 2 SD l

盛  土

土層No 土    色 土  質 備 考

1 10YR71 褐灰色 ルト 験化鉄粒 を含む。

2 ЮYR5/1 褐灰色 シ,レ ト 黒色土及び基本層 Ⅱ層のプロックを含む。

3 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 径 3cm前 後の基本層 Ⅱ層のプロックを含む。

土層No 土    色 土  貿 峙 考

l 10YR6/2 褐灰色 シル ト マンガン粒を多く含む。

10YR6/1 褐灰色 シル ト 酸化鉄を多く含む、特に下面に集積している。

bl 10YR5/3 にぶい黄褐を シル ト 基本層 Ⅱ層のブロックを多 く含む。

10YR5/3 にぶい黄褐t シルト 基本層 Ⅱ層のブロックを多量に含む。

第107図 清跡実測図

4 基 本 層 序

調査地点は、全体に15～ 80cmの盛土がなされている。その下は、

SD 2a・ b

土層No 上    色 上  質 備 考

1ヒ壁  1 10YR5/2 灰黄褐色 シ,レ ト 黒色褐色及び基本層 Ⅱ層のプロックを多 く含む。

2 10YR5/3 にぶい黄褐t シルト 基本層 Ⅱ層のブロックを多 く含む。

南壁  1 10YR3/1 黒褐色 シルト 褐灰色土を多く含む。基本層 Ⅱ層 炭片を含む。

10YR5/2 灰黄褐色 シル ト 黒褐色土のブロックを少量含む。

3 10YR5/2 灰黄褐色 睡 1～ 3cmの 基本層 Ⅱ層のブロックを多 く含む。

4 10YR71 褐灰色 シルト 基本層 Ⅱ層の細かなブロックを含む。炭片を含む。

5 10YRク 1 褐灰色 シ,レ ト 黒褐色上のプロックを含む、1灰 自色火山灰」Pを含む。

10YRy6 黄橙色 シル ト 懸本層1層がブロック状に変化したもの、黒褐色土を含む。

I層 (表土)が暗褐色シル トの旧畑耕作土層



(天地返しを含む)、 Ⅱ層が責橙色のシル ト層で、上面で遺構が検出されている。 I層 は60cm前後で、現地表からⅡ

層上面までの深さは1.3～16mである。

5 発見遺構 と出土遺物

1)各区の概要

1区 溝跡 3条 とこの溝に切 られる竪穴住居跡 1棟が検出されている。

2区 竪穴住居跡 3棟 と竪穴住居跡の可能性のある遺構が 1基検出されている。

3区  ピット3個検出され、直線的に並んでいるが、相互の関係は不明である。西側1/3は 撹乱を受けている。本

調査は実施していない。

2)溝 跡

溝跡が 3条検出されている。

SD-1清跡 1区の西寄 りを直線的に南北に縦断する。SD-2・ 3溝跡を切る。上面幅は60～ 74cmで、深さは

40cm前後である。断面形は舟底状で、堆積土は 2層 に分けられ、下層には基本層Ⅱ層のブロックを含んでいる。

遺物は、第108図 1の土師器郭破片の他、土師器片42点・須恵器片 8点が出土している。

SD-2溝跡 1区の西側で検出された。SD-1溝跡に切られ、SD-3溝跡を切る。新旧 2時期あり、新 しいほ

うで上面幅は110cm前後で、深さは55cm前後である。新期の方がやや深い。断面形は逆台形で、堆積土は新旧それ

ぞれ 2層に分けられ、古期 (b期)の堆積土層中には基本層 2層 のブロックを多く含んでいる。遺物は、新期から

土師器片43点 ・須恵器片 8点、古期から土師器片 3点が出土している。新期の土師器の郭片には、体部と口縁部の

境の外面に段がついて口縁部が直立し、内面がヨヨナデ調整され、器面には樹脂状のものが塗られた形跡があるも

のがあり、いわゆる関東系の土師器呼ばれるものと同じ樹特徴を有するものも出土 している。

SD-3溝跡 1区の北西から南東方向にのびて検出された。SD-1・ 2溝跡に切 られる。上面幅は90cm前後で、

深さは65cm前後である。断面形は逆台形で、堆積土は 6層 に分けられ、 5層中には「灰白色火山灰」と観察され

る土壌を含んでいる。SI-3竪穴住居跡と重複部分が多いためか、多数の上師器・須恵器の破片及び古瓦の破片が

出土 している。多 くの土器 。瓦に混 じって常滑産の陶器の体部破片が 1点出土している (図版56-9)。 外表面は

薄 く透明な緑色の釉がかかった状態で、

内表面は暗褐色を呈している。

0                               1ocm

第 108図 溝跡出土遺物

3)竪穴住居跡

竪穴住居跡が4軒検出されている。

SI-1堅穴住居跡 【平面形・規模】2A区で検出された。南辺は調査区の外にのびている。西辺は削平されて

中

号

図

番
登録番号

出 土 地 点 分 類 法 量 特 徴  備 考
写真図版

出土区 基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器   種 器高 長 日径  幅 底径 厚 (調整 重量 素羽 樹種 ,木取 産地 時期 )

1 D-1 1区 SD-1 土師器 ネ 内面ヘラミガキ、畢色処理 底吉["り 離しのちヘラケズリ 55-1

2 E-1 1区 SD-3 2層 須恵器 発 (144) 内外面 ロクロ 回縁端部摩滅 56-8
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0                    10Cm

第110図  SI-1竪穴住居跡出土遺物

いるが調査区南壁面の観察記録では削平部の近 くで竪穴住居跡の壁面の立ち上が りが確認されている。平面形は方

形を呈するものと推察され、調査区南壁面での住居の東西軸長は約3,9mである。南北軸長は検出部分で32mあ る。

【堆積土と床面】検出面から床面までの深さは20cm前後であるが、調査区南壁面では50cm前後の堆積土が確認でき

⑤
凸

マ
占小魏四

              ′

土層No 土    色 土  質 備 考 土膠No 土    色 土  賀 備 考

10YR5/3 にがい貢褐∈ シルト 基本層 Ⅱ層の小ブロ ックを少量含む。 6 焼土 と灰の混合層

2 10YR7/4 にぶい黄橙荏 ンル ト にぶい黄褐色上のプロックを少量含む。 7 基本層 Ⅱ層に焼上のブロックを少量含む。

3 10YR4/2 灰黄褐色 ル ト 南西部では炭を含む。 8 基本層 Ⅱ層に焼上のブロックを多量に含む。

4 10YR6/3 浅黄橙色 ,レ ト 基本層 Ⅱ層のプロックを少量含む。 9 10YR7/2 にぶい黄橙t シルト 貼床層 堅 くしまっている。

5 10YRν3 浅黄橙色 ンルト 基本層Ⅱ層のブロックを多く含む。

第109図  SI-1竪穴住居跡実測図

Ｔ

号

凶

番
登録番号

出 土 地 点 分 類 法 量
写真図版

出土区 基本層 遺構名 遼補層 瑕上No 種 別 器   種 器高 長 口径 帳 底径 厚 (調整 重量・素材 樹種 木取・産地 時期 )

, B― ] 2A区 SI― 1層 弥 生 土 一璽 71‐ 面 2条 1画の連続波状文

2 1 2A区 未面 7 土召W器 郭 t127) 内外面ヘ ラ ミガキ、黒色処理 54- 2

3 2 2A区 未面 1 2 土師器 郷 (152) 外面日縁ヨコナデ 体部ヘラケズリ 内面ヘラミガキ、黒色処理 54- 3

4 E-2 2A区 理土 須恵器 (150) 内外面 ロクロ

5 P― ユ 2A区 SI― 1層 土 製 品 土 工 56-10



る。住居廃絶後の堆積土は 8層に分けられるが、いずれも自然堆積層と観察される。カマ ド前部から反対の壁面に

かけての住居中央部分には広い範囲に、にぶい黄橙色の砂質粘土による貼床があり、堅く締まっている。

〔柱穴と周溝】住居の床面では柱穴は検出されていない。周溝は北壁のカマドの東側から東壁の南壁付近までL字

状に検出されている。周溝の幅は10～ 20cmで、床面からの深さは3～ 4 cmで ある。

〔カマド】カマドは北壁に作られている。中央よりやや東によって位置し、約120cm。 幅16～26cmの 煙道が住居の外

にのびている。カマ ド本体は、両袖の下端部分が約10cm残 っており、北壁面からカマド袖部の先端まで約65cm、 両

袖のタト側で90cm。 内側で50cmを 測る。袖部の幅は、基底部で左右とも20cm前後である。カマド内部は、中央から袖

部の先端にかけて強く焼けている。

【住居掘り方I SI-1竪穴住居跡では、掘り方の埋め土と認定できる土層は確認されなかった。

〔出土遺物】出土遺物は多くない。図化できる床面出土の遺物としては、土師器のイが 2点ある (第 110図 )。 C―

1は、丸底の郭で、体部と口縁部の中間に内外面とも段がつき、回縁部は比較的短く内湾気味に直立する。器面は

荒れているが、内外面とも最終調整としてヘラミガキが施されている。C-2は、比較的深い郭である。丸底で、

半球形の器形となる。器高の2/3く らいのところの外面に段がつき、直立気味の口縁となる。堆積土中からは、弥

生土器の壺の肩部破片 (B-1)や、須恵器の壺体部下半の破片 (E-2)、 土玉 (P-1)な どが出土している。

〔住居の年代】SI-1竪穴住居跡の所属時期については、床面から出土した 2点の土師器必が、いずれも国分寺下

層式に相当すると判断されるので、奈良時代に位置付けられるものと考えられる。

SI-2竪穴住居跡  【平面形 。規模1 2A区 で検出された。SI-4竪穴住居跡を切っている。北辺は調査区の外

にのびているが、北西角付近が確認されているので住居跡の大きさは推定可能である。平面形は南北方向にやや長

蜘

0               50cm

＞上

ド岳
３

118m乳

0                       2m

SK l断面

116m¬     rD′

カマ ド部横断面
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Ｋ
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‐
Ｃ
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Ｓ

　

　

　

魁

○駒

土層No 土   色 土  質 備 考

I ЮYR5/3 にぶい黄褐t シルト 炭 焼土を少量含む。

焼土 と灰の混合層。

土層No 土    色 土  質 備 考

2b 10YR4/1   褐灰色 シ,レ ト 束半部に炭片を合む。

王道 碇土 灰 炭を混合する土層。

第111図 SI-2竪穴住居跡実測図
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4

10cm

第1司 2図  SI-2竪穴住居跡出土遺物

い長方形を呈する。東西軸長は約36mで ある。南北軸長は3.8mである。

【堆積土 と床面】検出面から床面までの深さは20cm前後である。カマ ドの前方部分を除 くと堆積土は炭や焼土を含

むにぶい黄褐色のシル ト層 1層 である。SI-4竪穴住居跡の堆積土を床面 としている。床面は僅かな起伏がある。

貼床はない。

【柱穴と周溝】住居の床面では柱穴は検出されていない。周凄も検出されてない。

〔カマド】カマドは東壁に作られている。中央よりやや南によって位置している。カマド本体は残っていないが、

東壁に接して長軸42cm。 短軸32cmの 略精円形の窪みがあり、壁際には石製の支脚が立ったまま出土し、支脚の反対

側の床面は東西20cm・ 南北35cmの 範囲で焼けていることからこの部分にカマドが存在したことがわかる。また、こ

の焼土面と支脚を結んだ延長上の調査区東壁面に煙道の痕跡と考えられる焼け面と堆積上が観察される。

【その他の施設】東壁の中央付近には、SK-1土坑とした東西80cm。 南北70cmの 不整形な浅い窪みがある。この窪

みは、東壁のほぼ中央に位置し、北側の壁面が焼けていることから、古いカマドのあった場所の可能性がある。住

番号
登録番号

出 土 地 点 分 類 法 量
写真図版

出土区 基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器   種 器高 長 日径 幅 底径 厚 (調整 重量 素材 樹種  木取 産地 時期 )

3 23区 Ы -2 床 面 3 土師器 菱 160 (201) 外面ヘラケズリ 内面ヘラミガキ、黒色処理 54-4
2 D-5 2B区 Ы-2 カマ ド 土師器 琢 (43) (138) 内面ヘラミガキ、黒色処理

3 D-6 2B区 SI-2 床 面 5 土師器 啄 (24) 対面ヘラミガキ、黒色処理 底部ヘラケズリ

4 D-3 2B区 Ы-2 SK-1 土師器 郵 対面ヘラミガキ、黒色処理 底部不明 55-3
5 D-4 2B区 SI-2 土師器 耳 (132) (66) 対面ヘラミガキ、黒色処理 底部回転糸切 り 55-4

D-2 2B区 SI-2 土師器 ITN 勺面ヘラ ミガキ、黒色処理 底部回転糸切 り 55-2
7 N-1 2B区 SI-2 1層 鉄製品 308 棒 状 57-6



居の中央には直径約20cmの 円形の焼土面がある。強く焼け締まっており、炉跡と考えられる。

【住居掘り方I SI-2竪穴住居跡も、掘り方の埋め土と認定できる土層は確認されなかった。

【出土遺物】図化した出土の遺物としては、土師器の郭が5点 と奏が1点、及び鉄製品が1点 ある (第 112図 )。 土

師器郭D-2は、やや大ぶりのイで、日径の割に底径は小さく底部は回転糸切り無調整である。D-3は、SK-1

土坑から出土した郭で、再酸化を受けて一部黒色処理がrEXけ ている。底部は回転糸切り無調整である。D-4は、

前2個体と比べるとやや浅い14hである。底部は回転糸切り無調整である。D-5は、郭体部の破片で、日縁端部が

強く外反している。D-6は、郭の底部の破片で、底部外面は切り離し後手持ちヘラケズリ調整されている。C―

3は、ロクロを使用していない甕で、外面は体部がヘラケズリ、日縁部がヨヨナデ調整されている。内面はヘラミ

ガキ調整された後に黒色処理されている。その他土器の破片も多数出土しているが、床面付近から出土した須恵器

の破片は3点に過ぎない。

鉄製品のN-1は現存長31,Ocm・ 最大幅1 7cm。 厚さ0.9cmの棒状の製品で、片方の端部は針状に尖っており反射側は

やや扁平となっている。残存する端部は徐々に薄くなっている。

〔住居の年代】SI-2竪穴住居跡の所属時期については、出土した 5点の土師器イロクロが使用されたもので、底

部は回転糸切り無調整のものが主体となっている。また、底部が切り離し後手持ちヘラケズリ調整されているもの

についても、底径が小さいものである。いずれも表杉ノ入式期のものであり、平安時代に位置付けられる。

掘り方 SK l SK 4
,    B′1 ド

中岳
日
Ｐ

SK 5

0                       2m

基本屠 工層のプロック及び炭を含む。焼土 炭を少量含む。

を主体 とし焼土粒やにぶい黄褐色上を含む。の小 ブ ロ ック を

基本層 Ⅱ層に焼上のブロックを少量含む。

基本層コ層の径 5cm前後のブロック及び焼土片を含む。

炭 焼土混合層、基本層 Ⅱ層のプロックを含む。 基本層 Ⅱ層のブロックを多 く含む。

Ⅱ層のプロックを多く合む。基本層 Ⅱ層に焼上のブロックが混合。

ロック 炭片を多く含む。基本層 Ⅱ層のブロック状の

基本層Ⅱ層のブロックを多 く含む、焼土 炭を含む。基本層 Ⅱ層のブロック及び炭を含む。

Ⅱ層に灰黄褐色上のブロックを含む。 基本層 Ⅱ層のプロック及び炭片を少量含む。

径3cm前 後の基本層肛層のプロックを多く含む。焼土含む。

10YR7/4 にぶい黄 自色土と暗灰色上の 5～ 10mmの薄層を縞状に含む。 を多く含む。焼上粉を含む。

のブロックを

第113図 SI-3竪穴住居跡実測図
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番号
登録番号

出 土 地 蕉 分 類 法 量
写真図版

出土区 基本層 遺構名 遺梅層 取上No 種別 器 種 日径  弼 底径 厚 (調整 重量 素材 樹種 木取 産地 時期 )

1 D-7 と区 SI-3 北東 1層 土師器 不 50 内面ヘラミガキ、黒色処理 底部回転糸切 り 55-5

2 D-8 l区 SI-3 北東 2層 上師器 ITN 内面ヘラミガキ、黒色処理 底部回転ヘラケズリ 55-6

3 9 1区 SI-3 煙道入ロ 上師器 不 38 内面ヘラミガキ、阜色処理 底部回転系切りのち回転ヘラケスリ 55-7
-10 1区 SI-3 l nt4 土師器 イ . 49 内面ヘラミガキ、黒色処理 底都回転糸切 り 55-8

5 日 と SI-3 土師器 琢 内面ヘラミガキ、黒色処理 底部回転糸切 り 55-9

6 1区 SI-3 (40 土師器 杯 対面ヘラミガキ、黒色処理

D-14 1区 SI-3 土師器 イ 勺面ヘラミガキ、黒色処理 (再酸化 )

8 D-13 1区 SI-3 土師器 郭 勺面ヘラミガキ、黒色処理 底部回転ヘラケズリ

9 D-15 1区 SI-3 土師器 不 本面ヘラケズリ 内面ヘラミガキ、具色処理 底部回転ヘラケスリ

D-16 1区 Ы -3 (54) 土 師器 郭 135) (57) 内面ヘラミガキ、黒色処理 底部回転糸切 り

D-17 1区 SI-3 土師器 鉢 (200) 勺面ヘラミガキ、黒色処理 底部ナデ ?

D-18 1区 SI-3 SK-5 赤焼土器 罫 48 勺外面ロクロ 底部回転糸切 り 55-10

13 D-19 1区 SI-3 Pit 10 赤焼土器 lTN (144) (77) 内外面ロクロ 底部回転糸切 り

第114図 SI-3竪穴住居跡出土遺物 1



0                                 10cm

中

号

図

番
登録番号

出 土 地 分 類 法 量 特 徴 ・ 備 考
写真図版

出土区 基本層 還構名 遺穏層 取上No 種 別 器 種 器高・長 日径・幅 底径・厚 (調 整・重量・素材 樹種・木取・産地・時期 )

1 C-4 1区 SI-3 (46) 土師器 麗 (110) (2■0) Ⅲ面ハケメ 内面ヘラナデ 54-7

2 D-27 1区 Ы-3 土師器 盟 133 (2■7) rI・面ヘラケズリ 内面ヘラミガキ、黒色処理 56-1

3 D-22 1区 SI-3 SK-3 土師器 甕 (115) (211) 勺面ナデ

D-20 1区 SI-3 土師器 甕 (174) (198) rl・面ケズリ 内面ナデ (単位不明)

5 D-26 1区 SI-3 SK-5 土師器 霙 (64) (144) 勺外面ロクロ

6 D-24 1区 SI-3 土師器 葵 (195) 再外面ロクロ

D-21 l区 SI-3 土師器 養 (1211) 勺外面ロクロ 56-2

8 D-23 1区 SI-3 SK-1 土師器 発 (125) (192) 有外面ロクロ

9 D-25 1区 SI-3 SK-5 土師器 甕 (48) 外面ヘラケズリ 内面ナデ

第115図 SI-3竪穴住居跡出土遺物 2
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中

号

図

番
登録番号

出 土 地 点 分 類 法 量 特 徴  備 考
写真図版

出土区 基本層 遺権名 遺構層 取上No 種 別 器 種 器高 長 回径 幅 底径 厚 (調整・重量・素材 樹種 木取  産地・時期 )

E-3 1区 SI-3 SK-5 須恵器 郭 130 内外面ロクロ 底部回転糸切 り 56-3

2 E-4 1区 SI-3 Pit 5 須恵器 郭 内外面ロクロ 底部回転糸切り 体部、底部に墨書あり 56-4

3 E-5 1区 SI-3 須恵器 不 42 71 内外面 ロクロ 底部回転糸切 り 56-5

4 E-6 1区 SI-3 (4041) 須恵器 郎 内外面 ロクロ 底部回転糸切 り

5 E-7 1区 SI-3 尼り方 須恵器 郭 内外面 ロクロ 底部回転糸切 り 56-7

6 E-8 1区 SI-3 須恵器 郭 45 (71) 内外面 ロクロ 底部回転糸切 り 56-6

第116図  SI-3竪 穴住居跡出土遺物 3
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号

図

番
登録番号

出 土 地 点 分 類 法 量 特 徴  備 考
写真図版

出土区 基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器   種 器高 長 口径 幅 底径 厚 (調整 童量・素材 樹種・木取 産地 時期 )

E-9 1区 SI-3 (40) 須恵器 イ 内外面ロクロ

8 E-10 1区 SI-3 (54) 須恵器 郎 (128) 内外面 ロクロ 底部回転糸切 り

2 1区 SI-3 石製品 石製模造品 円盤、単孔 にし径 02) 57-3
1区 �-3 石製品 砥石 (46) 47 57-4

11 K-3 1区 SI-3 SK-3 石製品 砥 石 57- 5

G-1 1区 SI-3 1層 瓦 平瓦 (233) J面布 目のちナガ 凸面縄 タタキ 57-1

F-1 1区 SI-3 SK-3 瓦 丸瓦 (36) 」面布 日 凸面縄 タタキのちナデ 57-2

SI-3竪穴住居跡  〔平面形・規模】 2B区で検出された。遺構の西部をSD-1・ 2・ 3溝跡に切られているた

め西辺は不明である。南辺は調査区の外にのびている。検出された北辺・東辺の壁面とも凹凸が著しく、一定して

いない。検出範囲は、東西軸長約4.8m。 南北軸長は3.3mである。

【堆積土と床面】検出面から床面までの深さは20cm前後である。炭や焼土を含むにぶい灰黄褐色のシルト層が堆積

土の上部を占め、下部は褐灰色ないしにぶい責褐色土及びにぶい黄橙色のシルト層が床面を覆っている。床面では

土坑 5基 とピット12個が検出されている。土坑とピットは特に北壁よりに集中的に存在している。煙道前方の調査

区南壁近くの床面は、貼床されて堅く締まっている。

【柱穴と周溝】柱穴は明らかでない。周溝も検出されてない。

【カマド】カマド本体は残存していないが、北壁中央付近と考えられる位置に煙道が残っている。現存する煙道の

規模は、長さ125cm・ 幅25cm・ 深さ8～ 20cmで、先端部分がピット状に下がっている。

〔その他の施設】SK-1土坑は、SK-4土坑・ピット11を 切る。東西67cm・ 南北71clllの 円形を呈し、断面形がU

字形で深さは54cmあ る。底面では直径12～ 13cmの ピットが 2個検出されている。SK-2土坑は、北東部をSD-3
溝跡に切られ、南部が調査区外にのびる。検出部分で東西77cm・ 南北64cmを 測る。深さは1lcmあ る。SK-3土坑

は、ピット9。 10を 切る。東西97cm。 南北60cmの 楕円形を呈し、深さは32cmを 測る。SK-4土坑は、SK-1。 3

土坑に切られる。東西68cm。 南北46cmで、深さは約20cmあ る。SK-5土坑は、南北242cm。 東西107cmを 測る不整

形の土坑である。底面には長軸に沿って緩やかな凹凸があり、深さは8～24cmである。

【住居掘 り方I SK-1土坑の北側で検出された落ち込みについては、住居の掘 り方と考えたが、炭・灰・焼土等を

含んでいることや、他の部分で掘 り方埋土に相当する土層が確認できなかったので、土坑の可能性も考えられる。

【出土遺物】堆積土・床面及び床面検出遺構から多量遺物が出土 している。図化 した出土の遺物としては、非ロク

ロ土師器奏が 2点、ロクロを使用 した土師器杯10点・鉢 1点・甕 8及び赤焼け土器郭 2点、須恵器郭 8点、古代瓦

2点、石製品 2点ある (第 114～ ■6図 )。 非ロクロ土師器奏C-4は 、体部上半から口縁部にかけての破片で、日

縁部は強く外側に折れ、日唇部は平坦になっている。日縁部はヨコナデ調整され、体部は外面がハケメ調整 。内面

がヨヨナデ調整されている。C-5(図 版54-5)は甕ノ胴部の破片で、外面がハケメ調整・内面がヨヨナデ調整

されている。 2点 ともロクロ土師器に伴ってみられる器形の非ロクロ土師器の奏である。ロクロ土師器の郭は、底

部が回転糸切 り無調整のものと、切 り離し後手持ちヘラケズリ調整・切 り離し後回転ヘラケズリ調整のものがある。

底部の調整技法と出土層位との相関関係は明らかでない。ロクロ土師器の鉢は、比較的広い底部から内湾する体部

に強く外傾する口縁が付 き、ロクロ調整の後体部下半が縦方向にヘラケズリ調整されている。ロクロ土師器奏は、

やや内湾する筒状の体部に受け日状の口縁部が付 くもので、体部下半はヘラケズリ調整されている。赤焼け土器の

郭は、ロクロ土師器郭と器形・法量的に大差のないものである。

須恵器郭は、器高に比 して底径の小さいもので、底部はいずれも回転糸切 り無調整である。平瓦G-1は、凸面縄

叩き無調整、凹面布目後ナデ調整されるもので、宮城県多賀城跡調査研究所の平瓦の分類ではⅡB類の aタ イプの

ものである。石製品は砥石 2点 (K-1・ 3)と 、古墳時代中期の石製模造品の破片 と考えられるものが 1点

184
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(K-2)あ る。

〔住居の年代】SI-3竪穴住居跡の所属時期については、出土した土師器郭がロクロを使用したものであることか

ら、表杉ノ入式期に位置付けられ、平安時代と考えられる。

競
プ
P2

115浄 FD

o                        2m

第117図 SI-4堅穴住居跡・SX-1遺構実測図

SI-4竪穴住居跡 【平面形・規模】2B区で検出された。北辺と東辺は調査区の外にのびている。検出部分の北

西部の堆積土上部もSI-2竪穴住居跡によって削平されている。検出部で東西軸長は約3.8m・ 南北軸長4.7mを測

るが、平面形が方形の住居であれば、柱痕跡の位置から1辺の長さは5.2～ 5,4mと 推察される。

【堆積土と床面】検出面から床面までの深さはSI-2竪穴住居跡による削平を受けていない部分で25cm前 後である。

住居廃絶後の堆積土は3層 に分けられるが、いずれも自然堆積層と観察される。床面はほぼ平坦で、部分的に灰白

P3

瀞〉

1

炭片を少量含む。基本層 Ⅱ層のプロックを含む。

しまり弱 く炭片を含む。しまりなし。
基本層Ⅱ層に掲灰色上の細かなブロックを少10YR3/1 黒褐色 基本層Ⅱ層の小ブロックを少量含む。 しまりなしe

10YR5/2 灰黄褐色ЮYR6/2 灰黄褐色 基本層 Π層のブロック及び焼土を含む。

炭片を少量含む。 しまり弱いⅡ目のブロックを 10YR4/2 灰黄褐色10YR6/2 灰黄褐色

基本層 Ⅱ層に黒褐色上の小プロックを含む。10YR4/1 褐灰色

基本層 Ⅱ層のブロック及び炭 焼土を含む。10YR4/ユ  褐灰色

基本層 Ⅱ層のプロックを含む。5Y8/2 灰 自色

基本層 Ⅱ層のブロックを含む。10YR5/2 灰黄褐色 基本層 Ⅱ層のブロックを多 く含む、周溝埋土。

25Y7/2 灰黄色

はあるが、しまり弱い。

Ⅱ層のブロックを

かなブロックをわずかに含む。

焼上粒 を多量に含む。

基本層 Ⅱ層の細かなブロックを多 く含む。

焼土粒が まとまって堆積、褐灰色 シル トを含む。

上面にしまりあ り、床面 ?

基本層コ層の大きなプロツクを多く



色ないし褐灰色のシル トによる貼床がある。ピット3の周辺は良 く締まっている。

【柱穴と周溝】住居の対角線上に位置するピット4及びこれと対応関係にあるピット1は主柱穴と考えられる。ピ

ット1は長軸55cm・ 短軸50cmの 不整形の掘り方で、床面からの深さは42cmを 測る。柱痕跡は直径約15cmの 円形であ

る。ピット4は長軸97cm・ 短軸75cmの 楕円形の掘 り方で、床面からの深さは50cmで ある。柱痕跡は直径約16cmの 円

形である。ピット2も 柱痕跡が確認されているがどのような役割の柱穴であるか明らかでない。

周溝は調査部の壁面に沿って検出されている。幅は20cm前 後で、床面からの深さは 4～ 8 cmで ある。

〔カマド】カマドの位置は不明である。検出部の南壁及び西壁に存在していないことから判断すると、北壁ないし

東壁に位置していると推定される。

〔住居掘り方】SI-4竪穴住居跡では、掘り方の埋め土と認定できる土層は確認されなかった。

〔出土遺物】出土遺物は多くない。図化できる遺物としては非ロクロ土師器の甕が 1点あるだけである (第 118図 )。

C-6は、体部が扁平な球形の奏で、体部と口縁部の境に軽く段がつく。口縁部は比較的強く外反する。調整は、

口縁部が内外面ともヨコナデ、体部が外面ヘラケズリ調整、内面がヨコナデ調整されている。

【住居の年代I SI-4竪穴住居跡の所属時期については、出土遺物が少ないために明瞭ではないが、図示した土器

の頚部に段が形成されていることや、出土土器片の中に内面黒色処理された非ロクロ土師器郭片が 3点ほど見られ

ることから、栗囲式期または国分寺下層式の土師器と想定され、古墳時代後期～奈良時代頃の年代が考えられる。

て日露|ノ

0                               10cm

第118図 SI-4竪穴住居跡 。SX-1遺構出土遺物

4)そ の他 の遺構

SX-1遺構 2B区の北西角で方形の遺構の東南部が検出された。検出部分で東西58cm・ 南北170cmで ある。底

面が 2面あり、上面のまでの深さ約20cm、 下面までの深さ約30cmを 測る。各面とも平坦になっている。下面の壁際

は、 5 cm前 後の深さで周溝状に下がっている。遺物は土師器片 7点 と須恵器片 1点があるだけである。土師器片は

いずれも非ロクロのもので、内1点 は体部から回縁部まで内湾しながら立ちあがるイである (第 118図 )。 外面はヘ

ラケズリ調整、内面はヘラミガキの後黒色処理されている。この土師器については国分寺下層式に位置付けられる

ものと考えられるが、遺構の時期については、資料が少ないので確定できない。

中

号

図

番
登録番号

出 土 地 点 分 類 法 特 徴  怖 考
写真図版

出土区 基本層 選構名 遺構層 取「 No 種 別 器    種 器高 長 ヨ径 幅 底径 厚 (訓整 重量 素羽 4」l種  木取 産地 時期 )

1 6 2B区 SI-4 埋 土 ±lW器 斐 (195) (222) 外面ヘラケズリのちヘラミガキ 内面ナデ 54-6
2 2B区 SX-1 上 i市 器 郎 外面ヘラケズリ 内面ヘラ ミガキ、黒色処理
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6 ま とめ

① 4軒の竪穴住居跡と3条の溝跡及びその他の遺構が1基検出された。

② 竪穴住居跡には、古墳時代後期～奈良時代の可能性のあるもの1軒・奈良時代のもの1軒 。平安時代のもの2

軒がある。

③ 竪穴住居跡は、各時期ともほぼ南北方向に軸を持ち、カマドは北壁または東壁に配されている。

④ 奈良・平安時代の竪穴住居跡は1辺が4m前後と比較的規模が小さく、床面では柱穴が確認できなかった。

⑤ 古墳時代後期～奈良時代の竪穴住居跡は、 1辺が5mを超え、床面で柱穴が検出された。

③ 3条の溝跡は古い方からSD-3→SD-2→SD-1と変遷し、SD-2は さらに新旧2時期ある。

⑦ SD-3溝跡の堆積土下部に灰白色火山灰が認められ、また、堆積層中から常滑産の中世陶器が出土している

ことから、SD-3溝跡は10世紀初頭には存在し中世にかけて埋没したと考えられる。

③ SD-3溝跡より新しいSD-1・ 2溝跡については、中世遺構に掘削された遺構と考えられる。

参考文献

氏家和典 (1957):「 東北土師器の型式分類とその編年」F歴史第14輯』

氏家和典 (1967):「 陸奥国分寺跡出上の丸底郭をめぐって」『山形県の考古と歴史』柏倉亮吉教授還暦記念会刊

進藤秋輝・高野芳宏・白鳥良一他 (1982):「 多賀城跡 政庁跡 本文編」宮城県多賀城跡調査研究所・宮城県教育委員会



2 SD-1・ 2・ 3清跡検出状況 (西 より)

3 SD-1・ 2・ 3溝跡全景
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l S1 2堅穴住居跡検出状況 (南 より)

ヽ
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竜

3 S12竪穴住居跡全景 (北西より)

2 S12断面 (西 より)

5 S12カ マ ド支1去1(南より)

7 S12内SK-1全景 (西 より)

図版51 S12竪 穴住居跡

S12床面検出炉跡 (南 より)



I Si 3竪穴住居跡床面検出状況 (南 より) 2 S13煙道・ ピッ ト1断面 (西 より)

3 S13竪穴住居跡全景 (南東より) 4 Si 3竪穴住居跡全景 (北より)

5 Si 3内 SK-1(西 より) S13内SK-2。 4(南西より)

7 S13内 SK-3(司 ヒより) 8 S13内SK-5(南 西より)

図版52 S13竪 穴住居跡



1必 iォ I藤れ

4 S14内 ピッ ト1(南より)

5 S14内 ピット2(北 より)

図版53

S14竪穴住居跡断面 (南より)
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l Si4竪穴住居跡床面検出状況 (南西より) 2 S14竪穴住居跡全景 (南西より)

SX-1遺構全景 (南 より)
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1 土師器

2 土師器
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1日 調査要頂

遺 跡 名  南小泉遺跡 (宮城県遺跡番号01021)

調査地点  若林区遠見塚一丁目26番 18

調査期間  平成14年 10月 15日 ～10月 17日

調査対象面積   68∬

調査面積

調査原因

調査主体

担当職員

28r正

個人住宅建設

仙台市教育委員会 (文化財課)

教諭 豊村幸宏

2 遺跡の位置と環境

遺跡の環境については第37・ 38次発掘調査報告書を参照されたい。今回の調査地点は、遺跡の南部に当り標高は

11.5mである。

3 調査に至る経過と調査方法

平成14年 9月 18日 付けで千葉孝雄、千葉二三子氏より仙台市若林区遠見塚一丁目26番18における柱状地盤改良工

事を伴う鉄骨造 2階建個人住宅建築工事に係わる発掘届が提出された (教生文第 4-149号で回容)。 これを受けて

平成14年 10月 15日 に、建物予定地内に東西 8m、 南北 3mの調査区を設定して確認調査を実施した。その結果、溝

跡 1条、井戸跡 1基、土坑 2基、ピット多数が検出されたため引き続き本調査へと移行 した。調査は、重機により

I、 Ⅱ層を排除し、Ⅲ層上面で人力による遺構検出作業と遺構の掘 り込みを行った。

4 基本層序

調査区で確認した基本層は、 I層からⅢ層まで大別 3層 である。 I層 は木災粒、焼土粒、径 1～ 3 cmの礫を含む

黒褐色シル ト層で旧畑耕作土である。Ⅱ層は木炭粒、焼土粒を含む暗褐色シル ト層である。Ⅲ層は酸化鉄斑を含む

林 城 跡 」
イ
弩
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第119図 調査地点 と周辺の地形
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第120図 調査区配置図 (1/200)

責褐色粘土質シル ト層でこの地域一帯の基盤となる自然堆積層である。今回検出した遺構は、全てこの層の上面が

掘 り込み面となっている。

5 発見遺構 と出土遺物

検出された遺構は、溝跡1条、井戸跡1基、土坑2基、ピット18基である。

1)溝跡

SDl 溝跡

調査区の東半部で検出した。上幅4.4m以上、深さ1.2m以上で底面は未検出である。ピットと重複しこれよりも

古い。壁は急に立ち上がる。北東方向から南西方向に延びるものと思われる。遺構の南側が調査区外へ延びている

ため、断面形状は不明である。堆積土は 6層 に分かれ、 1～ 4層は人為堆積で 5～ 6層は水性堆積である。出土遺

物は、堆積土中から非ロクロ土師器奏 (C-1)、 郭、ロクロ土師器甕、剥片が出土 している。このうち土師器奏

(C-1)は外面をハケメ、内面をヘラナデによって調整されている。

2)井戸跡

SEl 井戸跡

調査区の西半部で検出した。SK lと 重複 しこれよりも新 しい。平面形は長径1.45m、 短径1.3mの不整な長円形
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第121図 遺構配置図

を呈する。深さは1.lm以上で底面は未検出である。壁は上半部がやや開き気味に、下半部では直立して立ち上が

り、壁の途中に段差を持つ。堆積土は 4層以上に分かれ、何れも人為堆積である。堆積土中から、非ロクロ土師器

片が出土した。

3)土坑

SKl 土坑

調査区の西半部で検出した。SE lよ りも古い。直径1.95mの円形を呈する。深さは40cmで 、底面径は1,4mであ

卜121m_=鞘               畔堂-         115m_二町

一　
　
壁

ナ
Ⅲ　
剛

一　
　
離

一

卜  m5m¶

SD l

卜  H5m_型当 卜

SK 2

o                       2m

遺  構 暗紅 土    色 土  性 備 考 遺  捕 土    色 土  性 補 考

基本層 I 10YR3泡 黒褐色 シルト 焼土粒、本炭粒、φl～ 3cmの礫を含む。 SE l 1 10YR3/3 暗褐色 七土賢シルト 焼土粒、本炭粒を含む。

10YRν3 暗褐色 ル ト 暁土粒、木炭粒 を含む。 2 10YM/2 灰責褐色 脂土 木炭粒、 10YR5/6シ ル トブロックを含む。

10YR5/6 黄褐色 lt上質シルト酸化鉄既 を含む。 3 10YR3/2 黒褐色 木火粒、10YR5/6シ ル トブロックを含む。

1 101rR3/4 H旨褐色 ンル ト 木炭粒 を含む。 10YR2/2 黒褐色 臨土 10YR5/6粘土ブロックを含む。

2 ЮYR5/6 責褐色 シ,レ ト マンガン粒、本炭粒 を含む。 1 10YR3/2 黒4B色 10YR5/6粘 土質シルトアロック、10YV2粘 土プロックを含む。

3 10YR5/4 にぶい黄褐雀 砂質シルト 喧物遺体 を含む。 2 10YR5/6 黄褐色 ルト 10YR3/2粘土質シル トプロックを含む。

4 10YR5/6 黄褐色 砂質粘土 遭物遺体を含む。 3 10YR5/6 黄褐色 粘 土 焼土粒 を含む。

5 10YR5/4 にぶい黄褐雀 細 砂 壇物遺体を含む。 ;K2 1 10YR3/2 黒褐色 シル ト 10YR5/6粘 土質ンル トブロックを多量に含む。

6 10YR6れ  にがい責褐建 砂 電物遺体を含む。 2 10YR5/6 黄褐色 ンルト質II土 lllYR4/2粘 土ブロック、10YR3/2シ ルトブロックを含む

第122図  調査区北壁・遺構断面図
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図中透弓 登録番号 種別・器種 出土地区 丞本層位 器高 ,長 口径 幅 璽  量 特 徴 写真 図版
1 I 非ロクロ土師器 霊 SD 1   3層 (80) 舛向ヨコナデ ハケメ 内面ヨヨナデ・ナデ・ヘラナデ 59-3

第123図  出土遺物

る。断面形は扁平な逆台形を呈 し、壁は底面から丸みを帯びてやや垂直に立ち上がる。底面はほぼ平坦である。堆

積土は 3層 に分れ、何れも人為堆積である。堆積土中から、非ロクロ土師器片が出土した。

SK2 土坑

調査区の中央部北壁沿いで検出した。ピットと重複 しこれよりも古い。遺構の北半部が調査区外へ延びているた

め正確な規模は不明であるが、東西1.7m、 南北1.2m以上、深さ85cmの 方形もしくは長方形を呈するものと思われ

る。断面形は椀形を呈し、壁は底面から丸みを帯びてやや急に立ち上がる。底面は指鉢状である。堆積土は 2層 に

分かれ、何れも人為堆積である。堆積土中から、非ロクロ土師器片が出土した。

6 ま とめ

① 今回の調査では、溝跡1条、井戸跡 1基、土坑2基、ピット18基が検出された。

② SDl溝跡については、大規模な溝跡と捉えられる。周辺の16次調査で確認された溝跡群と関連付けて中近世

段階の屋敷の区画溝等の可能性が想定される。

③ 井戸跡、土坑については、出土遺物から古墳時代以降のものと考えられる。ピットの中には柱痕跡を持つもの

も含まれており周辺に建物跡の存在した可能性がある。
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五十嵐康洋 (1998):「南小泉遺跡第26次調査報告書」仙台市文化財報告書第225集

工藤信一郎他 (1998):「南小泉遺跡第30'31次発掘調査報告書」仙台市文化財報告書第226集

斎野裕彦 (1994):「南小泉遺跡第22次 。23次発掘調査報告書」仙台市文化財報告書第192集
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1 調査区全景 (西 より)

2 SDl溝跡土層断面 (南西より)

図版58 調査状況・清跡・井戸跡

3 SEl井戸跡全景 (南 より)



l SKl土坑全景 (南西より)

2 SK2土坑全景 (北 より)

非ロクロ土師器甕C-1(SD l第 123図 1)

3 SDl溝跡出土土器

図版59 土坑・出土遺物



1 調査要項

遺  跡  名  大野田古墳群 (宮城県遺跡香号01361)

調 査 地 点  太白区大野田字王ノ壇47-1の 一部、44の一部

調 査 期 間  平成14年 9月 2日 ～ 9月 4日

調査対象面積  108∬

調 査 面 積  54∬

調 査 原 因  個人住宅建築 (銅管杭打ち基礎工事)

調 査 主 体  仙台市教育委員会 (文化財課)

担 当 職 員  主任 渡部 紀

2 遺跡の位置と環境

大野田古墳群は、仙台市の南部、地下鉄富沢駅の東側一帯に広がる遺跡である。遺跡は、北西側を奥羽山脈から

派生する青葉山丘陵に、北東側を広瀬川に、南側を名取川に囲まれた「郡山低地」と呼ばれる沖積地に立地してい

る。付近一帯は名取川の支流の一つである太白山に源を発する魚川等が形成した自然堤防や旧河道・後背湿地など

の沖積地特有の微地形が複雑に発達している。大野田古墳群は標高10m前後の後背湿地ないし自然堤防に渡って広

がっている。

郡山低地は、遺跡の形成が早 く、富沢遺跡では約二万年前の後期旧石器時代の遺構が発見されている。その後縄

319

大野田古墳群発掘調査報告書
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第124図 大野田古墳群と周辺の遺跡

皿屋敷遺跡
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第125図

文時代から中世・近世に至るまでの多 くの遺跡が形成さ

れており、特に焦川が丘陵端部から出て名取川と合流地

点にかけての約2 5kmの河川北岸には、富沢遺跡・山口

遺跡・六反田遺跡 。下ノ内遺跡 。下ノ内浦遺跡・伊古田

遺跡・王ノ壇遺跡・更屋敷遺跡などの遺跡が連続して分

布している。

大野田古墳群は、過去多 くの調査が行われており、平

成 6年以来仙台市富沢駅周辺土地区画整理事業に伴う調

査が継続的に行われている。遺跡内及び近隣には春日社

古墳・鳥居塚古墳・王ノ壇古墳などの顕在的な古墳があ

るほか、調査によって周溝だけが残る古墳が新たに28基

発見されている。古墳以外の遺構としては、古墳時代前

O  SK187

O

0              3コ

第126図 掘立柱建物跡実測図
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遺構配置図

期の竪穴住居跡、古墳時代の木棺墓、古墳時代中期以降から奈良時代以前の畑耕作に係わる小溝状遺構群、平安時

代の小溝状遺構群、中世の道路跡・掘立柱建物跡 。塀跡 。溝跡など、古墳時代以降の各時期の遺構が発見されてい

る。          |

3 基本層序

大野田古墳群の基本層序は、仙台市富沢駅周辺土地区画整理事業に伴う調査において、 I層 (現水田耕作土層)

からXI層 (基盤礫層)ま で下記のように分層されている (渡邊・竹田 :2000)。 本調査ではこれに対応させて土

層を区分し、断面観察を含めて 5層 までの調査を行なった。本地点の調査土層 (I～ V層 )及び、前記の調査成果

による基本層序は下記の通りである。

(盛土) 土地区画整理事業による整地層

I 層 :灰黄褐色シル ト層       水田耕作土層



Ⅱ 層

Ⅲ 層

Ⅳ 層

V 層

Ⅵ 層

Ⅶ 層

Ⅷ 層

Ⅸ 層

X 層

XI層

�  大野田古墳群発掘調査報告書

黒褐色シル ト層等       前回の調査で中世の道路跡検出。 (今回の調査地点には分布 しない。)

にぶい責橙色シル ト層     前回の調査で中世の各種遺構検出。今回も溝跡・土坑・柱穴検出。

灰責褐色砂質シル ト      前回の調査で河川跡等を検出。古墳を覆う。

にぶい黄橙色砂質シルト層   前回の調査で古墳時代前 。中期の遺構、小溝状遺構等を検出。

にぶい黄褐色粘土質シル ト層  縄文時代後期中葉の遺物出土

にぶい黄褐色粘土質シル ト層等 縄文時代後期中葉の遺物出土

にぶい黄IPB色粘土質シル ト層  縄文時代後期中葉の遺物包含層

オリーブ褐色砂層等      縄文時代後期中葉の遺物出土

オリーブ褐色砂礫層等     無遺物層

径10～ 30cmの 礫層       基盤層

4 調査に至る経過と調査方法

今回の調査は、平成14年 8月 12日 付けで、横山泰治氏から発掘届が提出されたことにより実施した。調査地点は、

仙台市富沢駅周辺土地区画整理事業に伴う発掘調査の 4A区での成果から、Ⅲ層における中世の遺構 とV層 におけ

る小溝状遺構群が検出される可能性が推定された。調査区は、建物の中央付近に東西約13m。 南北 4mの長方形に

設定し、 4A区検出のSD-188溝跡の延長を確認するために調査区西端を建物範囲内で南側に拡張した。住宅建築

範囲の限られた調査であることから、遺構の平面的な検出作業はⅢ層のみで行ない、V層 については断面観察によ

って小溝状遺構群の有無の確認を行なった。

測量は任意の基準点を設置して行なった。全体位置は、基準点から周辺区画を測量し、仙台市富沢駅周辺土地区

画整理事業の発掘調査遺構配置図の中に位置付けた。

5 発見遺構 と出土遺物

Ⅲ層上面で掘立柱建物跡 (SB-1)と して組む可能性のあるものを含むピット23個 ・溝跡 2条・土坑 4基 。そ

の他の遺構 2基が発見された。

1)掘立柱建物跡

SB-1掘 立柱建物跡 P-51P-61P-101P-12:P-13は 、それぞれ115cm:198cm i 198cm:120cmの 間隔

で直線上に並び、P-61P-2は 202cmの 間隔でこれに直角に交わることか ら、掘立柱建物跡一部 と考えられる。

柱穴は直径28～36cmほ どの円形である。柱痕跡は直径13～ 15cmの 円形である。柱穴の残存部の深さは15～ 28cmであ

る。

2)溝 跡

SD-1清跡 調査区の西寄 りで検出された。検出部分は長さ約 3m。 幅 lm前後の長方形を呈するが、調査区

北壁断面でも遺構ののびが観察されたことから溝跡と判断した。方向はSB-1掘立柱建物跡とした柱穴列やSD一

2溝跡と直交するように北東から南西方向にのびる。検出部の深さは断面位置で12cmと 浅 く、断面形は不整形であ

る。堆積土は 4層 に分けられる。堆積土上部は、Ⅲ層のブロックを含み人為的に埋められた可能性がある。

SD-2清跡 調査区西部の拡張部分で検出された。仙台市富沢駅周辺土地区画整理事業に伴う発掘調査 4A区

検出のSD-188溝跡の方向に一致し、SB-1掘立柱建物跡 とmmの 間隔をおいてほぼ並行 し、北西から南西方向

にのびる。幅は東側で45側・西側で20cmと 狭 くなる。断面形は舟底形で深さは14cmで ある。堆積土は褐灰色シル ト
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土層 No 土    色 土  質 lHl 考

10YRク 1   褐灰色 砂蟹シルト 基本層Ⅳ層の小ブロックを含む。

第127図 基本層断面及び遺構実測図

1層である。

3)土 坑

SK-1土坑 調査区南東部で検出された。平面形は長方形を呈し、長軸131cm・ 短軸93cmを 測る。断面形は浅い

逆台形で、深さは13cmで ある。堆積土は 2層 に分けられる。2層 中から常滑産と見られる中世陶器の発の体部破片

基本層 (南壁東端 )

土層No 土    色 土  質 備 考

I 10YR6/2 灰黄褐色 シ,レ ト 旧水田耕作上。酸化鉄をjl状に含む。

(1) 10YR3/1 黒褐色 シル ト 今回の調査区内には分布 していない。

Ⅲ 10YR6/4 にぶい貨褐色 シ,レ ト マ ンガン粒 を多 く含む。

Ⅳ 10YR5/2 灰黄褐色

10YRν 3 にぶい貢構℃ 少資シルト

SK 2
土 層 No 土   色 土  質 術 考

10YR5/1    褐灰色 ンルト 基本層 皿層の小ブロックを少量含む。

2 10YR5/1   褐灰色 シル ト 基本層Ⅲ Ⅳ層及び黒褐色上の小ブロックを含む。

2 10YR4/1    名島ナえtl 基本層Ⅱ Ⅳ層及び黒褐色土の小ブロックを多く含む。

SD l
土層No 土    色 土  質 備 考

la 10YR5/1 褐灰色 ル ト 基本層Ⅲ層の小ブロックを合む。マンガン粒を含む。

lb 10YR4/1 褐灰色 シルト 基本層Ⅲ層が径 5cm程度のプロックとして含まれる。

lc 10YR3/1 黒褐色 ンル ト 基本層 lll層 の小 ブロックを少量含む。

2 10YRν 2 灰黄褐色 傷灰色上の小プロックを含む。

基本層 Ⅱ層の細粒 を合

Ⅲ V層 の小ブロックを多く

Ⅱ層の小ブロックを含む。マンガン斑を含む

マ ンガン 酸化鉄 を斑状に含む。炭片を含

灰自色砂をブロック状に含
10YR5/1   褐灰色

10YR4/1   掲灰色 にぶい黄褐色土及び基本彊Ⅱ Ⅳ層の小ブロックを含む。
土 層 No 土  質 備 考

1 10YR5/1 褐灰色 え貢色土 雫褐色土 基本層Ⅲ層のブロックを多く含む。

2 10YR5/1 褐灰色 基本唇Ⅲ層の小ブロックを少量含む。酸化鉄粒を含む。
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が 1点出土 している。 (図版62-7-1)

SK-2土坑 調査区北東部で検出された。平面形は長方形を呈 し、一部は調査区外にのびる。検出部分の長軸

220cm・ 短軸95cmを 測る。断面形は浅いU字形で、深さは34cmである。堆積土は 3層 に分けられる。ブロック状の

堆積土で、人為的に埋められた可能性がある。北西端近 くの 3層中から人頭大の1可原石が 1個出土している。

SK-3土坑 調査区北西部で検出された。平面径は円形を呈し、東西軸長62cm。 南北軸長58cmを 測る。断面形

は舟底形で、深さは18cmで ある。堆積土は 2層 に分けられる。

SK-4土坑 調査区西部で検出された。SD-1溝跡を切 り、P-21に切 られる。不整な楕円形を呈 し、残存長

軸73cm・ 短軸43cmを 測る。断面形は不整なU字形で、西壁はオーバーハングしている。深さは31cmで ある。堆積土

は 2層に分けられる。 2層 中から土師器の破片が 1点出土している。

4)そ の他 の遺 構

SX-1遺構 調査区北東部の調査区北壁際で検出され、本体は調査区外にのびる。検出部分の平面形は半月状

を呈 し、検出部の東西軸長71cm。 南北軸長14cmを測る。底面は検出されていないが、調査区北壁での断面形は舟底

状で、深さは30cmで ある。堆積土は 2層 に分けられる。

SX-2遺構 調査区中央で検出された。P-17に切られる。平面形は、北東から南西方向にのびる楕円形を呈し、

長軸182ccm・ 短軸58cmを 測る。深さは 8 cmで 、堆積土は 1層である。底面中央北寄 りの東壁付近がわずかに低 くな

っている。土師器の破片が 1点 出土している。

5)下 層遺構 の状況

仙台市富沢駅周辺土地区画整理事業に伴う発掘調査 4A区 において、V層上面で小溝状遺構群が検出されている

ことから、断面観察のため、調査区南側の壁面に沿って幅60cm前後のサブトレンチを設定した。Ⅲ層上面から70c皿

前後掘 り下げ、V層 の断面の観察を行なったが小溝の跡は確認できなか

った。

下層調査の際に、Ⅲ層中から古墳時代のものと推定される土師器の壺

底部付近の破片が出土 している。

第128図  Ⅲ層出土遺物

6 ま とめ

① Ⅲ層上面で掘立柱建物跡1棟・溝跡2条・土坑4基 。その他の遺構2基・ピット等が発見された。

② SB-1掘立柱建物跡は、仙台市富沢駅周辺土地区画整理事業に伴う発掘調査4A区で検出された掘立柱建物跡

群の方向と概ね一致している。

③ SD-2溝跡は、その方向から、仙台市富沢駅周辺土地区画整理事業に伴う発掘調査 4A区のSD-188溝跡の延

長にあたるものと推定される。

④ SD-2溝跡は、SB-1掘立柱建物跡は並行して同じ方向性を示し、関係の存在を示唆している。

⑤ SD-2～ SD-188溝跡のラインから南東側は、遺構の密度が希薄になるので、この溝がなんらかの区画に関

係する可能性が考えられる。

⑥ SD-1溝跡、SK-1・ 2、 SX-2遺構についても、SD-2溝跡やSB-1掘立柱建物跡と共通する方向性が

番号 登録番号 出土区 基本層 出土遺構 遺構層 取上番号 種 別 器種 器 高 回径 底 径 (タト  面) 特   徴  (内  面) 写真図版

Ⅲ 土師器 一霊 (41) ナデのちヘラミガキ   レヽケメ 62-7-2
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看取できるので、相互に関係のある可能性が考えられる。

⑦ Ⅲ層上面検出の遺構については、中世に位置付けられている狛台市富沢駅周辺土地区画整理事業に伴う発掘調

査 4A区で検出された遺構群と共通する方向性を有することから、中世の遺構の可能性が高いものと推定される.。

① V層では、小溝状遺構群の広がりを確認することができなかった。

参考文献

渡邊・竹EE(2000):「 大野田古墳群・王ノ壇遺跡・六反田遺跡―仙台市富沢駅周辺土地区画整理事業関係遺跡発掘調査報

告書 I一」仙台市文化財調査報告書第2431集
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1 調査前景 (西 より)

2 調査区全景 (西 より)

3 南壁土層断面

図版60 大野田古墳群の状況 と土層断面
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図版61 掘立桂建物跡・溝跡 。土坑
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2 SK4断面 (南 より)l SK3全 景 (南 より)

||

SK4全景 (南 より)

_ r 十  .i ぅ`

5 SX2断面 (南 より)

4 SXl(南 より)

6 SX 2全景 (南 より)

1 陶器 発 1-1(SK-1)

7 出上遺物

図版62 土坑 。その他の遺構 と出土遺物





�  高田A遺跡 (第 4次)発掘調査報告書

1 調査要項

遺 跡 名  高田A遺跡 (宮城県遺跡番号01256)

調査地点  仙台市若林区上飯田三丁目448-2

調査期間  平成14年 4月 15日 ～ 4月 16日

調査対象面積   66∬

調査面積  32だ

2 遺跡の位置と環境

高田A遺跡は、」R仙台駅の南東 6km付近の若林区上飯田三丁目に所在する。調査地点は、仙台南部道路今泉イ

ンターチェンジより北西に900mの ところに位置してお り標高は 5mで ある。仙台市街地南部の地形を見ると、東

側にはいわゆる「宮城野海岸平野」と呼ばれる沖積平野がみられる。名取川と広瀬川は遺跡の西方約1.4km地 点で

合流 し、遺跡の周囲には両河川によって形成された自然堤防と後背湿地が広がっていて、旧河道も観察される。遺

跡は、その中の自然堤防上に立地している。本遺跡では、平成 5年に 1次調査を、平成13年 に 2次 。3次調査を行

っている。その結果、弥生時代から平安時代頃の河川跡、溝跡、土坑、ピットなどが検出され、弥生土器、土師器、

赤焼土器、須恵器、瓦、石製品などが出土している。

3 調査に至る経過と調査方法

平成14年 4月 11日 付けで菅原義正氏より発掘届が提出された。これを受けて平成14年 4月 15日 、建物予定地内に

東西 8m、 南北 4mの調査区を設定して確認調査を実施した。確認調査の結果、溝跡、土坑、ピット等の遺構が検

出されたため引 き続 き本調査を実施した。調査は、重機により宅地造成時の盛土及び I、 コa、 Ⅱb層 を排除し、

7

7 hjガ
生

垂 、

個人住宅建設

仙台市教育委員会 (文化財課)

主  任  渡部 紀

文化財教諭 大倉秀之

調査原因

調査主体

担当職員
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第刊29図 調査地点 と周辺の地形



Ⅲ層上面で人力による遺構検出作業と遺構の掘 り

込みを行った。

4 基本層序

基本層序は、 I層から遺構検出面であるⅢ層の

大別 3層、細別 4層 である。 I層 はにぶい黄褐色

シル ト層で盛土以前の畑耕作土である。 Ha層 は

白色砂粒 を多量に含む黒褐色 シル ト層である。 Ⅱ

b層はⅢ層土ブロックを含む黒褐色シル ト層であ

る。下面には凹凸が見 られる。一部の遺構は、 こ

の層の上面が掘 り込み面 となっている。Ⅲ層は酸

化鉄粒 を含むにぶい責褐色粘土質シル ト層であ

る。河川の氾濫によって形成された自然堆積層 と

考えられ、周辺一帯の基盤となる層である。

120cm、 深さ15cmである。断面形は

舟底形を呈 し、底面は平坦である。

堆積土は 1層 である。堆積土及び

底 面直上 よ り非 ロクロ土 師器奏

(C-1)、 壼、高郭、弥生土器が出

土 している。このうちC-1は 、中

形で球胴形を呈 し、日縁部の内外

面をヨコナデ、体部外面をハケメ、

ヘ ラミガキ、下半をヘラケズ リ、

内面をヘラナデにより調整 されて

いる。塩釜式期のものと考えられる。

SD3 清跡

建物予定範囲

隣接地境界線
0                5m

街

路

5 発見遺構 と出土遺物           第130図 調査区配置図 Q/200

発見遺構には、溝跡 3条、土坑 1基、ピット6基がある。これらの遺構は、Ⅲ層上面で検出されているが、SD

l溝跡については、コb層上面が掘 り込み面となっている。

1)溝跡

SDl 溝跡

調査区南半部に位置する東西方向の溝跡である。平成13年 に実施した 2次調査の際検出されたSD l溝跡の廷長

部分 と考えられる。SD 2よ り新 しく、Pl～ 5よ りも古い。検出総長 8m、 検出部分での上幅は170cm、 深さ67cm

である。壁は急に立上がる。底面から70cmの ところで幅90cm、 深さ10～20cmの テラス状の段差が見られる。検出中

央部より西側では浅く平坦な面になり、南向きに方向が変わる。堆積土は 3層で、人為堆積である。堆積土より非

ロクロ土師器、ロクロ土師器、須恵器が出土している。

SD2 溝跡

調査区西半部に位置する北東方向の溝跡である。SD lよ り古い。検出総長4.lm、 上幅155～205cm、 下幅100～

0                    3m

第13刊 図 遺構配置図
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第132図 調査区西壁・北壁 。遺構断面図

巨 橋 電位 土    色 土  性 備 考

馨本層 I 10YR5/3 にぶい黄褐t ンル ト 1日 耕作土。

10YR3/2 黒褐色 ンル ト 自色砂粒 を多 く含む。

10YR3/1 黒褐色 ンル ト 下半に肛層土小ブロックを含む。下面に四凸あり。

Ⅲ 10YR6/4 にぶい黄橙t 古と質シルト

10YM/2 灰黄褐色 ンル ト 卜炭紅、Ⅲ層土プロツクを僅かに含む。

2 10YR4/1 褐灰色 ンル ト Ⅲ層土ブロックを含む。

3 10YR4/2 灰貢褐色 ンル ト I層上、Ⅲ層土ブロックを含む。

1 10YR2/1 黒色 ンルト 木炭粒、灰、Ⅱ層土プロックを含む。

,D3 1 10YR3/2 黒褐色 ン,レ ト Ⅲ層土プロックを多 く含む。

,Kl 1 10YR3/2 黒褐色 ン,レ ト 木炭粒、マ ンガン粒を含む。

2 ЮYR3/3 暗褐色 ンルト 木炭粒、マ ンガン粒、Ⅱ層プロツクを含む e

3 10YR4れ  褐色 シル ト マ ンガン粒、Ⅲ層土プロックを含む。

0                               10Cm

登録番号 種別 器種 当土地優 を本層在 出土遺構  層 叉上番七 重  豊 特 徴 写真図版

1 C-1 非ロクロ土師器 奏 SD 2  底面 (178) 外面ヨコナデ‐ハケメ→ヘラミガキ・ヘラケズリ 内面ヨコナデ.ナ デ 64-3

2 E-1 煩恵器  壷 Ⅱ層 内外面ロクロナデ 底部回転ヘラケズ リ

第133図  出土遺物

調査区の中央部から西半部に位置するSD 2と ほぼ平行に北東方向に延びる小規模な溝跡である。P6よ り古い。

検出総長2.4m、 上幅50cm、 下幅20cm、 深さ20cmで ある。断面形は方形を呈 し、底面は平坦である。堆積土は 1層

である。遺物は出土しなかった。

2)土坑

SKl 土坑

調査区中央部北壁際に位置する。他の遺構との重複はない。平面形は楕円形を呈 し、長軸96cm、 短軸88cm、 深さ

20cmである。底面は九みをおびている。堆積土は 3層 である。遺物は出土しなかった。



3)ピ ッ ト

6基のピットが検出されている。平面形は円形を基調とし、規模は30～80cm、 深さ10～ 63clllで ある。堆積土は黒

褐色シル ト、にぶい責褐色シル ト、褐灰色シル トである。柱痕跡が確認されたのはP3のみである。これ以外に柱

穴の可能性があるものはP4である。P3よ り赤彩された非ロクロ土師器郭片が、P4、 P5よ り非ロクロ土師器片

が出土している。

4)そ の他 の出土遺物

遺構以外から出土した遺物の中で図示したものに、Ⅱ層出土の須恵器壺 (E-1)がある。長頸壷の体部下半か

ら底部にかけての破片である。底面は回転ヘラケズリによって調整されており、断面が三角形の低い高台が付 く。

形態的特徴から平安時代のものと思われる。

6 まとめ

① 高田A遺跡は、名取川、広瀬川によって形成された標高5mの 自然堤防上に立地する弥生時代から平安時代の

複合遺跡である。

② 今回の調査では、溝跡 3条、土坑 1基、ピット6基が検出された。出土遺物には弥生土器、非ロクロ土師器、

ロクロ土師器、須恵器、礫石器がある。

③ SDlは、平成13年に実施した 2次調査の際に検出された溝跡の延長部分である。出土遺物から平安時代の溝

跡と思われる。

④ SD2は、底面直上から、塩釜式の土師器が出土していることより古墳時代前期の溝跡と考えられる。SD 3と

SK lか らは遺物が出土していないため所属年代は不明である。Pl～ 3、 P5は、SD lを 切っていることから平

安時代以降のものと思われる

引用・参考文献

吾妻俊典他 (1992):「野田山遺跡」宮城県文化財調査報告書第145集

小村田達也他 (1993):「北原遺跡」宮城県文化財調査報告書第159集

丹羽茂 (1983):「朽木橋横穴古墳群・宮前遺跡」宮城県文化財調査報告書第96集

渡部弘美他 (1994):「高田A遺跡」『年報15J仙台市文化財調査報告書第189集
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1 調査区全景 (西 より)

2 SDl溝跡全景 (東 より)

3 SDl溝跡断面 (西より)

図版63 調査状況・溝跡



l SD2溝跡 (南 より)

2 SD 2溝跡断面 (南より)

甕 C-1(SD 2 第133図 1)      2 須恵器 壷 E-1(Ⅱ層 第133図 2)

3 出土遺物

図版64 清跡・ 出土遺物
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1 非ロクロ土師器



養種園遺跡 (第 3次)発掘調査報告書

1 調査要項

遺 跡 名  養種園遺跡 (宮城県遺跡番号01349)

調査地点  若林区南小泉一丁目

23番 9、 14呑46

調査期間  平成14年 4月 9日 ～ 4月 11日

調査対象面積   98∬

調査面積

調査原因

調査主体

担当職員

24∬

個人住宅建設

仙台市教育委員会 (文化財課 )

教  諭  豊村幸宏

文化財教諭 大倉秀之 加藤徳明

2 遺跡の位置と環境

養種園遺跡は、」R仙台駅の南東約2.5km付近の仙台市若林区南小泉一丁目に所在する面積約 9 haの遺跡である。

仙台市街地の東側、広瀬川の北側に位置し、宮城野海岸平野と呼ばれる沖積地の標高12～ 14mの 自然堤防、後背湿

地上に立地している。周辺には東側に隣接 して南小泉遺跡が広がっておりその中心には遠見塚古墳が存在する。遺

跡内には、猫塚古墳、蛇塚古墳が点在している。今回の調査地点は、遺跡南東部の住宅地に当たり標高は約12mで

ある。本遺跡ではこれまでに 2回 の調査が行われており、今回の調査は 3次 目となる。

3 調査に至る経過と調査方法

平成14年 3月 4日 付で菊地勝良、菊池章泰氏より個人住宅建築工事に係わる発掘届が提出された (教生文第13-

275号で回答)。 これを受けて平成14年 4月 9日 に、建物予定地内に東西 8m、 南北 3mの調査区を設定して確認調

査を実施 した。その結果、竪穴住居跡 1軒、溝跡 1条、ピットが検出されたため引き続き本調査へと移行 した。調

査は、重機により盛土と I、 Ⅱ層を排除し、Ⅲ層上面で人力による遺構検出作業と遺構の掘 り込みを行った。

湘

第134図  調査地点 と周辺の地形

鰯
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0                 5m

第135図 調査区配置図 (1/200)

4 基本層序

調査区内は、全体に厚さ10～20cmの盛土で覆われている。調査区で確認した基本層は、盛土層下の I層 からⅢ層

まで大別 3層である。 I層 は木炭粒、マンガン粒を含む黒褐色シル ト層で、近現代の陶磁器類、燻瓦を包含してい

る。Ⅱ層は木炭粒、微砂粒を含む黒褐色シル ト層である。Ⅲ層はにぶい黄褐色シル ト層で基盤となる自然堆積層で

ある。この層の上面で遺構検出作業を行った。

5 発見遺構 と出土遺物

調査区は、東半部が攪乱を受けてお り遺構は検出されなかった。攪乱の及ばない西半部で竪穴住居跡 1軒、溝跡

1条、ピット6基が検出された。

1)竪穴住居跡

SH 竪穴住居跡

調査区の西半部で住居跡の北東部分及びカマ ドと煙道の一部を検出した。SD l、 ピットと重複 しこれらよりも

古い。規模は、検出した長さが北辺3.8m、 東辺1.8mである。平面形は方形もしくは長方形と思われる。方向は東

辺を基準としてN-14° 一Eである。堆積土は 1層で人為堆積層と考えられる。検出面から床面までの高さは14～

22cmである。床は、貼床を用いず住居跡の掘 り方底面を床面としてお り、ほぼ平坦である。床面施設としてカマ ド

右袖際と住居の東辺際で土坑を2基検出しているが、柱穴、周溝は発見されなかった。 1号土坑は、径80cm、 深さ

30cmの 円形を呈し、 2号土坑は、径90cm、 深さ20cmの 長円形を呈 している。カマ ドは北辺部にⅢ層土を積み上げて

構築されている。カマ ドおよび煙道部の堆積土は 4層で、いずれも木炭粒、焼土を多量に含んでいる。規模は右袖



�  養種園遺跡 (第 3次)発掘調査報告書

1号土坑

礫

9411m当
ド 920m_二引

1号土坑

960m二当

930m名 畔 銘Om型

屯 錘 垂 曇 基 工

正

カマ ド
煙道 カマ ド

卜

盛 土 層

0                      2m

β
E′

2号土坑

3 2

遺  構 霞位 土 色 土  性 備 考

基本層 I ЮYR3/2 黒褐色 シルト マ ンガン粒、木戊粒 を含む。

[ 10YR2/3 黒褐色 シルト 木炭絃、微砂粒を含む。

10YR4/3 にぶい貢褐紀 シル ト

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 10YR4/4粘土質シルトブロック、焼土粒、木炭荘を含む。

2 10Y馳/3 にぶい責褐建 シルト 焼土粒、木炭粒を含む。 (煙道堆積土)

3 10Y貶/3 黒褐色 粘主質シルト統土ブロックを多量に含む。木炭荘を含む。(煙道堆積土

10YR4/3 にぶい責褐荏 シルト 焼土アロック、木炭It、 灰を多畳に含む。(カ マド堆積■)

5 10YM/2 灰黄褐色 シルト 焼と祗、未皮紅、灰、1にR73シ ルト紅を含む。(カ マド堆積土)

6 10YR5/4 にぶい貢箔定 シルト 10YR6/3粘 土ブロックを含む。 (カ マ ド構築土)

10YR4//3 にぶい貢褐g

遺  構 層 位 土 色 土  性 備 考

8 10YR4/3 にぶい蓑褐迄 粘土 マンガン粒 を含む (カ マ ド構築土 )

王11号勧 1 10YR3/4 暗褐色 階土 木炭粒、10YR4/6シ ル トプロックを含む。

2 10YR3々  暗褐色 佑土 木炭紅、10YR4//6ン ルトアロック、10YR5 4粘土アロックを含む。

3 10YR4/6 褐色 偕土

■12号前 1 10YR3/4 暗褐色 古土質シルト焼上粒、木炭粒、10YR4/8シ ルトプロックを含む。

10YR2/2 黒褐色 ン,レ ト 木炭粒、礫、ЮYR4/3シ ル トプロックを含む。

2 10YR3/2 黒褐色 古土質ンルト 木炭塊、礫 を含む。

3 10YR4/4 褐色 少質シルト 木炭粒、10YR3/2粘土質シルトプロックを含む。

4 10YR4/1 褐灰色

1 10YR3/2 黒褐色 ン,レ ト

第136図 S11竪穴住居跡 。SDl溝跡実測図



0                             10cm
|

登録番号 種別 器種 H土地彦 曇本層■ 猥上番完 器高・長 重  量 特 徴 写真図版
1 C-1 非ロクロ土師器 邦 検出面 2 82 39 Ⅲ面日縁ヨコナデ 体訃 底訃ヘラケズリ 内面ヘラミガキ、景色処理 6-2

D-3 ロクロ土師器 奏 カマ ド (230) 外面ロクロナデ 内面ロクロナデ 6-2-1
3 D-4 ロクロ土師器・蔓 SI 床面直上 /1面 ロクロナデ 内面ロクロナデ、回転ヘラナデ ,6-2-2
4 D-2 ロクロ土師器 霙 SI カマド (160) Ⅲ面ロクロナデ後ヘラケズリ 内面ロクロナデ

'6-2-35 D-1 ロクロ土師器・養 床面直上 (57) 外面 ロクロナデ後ヘ ラケズ リ 内面ロクロナデ )6-2-4

第刊37図  出土遺物

の長さlm、 幅60clll、 高さ15cm、 左袖の長さ80clll、 幅50cm、 高さ17cmで ある。煙道は一部調査区外へ延びてお り、

検出長70cm、 幅25cm、 深さ14clllで ある。遺物は、住居の検出面から非ロクロ土師器郭 (C-1)、 堆積土からロク

ロ土師器、赤焼土器、須恵器、弥生土器、石製品が、カマ ドからロクロ土師器奏 (D-1、 D-2、 D-3、 D-4)
須恵器壷が、床面からロクロ土師器郭、奏、須恵器甕、鉄製品が出土している。住居跡の年代は、カマ ド、床面か

ら出土した土師器が表杉ノ入式の範疇に含まれることから平安時代に属するものと考えられる。

2)溝跡

SDl 溝跡

調査区の西半部で検出した。S11よ り新 しい。検出長4.8m、 上幅2.lm、 深さ1.4mで、壁は底面から急に立ち上

がる。東西方向に延びるが、調査区の南西コーナーでL字に屈曲するものと思われる。堆積土は 4層 に分かれ、 1
～ 3層は人為堆積で 4層は水性堆積である。出土遺物は、近世末頃から明治初年にかけての陶磁器類、燻瓦、土師

器、須恵器、石製品である。
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� 養種園遺跡 (第 3次)発掘調査報告審

6 ま とめ

① 養種園遺跡は|、 若林区南小泉一丁目に所在する縄文時代から江戸時代の複合遺跡である。

② 今回の調査によって検出された遺構は、竪穴住居跡1軒、溝跡1条、ピット6基である。出土遺物には、弥生

土器、非ロクロ土師器、ロクロ土師器、赤焼土器、須―恵器、陶機器、石製1品、鉄製品がある.。

③ 竪穴住居跡の年代については、床面やカマドの遺物から平安時代に所属するものとをえられる。

④ 溝跡については、遺構の一部を検出したに留まっているため開削年代や機能については不明である。出土遺物

の年代から19世紀の末頃には埋め戻されたものと思われる。

引用。参考文献

伊東真支 12002):「着淋城跡一第3次発槻調査報告書―」仙台市文化財調査報告書第2弱集

佐藤1 洋 (1"の :「養種園遺跡発掘調査報告書一伊達家別荘跡の調査一」仙台市文化け調査報告書第214集

仙台市教育委員会 (2001):「若林城跡と養種園遺跡」仙台市文化財パンフレット第48集
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l S11竪穴住居跡検出状況

2 S11竪穴住居跡全景

図版65 調査状況・堅穴住居跡

3 Sl l竪穴住居跡カマ ド



�  養種園遺跡 (第 3次)発掘調査報告書

ロクロ土師器

ロクロ土師器

非ロクロ土師器

l SDl溝跡断面

D-3(S11 第137図 2)

D-2(S11 第137図 4)

C-1(検出面 第137図 1)

2

図版 66

2 ロクロ土師器

4 ロクロ土師器

出土遺物

溝跡・出土遺物

甕

甕

甕

奏

郭

D-4
D-1

(S11 第137図 3)

(S11 第137図 5)
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な

名

ゞ

跡

カ

迫違

り

収

ふ

所

ふりがな

所 在 地

コー ド
】ヒ和阜 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

證外奉探「遺跡 仙台市若林 区木ノ下
3丁 目 2-15他

04100 01557
も

４

３

３

１

５

140°

54′

29″

2001 ・ 12・ 03

2002・ 01 ' 18
359■正

学校校舎

建築

や ぎ やまみどりちょう

人 木 山緑 町遺 弥
仙 台市太 白区八木 山
みどりちよう
緑 Hr21-3

04100 01317
０

４

３

３

１

１

０

２

０

４

５

１

2002'04・ 10

2002・ 05・ 13
350■置

老人福祉

施設建築

こう  しん まえ

庚 申 前 窯 跡
仙 台市宮城野 区
にのもり
二 森 131他

04100 01131
Ь

６

２

140‐

54′

06〃

2002・ 05'08
2002・ 05・ 09

87∬ 宅地造成

しも  の  うち

下 ノ 内 遺 跡 中嘲馳
区
白

一
い献
馳

い峙
何

04100 01425
８

２

５

３

１

４

０

２

６

４

５

３

2002'08・  19

2002・ 10。 04
300∬

店舗付共

同住宅

やま だ じょう り

山 田 条 里 遺 跡
仙 台市太 白区山田
あざたなかまえ
宝 H由 前 1負 1´ャ刊婢 イ化

04100 01367
お
・２
４９

０

０

５

４

５

２

2002・ 05' 13

2002'06・ 04
155至正 店舗建築

跡
＞次

遺
２２

謗
沢
１第

み
｛昌
て

仙台市大 白区長町南
3丁 目10-1

04100 01369
８

３

０

３

１

１

０

２

１

４

５

５

2002'04・  15

2002・ 04・ 25
451N

共同住宅

建築

跡
＞次

遺
３２

静
沢
１第

あ
富
く

仙台市太白区長町南
1丁目108-4・ 108-6

04100 01369
Ь

３

６

３

１

１

０

３

３

４

５

０

2002・ 09・ 24

2002・ 09。 25
28ピ

個人住宅

建築

跡
＞次

遺
４２

静
沢
１第

あ
富
く

仙台市太 白区鹿野
223-13

04100 01369
38°

13′

18″

０

２

０

４

５

３

2002・ 10。 22

2002・ 10。 24
42∬

共同住宅

建築

跡
＞次

遺

５つ浄

謗
沢
１第

あ
富
く

仙台市太 白区泉崎
1丁目2-2・ 2-9他

04100 01369
８

３

２

３

１

１

０

２

８

４

５

２

2002・  12・ 10

2002・  12・ 17
22∬

地下式駐

車場建築

跡
ｊ

遺
次

碗泉
３７

準小
第

残南
て

仙台市若林 区一本杉
まち
∬TクA- 1 ・ ,ハ ー ク

04100 01021
８

４

３

３

１

２

０

４

０

４

５

４

2002・ 04・ 15

2002・ 05。 02
180だ

店舗付共

同住宅

跡
＞

遺
次

悌泉
３８

な小
第

雅南
く

粘答常磐林滋需ポ東
4丁目71-1・ 73-4

04100 01021
38°

14′

04″

０

４

８

４

５

３

2002・ 09。 30

2002' 10。  11
127∬

共同住宅

建築

跡
＞

遺
次

瞥
本

３ ９
【小
第

残
南
く

仙台市若林区遠見塚
1可

~日
26-18

04100 01021

８

３

９

３

１

５

０

４

７

４

５

４

2002・  10。 15

2002・  10。 17
28■正

個人住宅

建築

大 野 田 古 墳 群
仙台市大 白区大野 田

字三ニノ壇 47-1イ也
04100 01361

８

２

４

３

１

３

０

２

８

４

５

４

2002・ 09'02
2002・ 09・ 04

54∬
個人住宅

建築

たか  だ  え―

高 田 A遺 跡
仙台市若林 区上飯 田
3可

~目
448-2

04100 01256
心

２

４

３

１

３

０

５

２

４

５

３

2002・ 04・ 15

2002・ 04・ 16
32∬

個人住宅

建築

墨経麓遺跡 粘魯泊鰐粽置術i環
1丁 目23-9・ 14-46

04100 01349
８

４

９

３

１

１

０

４

４

４

５

２

2002・ 04・ 09

2002・ 04・ 11
24∬

個人住宅

建築

所 収 遺 跡 名 種
甲
〃 主 な 時 代 主 な 這 樗 主 な 遺 物 特記事項

国 分 寺 東 遺 跡 集落跡 半 安 ～ 甲 ・ 遊 世 警 欠 住 居 跡 。上 坑 土師器・須恵器・瓦 墨書土器

八 木 山緑 町 遺 跡 集落跡 縄 更 ・ 弥 生 竪穴住居跡・土坑 縄文土器・弥生土器'石器

庚 甲 前 窯 跡 窯跡 余良時代 溝跡・土坑 土師器・須恵器

下 ノ 内 遺 跡 集落跡 縄文～中世 掘互TI建朋朋・畑跡 瀧I■洛・illl器・須黒希

山田条里遺跡 第7次 水田跡 平安～中・近世 畦 畔 土師器 。須恵器

宮沢遺跡 第 122次 水田跡・集落跡 旧石器～中 。近世 な し 土師器

冨沢遺跡 第 123次 人 Ш が ・ 集 洛 閤 旧石器～中 。近世 な し な し

冨沢遺跡 第 124次 水田跡 ・ 集 落 閉 旧石器～中 。近世 な し な し

富沢遺跡 第125次 水田跡・集落跡 旧石器～中・近世 HL畔 石器

南小泉遺跡 第37次 集落跡 弥生～中・近世 肇 穴住 居 跡 ・鷹 跡 土師器

南小泉遺跡 第38次 集落跡 殊 生 ～ 中 。近 世 竪穴住居跡・溝跡 土師器・須恵器・砥石

南小泉遺跡 第39次 集落跡 弥生～中 。近世 溝跡 。井戸跡・土坑 土師器

大 野 田 古 墳 群 古墳・集落 古墳～中世 土 坑 ■H市器 t須黒希・甲世lal恭

高 田 A遺 跡 集落跡 古墳～平安 職 が 。■ 新 土師器 。須恵器

養 種 園 遺 跡 集 落 跡 平 密 ～ � 世 挙 貸 倅 辟 跡 ・ 澄 杯 土師器
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